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フ リ ガ ナ ｼｶﾞﾀﾞｲｶﾞｸ

大 学 の 名 称 滋賀大学  ( Shiga University ）

【経済学部全体】
①　経済・経営学分野の確かな専門性と学際的専門性の育成を基幹的な目標としつつ、「文理融合（学際性強化）」、「グローバル
　化」と「地域社会活性化への貢献」を柱として、本学部の教育課程の特色・強みを活かし機能強化を図り、国際的視野を持ち、
　地域社会へ貢献しうる「意識・知識・見識」の涵養と問題探究能力を備え持つ専門職業人材を養成する。
②　学部共通として設定する専門基礎科目(コア科目)や演習と学科課程を軸として科学体系に沿った専門性を修得させる教育
　を行う。その学習成果を演習や海外・地域社会における実践的問題解決型学習（PBL）を通じて実践的に運用させる取組を通
　じて、創造的な問題解決能力を身につけさせる。さらに学際的専門性の涵養を狙いとして、学際的学びへの指針を示す科目
　類型を設定し、経済・経営・社会分野における立体的・複眼的な専門性を修得させる。

【経済学科】
①　グローバル化する経済活動と社会の諸現象を経済学的方法を通して理論、歴史、制度、政策の視点から多角的に分析する
　力、問題探究能力を有する人材を育成する。
②　経済現象を様々な角度から検討し、その相互関係を的確に整理しながら、その背後にある仕組みや成立を明らかにする分析
　視点を育成することを通じて、経済社会や地域社会の課題に取組む創造的な問題解決能力を身につけさせる。
③　世界・日本・地域各層における民間企業、地域の公共機関・団体など。

【ファイナンス学科】
①　金融取引の基礎、金融市場、政策や市場を支える制度に関する分析能力と問題探究能力を有する人材を育成する。
②　金融取引の基礎、金融市場、政策や市場を支える制度、これら三面の総合的学習を通じて、経済社会や地域社会の金融面
　での課題に取組む創造的な問題解決能力を身につけさせる。
③　世界・日本・地域各層における金融機関、地域の公共機関・団体など。

【企業経営学科】
①　企業組織や管理の仕組みをはじめ、経営戦略、生産管理や新しい製品の開発等に関わる経営の様々な実践の現状やその
　論理などの探求能力を有する人材を育成する。
②　経済活動の単位である「企業」に焦点を当て、その組織や管理の仕組みをはじめ、経営戦略、生産管理や新しい製品の開発
　等に関わる経営の様々な実践の現状やその論理などの探求を通じて、企業経営課題に取組む創造的な問題解決能力を身につ
　けさせる。
③　世界・日本・地域各層における民間企業、地域NPOなど。

【会計情報学科】
①　組織内の会計情報を評価・分析する力とそれを組織経営管理課題の解決に活用しうる力を有する人材を育成する。
②　企業会計の組織方法とその理論と会計情報の分析理論とその手法を学習することを通じて、会計情報の視点から企業経営
　課題に取組む創造的な問題解決能力を身につけさせる。
③　専門的会計職業人（公認会計士、税理士）、企業経営分析専門家（中小企業診断士）、税関係公務員及び世界・日本・地域
　各層における民間企業（経理部門・財務部門）など。

【社会システム学科】
①　社会科学、人文科学の複数の学問分野の専門知識と、その土台となる幅広い教養を修得させ、経済社会を多面的・学際的
　な視点から分析し問題発見探求することのできる人材を育成する。
②　複数の学問分野の視点からの社会の構造や関係のシステマティックな理解を通じて、現代社会の諸事象を総合的に読み解
　くための応用力を身につけさせる。
③　 地域の公共機関・団体、世界・日本・地域各層における民間企業の社会貢献部門など。

新 設 学 部 等 に お い て
養 成 す る 人 材 像

既 設 学 部 等 に お い て
養 成 す る 人 材 像

【経済学部全体】
①　「国際的視野を持ち、地域社会に貢献する専門職業人の養成」を教育方針とし、「意識・知識・見識」の涵養と問題探究能力を
　持つ人材を養成する。
②　学部共通として設定する専門基礎科目(コア科目)や演習と学科課程を軸として科学体系に沿った専門性を修得させるとともに、
　学科横断的履修モデルにより学際的専門性修得を促し、知識の運用能力を伴った専門性を獲得させる。

【経済学科】
①　グローバル化する経済活動と社会の諸現象を経済学的方法を通して多角的に分析する力を有する人材を育成する。
②　経済学理論、政策、比較分析の学習により、経済社会や地域社会の課題に取組む創造的な問題解決能力を身につけさせる。
③　世界・日本・地域各層における民間企業、地域の公共機関・団体など。

【ファイナンス学科】
①  金融取引の基礎、金融市場、政策や市場を支える制度に関する分析能力を有する人材を育成する。
②　金融取引の基礎、金融市場、金融システムに関する学習により、金融面での課題に取組む創造的な問題解決能力を身に
　つけさせる。
③　世界・日本・地域各層における金融機関、企業財務部門、地域の公共機関・団体など。

【企業経営学科】
① 企業組織や管理の仕組みをはじめ、経営戦略、生産管理や新しい製品の開発等に関わる経営の様々な実践の現状やその
　論理などの探求能力を有する人材を育成する。
②　経営組織と経営戦略に関する学習により、企業経営課題に取組む創造的な問題解決能力を身につけさせる。
③　世界・日本・地域各層における民間企業、地域NPOなど。

【会計情報学科】
①　組織内の会計情報を評価・分析する力とそれを組織経営管理へ活用しうる力を有する人材を育成する。
②　会計情報の視点から企業経営課題に取組む創造的な問題解決能力を身につけさせる。
③　専門的会計職業人（公認会計士、税理士）、企業経営分析専門家（中小企業診断士）、税関係公務員など。

【情報管理学科】
①　情報処理技術や数学的なデータ解析・最適化の方法の基礎知識・方法の獲得を基礎として、財務、生産、流通などのシス
　テムや、それらを総合した経営情報システムに関する問題に取り組む力を有する人材を育成する。
②　企業の経営資源としての情報の組織化や管理のための能力、そしてそこから付加価値を創造する力を身につけさせる。
③　企業の情報管理部門、情報産業企業、地域の公共機関の情報管理部門など。

【社会システム学科】
①　経済社会を多面的・学際的な視点から分析し問題発見することのできる人材を育成する。
②　社会の構造や関係のシステマティックな理解を通じて、現代社会を総合的に読み解くための応用力を身につけさせる。
③　地域の公共機関・団体、民間企業の社会貢献部門、市場・社会分析部門など。

計 画 の 区 分 学部の学科の設置

フ リ ガ ナ ｺｸﾘﾂﾀﾞｲｶﾞｸﾎｳｼﾞﾝ　ｼｶﾞﾀﾞｲｶﾞｸ

設 置 者 国立大学法人　滋賀大学

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

設　置　計　画　の　概　要

事 項 記 入 欄

事 前 相 談 事 項 事前伺い
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学位又
は称号

学位又は
学科の分野

異動元
助教
以上

うち
教授

経済学科(昼間主コース） 17 8

退職 2 2

計 19 10

ファイナンス学科(昼間主コース） 8 4

情報管理学科（昼間主コース） 1 0

退職 1 1

計 10 5

企業経営学科(昼間主コース） 9 5

情報管理学科（昼間主コース） 3 0

計 12 5

会計情報学科(昼間主コース） 7 4

情報管理学科（昼間主コース） 1 1

退職 2 2

計 10 7

社会システム学科(昼間主コース） 26 11

情報管理学科（昼間主コース） 1 0

退職 1 0

計 28 11

経済学科(夜間主コース）（再掲） 17 8

退職（再掲） 2 2

計 19 10

ファイナンス学科(夜間主コース）（再掲） 8 4

情報管理学科（夜間主コース）（再掲） 1 0

退職〔再掲） 1 1

計 10 5

企業経営学科(夜間主コース）（再掲） 9 5

情報管理学科（夜間主コース）（再掲） 3 0

計 12 5

会計情報学科(昼間主コース）（再掲） 7 4

情報管理学科（昼間主コース）（再掲） 1 1

退職〔再掲） 2 2

計 10 7

社会システム学科(夜間主コース）（再掲） 26 11

情報管理学科（夜間主コース）（再掲） 1 0

退職（再掲） 1 0

計 28 11

学士
（経済学）

経済学関係
平成29年４月

第1年次

社会システム学
科
（夜間主コース）
[ Department of
  Social Systems ]

４ 11 - 44

新

設

学

部

等

の

概

要

会計情報学科
（夜間主コース）
[ Department of
  Accounting
  Information ]

４ ９ - 36
学士

（経済学）
経済学関係

平成29年４月
第1年次

企業経営学科
（夜間主コース）
[ Department of
  Manegement ]

４ 10 - 40
学士

（経済学）
経済学関係

平成29年４月
第1年次

ファイナンス学科
（夜間主コース）
[ Department of
  Finance ]

４ ９ - 36
学士

（経済学）
経済学関係

平成29年４月
第1年次

経済学科
（夜間主コース）
[ Department of
  Economics ]

４ 11 - 44
学士

（経済学）
経済学関係

平成29年４月
第1年次

3年次
3

206
学士

（経済学）
経済学関係

平成29年４月
第1年次

平成31年4月
第3年次

社会システム学
科
（昼間主コース）
[ Department of
  Social Systems ]

４ 65
3年次

5

会計情報学科
（昼間主コース）
[ Department of
  Accounting
  Information ]

４ 50

270
学士

（経済学）
経済学関係

平成29年４月
第1年次

平成31年4月
第3年次

企業経営学科
（昼間主コース）
[ Department of
  Manegement ]

４ 75
3年次

4
308

学士
（経済学）

経済学関係

平成29年４月
第1年次

平成31年4月
第3年次

ファイナンス学科
（昼間主コース）
[ Department of
  Finance ]

４ 55
3年次

3
226

学士
（経済学）

経済学関係

平成29年４月
第1年次

平成31年4月
第3年次

授与する学位等

開設時期

専　任　教　員

経済学部
[ Faculty of
  Economics ]

経済学科
（昼間主コース）
[ Department of
  Economics ]

４ 165
3年次

5
670

学士
（経済学）

新設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

経済学関係

平成29年４月
第1年次

平成31年4月
第3年次

新 設 学 部 等 に お い て
取 得 可 能 な 資 格

【経済学部 経済学科、ファイナンス学科、社会システム学科（各昼間主コース）】
　・中学・高校教員１種（社会、地理歴史（経済学科のみ）、公民）
【経済学部 企業経営学科、会計情報学科（各昼間主コース）】
　・高校教員１種（商業）
　　① 国家資格　② 資格取得可能
　　③ 卒業要件単位に含まれる科目のほか、教職関連科目の履修が必要。

既 設 学 部 等 に お い て
取 得 可 能 な 資 格

【経済学部 経済学科、ファイナンス学科、社会システム学科（各昼間主コース）】
　・中学・高校教員１種（社会、地理歴史（経済学科のみ）、公民）
【経済学部 企業経営学科、会計情報学科（各昼間主コース）】
　・高校教員１種（商業）
【経済学部 情報管理学科（昼間主コース）】
　・高校教員１種（情報）
　　① 国家資格　② 資格取得可能
　　③ 卒業要件単位に含まれる科目のほか、教職関連科目の履修が必要。

既 設 学 部 等 に お い て
養 成 す る 人 材 像

【経済学部全体】
①　「国際的視野を持ち、地域社会に貢献する専門職業人の養成」を教育方針とし、「意識・知識・見識」の涵養と問題探究能力を
　持つ人材を養成する。
②　学部共通として設定する専門基礎科目(コア科目)や演習と学科課程を軸として科学体系に沿った専門性を修得させるとともに、
　学科横断的履修モデルにより学際的専門性修得を促し、知識の運用能力を伴った専門性を獲得させる。

【経済学科】
①　グローバル化する経済活動と社会の諸現象を経済学的方法を通して多角的に分析する力を有する人材を育成する。
②　経済学理論、政策、比較分析の学習により、経済社会や地域社会の課題に取組む創造的な問題解決能力を身につけさせる。
③　世界・日本・地域各層における民間企業、地域の公共機関・団体など。

【ファイナンス学科】
①  金融取引の基礎、金融市場、政策や市場を支える制度に関する分析能力を有する人材を育成する。
②　金融取引の基礎、金融市場、金融システムに関する学習により、金融面での課題に取組む創造的な問題解決能力を身に
　つけさせる。
③　世界・日本・地域各層における金融機関、企業財務部門、地域の公共機関・団体など。

【企業経営学科】
① 企業組織や管理の仕組みをはじめ、経営戦略、生産管理や新しい製品の開発等に関わる経営の様々な実践の現状やその
　論理などの探求能力を有する人材を育成する。
②　経営組織と経営戦略に関する学習により、企業経営課題に取組む創造的な問題解決能力を身につけさせる。
③　世界・日本・地域各層における民間企業、地域NPOなど。

【会計情報学科】
①　組織内の会計情報を評価・分析する力とそれを組織経営管理へ活用しうる力を有する人材を育成する。
②　会計情報の視点から企業経営課題に取組む創造的な問題解決能力を身につけさせる。
③　専門的会計職業人（公認会計士、税理士）、企業経営分析専門家（中小企業診断士）、税関係公務員など。

【情報管理学科】
①　情報処理技術や数学的なデータ解析・最適化の方法の基礎知識・方法の獲得を基礎として、財務、生産、流通などのシス
　テムや、それらを総合した経営情報システムに関する問題に取り組む力を有する人材を育成する。
②　企業の経営資源としての情報の組織化や管理のための能力、そしてそこから付加価値を創造する力を身につけさせる。
③　企業の情報管理部門、情報産業企業、地域の公共機関の情報管理部門など。

【社会システム学科】
①　経済社会を多面的・学際的な視点から分析し問題発見することのできる人材を育成する。
②　社会の構造や関係のシステマティックな理解を通じて、現代社会を総合的に読み解くための応用力を身につけさせる。
③　地域の公共機関・団体、民間企業の社会貢献部門、市場・社会分析部門など。
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学位又
は称号

学位又は
学科の分野

異動先
助教
以上

うち
教授

経済学科（昼間主コース） 17 8

退職 2 2

計 19 10

ファイナンス学科（昼間主コース） 8 4

退職 1 1

計 9 5

企業経営学科（昼間主コース） 9 5

計 9 5

会計情報学科（昼間主コース） 7 4

退職 2 2

計 9 6

ファイナンス学科（昼間主コース） 1 0

企業経営学科（昼間主コース） 3 0

会計情報学科（昼間主コース） 1 1

社会システム学科（昼間主コース） 1 0

計 6 1

社会システム学科（昼間主コース） 26 11

退職 1 0

計 27 11

経済学科(夜間主コース）(再掲） 17 8

退職（再掲） 2 2

計 19 10

ファイナンス学科(夜間主コース）（再掲） 8 4

退職（再掲） 1 1

計 9 5

企業経営学科(夜間主コース）（再掲） 9 5

計 9 5

会計情報学科（昼間主コース） 〔再掲） 7 4

退職（再掲） 2 2

計 9 6

ファイナンス学科（昼間主コース）（再掲） 1 0

企業経営学科（昼間主コース）（再掲） 3 0

会計情報学科（昼間主コース）（再掲） 1 1
社会システム学科（昼間主コース）（再掲） 1 0

計 6 1
社会システム学科(夜間主コース）〔再掲） 26 11

退職（再掲） 1 0

計 27 11

経済学関係
平成5年10月

第1年次

学士
（経済学）

経済学関係
平成5年10月

第1年次

社会システム学
科
（夜間主コース）

４ ９ - ３６
学士

（経済学）

情報管理学科
（夜間主コース）
（廃止）

４ ８ - 32

【備考欄】
     経済学部
　      学生募集の停止、入学定員の変更

会計情報学科
（夜間主コース） ４ ８ - 32

学士
（経済学）

経済学関係
平成5年10月

第1年次

企業経営学科
（夜間主コース） ４ ８ - 32

学士
（経済学）

経済学関係
平成5年10月

第1年次

学士
（経済学）

経済学関係
平成5年10月

第1年次

ファイナンス学科
（夜間主コース） ４ ８ - ３２

学士
（経済学）

経済学科
（夜間主コース） ４ ９ - ３６

経済学関係
平成5年10月

第1年次

社会システム学
科
（昼間主コース）

４ 70
3年次

4
288

学士
（経済学）

経済学関係

平成5年10月
第1年次

平成8年4月
第3年次

情報管理学科
（昼間主コース）
（廃止）

４ 60
3年次

3
246

学士
（経済学）

経済学関係

平成2年4月
第1年次

平成8年3月
第3年次

学士
（経済学）

経済学関係

平成３年４月
第1年次

平成8年4月
第3年次

学士
（経済学）

経済学関係

平成5年10月
第1年次

平成8年4月
第3年次

会計情報学科
（昼間主コース）

４ 55
3年次

3
226

学士
（経済学）

企業経営学科
（昼間主コース）

４ 80
3年次

4
328

経済学関係

平成5年10月
第1年次

平成8年4月
第3年次

専　任　教　員

経済学部 経済学科
（昼間主コース）

４ 175
3年次

3
706

学士
（経済学）

経済学関係

昭和24年5月
第1年次

平成8年4月
第3年次

既

設

学

部

等

の

概

要

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

授与する学位等

開設時期

ファイナンス学科
（昼間主コース）

４ 60
3年次

3
246

         改組前 

           昼間主  ３年次編入  夜間主  

経済学科       １７５          ３        ９ 

ﾌｧｲﾅﾝｽ学科     ６０          ３        ８ 

企業経営学科     ８０          ４        ８ 

会計情報学科     ５５          ３        ８ 

情報管理学科     ６０          ３        ８ 

社会ｼｽﾃﾑ学科   ７０        ４        ９ 

    計        ５００        ２０        ５０  
 

⇒ 

改組後 

昼間主  ３年次編入  夜間主  

 １６５         ５       １１ 

  ５５         ３           ９ 

   ７５         ４       １０ 

   ５０         ３         ９ 

  廃止     廃止     廃止 

  ６５         ５      １１ 

   ４１０       ２０         ５０  
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 ○ 20 30 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

－ 1 0 0 20 30 2 0 0 －

哲学からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

歴史からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

文学からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

論理の世界 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 1 兼1

自然言語の世界 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

人間と存在 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

人間と倫理 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

人間と宗教 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

人間と経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 1

人間と心理 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

人間と教育 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1 集中

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 52 0 9 10 0 0 0 兼27 －

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 4 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 4

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

教
養
教
育
科
目
群

大学入門
科目

全
学
共
通
教
養
科
目

社
会
科
学
分
野

教育と文化

日本の文化

大学入門セミナー

小計（1科目） －

人
文
科
学
分
野

日本の歴史

欧米の歴史

文化の歴史

日本の文学

欧米の文学

美術の世界

音楽の世界

演劇の世界

文化への問い

芸術と文化

言語と文化

備考

（別添２－２）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 事 前 伺 い ）
【新設】（経済学部経済学科　昼間主コース）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

欧米の文化

東アジアの多様性の理解

小計（26科目）

世界経済の現状

教育の諸問題

現代の企業と経営

社会と会計

組織と会計

現代の諸問題

スポーツと現代社会

生活と法

－

社会学からの問い

経済学からの問い

経営学からの問い

法学からの問い

政治学からの問い

地理学からの問い

人間と社会

社会の比較

地域社会の経済

教育と社会

現代社会をみる目

日本国憲法

現代社会と政治

現代社会と法

私法の世界

日本社会の法と政治

経済学と現代

現代の金融

滋賀大学－4



1・2・3・4前・後 2 ○ 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

世界経済と東アジア 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

日本と東アジア 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 84 0 17 22 1 0 0 兼22 －

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 3 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

線形代数への招待 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼9

解析学への招待 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼9

確率への招待 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼9

データサイエンスへの招待 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼15

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 5

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 52 0 6 13 0 0 0 兼25 －

近江とびわ湖Ⅰ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江とびわ湖Ⅱ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

近江の歴史 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江の経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江のくらしと文化 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

地域共生論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

地域コミュニケーション論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

滋賀大学で環境を学ぶ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

環境問題を学ぶ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

環境学習プログラム開発論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

まちと住まい 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

環境教育概論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

キャリアデザイン論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

働くことの意味 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

自己理解 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

こころと身体の科学 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 36 0 4 0 0 0 0 兼16 －

特
定
主
題
分
野

自
然
科
学
分
野

教
養
教
育
科
目
群

全
学
共
通
教
養
科
目

社
会
科
学
分
野

現代社会と人権

生活と企業

消費と社会

くらしと住まい

衣と暮らし

情報と人間

情報化と社会

戦争と平和

平和教育

福祉と教育

現代の社会福祉

人権問題を学ぶ

ジェンダーを学ぶ

男女の共生

小計（42科目） －

数学への招待

自然科学への招待

応用科学への招待

エンジニアリングへの招待

情報通信の仕組み

メディアと情報

コンピュータの仕組み

メディアツール活用法

情報教育概論

情報学への招待

情報と科学

宇宙と地球

自然と人間

生命と物質

物質とエネルギー

数学的思考

問題解決の手法

情報リテラシー

健康の科学

脳の科学

身体運動の科学

身体の科学

小計（26科目） －

彦根・湖東学

地域からの視点

小計（18科目） －

滋賀大学－5



英会話基礎 1前 1 ○ 1 兼6

大学英語入門 1前 1 ○ 1 4 兼3

1後 1 ○ 1 4 兼3

1後 1 ○ 1 兼5

英語Ⅱ 2前・後 1 ○ 2 4 兼11

ドイツ語ⅠａＨ 1前 1 ○ 兼3

ドイツ語ⅠａＡ 1後 1 ○ 兼3

ドイツ語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 1 兼3

ドイツ語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 1 兼3

フランス語ⅠａＨ 1前 1 ○ 1 兼1

フランス語ⅠａＡ 1後 1 ○ 1 兼1

フランス語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 1 兼2

フランス語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 1 兼2

スペイン語ⅠａＨ 1前 1 ○ 1

スペイン語ⅠａＡ 1後 1 ○ 1

スペイン語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 兼2

スペイン語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 1 兼2

中国語ⅠａＨ 1前 1 ○ 2 兼2

中国語ⅠａＡ 1後 1 ○ 2 兼2

中国語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 兼3

中国語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 兼3

ロシア語ⅠａＨ 1前 1 ○ 兼1

ロシア語ⅠａＡ 1後 1 ○ 兼1

ロシア語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 兼1

ロシア語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 兼1

韓国・朝鮮語ⅠａＨ 1前 1 ○ 兼1

韓国・朝鮮語ⅠａＡ 1後 1 ○ 兼1

韓国・朝鮮語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 兼1

韓国・朝鮮語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 兼1

－ 5 24 0 5 6 0 0 0 兼25 －

スポーツ科学Ⅰ 1前 1 ○ 1 1 兼3 －

スポーツ科学Ⅱ 1後 1 ○ 1 1 兼3 －

－ 2 0 0 1 1 0 0 0 兼3 －

1前 2 ○ 1 5

－ 2 0 0 1 5 0 0 0 0 －

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

ミクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

マクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 1 兼2

マクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 1

コア政治経済学 1後・2前 2 ○ 1 兼1

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

社会経済史 1後・2前 2 ○ 2

経営学 1後・2前 2 ○ 5 2 兼1

簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

法学 1後・2前 2 ○ 1 兼1

論理学 1後・2前 2 ○ 3 1

－ 0 24 0 13 18 1 0 0 兼5 －

基礎演習 1後・2前・後 2 ○ 7 9 1 兼2

コアセッション 1後・2前・後 1 ○ 2 10 兼1

ＢＳセミナー 1後・2前・後 2 ○ 2

事前演習 1後・2前・後 1 ○

－ 0 6 0 11 16 1 0 0 兼3 －

外国文献研究 2後・3・4前・後 2 ○ 14 20 2 兼3

時事外国語 2後・3・4前・後 2 ○ 4 4 兼1

コミュニケーション・スキル 2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼3

経済経営英語 2後・3・4前・後 2 ○ 2 7

英語演習 2後・3・4前・後 2 ○ 1 4 兼1

ドイツ語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

ドイツ語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

フランス語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

フランス語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

スペイン語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 兼2

スペイン語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 兼2

プ
レ
セ
ミ
ナ
ー

コ
ア
科
目

基

礎

科

目

学
部
共
通
科
目

教
養
教
育
科
目
群

専
門
教
育
科
目
群

専
門
語
学
演
習

外
国
語
科
目

英語Ⅰａ

英語Ⅰｂ

小計（29科目） －

体
育
科
目 小計（2科目） －

－

小計（12科目） －

現代経済学基礎

小計（1科目）

小計（4科目） －

滋賀大学－6



中国語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

中国語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

ロシア語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 兼1

ロシア語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

韓国・朝鮮語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 兼1

韓国・朝鮮語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

古文書演習 2後・3・4前・後 2 ○ 1

WritingⅠ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

WritingⅡ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

PresentationⅠ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

PresentationⅡ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

Academic Writing 2・3・4前・後 2 ○ 兼1

Debate 2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 48 0 24 29 2 0 0 兼15 －

専門演習Ⅰ 3前 2 ○ 31 32

専門演習Ⅱ 3後 2 ○ 31 32

専門演習Ⅲ 4前 2 ○ 28 29 兼3

専門演習Ⅳ 4後 2 ○ 29 30 兼3

特別研究 3・4前・後 2 ○ 1

－ 8 2 0 31 39 0 0 0 兼3 －

リーダーシップ論 2・3・4前・後 1 ○ 1 2 1 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

インターンシップ事前演習 2・3・4前・後 2 ○

就業体験Ⅰ（インターンシップ） 2・3・4前・後 1 ○

就業体験Ⅱ（インターンシップ） 2・3・4前・後 2 ○

就業体験Ⅲ（インターンシップ） 2・3・4前・後 3 ○

インターンシップ事後演習 2・3・4前・後 1 ○

ボランティア体験 1・2・3・4前・後 1 ○

海外研修 1・2・3・4前・後 2 ○

自主企画海外体験・研修Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○

自主企画海外体験・研修Ｂ 1・2・3・4前・後 2 ○

自主企画海外体験・研修Ｃ 1・2・3・4前・後 3 ○

プロジェクトＡ 1・2・3・4前・後 1 ○

プロジェクトＢ 1・2・3・4前・後 2 ○

プロジェクトＣ 1・2・3・4前・後 3 ○

－ 0 25 0 1 2 1 0 0 兼7 －

地域課題プロジェクト 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

現代の経済 2・3・4前・後 1 ○ 1

現代の経営 2・3・4前・後 1 ○ 1 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

地域の社会と経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 8 0 3 2 0 0 0 兼7 －

分析ツール 1・2前・後 2 ○ 5

古文書解読Ａ１ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

古文書解読Ａ２ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

古文書解読Ｂ１ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

古文書解読Ｂ２ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

Lectures in English　Ａ 2・3・4前・後 3 ○ 1 兼1

Lectures in English　Ｂ 2・3・4前・後 4 ○ 1

時事特別講義 2・3・4前・後 1 ○ 兼1

サービス経済論 2・3・4前・後 2 ○ 1

上級特別研究 3・4前・後 2 ○ 1 1

－ 0 22 0 7 6 0 0 0 兼3 －

経済変動論 2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1 兼1

2後・3前 2 ○ 1 兼1

3・4前・後 2 ○ 1 兼1

2後・3前 2 ○ 兼1

2後・3前 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

学
部
共
通
科
目

専
門
語
学
演
習

小計（5科目） －

政治経済学

信用と循環の政治経済学

現代資本主義論

経済学史

現代経済学史Ⅰ

現代経済学史Ⅱ

産業連関論

小計（14科目）

小計（24科目）

小計（5科目）

応用ミクロ経済学

小計（10科目）

数理経済学

上級数理経済学

価格理論

－

－

－

ものづくり、人づくり、地域づくりⅠ

－

そ
の
他
科
目

地
域
連
携
科
目

実
践
・
体
験
科
目専

門
教
育
科
目
群

経
済
学
科
専
門
科
目

基
礎
理
論

専
門
演
習
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2後・3前 2 ○ 1 1

－ 0 26 0 4 2 0 0 0 兼4 －

3・4前・後 2 ○ 2

3・4前・後 2 ○ 1

経済数学 2前・後 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

ゲーム理論 2前・後 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1 1

地域経済論 3・4前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 3

－ 0 26 0 1 4 0 0 0 －

2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1 1

2後・3前 2 ○ 1 兼1

2後・3前 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1 兼1

3・4前・後 2 ○ 1 兼1

3・4前・後 2 ○ 1 兼1

3・4前・後 2 ○ 3 2 兼17

－ 0 28 0 3 4 0 0 0 兼16 －

2後・3前 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 兼1

3・4前・後 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1 兼1

2後・3前 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1

－ 0 24 0 5 3 0 0 0 兼2 －

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

マクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 1 兼2

コア政治経済学 1後・2前 2 ○ 1 兼1

ミクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

マクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 1

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

社会経済史 1後・2前 2 ○ 2

政治経済学 2後・3前 2 ○ 1 兼1

信用と循環の政治経済学 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

経済学史 2後・3前 2 ○ 1

現代経済学史Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1

産業連関論 2後・3前 2 ○ 1

価格理論 2後・3前 2 ○ 1

応用ミクロ経済学 2後・3前 2 ○ 1 兼1

経済数学 2前・後 2 ○ 1

計量経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

計量経済学Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

金融システム論 1後・2前 2 ○ 1 兼1

マクロ金融論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

政
策
経
済
論

経
済
学
科
専
門
科
目

比
較
経
済
論

小計（13科目）

－

日本経済史

不平等の経済学

－

経済開発論

開発政策論

国際経済論Ⅰ

国際経済論Ⅱ

上級国際経済論

基礎理論特殊講義

小計（13科目） －

応用経済論特殊講義

財政学総論Ⅱ

公共経済学Ⅱ

財政学総論Ⅰ

数理統計学

応用統計学

計量経済学Ⅱ

公共経済学Ⅰ

応
用
経
済
論

地方財政論

計量経済学Ⅰ

－

日本経済論

比較経済論特殊講義

産業組織論

小計（14科目）

労働経済論

小計（12科目）

上級日本経済史

都市経済論

法と経済学

産業政策論

エコロジカル経済学

政策経済論特殊講義

欧米経済史

上級欧米経済史

世界経済論

アジア経済論

資源経済学

環境政策論

医療経済学

社会政策

社会保障論

基

礎

理

論

コ

ア

指

定

科

目

コ
ア
選
択
必
修
科
目

選
択
科
目
１
群
（

理
論
系
科
目
群
）

学
習
類
型
（

経
済
社
会
分
析
類
型
）

専
門
教
育
科
目
群
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公共経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

財政学総論Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

地方財政論 3・4前・後 2 ○ 1 1

地域経済論 3・4前・後 2 ○ 1

産業組織論 2後・3前 2 ○ 1 1

産業政策論 3・4前・後 2 ○ 1

社会政策 2後・3前 2 ○ 1

社会保障論 3・4前・後 2 ○ 1

労働経済論 2後・3前 2 ○ 1

医療経済学 3・4前・後 2 ○ 1

マクロ財政学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

金融政策論 2後・3前 2 ○ 1

日本経済史 2後・3前 2 ○ 1

欧米経済史 2後・3前 2 ○ 1

国際経済論Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

国際経済論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 兼1

上級国際経済論 3・4前・後 2 ○ 1

世界経済論 2後・3前 2 ○ 1

アジア経済論 2後・3前 2 ○ 1 兼1

経済開発論 2後・3前 2 ○ 1

開発政策論 3・4前・後 2 ○ 1

比較金融システム論 1後・2前 2 ○ 1

国際金融論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

国際金融論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

－ 0 88 0 11 10 0 0 0 兼9 －

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

ミクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

マクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 1 兼2

マクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 1

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

マクロ金融論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

国際金融論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

貨幣理論 1後・2前 2 ○ 1

マクロ財政学Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

金融システム論 1後・2前 2 ○ 1 兼1

銀行論 1後・2前 2 ○ 1

証券市場論 1後・2前 2 ○ 兼1

保険論 1後・2前 2 ○ 兼1

コーポレート・ファイナンスⅠ 1後・2前 2 ○ 1

計量ファイナンス基礎 1後・2前 2 ○ 1

1後・2前 2 ○ 1 兼1

金融契約論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

ファイナンス数学入門 1後・2前 2 ○ 1

計量経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

経済数学 2前・後 2 ○ 1

コア政治経済学 1後・2前 2 ○ 1 兼1

財務会計総論Ⅰ　 2・3前・後 2 ○ 1 1

財務諸表分析論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1

管理会計総論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 2

マクロ金融論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

金融政策論 2後・3前 2 ○ 1

国際金融論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

比較金融システム論 2後・3前 2 ○ 1

マクロ財政学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

コーポレート・ファイナンスⅡ 2後・3前 2 ○ 1

証券市場論各論 2後・3前 2 ○ 兼1

金融契約論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

機関投資家論 2後・3前 2 ○ 1

計量ファイナンス 2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1 兼1

選
択
科
目
２
群
（

政
策
系
科
目
群
）

学
習
類
型
（

経
済
社
会
分
析
類
型
）

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅡ

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅢ

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅠ

－

選
択
科
目
３
群
（

比
較
経
済
系
科
目
群
）

コ
ア
選
択
必
修
科
目

選
択
科
目
１
群
（

類
型
基
礎
科
目
）

専
門
教
育
科
目
群

小計（44科目）

選
択
科
目
２
群
（

フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
学
科

類
型
展
開
科
目
）

学
習
類
型
（

フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
類
型
）
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2後・3前 2 ○ 1

ベンチャー・ファイナンス論 2後・3前 2 ○ 兼1

信用リスク・マネジメント 2後・3前 2 ○ 兼1

2後・3前 2 ○ 兼1

2後・3前 2 ○ 兼1

不動産投資論 2後・3前 2 ○ 兼1

ファイナンス数学 2後・3前 2 ○ 1

日本金融経済論 2後・3前 2 ○ 兼1

金融法 2後・3前 2 ○ 兼1

公共経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

ゲーム理論 2前・後 2 ○ 1

上級管理会計Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

上級管理会計Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

－ 0 102 0 6 10 0 0 0 兼18 －
コ

ア

指

定

科

目 経営学 1後・2前 2 ○ 5 2 兼1

経営史総論 2前・後 2 ○ 1

経営戦略論 2前・後 2 ○ 2

経営組織論 3前・後 2 ○ 1

経営管理論 2前・後 2 ○ 1 1

組織行動論 3前・後 2 ○ 1

人的資源管理 2前・後 2 ○ 1

中小企業論 2前・後 2 ○ 1

マーケティング論 2前・後 2 ○ 1 兼1

流通システム論 2前・後 2 ○ 1

イノベーション・マネジメント 2前・後 2 ○ 1 1

経営数学 1後・2前 2 ○ 2

ビジネス・エコノミクス基礎 2前・後 2 ○ 2

コーポレート・ファイナンスⅠ 1後・2前 2 ○ 1

簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

社会学概論 1後・2前 2 ○ 1

会社法 2前・後 2 ○ 1

日本経営史 3前・後 2 ○ 1

外国経営史 3前・後 2 ○ 1

近江商人経営論 2前・後 2 ○ 1

企業統治論 2前・後 2 ○ 1 1

国際経営戦略論 3前・後 2 ○ 1

生産マネジメント 3前・後 2 ○ 1

組織間関係論 3前・後 2 ○ 1

比較経営論 3前・後 2 ○ 1

管理者行動論 2前・後 2 ○ 1

ダイバーシティ・マネジメント 3前・後 2 ○ 1

マーケティング・リサーチ 2前・後 2 ○ 1

マーケティング戦略 3前・後 2 ○ 1

消費者行動論 3前・後 2 ○ 1

ビジネス・エコノミクス 3前・後 2 ○ 1

オペレーションズ・リサーチ 2前・後 2 ○ 1

マネジメント特殊講義 2前・後 2 ○ 1 1

マネジメント・ポリシー特殊講義 3前・後 2 ○ 1

3前・後 2 ○ 1 兼1

コーポレート・ファイナンスⅡ 2後・3前 2 ○ 1

商法 2前・後 2 ○ 1

社会心理学Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

社会心理学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

－ 0 78 0 8 13 1 0 0 兼4 －
コ

ア

指

定

科

目 簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

ミクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

経営学 1後・2前 2 ○ 5 2 兼1

会計学基礎 １後 2 ○ 1

財務諸表分析論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1

財務諸表分析論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1
選

択

科

目

１

群

（

会

計

情

報

学

科

類

型

科

目

） 財務会計総論Ⅰ　 2・3前・後 2 ○ 1 1

類
型
必
修

科
目

－

小計（39科目） －

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅣ

小計（51科目）

企業分析とコーポレート・ファイナンスⅠ

企業分析とコーポレート・ファイナンスⅡ

マネジメント・サイエンス特殊講義

学
習
類
型
（

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
類
型
）

専
門
教
育
科
目
群

コ
ア
選
択
必
修
科
目

選

択

科

目

２

群

（

フ
ァ

イ

ナ

ン

ス

学

科

類

型

展

開

科

目
）

学
習
類
型
（

フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
類
型
）

学
習
類
型
（

企
業
分
析
類
型
）

選

択

科

目

３

群

（

展

開

科

目

他

学

科

科

目

）

選
択
科
目
１
群
（

類
型
基
礎
科
目
）

選
択
科
目
２
群
（

類
型
展
開
科
目
）
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財務会計総論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1 1

上級財務会計Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1 2

上級財務会計Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1 2

管理会計総論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 2

管理会計総論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 2

上級管理会計Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

上級管理会計Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

原価計算論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1 2 兼2

原価計算論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1 2 兼1

数理経済学 2後・3前 2 ○ 1

応用ミクロ経済学 2後・3前 2 ○ 1 兼1

ゲーム理論 2前・後 2 ○ 1

計量経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

計量経済学Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

金融契約論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

金融契約論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

コーポレート・ファイナンスⅠ 1後・2前 2 ○ 1

コーポレート・ファイナンスⅡ 2後・3前 2 ○ 1

1後・2前 2 ○ 1 兼1

2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1 兼1

2後・3前 2 ○ 兼1

ファイナンス数学 2後・3前 2 ○ 1

証券市場論 1後・2前 2 ○ 兼1

証券市場論各論 2後・3前 2 ○ 兼1

経営管理論 2前・後 2 ○ 1 1

経営戦略論 2前・後 2 ○ 2

オペレーションズ・リサーチ 2前・後 2 ○ 1

ビジネス・エコノミクス基礎 2前・後 2 ○ 2

ビジネス・エコノミクス 3前・後 2 ○ 1

マーケティング戦略 3前・後 2 ○ 1

解析学 1後 2 ○ 兼1

多変量解析入門 2前 2 ○ 兼1

多変量解析 2後 2 ○ 兼1

統計数学 2前 2 ○ 兼1

回帰分析 2前 2 ○ 兼1

確率論 3後 2 ○ 兼1

－ 0 94 0 7 12 0 0 0 兼18 －
コ

ア

指

定

科

目 簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

ミクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

法学 1後・2前 2 ○ 1 兼1
類

型

必

修

科

目 会計学基礎 １後 2 ○ 1

財務会計総論Ⅰ　 2・3前・後 2 ○ 1 1

財務会計総論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1 1

上級財務会計Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1 2

上級財務会計Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1 2

監査論Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1

管理会計総論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 2

管理会計総論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 2

原価計算論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1 2 兼2

原価計算論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1 2 兼1

連結会計論 3・4前・後 2 ○ 2

証券市場論 1後・2前 2 ○ 兼1

計量ファイナンス基礎 1後・2前 2 ○ 1

コーポレート・ファイナンスⅠ 1後・2前 2 ○ 1

コーポレート・ファイナンスⅡ 2後・3前 2 ○ 1

民法入門・総則 2前・後 2 ○ 1 1

商法 2前・後 2 ○ 1

会社法 2前・後 2 ○ 1

有価証券法 2前・後 2 ○ 1

税法総論 2前・後 2 ○ 1

類

型

選

択

必

修

科

目

１

群
（

会

計

情

報

学

科

科

目
）

類

型

選

択

必

修

科

目

２

群

（

フ

ァ

イ

ナ

ン

ス

学

科

科

目

）

コ
ア
選
択
必
修
科
目

選
択
科
目
２
群
（

他
学
科
類
型
科
目
）

小計（47科目） －

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅠ

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅡ

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅢ

企業分析とコーポレート・ファイナンスⅡ

学
習
類
型
（

企
業
分
析
類
型
）

専
門
教
育
科
目
群

選
択
科
目
１
群

（

会
計
情
報
学
科
類
型
科
目
）

類

型

選

択

必

修

科

目

３

群

（

社

会

シ

ス

テ

ム

学

科

科

目

）

学
習
類
型
（

企
業
会
計
類
型
）
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類

型

選

択

必

修

科

目

３

群

（

社

会

シ

ス

テ

ム

学

科

科

目

） 税法各論 2前・後 2 ○ 1

計量経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

計量経済学Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

日本経済史 2後・3前 2 ○ 1

応用ミクロ経済学 2後・3前 2 ○ 1 兼1

近江商人経営論 2前・後 2 ○ 1

経営管理論 2前・後 2 ○ 1 1

ビジネス・エコノミクス基礎 2前・後 2 ○ 2

ビジネス・エコノミクス 3前・後 2 ○ 1

経営戦略論 2前・後 2 ○ 2

中級簿記Ⅰ 1・2前・後 2 ○ 2

中級簿記Ⅱ 1・2前・後 2 ○ 2

監査論Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

税務会計論 3・4前・後 2 ○ 1

財務諸表分析論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1

財務諸表分析論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1

国際会計論Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1

国際会計論Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 88 0 8 10 1 0 0 兼7 －
コ

ア

指

定

科

目 法学 1後・2前 2 ○ 1 兼1

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

マクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 1 兼2

経営学 1後・2前 2 ○ 5 2 兼1

簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

論理学 1後・2前 2 ○ 3 1

社会学概論 1後・2前 2 ○ 1

憲法 2前・後 2 ○ 1

行政法 2前・後 2 ○ 1

民法入門・総則 2前・後 2 ○ 1 1

物権法 2前・後 2 ○ 1

債権法 2前・後 2 ○ 1

会社法 2前・後 2 ○ 1

国際法 2前・後 2 ○ 1

行政システム論Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

商法 2前・後 2 ○ 1

債権担保法 2前・後 2 ○ 1

国際経済法 2前・後 2 ○ 1

環境法 2前・後 2 ○ 1 兼1

税法総論 2前・後 2 ○ 1

税法各論 2前・後 2 ○ 1

経済法 2前・後 2 ○ 兼1

労働法 2前・後 2 ○ 兼1

行政システム論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

政治学原論Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

政治学原論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

国際関係論Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

国際関係論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

法システム論特殊講義 2後・3前 2 ○ 2 1 兼1

法と経済学 2後・3前 2 ○ 1

有価証券法 2後・3前 2 ○ 1

環境経済学Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

社会システム原論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1 兼1

社会システム原論Ⅱ 2前・後 2 ○ 1 兼1

国際社会学 2後・3前 2 ○ 1

財政学総論Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

地方財政論 3・4前・後 2 ○ 1 1

公共経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

公共経済学Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

世界経済論 2後・3前 2 ○ 1

金融法 2後・3前 2 ○ 兼1

企業統治論 2前・後 2 ○ 1 1

財務会計総論Ⅰ　 2・3前・後 2 ○ 1 1

管理会計総論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 2

－ 0 88 0 11 12 1 0 0 兼12 －

選
択
科
目

選
択
必
修
科
目
２
群
（

類
型
展
開
科
目
）

選
択
科
目

－

－

小計（44科目）

小計（44科目）

学
習
類
型
（

経
済
社
会
と
法
・
政
治
類
型
）

コ
ア
選
択
必
修
科
目

選
択
必
修
科
目
１
群
（

類
型
基
礎
科
目
）

専
門
教
育
科
目
群

学
習
類
型
（

企
業
会
計
類
型

)
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コ

ア

指

定

科

目 論理学 1後・2前 2 ○ 3 1
類

型

指

定

科

目 社会学概論 1後・2前 2 ○ 1

地域社会・文化論 2後・3前 2 ○ 2 3

歴史学方法論 2後・3前 2 ○ 1

ドキュメンタリー論 2後・3前 2 ○ 1

文化人類学 2後・3前 2 ○ 1

文化システム論Ａ 1後・2前 2 ○ 1 1 兼1

文化システム論Ｂ 1・2前・後 2 ○ 1 兼1

スポーツ文化論 2後・3前 2 ○ 1

経済学史 2後・3前 2 ○ 1

現代経済学史Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1

現代経済学史Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

近江商人経営論 2前・後 2 ○ 1

古文書解読Ａ１ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

古文書解読Ａ２ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

言語学 2後・3前 2 ○ 1

異文化間コミュニケーション論 2後・3前 2 ○ 1

文学 2後・3前 2 ○ 1 1

哲学Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

哲学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

情報科学Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

情報科学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

知能情報論 2後・3前 2 ○ 1

情報システム論 2前・後 2 ○ 1

思考情報システム論特殊講義 2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

社会システム原論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

社会システム原論Ⅱ 2前・後 2 ○ 1

国際社会学 2後・3前 2 ○ 1

現代社会システム論 2後・3前 2 ○ 1

社会心理学Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

社会心理学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

認知心理学入門 1後・2前 2 ○ 1

心理学 2前・後 2 ○ 1

ゲーム理論 2前・後 2 ○ 1

消費者行動論 3前・後 2 ○ 1

－ 0 70 0 9 11 0 0 0 兼3 －

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼2

2後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼2

1後 2 ○ 兼2

1後 1 ○ 兼2

1後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼2

2前 2 ○ 兼2

－ 0 31 0 0 0 0 0 0 兼15

2前 2 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼2

2後 2 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

選
択
科
目
１
群
（

歴
史
学
・
文
化
学
系
科
目
）

選

択

科

目

２

群

（

文

学

・

言

語

学

系

科

目

）

選
択
科
目
３
群

（

哲

学

・

情

報

科

学

系

科

目
）

他
学
部
履
修
科
目
（

デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
専
門
教
育
科
目
群
）

デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
専
門
科
目

線形代数

プログラミングⅠ演習

データベース

計算機利用基礎

小計（35科目） －

プログラミングⅢ

プログラミングⅡ

線形代数演習

統計学要論

統計数学

－

ビジュアルプログラミング

基礎データ分析

解析学

基礎情報活用演習Ｂ

解析学演習

情報セキュリティ

ビジュアルプログラミング演習

応用数学

プログラミング設計

情報理論

学
習
類
型
（

人
文
学
類
型
）

選
択
科
目
４
群
（

行
動
文
化
学
系
科
目
）

専
門
教
育
科
目
群

情報科学概論

データ構造とアルゴリズム

プログラミングⅠ

プログラミングⅡ演習

回帰分析

多変量解析入門

基礎情報活用演習Ａ

小計（17科目）

プログラミングⅢ演習

デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
基
礎
科
目
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3前 2 ○ 兼1

4後 2 ○ 兼1

4前 2 ○ 兼1

4後 2 ○ 兼1

4後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼2

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

4前 2 ○ 兼1 隔年

4前 2 ○ 兼1 隔年

4前 2 ○ 兼1 隔年

4後 2 ○ 兼1 隔年

4後 2 ○ 兼1 隔年

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

－ 0 85 0 0 0 0 0 0 兼22

2前 2 ○ 兼3 オムニバス

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼5 オムニバス

2後 2 ○ 兼5 オムニバス

3前 2 ○ 兼8 オムニバス

3前 2 ○ 兼1

－ 0 14 0 0 0 0 0 0 兼11

3前 1 ○ 兼1

3後 1 ○ 兼3

3前 1 ○ 兼3

3後 1 ○ 兼4

3後 1 ○ 兼2 オムニバス

3後 1 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼2

3後 1 ○ 兼2

3前 2 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼3 オムニバス

（一部）

3後 1 ○ 兼3 オムニバス

（一部）

－ 0 15 0 0 0 0 0 0 兼19

－ 18 1240 0 32 39 2 0 0 兼324

デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
専
門
科
目

他
学
部
履
修
科
目
（

デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
専
門
教
育
科
目
群
）

価
値
創
造
応
用
科
目

小計（12科目）

合計（６５５科目） －

　学士（経済学） 学位又は学科の分野 　経済学関係

小計（7科目）

実践データ概論Ａ

実践データ概論Ｂ

－

ノンパラメトリック解析

確率論

統計学特論Ａ

統計学特論Ｃ

情報活用演習Ａ

生存時間解析

ベイズ理論

統計学特論Ｄ

ビジネスエコノミクス演習

シミュレーション技法

社会調査実践演習Ⅰ

学位又は称号

最適化理論

品質管理

情報活用演習Ｂ

環境政策演習

公的統計

ファイナンス演習

財務諸表分析演習

実験計画法

－

保険戦略演習

小計（44科目）

マーケティング演習

機械学習

－

情報倫理

データサイエンス実践論Ａ

データサイエンス実践論Ｂ

公的統計演習

空間統計

統計学特論Ｂ

社会調査実践演習Ⅱ

時系列解析

ノンパラメトリック解析入門

心理分析論

心理分析演習

地域文化情報論

地域文化情報演習

質的データ解析入門

質的データ解析

社会調査法I

社会調査法Ⅱ

標本調査法

情報学特論（人工知能）

情報ネットワーク

データマイニング総論

パターン認識総論

情報学特論（ﾓﾊﾞｲﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ）

価値創造方法論

価値創造実践論

専
門
教
育
科
目
群

時系列解析入門

テキストマイニング

多変量解析

機械学習入門

価
値
創
造
基
礎
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 ○ 1 兼2

－ 2 0 0 1 0 0 0 0 兼2 －

哲学からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

歴史からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

文学からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

論理の世界 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 1 兼1

自然言語の世界 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

人間と存在 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

人間と倫理 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

人間と宗教 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

人間と経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 1

人間と心理 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

人間と教育 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1 集中

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 52 0 9 10 0 0 0 兼27 －

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 4 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 4

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2

大学入門
科目

現代の企業と経営

社会と会計

人
文
科
学
分
野

社会学からの問い

現代の金融

経済学と現代

日本の文学

欧米の文学

美術の世界

音楽の世界

日本国憲法

生活と企業

日本の歴史

欧米の歴史

日本社会の法と政治

法学からの問い

授業形態

経済学からの問い

組織と会計

教育の諸問題

スポーツと現代社会

生活と法

教育と社会

現代社会をみる目

地理学からの問い

経営学からの問い

現代の諸問題

私法の世界

人間と社会

現代社会と法

世界経済の現状

－

演劇の世界

専任教員等の配置

備考

単位数

【新設】（経済学部経済学科　夜間主コース）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

－

文化への問い

芸術と文化

大学入門セミナー

小計（1科目）

政治学からの問い

社会の比較

地域社会の経済

東アジアの多様性の理解

言語と文化

小計（26科目）

現代社会と政治

欧米の文化

文化の歴史

日本の文化

教育と文化

社
会
科
学
分
野

教
養
教
育
科
目
群

全
学
共
通
教
養
科
目
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1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

世界経済と東アジア 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

日本と東アジア 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 84 0 17 22 1 0 0 兼22 －

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 3 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

線形代数への招待 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼9

解析学への招待 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼9

確率への招待 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼9

データサイエンスへの招待 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼15

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 5

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 52 0 6 13 0 0 0 兼25 －

近江とびわ湖Ⅰ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江とびわ湖Ⅱ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

近江の歴史 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江の経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江のくらしと文化 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

地域共生論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

地域コミュニケーション論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

滋賀大学で環境を学ぶ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

環境問題を学ぶ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

環境学習プログラム開発論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

まちと住まい 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

環境教育概論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

キャリアデザイン論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

働くことの意味 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

自己理解 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

こころと身体の科学 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 36 0 4 0 0 0 0 兼16 －

1・2・3・4前・後 1 ○ 1 4 1 兼3

ドイツ語Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

身体運動の科学

エンジニアリングへの招待

自
然
科
学
分
野

脳の科学

外
国
語

科
目

社
会
科
学
分
野

情報学への招待

彦根・湖東学

地域からの視点

健康の科学

生命と物質

物質とエネルギー

数学的思考

問題解決の手法

情報リテラシー

数学への招待

自然科学への招待

情報教育概論

情報と人間

情報通信の仕組み

メディアと情報

情報化と社会

小計（18科目）

－

－

－

戦争と平和

平和教育

くらしと住まい

消費と社会

身体の科学

情報と科学

宇宙と地球

自然と人間

福祉と教育

現代の社会福祉

人権問題を学ぶ

現代社会と人権

ジェンダーを学ぶ

男女の共生

小計（42科目）

コンピュータの仕組み

メディアツール活用法

小計（26科目）

衣と暮らし

応用科学への招待

英語

教
養
教
育
科
目
群

特
定
主
題
分
野

全
学
共
通
教
養
科
目

滋賀大学－16



ドイツ語Ｂ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

フランス語Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

フランス語Ｂ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

スペイン語Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

スペイン語Ｂ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

中国語Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○ 2

中国語Ｂ 1・2・3・4前・後 1 ○ 2

－ 0 9 0 4 6 0 0 0 兼3 －

スポーツ科学Ⅰ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1 1 兼1 －

スポーツ科学Ⅱ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1 1 兼1 －

－ 0 2 0 1 1 0 0 0 兼1 －

1前 2 ○ 2

小計（1科目） － 2 0 0 0 2 0 0 0 0 －

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 1

ミクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 兼1

マクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 1 1

マクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 兼1

コア政治経済学 1後・2前 2 ○ 兼1

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 1

統計学Ｂ 1後・2前 2 ○ 1

社会経済史 1後・2前 2 ○ 1

経営学 1後・2前 2 ○ 2

簿記会計 1前・後 2 ○ 2

法学 1後・2前 2 ○ 1

論理学 1後・2前 2 ○ 兼1

小計（12科目） － 0 24 0 4 5 1 0 0 兼4 －

経済・ファイナンスへの招待 1後・2・3・4前・後 2 ○ 7 8 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

経営学・会計学への招待 1後・2・3・4前・後 2 ○ 6 8 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

社会システムへの招待 1後・2・3・4前・後 2 ○ 4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

小計（3科目） － 0 6 0 13 20 0 0 0 兼1 －

外国文献研究 2後・3・4前・後 2 ○ 14 20 2 兼3

時事外国語 2後・3・4前・後 2 ○ 4 4 兼1

経済経営英語 2後・3・4前・後 2 ○ 2 7

コミュニケーション・スキル 2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼3

小計（4科目） － 0 8 0 18 24 2 0 0 兼6 －

専門演習Ⅰ 3前 2 ○ 31 32

専門演習Ⅱ 3後 2 ○ 31 32

専門演習Ⅲ 4前 2 ○ 28 29 兼3

専門演習Ⅳ 4後 2 ○ 29 30 兼3

特別研究 3・4前・後 2 ○ 1

小計（5科目） － 0 10 0 31 39 0 0 0 兼3 －

リーダーシップ論 2・3・4前・後 1 ○ 1 2 1 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

インターンシップ事前演習 2・3・4前・後 2 ○

就業体験Ⅰ（インターンシップ） 2・3・4前・後 1 ○

就業体験Ⅱ（インターンシップ） 2・3・4前・後 2 ○

就業体験Ⅲ（インターンシップ） 2・3・4前・後 3 ○

インターンシップ事後演習 2・3・4前・後 1 ○

ボランティア体験 1・2・3・4前・後 1 ○

海外研修 1・2・3・4前・後 2 ○

自主企画海外体験・研修Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○

自主企画海外体験・研修Ｂ 1・2・3・4前・後 2 ○

自主企画海外体験・研修Ｃ 1・2・3・4前・後 3 ○

プロジェクトＡ 1・2・3・4前・後 1 ○

プロジェクトＢ 1・2・3・4前・後 2 ○

プロジェクトＣ 1・2・3・4前・後 3 ○

－ 0 25 0 1 2 1 0 0 兼7 －

地域課題プロジェクト 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

現代の経済 2・3・4前・後 1 ○ 1

現代の経営 2・3・4前・後 1 ○ 1 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

地域の社会と経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 8 0 3 2 0 0 0 兼7 －

分析ツール 1・2前・後 2 ○ 5

古文書解読Ａ１ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

専
門
語
学
演
習

コ
ア
科
目

外
国
語
科
目

ものづくり、人づくり、地域づくりⅠ

－

小計（5科目） －

－

－

－

専
門
演
習

－

現代経済学基礎

－

－

－

小計（2科目）

小計（14科目）

小計（9科目）

そ
の
他

科
目

学
部
共
通
科
目

実
践
・
体
験
科
目

地
域
連
携
科
目

教
養
教
育
科
目
群

専
門
教
育
科
目
群

体
育
科
目

専
門
導
入
科
目

基

礎

科

目
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古文書解読Ａ２ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

古文書解読Ｂ１ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

古文書解読Ｂ２ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

Lectures in English　Ａ 2・3・4前・後 3 ○ 1 兼1

Lectures in English　Ｂ 2・3・4前・後 4 ○ 1

時事特別講義 2・3・4前・後 1 ○ 兼1

サービス経済論 2・3・4前・後 2 ○ 1

上級特別研究 3・4前・後 2 ○ 1 1

－ 0 22 0 7 6 0 0 0 兼3 －

経済変動論 2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1 兼1

2後・3前 2 ○ 1 兼1

3・4前・後 2 ○ 1 兼1

2後・3前 2 ○ 兼1

2後・3前 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1 1

－ 0 26 0 4 2 0 0 0 兼4 －

3・4前・後 2 ○ 2

3・4前・後 2 ○ 1

経済数学 2前・後 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

ゲーム理論 2前・後 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1 1

地域経済論 3・4前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 3

－ 0 26 0 1 4 0 0 0 －

2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1 1

2後・3前 2 ○ 1 兼1

2後・3前 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1 兼1

3・4前・後 2 ○ 1 兼1

3・4前・後 2 ○ 1 兼1

3・4前・後 2 ○ 3 2 兼17

－ 0 28 0 3 4 0 0 0 兼16 －

2後・3前 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 兼1

3・4前・後 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1 兼1

2後・3前 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1

比
較
経
済
論

政策経済論特殊講義

小計（14科目）

欧米経済史

上級欧米経済史

計量経済学Ⅱ

公共経済学Ⅰ

公共経済学Ⅱ

－

産業連関論

数理経済学

政
策
経
済
論

小計（10科目）

価格理論

応用ミクロ経済学

政治経済学

信用と循環の政治経済学

基礎理論特殊講義

計量経済学Ⅰ

現代経済学史Ⅱ

日本経済論

都市経済論

社会政策

社会保障論

労働経済論

医療経済学

現代資本主義論

経済学史

現代経済学史Ⅰ

法と経済学

－

－

地方財政論

応用経済論特殊講義

小計（13科目）

産業組織論

国際経済論Ⅱ

上級国際経済論

世界経済論

アジア経済論

経済開発論

開発政策論

比較経済論特殊講義

産業政策論

不平等の経済学

－

財政学総論Ⅰ

財政学総論Ⅱ

経
済
学
科
専
門
科
目

基
礎
理
論

資源経済学

環境政策論

エコロジカル経済学

応用統計学

小計（13科目）

数理統計学

日本経済史

上級日本経済史

国際経済論Ⅰ

上級数理経済学

そ
の
他
科
目

学
部
共
通
科
目

応
用
経
済
論

専
門
教
育
科
目
群
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－ 0 24 0 5 3 0 0 0 兼2 －

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

マクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 1 兼2

コア政治経済学 1後・2前 2 ○ 1 兼1

ミクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

マクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 1

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

社会経済史 1後・2前 2 ○ 2

政治経済学 2後・3前 2 ○ 1 兼1

信用と循環の政治経済学 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

経済学史 2後・3前 2 ○ 1

現代経済学史Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1

産業連関論 2後・3前 2 ○ 1

価格理論 2後・3前 2 ○ 1

応用ミクロ経済学 2後・3前 2 ○ 1 兼1

経済数学 2前・後 2 ○ 1

計量経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

計量経済学Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

金融システム論 1後・2前 2 ○ 1 兼1

マクロ金融論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

公共経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

財政学総論Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

地方財政論 3・4前・後 2 ○ 1 1

地域経済論 3・4前・後 2 ○ 1

産業組織論 2後・3前 2 ○ 1 1

産業政策論 3・4前・後 2 ○ 1

社会政策 2後・3前 2 ○ 1

社会保障論 3・4前・後 2 ○ 1

労働経済論 2後・3前 2 ○ 1

医療経済学 3・4前・後 2 ○ 1

マクロ財政学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

金融政策論 2後・3前 2 ○ 1

日本経済史 2後・3前 2 ○ 1

欧米経済史 2後・3前 2 ○ 1

国際経済論Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

国際経済論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 兼1

上級国際経済論 3・4前・後 2 ○ 1

世界経済論 2後・3前 2 ○ 1

アジア経済論 2後・3前 2 ○ 1 兼1

経済開発論 2後・3前 2 ○ 1

開発政策論 3・4前・後 2 ○ 1

比較金融システム論 1後・2前 2 ○ 1

国際金融論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

国際金融論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

－ 0 88 0 11 10 0 0 0 兼9 －

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

ミクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

マクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 1 兼2

マクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 1

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

マクロ金融論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

国際金融論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

貨幣理論 1後・2前 2 ○ 1

マクロ財政学Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

金融システム論 1後・2前 2 ○ 1 兼1

銀行論 1後・2前 2 ○ 1

証券市場論 1後・2前 2 ○ 兼1

保険論 1後・2前 2 ○ 兼1

コーポレート・ファイナンスⅠ 1後・2前 2 ○ 1

計量ファイナンス基礎 1後・2前 2 ○ 1

比
較
経
済
論

コ

ア

指

定

科

目

コ
ア
選
択
必
修
科
目

コ
ア
選
択
必
修
科
目

小計（12科目） －

経
済
学
科
専
門
科
目

－小計（44科目）

学
習
類
型
（

経
済
社
会
分
析
類
型
）

選
択
科
目
１
群
（

理
論
系
科
目
群
）

選
択
科
目
３
群
（

比
較
経
済
系
科
目
群
）

学
習
類
型
（

フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
類
型
）

選
択
科
目
２
群
（

政
策
系
科
目
群
）

専
門
教
育
科
目
群

選
択
科
目
１
群
（

類
型
基
礎
科
目
）
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1後・2前 2 ○ 1 兼1

金融契約論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

ファイナンス数学入門 1後・2前 2 ○ 1

計量経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

経済数学 2前・後 2 ○ 1

コア政治経済学 1後・2前 2 ○ 1 兼1

財務会計総論Ⅰ　 2・3前・後 2 ○ 1 1

財務諸表分析論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1

管理会計総論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 2

マクロ金融論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

金融政策論 2後・3前 2 ○ 1

国際金融論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

比較金融システム論 2後・3前 2 ○ 1

マクロ財政学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

コーポレート・ファイナンスⅡ 2後・3前 2 ○ 1

証券市場論各論 2後・3前 2 ○ 兼1

金融契約論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

機関投資家論 2後・3前 2 ○ 1

計量ファイナンス 2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1 兼1

2後・3前 2 ○ 1

ベンチャー・ファイナンス論 2後・3前 2 ○ 兼1

信用リスク・マネジメント 2後・3前 2 ○ 兼1

2後・3前 2 ○ 兼1

2後・3前 2 ○ 兼1

不動産投資論 2後・3前 2 ○ 兼1

ファイナンス数学 2後・3前 2 ○ 1

日本金融経済論 2後・3前 2 ○ 兼1

金融法 2後・3前 2 ○ 兼1

公共経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

ゲーム理論 2前・後 2 ○ 1

上級管理会計Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

上級管理会計Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

－ 0 102 0 6 10 0 0 0 兼18 －
コ

ア

指

定

科

目 経営学 1後・2前 2 ○ 5 2 兼1

経営史総論 2前・後 2 ○ 1

経営戦略論 2前・後 2 ○ 2

経営組織論 3前・後 2 ○ 1

経営管理論 2前・後 2 ○ 1 1

組織行動論 3前・後 2 ○ 1

人的資源管理 2前・後 2 ○ 1

中小企業論 2前・後 2 ○ 1

マーケティング論 2前・後 2 ○ 1 兼1

流通システム論 2前・後 2 ○ 1

イノベーション・マネジメント 2前・後 2 ○ 1 1

経営数学 1後・2前 2 ○ 2

ビジネス・エコノミクス基礎 2前・後 2 ○ 2

コーポレート・ファイナンスⅠ 1後・2前 2 ○ 1

簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

社会学概論 1後・2前 2 ○ 1

会社法 2前・後 2 ○ 1

日本経営史 3前・後 2 ○ 1

外国経営史 3前・後 2 ○ 1

近江商人経営論 2前・後 2 ○ 1

企業統治論 2前・後 2 ○ 1 1

国際経営戦略論 3前・後 2 ○ 1

生産マネジメント 3前・後 2 ○ 1

組織間関係論 3前・後 2 ○ 1

比較経営論 3前・後 2 ○ 1

管理者行動論 2前・後 2 ○ 1

ダイバーシティ・マネジメント 3前・後 2 ○ 1

マーケティング・リサーチ 2前・後 2 ○ 1

マーケティング戦略 3前・後 2 ○ 1

－

企業分析とコーポレート・ファイナンスⅡ

選
択
科
目
２
群
（

フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
学
科
類
型
展
開
科
目
）

選

択

科

目

３

群

（

展

開

科

目

他

学

科

科

目

）

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅠ

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅡ

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅢ

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅣ

企業分析とコーポレート・ファイナンスⅠ

小計（51科目）

学
習
類
型
（

フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
類
型
）

選
択
科
目
１
群
（

類
型
基
礎
科
目
）

選
択
科
目
２
群
（

類
型
展
開
科
目
）

学
習
類
型
（

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
類
型
）

専
門
教
育
科
目
群

選
択
科
目
１
群
（

類
型
基
礎
科
目
）
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消費者行動論 3前・後 2 ○ 1

ビジネス・エコノミクス 3前・後 2 ○ 1

オペレーションズ・リサーチ 2前・後 2 ○ 1

マネジメント特殊講義 2前・後 2 ○ 1 1

マネジメント・ポリシー特殊講義 3前・後 2 ○ 1

3前・後 2 ○ 1 兼1

コーポレート・ファイナンスⅡ 2後・3前 2 ○ 1

商法 2前・後 2 ○ 1

社会心理学Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

社会心理学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

－ 0 78 0 8 13 1 0 0 兼4 －
コ

ア

指

定

科

目 簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

ミクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

経営学 1後・2前 2 ○ 5 2 兼1

会計学基礎 １後 2 ○ 1

財務諸表分析論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1

財務諸表分析論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1

財務会計総論Ⅰ　 2・3前・後 2 ○ 1 1

財務会計総論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1 1

上級財務会計Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1 2

上級財務会計Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1 2

管理会計総論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 2

管理会計総論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 2

上級管理会計Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

上級管理会計Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

原価計算論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1 2 兼2

原価計算論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1 2 兼1

数理経済学 2後・3前 2 ○ 1

応用ミクロ経済学 2後・3前 2 ○ 1 兼1

ゲーム理論 2前・後 2 ○ 1

計量経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

計量経済学Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

金融契約論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

金融契約論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

コーポレート・ファイナンスⅠ 1後・2前 2 ○ 1

コーポレート・ファイナンスⅡ 2後・3前 2 ○ 1

1後・2前 2 ○ 1 兼1

2・3前・後 2 ○ 1

2・3前・後 2 ○ 1 兼1

2後・3前 2 ○ 兼1

ファイナンス数学 2後・3前 2 ○ 1

証券市場論 1後・2前 2 ○ 兼1

証券市場論各論 2後・3前 2 ○ 兼1

経営管理論 2前・後 2 ○ 1 1

経営戦略論 2前・後 2 ○ 2

オペレーションズ・リサーチ 2前・後 2 ○ 1

ビジネス・エコノミクス基礎 2前・後 2 ○ 2

ビジネス・エコノミクス 3前・後 2 ○ 1

マーケティング戦略 3前・後 2 ○ 1

解析学 1後 2 ○ 兼1

多変量解析入門 2前 2 ○ 兼1

多変量解析 2後 2 ○ 兼1

統計数学 2前 2 ○ 兼1

回帰分析 2前 2 ○ 兼1

確率論 3後 2 ○ 兼1

－ 0 94 0 7 12 0 0 0 兼18 －
コ

ア

指

定

科

目 簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

ミクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

マネジメント・サイエンス特殊講義

企業分析とコーポレート・ファイナンスⅡ

小計（47科目）

－

学
習
類
型
（

企
業
分
析
類
型
）

コ
ア
選
択
必
修
科
目
類

型

必

修

科

目

選
択
科
目
１
群
（

会
計
情
報
学
科
類
型
科
目
）

選
択
科
目
２
群
（

他
学
科
類
型
科
目
）

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅠ

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅡ

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅢ

小計（39科目）

－

選
択
科
目
２
群
（

類
型
展
開
科
目
）

学
習
類
型
（

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
類
型
）

専
門
教
育
科
目
群

コ

ア

選

択

必

修

科

目

学

習

類

型
（

企

業

会

計

類

型
）
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コ

ア

選

択

必

修

科

目

法学 1後・2前 2 ○ 1 兼1
類

型

必

修

科

目
会計学基礎 １後 2 ○ 1

財務会計総論Ⅰ　 2・3前・後 2 ○ 1 1

財務会計総論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1 1

上級財務会計Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1 2

上級財務会計Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1 2

監査論Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1

管理会計総論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 2

管理会計総論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 2

原価計算論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1 2 兼2

原価計算論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1 2 兼1

連結会計論 3・4前・後 2 ○ 2

証券市場論 1後・2前 2 ○ 兼1

計量ファイナンス基礎 1後・2前 2 ○ 1

コーポレート・ファイナンスⅠ 1後・2前 2 ○ 1

コーポレート・ファイナンスⅡ 2後・3前 2 ○ 1

民法入門・総則 2前・後 2 ○ 1 1

商法 2前・後 2 ○ 1

会社法 2前・後 2 ○ 1

有価証券法 2前・後 2 ○ 1

税法総論 2前・後 2 ○ 1

税法各論 2前・後 2 ○ 1

計量経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

計量経済学Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

日本経済史 2後・3前 2 ○ 1

応用ミクロ経済学 2後・3前 2 ○ 1 兼1

近江商人経営論 2前・後 2 ○ 1

経営管理論 2前・後 2 ○ 1 1

ビジネス・エコノミクス基礎 2前・後 2 ○ 2

ビジネス・エコノミクス 3前・後 2 ○ 1

経営戦略論 2前・後 2 ○ 2

中級簿記Ⅰ 1・2前・後 2 ○ 2

中級簿記Ⅱ 1・2前・後 2 ○ 2

監査論Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

税務会計論 3・4前・後 2 ○ 1

財務諸表分析論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1

財務諸表分析論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1

国際会計論Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1

国際会計論Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 88 0 8 10 1 0 0 兼7 －
コ

ア

指

定

科

目 法学 1後・2前 2 ○ 1 兼1

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

マクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 1 兼2

経営学 1後・2前 2 ○ 5 2 兼1

簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

論理学 1後・2前 2 ○ 3 1

社会学概論 1後・2前 2 ○ 1

憲法 2前・後 2 ○ 1

行政法 2前・後 2 ○ 1

民法入門・総則 2前・後 2 ○ 1 1

物権法 2前・後 2 ○ 1

債権法 2前・後 2 ○ 1

会社法 2前・後 2 ○ 1

国際法 2前・後 2 ○ 1

行政システム論Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

商法 2前・後 2 ○ 1

債権担保法 2前・後 2 ○ 1

国際経済法 2前・後 2 ○ 1

環境法 2前・後 2 ○ 1 兼1

税法総論 2前・後 2 ○ 1

税法各論 2前・後 2 ○ 1

経済法 2前・後 2 ○ 兼1

労働法 2前・後 2 ○ 兼1

行政システム論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

－小計（44科目）

類

型

選

択

必

修

科

目

３

群

（

社

会

シ

ス

テ

ム

学

科

科

目
）

コ
ア
選
択
必
修
科
目

選
択
科
目

類

型

選

択

必

修

科

目

１

群
（

会

計

情

報

学

科

科

目
）

学
習
類
型
（

企
業
会
計
類
型
）

専
門
教
育
科
目
群

選
択
必
修
科
目
２
群
（

類
型
展
開
科
目
）

学
習
類
型
（

経
済
社
会
と
法
・
政
治
類
型
）

類

型

選

択

必

修

科

目

２

群

（

フ

ァ

イ

ナ

ン

ス

学

科

科

目

）

選
択
必
修
科
目
１
群
（

類
型
基
礎
科
目
）
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政治学原論Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

政治学原論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

国際関係論Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

国際関係論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

法システム論特殊講義 2後・3前 2 ○ 2 1 兼1

法と経済学 2後・3前 2 ○ 1

有価証券法 2後・3前 2 ○ 1

環境経済学Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

社会システム原論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1 兼1

社会システム原論Ⅱ 2前・後 2 ○ 1 兼1

国際社会学 2後・3前 2 ○ 1

財政学総論Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

地方財政論 3・4前・後 2 ○ 1 1

公共経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

公共経済学Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

世界経済論 2後・3前 2 ○ 1

金融法 2後・3前 2 ○ 兼1

企業統治論 2前・後 2 ○ 1 1

財務会計総論Ⅰ　 2・3前・後 2 ○ 1 1

管理会計総論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 2

－ 0 88 0 11 12 1 0 0 兼12 －
コ

ア

指

定

科

目 論理学 1後・2前 2 ○ 3 1
類

型

指

定

科

目 社会学概論 1後・2前 2 ○ 1

地域社会・文化論 2後・3前 2 ○ 2 3

歴史学方法論 2後・3前 2 ○ 1

ドキュメンタリー論 2後・3前 2 ○ 1

文化人類学 2後・3前 2 ○ 1

文化システム論Ａ 1後・2前 2 ○ 1 1 兼1

文化システム論Ｂ 1・2前・後 2 ○ 1 兼1

スポーツ文化論 2後・3前 2 ○ 1

経済学史 2後・3前 2 ○ 1

現代経済学史Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1

現代経済学史Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

近江商人経営論 2前・後 2 ○ 1

古文書解読Ａ１ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

古文書解読Ａ２ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

言語学 2後・3前 2 ○ 1

異文化間コミュニケーション論 2後・3前 2 ○ 1

文学 2後・3前 2 ○ 1 1

哲学Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

哲学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

情報科学Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

情報科学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

知能情報論 2後・3前 2 ○ 1

情報システム論 2前・後 2 ○ 1

思考情報システム論特殊講義 2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

社会システム原論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

社会システム原論Ⅱ 2前・後 2 ○ 1

国際社会学 2後・3前 2 ○ 1

現代社会システム論 2後・3前 2 ○ 1

社会心理学Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

社会心理学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

認知心理学入門 1後・2前 2 ○ 1

心理学 2前・後 2 ○ 1

ゲーム理論 2前・後 2 ○ 1

消費者行動論 3前・後 2 ○ 1

－ 0 70 0 9 11 0 0 0 兼3 －

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

マクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 1 兼2

コア政治経済学 1後・2前 2 ○ 1 兼1

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

経営学 1後・2前 2 ○ 5 2 兼1

簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1
選

択

科

目

１

群

（

類

型

基

礎

科

目

） 社会経済史 1後・2前 2 ○ 2

選
択
科
目
３
群

（

哲

学

・

情

報

科

学

系

科

目
）

選
択
科
目
４
群
（

行
動
文
化
学
系
科
目
）

－小計（35科目）

選
択
科
目

小計（44科目） －

コ
ア
選
択
必
修
科
目

学

習

類

型
（

地

域

公

共

・

ビ

ジ

ネ

ス

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

類

型
）

選
択
科
目
１
群
（

歴
史
学
・
文
化
学
系
科
目
）

選

択

科

目

２

群

（

文

学

・

言

語

学

系

科

目
）

学
習
類
型
（

人
文
学
類
型
）

選
択
必
修
科
目
２
群
（

類
型

展
開
科
目
）学

習
類
型
（

経
済
社
会
と
法
・
政
治
類
型
）

専
門
教
育
科
目
群
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法学 1後・2前 2 ○ 1 兼1

公共経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

財政学総論Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

金融システム論 1後・2前 2 ○ 1 兼1

経営戦略論 2前・後 2 ○ 2

財務会計総論Ⅰ　 2・3前・後 2 ○ 1 1

社会学概論 1後・2前 2 ○ 1

行政システム論Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

地域の社会と経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

公共経済学Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

財政学総論Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

地方財政論 3・4前・後 2 ○ 1 1

地域経済論 3・4前・後 2 ○ 1

マクロ金融論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

中小企業論 2前・後 2 ○ 1

マーケティング論 2前・後 2 ○ 1 兼1

イノベーション・マネジメント 2前・後 2 ○ 1 1

行政法 2前・後 2 ○ 1

行政システム論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

地域課題プロジェクト 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

現代の経済 2・3・4前・後 1 ○ 1

現代の経営 2・3・4前・後 1 ○ 1 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

世界経済論 2後・3前 2 ○ 1

経済開発論 2後・3前 2 ○ 1

金融政策論 2後・3前 2 ○ 1

財務会計総論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1 1

会社法 2前・後 2 ○ 1

民法入門・総則 2前・後 2 ○ 1 1

－ 0 70 0 15 10 1 0 0 兼15 －

－ 4 1120 0 32 39 2 0 0 兼237
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　経済学関係

－

ものづくり、人づくり、地域づくりⅠ

小計（36科目） －

学位又は称号 学位又は学科の分野　学士（経済学）

合計（５７０科目）
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目
群
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Ⅰ　設置の趣旨・必要性

○

○

○

Ⅱ 教育課程編成の考え方・特色

　滋賀大学経済学部は、国立大学の社会科学系学士課程としては最大規模の学科構成と定員を持つ。そのことを活かして、各
学科領域の専門性を養成する教育課程を基盤として、学科横断的・学際的に学ぶことができる教育課程を構築してきた（情報
系との文理融合型の学びを含む）。このことは社会からも高く評価され、入学試験の志願者動向においては国立大学の経済学
部では継続的に上位の入試倍率を維持しており、就職においても国公私立大学経済学部の中で常に上位の就職率実績をあげて
きている。特に、滋賀県を支点とする東海・京阪神地域においては、ビジネス・地域社会の人材育成に貢献してきた。
　このように本学部は、東海から京阪神に至る地域において、国立大学の経済学部の中では地域社会や地域企業に人材を送り
出す機能を重視した教育を進める特色ある高等教育機関としての評価を得ており、今後も引き続きこの「地域」における人材
育成に貢献することが求められる。そのための機能強化を実現する改革を進めていくことが重要となっている。
　今回進めようとする経済学部改革は、以上のような全学・学部におけるこれまでの改革を踏まえ、経済・経営学分野の多様
な専門領域にまたがる学際的専門教育を展開したきたこれまでの教育課程を活かしつつ、「文理融合（学際性強化）」、「グ
ローバル化」と「地域社会活性化への貢献」を柱として、本学部の教育課程の特色・強みを活かし機能強化を図るものであ
る。

設置の趣旨・必要性

  現代の複雑化する社会における課題を発見し、解決策を探る力を養成するためには、科学的基盤を持つ確かな「専門性」と
分野融合的な科学的視野が必要となっている。この課題に対応するため、本学部では、各学科課程による一分野での確かな専
門性を有する人材の養成に努めるとともに、学科横断的・学際的に構成する履修モデル（専門コースと呼称）を提示し、専門
分野にとどまらない幅広い知識を持つ人材の養成を図る取組みを実施してきた。この取組みは、本学の特長として評価されて
おり、入学志願者実績、就職実績につながっている。
　しかし、今日の社会科学系高等教育への社会の要請を鑑みれば、そこに甘んじることなく、より挑戦的に教育プログラムを
充実していくことが求められている。その要請に応えるため、確かな専門性を養成する学科課程による専門教育を軸として堅
持するとともに、従来の履修モデルの取組みを強化して、分野融合的な科学的視野、専門間コミュニケーション力を有する人
材（一専門分野と幅広い専門分野への視野を持つ人材（いわゆるＴ型人材）)、より発展的には、幅広い知識と二専門分野を
兼ね備えた人材（いわゆるΠ型人材）の養成を目指す取組みを進める。学部内では、そのような目的に沿って、それぞれの学
科専門科目を中心に他学科科目にまたがる学科横断的な学習モデルを示す学習類型を編成し、学際的・複眼的専門性獲得へと
導く。これにより、多様な専門領域にまたがる学際的専門教育の展開が可能であるという本学部の強みを活かしながら、社会
の要請に応えていくことを目指す。また、学部を越えた取組みとしては、次の文理融合型人材教育のための教育改革を進め
る。

確かな「専門性」獲得の保証と社会ニーズに柔軟に対応できる教育ブログラム

  グローバル化の進展の下で、地域経済社会こそがグローバル人材を必要としている。本学が立地する滋賀県は、１人当たり
の製造業付加価値額や農業所得で日本上位の水準を誇ってきたが、グローバル化の下での競争圧力により地域経済社会のリノ
ベーションが求められている。また、本学部が想定する「地域（滋賀県と東海・京阪神地域）」における企業の海外進出意向
は、滋賀県が全国トップであるのをはじめ、東海・京阪神地域にある他府県の企業も高い水準にあり、これら企業ニーズに応
える人材の育成が極めて重要となっている。さらに、地域活性化の課題も、観光による地域活性化、環境問題の解決等、グ
ローバルな視点からの問題解決能力を求めるニーズが強い。以上のように、地域経済社会を支えるグローバル人材ニーズに応
える機能強化が急務となっている。

グローバル化への対応と地域活性化に貢献する人材育成

　激しく変動する社会経済課題の解決力の育成のためには、従来型の学問分野縦割りの教育のみでは不十分となっており、理
系科学からのアプローチ視点と文系科学のそれを融合的に活用し問題解決に取り組む力を有する人材の育成が求められてい
る。また、滋賀大学においては、高等教育機関としての機能の強化を目指し「データサイエンス領域における拠点形成」を掲
げ重点的に取り組むが、その一翼を担う教育改革を、全学的な連携と学部内改革を通じて進め、大学全体の教育機能を向上さ
せる。

文理融合型人材教育のための教育改革

【経済学部の教育課程編成の考え方・特色】
現行６学科を、５学科とする。
　平成２９年度のデータサイエンス学部の設置に伴う全学的再編の一環として、本学部の情報管理学科を募集停止し、その教育機
能を新学部に継承・発展させることに合わせ、経済学部を５学科とする。この５学科の体制により、科学的基盤を持つ確かな専門
性涵養育成のための教育を実施する。そしてそれを補完強化する枠組みとして、５学科による教育という本学の特長を活かし、現
代社会において求められる分野融合的な科学的視野の獲得へと誘う「学習類型」を、学科をまたがって設定し、厚みのある専門性
を有する人材の養成を目指す。また、文理融合型教育を展開する学部間連携副専攻プログラムとして「政策－ビジネス革新創出人
材プログラム」を設けるとともに、グローバル人材養成機能の強化のために既存のグローバル人材育成コースを拡充し「共創グ
ローバル人材プログラム」を設ける。
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　教育課程は、実践力をともなった確かな専門性を涵養と学際的・複眼的専門性の養成をねらいとして、以下のように編成
する。
◇　学科制を軸とした、科学的基盤をもつ確かな専門性を育成するための専門教育
　＊　専門分野の科学体系に則し編成される講義科目
　＊　獲得した専門知識の運用力を育む少人数の演習系科目
　＊　社会における課題への実践的な取り組みを通じて問題探求・解決力を育む実践・体験型科目
　これらの学習の連動によって、確かな専門性とその活用力、問題探求・解決力の育成を目指す。なお、講義科目と演習系
科目は、階層型で編成し、基礎から展開へと着実に力を養成していくことを目指す。
◇　学際的・複眼的専門性を育成することを目指す「学習類型」と「発展的学習プログラム」
　＊「学習類型」　各学科を基盤として、５学科を有するという特長を活かし、他分野との連携力、幅広い専門性を有する
　人材の養成をねらいとして学科横断的に専門科目を編成し設ける。所属学科以外の「学習類型」による副専攻型の学習の
　促進もねらいとしている。
　＊「発展的学習プログラム」　以下の２つのプログラムを設ける。いずれも入学後の公募選抜によって決定する。参加者
　は学科に所属し、その課程に沿った学習と並行してプログラムに参加する。
　　・「政策－ビジネス革新創出人材プログラム」　新設予定のデータサイエンス学部との連携により、２分野の専門性と
　　それをつなぎ問題解決のための創造の基礎力を有する人材の養成をねらいとして編成する学部間の副専攻型プログラム。
　　・「共創グローバル人材プログラム」　グローバル化する社会への視点と地域への視点を併せ持つ人材の育成を目指す。

○　教育課程の編成
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　社会科学系高等教育機関には、複雑化する経済社会の課題に対応できる基礎力を有する人材が求められている。このような
要請に対応しようとするとき、もちろん専門領域を極めその発展と革新に貢献できる人材の養成は課題となるが、それと並行
して、専門領域間連携や分野融合的視点から問題解決に貢献することができる学際的・複眼的専門性を有する人材へのニーズ
が高まっている。本学部は、これまで経済界・地域社会において実践的課題に取組む人材養成を担ってきており、特に後者の
ような人材養成機能を強化していくことを求められている。その要請に応えるため、従来の履修モデルの取組みを強化して、
学部内では、そのような目的に沿って、それぞれの学科専門科目を中心に他学科科目にまたがる学科横断的な学習モデルを示
す学習類型を編成し、学際的・複眼的専門性獲得へと導く。これにより、多様な専門領域にまたがる学際的専門教育の展開が
可能であるという本学部の強みを活かしながら、社会の要請に応えていくことを目指す。また、学部を越えた取組みとして
は、次の文理融合型人材教育のための教育改革を進める。

◇　学科制を軸とした、科学的基盤をもつ確かな専門性を育成するための専門教育

◇　学際的・複眼的な専門性の養成を目指す改革

【実践・体験型科目の整備】
　社会や企業における実際の課題への取組を通して問題解決力を実践的に育むことを狙いとした科目群として、学部共通科目
に実践・体験科目を設ける。この区分の科目は、就業体験（インターンシップ）、ボランティア体験、海外研修等を含み国内
外の課題を素材とした体験学習を組み込んでいる。特徴的な科目として、プロジェクトと自主企画海外体験・研修（新設）が
ある。プロジェクトは教員・学生の企画により参加教員・学生を募り計画していく授業で、お仕着せの課題解決型授業とは異
なり企画段階から学生が参加するかたちで授業を組み建てていくことで、学生の能動的・創造的問題解決能力の養成を目指す
ものである（企画例：地域の交通問題、児童の学習支援）。自主企画海外体験・研修は、プロジェクトのよい点を海外研修に
も活用していこうというものである。大学が用意するプログラムではなく、自ら調べ支援等を獲得して臨む海外体験（代表例
としては政府の「トビタテ!留学ジャパン」）は高い学習効果を有する。これを大学として評価し大学での学習プロセスに組
み込むことを狙いとしている。
　また、学部共通科目に地域連携科目の区分を新設し、地域課題プロジェクト（新設）など地域課題に取り組む実践的科目を
配置し、地域をフィールドとした実践型授業を展開していく。
　これら実践・体験型科目は、学習の各段階で参加しながら、獲得した専門知識と実践を反芻しながら力を高めていけるよ
う、階層型の専門教育課程と並行して学部共通で配置する。

【複眼的な専門性獲得へと誘う「学習類型」】
　現代の複雑化する社会における課題を発見し、解決策を探る力を養成するためには、さらに分野融合的な複眼的視野を有す
る人材の養成が求められている。それに対応する改革取組として、専門科目を学習類型に編成する。この学習類型は、各学科
が、各学科での学習を基盤として他学科科目に亘る分野融合的学習を展開し視野を広げていくための基礎から中級の学習の指
針となる道筋を提示するものである。学科課程の要件に加えて、卒業には、この学習類型の一つを修得することを義務づけ
る。学生は、所属学科を中心とする学習類型に限らず類型を自由に選択する（選択は２年次中）。
　学生が所属する学科を中心とする学習類型に沿った学習を進めることにより、学科での専門性に強みを有し、幅広い専門知
識を有する人材（いわゆるＴ型人材）へと発展していく基盤を養成することを目指す。また、学生が所属する学科以外の学習
類型に沿った学習を行う場合には、これによって、所属学科課程の学習による専門性の獲得と、学んだ学習類型による専門性
を獲得し、専門演習や実践・体験科目での課題探求を通じて、両者をつなぐ幅広い知識と二専門分野を兼ね備えた人材（いわ
ゆるΠ型人材）に育つ可能性を開くことができる。
　これは分野融合的な複眼的な視野を有する人材の養成という社会の要請に応えようとする取組みであり、５学科で構成され
るという本学の強みを活かし、一専門分野と幅広い知識を持つ人材（いわゆるＴ型人材）、幅広い知識と二専門分野を兼ね備
えた人材（いわゆるΠ型人材）の養成力を強化しようとするものである。
　全ての学生が所属学科を中心とする学習類型に限らず自由に選択することができるものとし、Ｔ型人材を志向する学生には
自学科中心の類型を、Π型人材を志向する学生には他学科中心の類型の選択を可能とし、促進することを狙いとしている。ま
た、既設のｗｅｂ上の教育学習支援システム（ＳＵＣＣＥＳＳと呼称）には、目標と到達度を管理する学習ポートフォリオ機
能、及び卒業生の進路と学習履歴を模範例として参照できる「グッドプラクティス探求システム」を搭載しており、これら履
修指導に活用して「学習類型」の選択を支援していく。

　専門分野の科学体系に則し編成される講義科目、獲得した専門知識の運用力を育む少人数の演習系科目、及び社会における
課題への実践的な取り組みを通じて問題探求・解決力を育む実践・体験型科目で編成し、学習の連動によって確かな専門性と
それを活用し問題探求・解決力の育成を目指す。なお、講義科目と演習系科目は、階層型で編成し、基礎から展開へと着実に
力を養成していくことを目指す。

【講義科目・演習系科目の階層構造】
　導入教育レベル（1年次前半）、専門基礎教育レベル（1年次後半から2年次前半）、専門教育レベル（2年次後半以降）の3
層の教育課程で構成する。それぞれ、演習科目と講義科目からなる。
［導入教育レベル］
　大学における「学び」への円滑な移行と動機づけを目的として、演習科目（大学入門セミナー（教養科目））と基礎科目
（現代経済学基礎（学部共通科目））により構成する。ともに必修科目とし、学部学習の最も基礎なる部分として修得させ
る。
［専門基礎教育レベル］
　コア科目とプレセミナ―科目（ともに学部共通科目）により構成し、経済・社会科学分野の科学的方法論・分析技法の基礎
と協働学習の手法を修得させる。ともにその科目分野において要件を課す選択必修科目とし、専門基礎力を身につけさせる。
［専門教育レベル］
　学科毎の科学体系に沿って展開される学科専門教育科目と、専門教育レベルの外国語の修得を目指す専門語学演習、そして
大学での学習成果を総合して専門的視野から問題発見・探求を進める専門演習から成る。これらにより、専門分野での「知」
とその運用能力を身に付けさせる。専門演習は必修科目とし、大学での学習の総括的位置づけを持たせる。専門語学演習は選
択必修科目とし、専門レベルでの外国語運用力につなげる。学科の専門講義科目は、学科毎に最低修得要件を設定する。基礎
レベル、専門基礎レベルとあわせて修得する学科分野専門性の質を確保していく。
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・人文学類型
　人間の知的活動（哲学、文学、心理学）とその歴史（歴史学）に関する科目、そのネットワーク（情報学）と社会との関係
を分析する科目、身体の科学に関する科目から構成し、経済社会における課題探求力の獲得を目指す学習への指針を提示する
類型。
・地域公共・ビジネスマネジメント類型
（夜間開講によって設定し夜間主コース学生を対象。昼間主コース学生も卒業要件対象とはならないが認定を受けることはで
きる。）
　地域課題とその解決への取り組み経験を学ぶ科目、地域社会での課題解決力獲得の基盤となる経済・経営・社会の各専門領
域科目から構成し、地域社会や地域ビジネスの課題を探求していく力の獲得を目指す学習への指針を提示する類型。

学習類型
・経済社会分析類型
　現代経済社会に関し、理論分析、政策分析、比較経済分析、および経済分析に不可欠の金融経済分野の各アプローチにおい
て基礎から中級に誘う科目により構成し、経済社会における問題発見・探求能力の獲得を目指す学習への指針を提示する類
型。
・ファイナンス類型
　金融理論とファイナンス理論の基本発想を学ぶ科目、金融・ファイナンスの視点から見た現代経済学を学習する科目を主軸
に、基本的な経済分析手法修得のための科目、金融市場での主体である企業分析のための科目により構成し、金融経済分野に
おける問題発見・探求力の獲得を目指す学習への指針を提示する類型。
・マネジメント類型
　企業内・企業間関係に関する経営分野の様々な問題領域を分析するためのアプローチを学ぶための科目を主軸に、企業内会
計情報分析のための科目、および企業の活動フィールドである市場・社会を視る目を涵養する科目により構成し、経営体の戦
略課題、組織課題の解決に貢献できる力の獲得を目指す学習への指針を提示する類型。
・企業分析類型
　会計情報分析の考え方と手法の修得のための科目、そしてそれを基盤として企業経営と成長性・収益性・安全性等を資本市
場及び種々の利害関係者の立場から分析するための力を養成する科目により構成し、企業とその戦略の価値を評価する力の獲
得を目指す学習への指針を提示する類型。
・企業会計類型
　戦略及び経営管理の基礎情報である会計制度と会計情報に関する基礎知識と理論を学習するための科目を軸として、企業経
営、市場・社会に関する視点を涵養するための科目により構成し、企業内外における会計専門家として必要な力の獲得を目指
す学習への指針を提示する類型。
・経済社会と法・政治類型
　経済社会を分析していくための基本視角となる、法、政治、行政に関する理論・制度を学習する科目、および市場と社会の
関係を分析する科目、企業行動の原理を学ぶ科目から構成し、法・政治の視点から多元的に経済社会の問題を探求していく力
の獲得を目指す学習への指針を提示する類型。
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【発展的学習プログラム】(本プログラム学生は、経済学部のいずれかの学科に所属し、その卒業要件を満たすことが必要)
　○「政策－ビジネス革新創出人材プログラム」(学部間連携「副専攻プログラム」)の設置
　激しく変動する社会経済において、情報通信技術の飛躍的進歩によって蓄積しつつあるビッグデータに埋蔵される膨大な知
識や潜在的価値を有効活用しうる人材の育成が求められている。このような人材の育成は今後の経済社会問題の解決、産業発
展、国際競争の鍵となっている（日本学術会議情報学委員会Ｅ-サイエンス・データ中心科学分科会報告「ビッグデータ時代
に対応する人材の育成」、平成２６年９月１４日）。滋賀大学では、全学的な教育組織再編によって、このような社会のニー
ズに応え得る高等教育研究機関へと展開していくことを目指しており、平成２９年度にデータサイエンス学部の新設を計画し
ている。経済学部におけるこの「政策―ビジネス革新創出人材プログラム」を設ける改革もそのような全学的な改革の一環と
して行うものであり、データサイエンス学部との連携により、文理融合型人材教育を体系的な育成を目指す学部間副専攻型の
学習プログラムとして設置する。このプログラムの経済学部参加学生は入学後選抜し、１年次から、経済学部では、政策創
造、ファイナンス戦略、経営戦略、マーケティング・サイエンス等の科目群を経済学部の教育課程に沿って学び、データサイ
エンス学部から副専攻プログラムの提供を受け、データエンジニアリング、データアナリシスの分野の専門科目を学ぶ。上級
学年では、データサイエンス学部生とともにデータサイエンス応用領域の演習に参加し、異分野の学生との協働・協学を通
じ、データサイエンスと経済学・経営学の両アプローチから政策や企業戦略を創造する力を獲得させる。このプログラムによ
り修得したデータサイエンス学部専門科目は30単位の範囲で経済学部専門教育科目の卒業要件に算入するとともに、プログラ
ム修了者には副専攻修得の認定（履修証明）を行う。

　○「共創グローバル人材プログラム」
　平成26年度に設定したグローバル人材育成コースの特色(コースの教育目標：国内学生と留学生との協働・協学を通じて、
経済・経営分野の専門性に加えて異文化理解・コミュニケーション力を有し、ともに政策・戦略を創造(協創)する力を持つ人
材の育成を目指す)を活かしつつ、国際的に活躍する力と地域経済社会を支えうる問題解決力を有するグローバル人材の育成
を目指し、教育プログラムとして拡充する。具体的には、新たに地域課題に取り組むPBL型学習授業(地域連携科目「地域課題
プロジェクト」）と学生企画による体験学習(実践・体験科目「自主企画海外体験・研修」)を組み込むことで、地域への視点
育成と創発性涵養の機能を高めるよう再編する。
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①　課程編成の考え方
　グローバル化する経済活動と社会の諸現象を経済学的方法を通して多角的に分析する力を有する人材を育成することを目指
し、学部共通専門科目であるコア科目を基盤として、経済分析の基礎となる理論・方法を学ぶ基礎理論講座科目群、政府・地
域との関係や数量的分析方法を学ぶ応用経済論講座科目群、多方面の政策分野における諸課題領域に関して学ぶ政策経済講座
科目群、歴史的・国際的比較を通じて経済問題にアプローチする比較経済論講座科目群により構成する。学部共通科目や他学
科専門科目とも有機的に連携しつつ、幅広い社会科学的視野から経済問題を分析する能力を育成する。
　基礎理論講座科目は、現代経済学、政治経済学、及び経済学史の３領域から構成される。それぞれ、専門基礎であるコア科
目に続く中級レベルの基礎的科目（経済変動論、産業連関論、政治経済学、経済学史など）、大学院レベルにつなぐ上位中級
レベルの展開的科目（上級数理経済学、応用ミクロ経済学、現代経済学史Ⅱ）により構成される。この講座の科目は、経済学
科専門科目全体の基礎理論としての位置付けを持つ。
　応用経済論講座科目は、経済分析理論としての統計学・計量経済学分野と市場と公共社会の関係を分析の基礎理論である公
共経済学分野から構成する。それぞれに、専門基礎であるコア科目に続く中級レベルの基礎的科目（数理統計学、計量経済学
Ⅰ、公共経済学Ⅰなど）、大学院レベルにつなぐ上位中級レベルの展開的科目（応用統計学、計量経済学Ⅱ、公共経済学Ⅱな
ど）により構成される。経済学科専門科目の基礎理論分野と政策分析分野をつなぐ専門科目群としての位置付けを持つ。
　政策経済論講座科目は、経済理論とその分析手法により現代社会における諸政策課題分野に取組む科目群により構成され
る。政策課題領域の大きなまとまりの基礎となる基礎的科目（日本経済論、産業政策論、社会政策など）と、より具体的な政
策課題群に焦点をあてた大学院レベルにつなぐ上位中級レベルの展開的科目（都市経済論、労働経済論、医療経済論、不平等
の経済学など）により構成される。
　比較経済論講座科目は、経済社会の諸課題を歴史的あるいは国際間比較分析を通じて解明しようとする科目群により構成さ
れる。それぞれ、専門基礎であるコア科目に続く中級レベルの基礎的科目（国際経済論Ⅰ、日本経済史、欧米経済史など）、
大学院レベルにつなぐ上位中級レベルの展開的科目（上級国際経済学、上級日本経済史、上級欧米経済史）により構成され
る。
②　育成を目指す人材
　学部共通の基礎科目とコア科目による幅広い専門基礎力をベースとして、学科専門科目構成に沿った学習と演習科目、専門
演習、専門語学演習、実践体験科目、地域連携科目による実践的課題解決学習を組み合わせることを通じて、グローバル化す
る経済活動と社会の諸現象を経済学的方法を通して多角的に分析する力を有する人材を育成する。

【経済学科教育課程の考え方・特色】

　（夜間主コース）
　現行６学科のうち情報管理学科を募集停止し、経済、ファイナンス、企業経営、会計情報及び社会システムの５学科の教育課程
としたうえで、次のような改革により機能強化を図る。

　現行夜間主コースにおいても、昼間時間帯授業は制限付きで履修することが可能である(卒業要件に30単位まで算入)。しか
し、「働きつつ学ぶ」形態の多様化が進み、この制限が学生の学習計画策定に障害となる可能性が高まっている。例えば、週
１日昼間での学習が可能な社会人は１セメスターに８単位の履修を可能であるが、現在の制限では４セメスターで上限の30単
位を超えてしまう。また、高校新卒者やシニア層の学生は、アルバイトや課外活動と学習時間をより柔軟に計画して「学習」
を行いたいという希望を持っている。
　このようなニーズの変化に対応するため、昼夜（１日７時限）のいずれの時間帯の授業であっても、自己のキャリア形成プ
ラン・ライフプランに応じた学習計画に基づいて制限なく履修が可能となるフレックス制に移行する。

(1）社会のニーズの変化に対応したフレックス制への移行

　夜間主コース志願者は、地域での活躍志向が、昼間主コース学生に比して相対的に高い傾向にある。このような学生の学習
動機を伸ばす人材育成を図り、また地域社会のニーズに応えていくために夜間主コース学生に向けた学習類型「地域公共・ビ
ジネスマネジメント類型」を設定する。これにより、学習成果を地域に還元することを希望する学生のニーズに応えるととも
に、夜間時間帯における専門科目展開を重点化し、グローバル化する地域社会の活性化に貢献する人材育成の機能を強化して
いくことを目指す。

(2)グローバル化する地域社会の活性化に貢献する人材育成を目指した改革
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卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

昼間主コース
　教養教育科目３２単位以上、専門教育科目９２単位以上を含めて、１２４単位
以上を修得すること。
（履修科目の登録の上限：２４単位（セメスター））

【履修方法】
１．教養教育科目
　①大学入門科目　　　　　　　　　１単位
　②全学共通教養科目　　　　　　２０単位
　③外国語科目（英語）　　　　　　５単位
　④外国語科目（第二外国語）　　　４単位
　⑤体育科目　　　　　　　　　　　２単位
２．専門教育科目
　専門教育科目は、①～③の要件単位を含め、合計で９２単位以上を修得するこ
と。
　①学部専門共通基礎科目　　　　　２単位
　②学部専門共通科目
　　・コア科目　　　　　　　　　１２単位
　　・専門語学演習　　　　　　　　２単位
　　・専門演習　　　　　　　　　　８単位
　③学科専門科目　　　　　　　　１４単位
　④学習類型
　それぞれ以下の条件を満たし、各類型構成科目から３０単位以上修得するこ
と。少なくとも一つの類型を修得すること。
（学習類型の履修方法）
《経済社会分析類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　６単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　６単位
　選択科目　　　　　　　　　　　１８単位
　※選択科目１群～3群の各群の科目をそれぞれ４単位以上修得したうえで、い
　ずれかの群で１０単位修得すること。
《ファイナンス類型》
　コア選択必修科目　　　　　　　　８単位
　選択科目　　　　　　　　　　　２２単位
　※選択科目２群の科目８単位以上を含め、選択科目１群～３群の科目から２２
　単位以上修得すること。
《マネジメント類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　２単位
　選択科目　　　　　　　　　　　２８単位
　※選択科目１群の１６単位以上を含め、選択科目２群の科目と合わせ２８単位
　以上修得すること。
《企業分析類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　２単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　４単位
　類型必修科目　　　　　　　　　　６単位
　選択科目１群　　　　　　　　　　８単位
　選択科目２群　　　　　　　　　１０単位
《企業会計類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　２単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　４単位
　類型必修科目　　　　　　　　　　２単位
　類型選択必修科目１群　　　　　１２単位
　類型選択必修科目２群　　　　　　２単位
　類型選択必修科目３群　　　　　　４単位
　※コア選択必修科目４単位以上、類型選択必修科目１群１２単位以上、類型選
　択必修科目２群２単位以上、類型選択必修科目３群４単位以上を含め、選択科
　目と合わせ２６単位以上修得すること。
《経済社会と法・政治類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　２単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　４単位
　選択必修科目１群　　　　　　　　８単位
　選択必修科目２群　　　　　　　　８単位
　※コア選択必修科目４単位以上、選択必修科目１群８単位以上、選択必修科目
　２群８単位以上を含め、選択科目と合わせ２８単位以上修得すること。
《人文学類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　２単位
　類型指定科目　　　　　　　　　　２単位
　選択科目　　　　　　　　　　　２６単位
　※選択科目１群～４群の科目から２６単位以上修得すること。
※データサイエンス学部専門教育科目群の科目は、
（ａ）発展的学習プログラム「政策－ビジネス革新創出人材プログラム」に選
　　抜され参加を認められた者については、３０単位までの範囲で専門教育科
　　目の卒業要件に算入することができる。
（ｂ）その他の者については、経済学部を通じてデータサイエンス学部に申請
　　し、両学部より履修を許可された場合に限り、単位を取得した場合専門教
　　育科目の卒業要件に算入することができる。

１学年の学期区分           ２学期

１学期の授業期間          １５週

１時限の授業時間          ９０分
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夜間主コース
　教養教育科目３２単位以上、専門教育科目９２単位以上を含めて、１２４単位
以上を修得すること。

【履修方法】
１．教養教育科目
　①大学入門科目　　　　　　　　　　　２単位
　②全学共通教養科目・体育科目　　　２４単位
　③外国語科目（英語）　　　　　　　　２単位
　④外国語科目（第二外国語）　　　　　２単位
　※外国語科目は、③・④の要件単位を含め、合計で６単位を修得すること。
２．専門教育科目
　専門教育科目は、①～③の要件単位を含め、合計で９２単位以上を修得するこ
と。
　①学部専門共通基礎科目　　　　　　　２単位
　②学部専門共通科目
　　・コア科目　　　　　　　　　　　　６単位
　③学科専門科目　　　　　　　　　　１２単位
　④学習類型
　それぞれ以下の条件を満たし、各類型構成科目から３０単位以上修得するこ
と。少なくとも一つの類型を修得すること。
（学習類型の履修方法）
《経済社会分析類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　　　６単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　　　６単位
　選択科目　　　　　　　　　　　　　１８単位
　※選択科目１群～3群の各群の科目をそれぞれ４単位以上修得したうえで、い
ずれかの群で１０単位修得すること。
《ファイナンス類型》
　コア選択必修科目　　　　　　　　　　８単位
　選択科目　　　　　　　　　　　　　２２単位
　※選択科目２群の科目８単位以上を含め、選択科目１群～３群の科目から２２
　単位以上修得すること。
《マネジメント類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　　　２単位
　選択科目　　　　　　　　　　　　　２８単位
　※選択科目１群の１６単位以上を含め、選択科目２群の科目と合わせ２８単位
　以上修得すること。
《企業分析類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　　　２単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　　　４単位
　類型必修科目　　　　　　　　　　　　６単位
　選択科目１群　　　　　　　　　　　　８単位
　選択科目２群　　　　　　　　　　　１０単位
《企業会計類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　　　２単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　　　４単位
　類型必修科目　　　　　　　　　　　　２単位
　類型選択必修科目１群　　　　　　　１２単位
　類型選択必修科目２群　　　　　　　　２単位
　類型選択必修科目３群　　　　　　　　４単位
　※コア選択必修科目４単位以上、類型選択必修科目１群１２単位以上、類型選
　択必修科目２群２単位以上、類型選択必修科目３群４単位以上を含め、選択科
　目と合わせ２６単位以上修得すること。
《経済社会と法・政治類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　　　２単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　　　４単位
　選択必修科目１群　　　　　　　　　　８単位
　選択必修科目２群　　　　　　　　　　８単位
　※コア選択必修科目４単位以上、選択必修科目１群８単位以上、選択必修科目
　２群８単位以上を含め、選択科目と合わせ２８単位以上修得すること。
《人文学類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　　　２単位
　類型指定科目　　　　　　　　　　　　２単位
　選択科目　　　　　　　　　　　　　２６単位
　※選択科目１群～４群の科目から２６単位以上修得すること。
《地域公共・ビジネスマネジメント類型》
　コア選択必修科目　　　　　    　　　６単位
　選択科目　　　　　　　　　　　　　２４単位
　※選択科目１群の８単位以上、選択科目２群の１０単位以上を含め、選択科目
　３群の科目と合わせ２４単位以上修得すること。

昼間主コース
　教養教育科目３２単位以上、専門教育科目９２単位以上を含めて、１２４単位
以上を修得すること。
（履修科目の登録の上限：２４単位（セメスター））

【履修方法】
１．教養教育科目
　①大学入門科目　　　　　　　　　１単位
　②全学共通教養科目　　　　　　２０単位
　③外国語科目（英語）　　　　　　５単位
　④外国語科目（第二外国語）　　　４単位
　⑤体育科目　　　　　　　　　　　２単位
２．専門教育科目
　専門教育科目は、①～③の要件単位を含め、合計で９２単位以上を修得するこ
と。
　①学部専門共通基礎科目　　　　　２単位
　②学部専門共通科目
　　・コア科目　　　　　　　　　１２単位
　　・専門語学演習　　　　　　　　２単位
　　・専門演習　　　　　　　　　　８単位
　③学科専門科目　　　　　　　　１４単位
　④学習類型
　それぞれ以下の条件を満たし、各類型構成科目から３０単位以上修得するこ
と。少なくとも一つの類型を修得すること。
（学習類型の履修方法）
《経済社会分析類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　６単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　６単位
　選択科目　　　　　　　　　　　１８単位
　※選択科目１群～3群の各群の科目をそれぞれ４単位以上修得したうえで、い
　ずれかの群で１０単位修得すること。
《ファイナンス類型》
　コア選択必修科目　　　　　　　　８単位
　選択科目　　　　　　　　　　　２２単位
　※選択科目２群の科目８単位以上を含め、選択科目１群～３群の科目から２２
　単位以上修得すること。
《マネジメント類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　２単位
　選択科目　　　　　　　　　　　２８単位
　※選択科目１群の１６単位以上を含め、選択科目２群の科目と合わせ２８単位
　以上修得すること。
《企業分析類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　２単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　４単位
　類型必修科目　　　　　　　　　　６単位
　選択科目１群　　　　　　　　　　８単位
　選択科目２群　　　　　　　　　１０単位
《企業会計類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　２単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　４単位
　類型必修科目　　　　　　　　　　２単位
　類型選択必修科目１群　　　　　１２単位
　類型選択必修科目２群　　　　　　２単位
　類型選択必修科目３群　　　　　　４単位
　※コア選択必修科目４単位以上、類型選択必修科目１群１２単位以上、類型選
　択必修科目２群２単位以上、類型選択必修科目３群４単位以上を含め、選択科
　目と合わせ２６単位以上修得すること。
《経済社会と法・政治類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　２単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　４単位
　選択必修科目１群　　　　　　　　８単位
　選択必修科目２群　　　　　　　　８単位
　※コア選択必修科目４単位以上、選択必修科目１群８単位以上、選択必修科目
　２群８単位以上を含め、選択科目と合わせ２８単位以上修得すること。
《人文学類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　２単位
　類型指定科目　　　　　　　　　　２単位
　選択科目　　　　　　　　　　　２６単位
　※選択科目１群～４群の科目から２６単位以上修得すること。
※データサイエンス学部専門教育科目群の科目は、
（ａ）発展的学習プログラム「政策－ビジネス革新創出人材プログラム」に選
　　抜され参加を認められた者については、３０単位までの範囲で専門教育科
　　目の卒業要件に算入することができる。
（ｂ）その他の者については、経済学部を通じてデータサイエンス学部に申請
　　し、両学部より履修を許可された場合に限り、単位を取得した場合専門教
　　育科目の卒業要件に算入することができる。

１時限の授業時間          ９０分

１時限の授業時間          ９０分

１学年の学期区分           ２学期

１学期の授業期間          １５週
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1前 1 ○ 20 30 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

－ 1 0 0 20 30 2 0 0 －

哲学からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

歴史からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

文学からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

論理の世界 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 1 兼1

自然言語の世界 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

人間と存在 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

人間と倫理 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

人間と宗教 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

人間と経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 1

人間と心理 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

人間と教育 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1 集中

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 52 0 9 10 0 0 0 兼27 －

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 4 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 4

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

（別添２－２）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 事 前 伺 い ）
【新設】（経済学部ファイナンス学科　昼間主コース）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

－

欧米の歴史

文化の歴史

日本の文学

現代社会をみる目

日本社会の法と政治

生活と法

現代の諸問題

欧米の文学

－

現代社会と政治

現代社会と法

私法の世界

地域社会の経済

教育と社会

スポーツと現代社会

世界経済の現状

教育の諸問題

現代の企業と経営

社会と会計

組織と会計

美術の世界

演劇の世界

地理学からの問い

音楽の世界

文化への問い

芸術と文化

教
養
教
育
科
目
群

経済学と現代

現代の金融

人
文
科
学
分
野

大学入門
科目

社
会
科
学
分
野

全
学
共
通
教
養
科
目

人間と社会

社会の比較

東アジアの多様性の理解

社会学からの問い

経済学からの問い

経営学からの問い

法学からの問い

政治学からの問い

日本国憲法

言語と文化

教育と文化

日本の文化

欧米の文化

小計（26科目）

日本の歴史

大学入門セミナー

小計（1科目）
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1・2・3・4前・後 2 ○ 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

世界経済と東アジア 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

日本と東アジア 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 84 0 17 22 1 0 0 兼22 －

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 3 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

線形代数への招待 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼9

解析学への招待 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼9

確率への招待 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼9

データサイエンスへの招待 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼15

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 5

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 52 0 6 13 0 0 0 兼25 －

近江とびわ湖Ⅰ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江とびわ湖Ⅱ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

近江の歴史 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江の経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江のくらしと文化 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

地域共生論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

地域コミュニケーション論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

滋賀大学で環境を学ぶ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

環境問題を学ぶ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

環境学習プログラム開発論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

まちと住まい 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

環境教育概論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

キャリアデザイン論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

働くことの意味 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

自己理解 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

こころと身体の科学 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 36 0 4 0 0 0 0 兼16 －

教
養
教
育
科
目
群

特
定
主
題
分
野

自
然
科
学
分
野

全
学
共
通
教
養
科
目

社
会
科
学
分
野 人権問題を学ぶ

健康の科学

情報通信の仕組み

メディアと情報

コンピュータの仕組み

メディアツール活用法

彦根・湖東学

情報教育概論

身体運動の科学

問題解決の手法

情報リテラシー

物質とエネルギー

現代社会と人権

ジェンダーを学ぶ

男女の共生

小計（42科目）

数学への招待

自然科学への招待

応用科学への招待

エンジニアリングへの招待

情報学への招待

数学的思考

生命と物質

身体の科学

脳の科学

地域からの視点

小計（18科目） －

－

宇宙と地球

情報と人間

衣と暮らし

くらしと住まい

情報化と社会

福祉と教育

現代の社会福祉

戦争と平和

平和教育

生活と企業

消費と社会

－

自然と人間

小計（26科目）

情報と科学
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英会話基礎 1前 1 ○ 1 兼6

大学英語入門 1前 1 ○ 1 4 兼3

1後 1 ○ 1 4 兼3

1後 1 ○ 1 兼5

英語Ⅱ 2前・後 1 ○ 2 4 兼11

ドイツ語ⅠａＨ 1前 1 ○ 兼3

ドイツ語ⅠａＡ 1後 1 ○ 兼3

ドイツ語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 1 兼3

ドイツ語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 1 兼3

フランス語ⅠａＨ 1前 1 ○ 1 兼1

フランス語ⅠａＡ 1後 1 ○ 1 兼1

フランス語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 1 兼2

フランス語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 1 兼2

スペイン語ⅠａＨ 1前 1 ○ 1

スペイン語ⅠａＡ 1後 1 ○ 1

スペイン語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 兼2

スペイン語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 1 兼2

中国語ⅠａＨ 1前 1 ○ 2 兼2

中国語ⅠａＡ 1後 1 ○ 2 兼2

中国語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 兼3

中国語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 兼3

ロシア語ⅠａＨ 1前 1 ○ 兼1

ロシア語ⅠａＡ 1後 1 ○ 兼1

ロシア語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 兼1

ロシア語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 兼1

韓国・朝鮮語ⅠａＨ 1前 1 ○ 兼1

韓国・朝鮮語ⅠａＡ 1後 1 ○ 兼1

韓国・朝鮮語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 兼1

韓国・朝鮮語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 兼1

－ 5 24 0 5 6 0 0 0 兼25 －

スポーツ科学Ⅰ 1前 1 ○ 1 1 兼3 －

スポーツ科学Ⅱ 1後 1 ○ 1 1 兼3 －

－ 2 0 0 1 1 0 0 0 兼3 －

1前 2 ○ 2

小計（1科目） － 2 0 0 0 2 0 0 0 0 －

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

ミクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

マクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 1 兼2

マクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 1

コア政治経済学 1後・2前 2 ○ 1 兼1

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

社会経済史 1後・2前 2 ○ 2

経営学 1後・2前 2 ○ 5 2 兼1

簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

法学 1後・2前 2 ○ 1 兼1

論理学 1後・2前 2 ○ 3 1

小計（12科目） － 0 24 0 13 18 1 0 0 兼5 －

基礎演習 1後・2前・後 2 ○ 7 9 1 兼2

コアセッション 1後・2前・後 1 ○ 2 10 兼1

ＢＳセミナー 1後・2前・後 2 ○ 2

事前演習 1後・2前・後 1 ○

－ 0 6 0 11 16 1 0 0 兼3 －

外国文献研究 2後・3・4前・後 2 ○ 14 20 2 兼3

時事外国語 2後・3・4前・後 2 ○ 4 4 兼1

コミュニケーション・スキル 2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼3

経済経営英語 2後・3・4前・後 2 ○ 2 7

英語演習 2後・3・4前・後 2 ○ 1 4 兼1

ドイツ語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

ドイツ語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

フランス語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

フランス語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

スペイン語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 兼2

スペイン語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 兼2

教
養
教
育
科
目
群

外
国
語
科
目

プ
レ
セ
ミ
ナ
ー

専
門
教
育
科
目
群

英語Ⅰｂ

英語Ⅰａ

－

－

基

礎

科

目

現代経済学基礎

小計（29科目）

小計（2科目）

コ
ア
科
目

体
育
科
目 －

小計（4科目） －

専
門
語
学
演
習

学
部
共
通
科
目

－
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中国語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

中国語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

ロシア語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 兼1

ロシア語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

韓国・朝鮮語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 兼1

韓国・朝鮮語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

古文書演習 2後・3・4前・後 2 ○ 1

WritingⅠ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

WritingⅡ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

PresentationⅠ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

PresentationⅡ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

Academic Writing 2・3・4前・後 2 ○ 兼1

Debate 2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 48 0 24 29 2 0 0 兼15 －

専門演習Ⅰ 3前 2 ○ 31 32

専門演習Ⅱ 3後 2 ○ 31 32

専門演習Ⅲ 4前 2 ○ 28 29 兼3

専門演習Ⅳ 4後 2 ○ 29 30 兼3

特別研究 3・4前・後 2 ○ 1

－ 8 2 0 31 39 0 0 0 兼3 －

リーダーシップ論 2・3・4前・後 1 ○ 1 2 1 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

インターンシップ事前演習 2・3・4前・後 2 ○

就業体験Ⅰ（インターンシップ） 2・3・4前・後 1 ○

就業体験Ⅱ（インターンシップ） 2・3・4前・後 2 ○

就業体験Ⅲ（インターンシップ） 2・3・4前・後 3 ○

インターンシップ事後演習 2・3・4前・後 1 ○

ボランティア体験 1・2・3・4前・後 1 ○

海外研修 1・2・3・4前・後 2 ○

自主企画海外体験・研修Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○

自主企画海外体験・研修Ｂ 1・2・3・4前・後 2 ○

自主企画海外体験・研修Ｃ 1・2・3・4前・後 3 ○

プロジェクトＡ 1・2・3・4前・後 1 ○

プロジェクトＢ 1・2・3・4前・後 2 ○

プロジェクトＣ 1・2・3・4前・後 3 ○

－ 0 25 0 1 2 1 0 0 兼7 －

地域課題プロジェクト 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

現代の経済 2・3・4前・後 1 ○ 1

現代の経営 2・3・4前・後 1 ○ 1 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

地域の社会と経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 8 0 3 2 0 0 0 兼7 －

分析ツール 1・2前・後 2 ○ 5

古文書解読Ａ１ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

古文書解読Ａ２ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

古文書解読Ｂ１ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

古文書解読Ｂ２ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

Lectures in English　Ａ 2・3・4前・後 3 ○ 1 兼1

Lectures in English　Ｂ 2・3・4前・後 4 ○ 1

時事特別講義 2・3・4前・後 1 ○ 兼1

サービス経済論 2・3・4前・後 2 ○ 1

上級特別研究 3・4前・後 2 ○ 1 1

－ 0 22 0 7 6 0 0 0 兼3 －

貨幣理論 1後・2前 2 ○ 1

マクロ金融論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

マクロ金融論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

金融政策論 2後・3前 2 ○ 1

マクロ財政学Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

マクロ財政学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

金融契約論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

金融契約論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

国際金融論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

国際金融論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

ファイナンス数学入門 1後・2前 2 ○ 1

ファイナンス数学 2後・3前 2 ○ 1

地
域
連
携
科
目

専
門
教
育
科
目
群

そ
の
他
科
目

小計（10科目）

小計（14科目）

－

－

－

ものづくり、人づくり、地域づくりⅠ

小計（5科目）

小計（24科目） －

専
門
演
習

小計（5科目） －

専
門
語
学
演
習

学
部
共
通
科
目

実
践
・
体
験
科
目

フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
計
画

フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
学
科
専
門
科
目
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計量ファイナンス基礎 1後・2前 2 ○ 1

計量ファイナンス 2後・3前 2 ○ 1

ファイナンス計画特殊講義 2後・3前 2 ○ 1

小計（15科目） － 0 30 0 1 2 0 0 0 －

証券市場論 1後・2前 2 ○ 兼1

証券市場論各論 2後・3前 2 ○ 兼1

コーポレート・ファイナンスⅠ 2後・3前 2 ○ 1

コーポレート・ファイナンスⅡ 2後・3前 2 ○ 1

企業分析とコーポレート・ファイナンスⅠ 2後・3前 2 ○ 兼1

企業分析とコーポレート・ファイナンスⅡ 2後・3前 2 ○ 兼1

機関投資家論 2後・3前 2 ○ 1

不動産投資論 2後・3前 2 ○ 兼1

ベンチャー・ファイナンス論 2後・3前 2 ○ 兼1

1後・2前 2 ○ 1 兼1

2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1 兼1

2後・3前 2 ○ 1

ファイナンス市場特殊講義 2後・3前 2 ○ 1 2

小計（14科目） － 0 28 0 2 2 0 0 0 兼6 －

日本金融経済論 2後・3前 2 ○ 兼1

金融システム論 1後・2前 2 ○ 1 兼1

比較金融システム論 2後・3前 2 ○ 1

銀行論 1後・2前 2 ○ 1

保険論 1後・2前 2 ○ 兼1

金融法 2後・3前 2 ○ 兼1

信用リスク・マネジメント 2後・3前 2 ○ 兼1

2後・3前 2 ○ 1 1

小計（8科目） － 0 16 0 1 1 0 0 0 兼3 －

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

マクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 1 兼2

コア政治経済学 1後・2前 2 ○ 1 兼1

ミクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

マクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 1

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

社会経済史 1後・2前 2 ○ 2

政治経済学 2後・3前 2 ○ 1 兼1

信用と循環の政治経済学 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

経済学史 2後・3前 2 ○ 1

現代経済学史Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1

産業連関論 2後・3前 2 ○ 1

価格理論 2後・3前 2 ○ 1

応用ミクロ経済学 2後・3前 2 ○ 1 兼1

経済数学 2前・後 2 ○ 1

計量経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

計量経済学Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

金融システム論 1後・2前 2 ○ 1 兼1

マクロ金融論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

公共経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

財政学総論Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

地方財政論 3・4前・後 2 ○ 1 1

地域経済論 3・4前・後 2 ○ 1

産業組織論 2後・3前 2 ○ 1 1

産業政策論 3・4前・後 2 ○ 1

社会政策 2後・3前 2 ○ 1

社会保障論 3・4前・後 2 ○ 1

労働経済論 2後・3前 2 ○ 1

医療経済学 3・4前・後 2 ○ 1

マクロ財政学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

金融政策論 2後・3前 2 ○ 1

日本経済史 2後・3前 2 ○ 1

欧米経済史 2後・3前 2 ○ 1

国際経済論Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

国際経済論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 兼1

フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
市
場

専
門
教
育
科
目
群

フ
ァ

イ

ナ

ン

ス

計

画

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅡ

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅢ

－

－

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅣ

コ
ア
選
択
必
修
科
目

ファイナンス・システム特殊講義

－

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅠ

選
択
科
目
２
群
（

政
策
系
科
目
群
）

フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
学
科
専
門
科
目

選

択

科

目

３

群

（

比

較

経

済

系

科

目

群

）

学
習
類
型
（

経
済
社
会
分
析
類
型
）

選
択
科
目
１
群
（

理
論
系
科
目
群
）

フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム

コ
ア
指
定

科
目
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上級国際経済論 3・4前・後 2 ○ 1

世界経済論 2後・3前 2 ○ 1

アジア経済論 2後・3前 2 ○ 1 兼1

経済開発論 2後・3前 2 ○ 1

開発政策論 3・4前・後 2 ○ 1

比較金融システム論 1後・2前 2 ○ 1

国際金融論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

国際金融論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

－ 0 88 0 11 10 0 0 0 兼9 －

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

ミクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

マクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 1 兼2

マクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 1

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

マクロ金融論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

国際金融論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

貨幣理論 1後・2前 2 ○ 1

マクロ財政学Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

金融システム論 1後・2前 2 ○ 1 兼1

銀行論 1後・2前 2 ○ 1

証券市場論 1後・2前 2 ○ 兼1

保険論 1後・2前 2 ○ 兼1

コーポレート・ファイナンスⅠ 1後・2前 2 ○ 1

計量ファイナンス基礎 1後・2前 2 ○ 1

1後・2前 2 ○ 1 兼1

金融契約論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

ファイナンス数学入門 1後・2前 2 ○ 1

計量経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

経済数学 2前・後 2 ○ 1

コア政治経済学 1後・2前 2 ○ 1 兼1

財務会計総論Ⅰ　 2・3前・後 2 ○ 1 1

財務諸表分析論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1

管理会計総論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 2

マクロ金融論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

金融政策論 2後・3前 2 ○ 1

国際金融論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

比較金融システム論 2後・3前 2 ○ 1

マクロ財政学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

コーポレート・ファイナンスⅡ 2後・3前 2 ○ 1

証券市場論各論 2後・3前 2 ○ 兼1

金融契約論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

機関投資家論 2後・3前 2 ○ 1

計量ファイナンス 2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1 兼1

2後・3前 2 ○ 1

ベンチャー・ファイナンス論 2後・3前 2 ○ 兼1

信用リスク・マネジメント 2後・3前 2 ○ 兼1

2後・3前 2 ○ 兼1

2後・3前 2 ○ 兼1

不動産投資論 2後・3前 2 ○ 兼1

ファイナンス数学 2後・3前 2 ○ 1

日本金融経済論 2後・3前 2 ○ 兼1

金融法 2後・3前 2 ○ 兼1

公共経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

ゲーム理論 2前・後 2 ○ 1

上級管理会計Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

上級管理会計Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

－ 0 102 0 6 10 0 0 0 兼18 －
コ

ア

指

定

科

目 経営学 1後・2前 2 ○ 5 2 兼1選

択

科

目

１

群

（

類

型

基

礎

科

目

）

経営史総論 2前・後 2 ○ 1

専
門
教
育
科
目
群

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅣ

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅡ

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅢ

－

コ
ア
選
択
必
修
科
目

選
択
科
目
１
群
（

類
型
基
礎
科
目
）

－

小計（44科目）

企業分析とコーポレート・ファイナンスⅡ

小計（51科目）

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅠ

企業分析とコーポレート・ファイナンスⅠ

選

択

科

目

３

群
（

比

較

経

済

系

科

目

群
）

学
習
類
型
（

経
済
社
会
分
析
類
型
）

学

習

類

型

（

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

類

型

）

学
習
類
型
（

フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
類
型
）

選

択

科

目

３

群

（

展

開

科

目

他

学

科

科

目

）

選
択
科
目
２
群
（

フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
学
科
類
型
展
開
科
目
）
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経営戦略論 2前・後 2 ○ 2

経営組織論 3前・後 2 ○ 1

経営管理論 2前・後 2 ○ 1 1

組織行動論 3前・後 2 ○ 1

人的資源管理 2前・後 2 ○ 1

中小企業論 2前・後 2 ○ 1

マーケティング論 2前・後 2 ○ 1 兼1

流通システム論 2前・後 2 ○ 1

イノベーション・マネジメント 2前・後 2 ○ 1 1

経営数学 1後・2前 2 ○ 2

ビジネス・エコノミクス基礎 2前・後 2 ○ 2

コーポレート・ファイナンスⅠ 1後・2前 2 ○ 1

簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

社会学概論 1後・2前 2 ○ 1

会社法 2前・後 2 ○ 1

日本経営史 3前・後 2 ○ 1

外国経営史 3前・後 2 ○ 1

近江商人経営論 2前・後 2 ○ 1

企業統治論 2前・後 2 ○ 1 1

国際経営戦略論 3前・後 2 ○ 1

生産マネジメント 3前・後 2 ○ 1

組織間関係論 3前・後 2 ○ 1

比較経営論 3前・後 2 ○ 1

管理者行動論 2前・後 2 ○ 1

ダイバーシティ・マネジメント 3前・後 2 ○ 1

マーケティング・リサーチ 2前・後 2 ○ 1

マーケティング戦略 3前・後 2 ○ 1

消費者行動論 3前・後 2 ○ 1

ビジネス・エコノミクス 3前・後 2 ○ 1

オペレーションズ・リサーチ 2前・後 2 ○ 1

マネジメント特殊講義 2前・後 2 ○ 1 1

マネジメント・ポリシー特殊講義 3前・後 2 ○ 1

3前・後 2 ○ 1 兼1

コーポレート・ファイナンスⅡ 2後・3前 2 ○ 1

商法 2前・後 2 ○ 1

社会心理学Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

社会心理学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

－ 0 78 0 8 13 1 0 0 兼4 －
コ

ア

指

定

科

目 簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

ミクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

経営学 1後・2前 2 ○ 5 2 兼1

会計学基礎 １後 2 ○ 1

財務諸表分析論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1

財務諸表分析論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1

財務会計総論Ⅰ　 2・3前・後 2 ○ 1 1

財務会計総論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1 1

上級財務会計Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1 2

上級財務会計Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1 2

管理会計総論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 2

管理会計総論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 2

上級管理会計Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

上級管理会計Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

原価計算論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1 2 兼2

原価計算論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1 2 兼1

数理経済学 2後・3前 2 ○ 1

応用ミクロ経済学 2後・3前 2 ○ 1 兼1

ゲーム理論 2前・後 2 ○ 1

計量経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

計量経済学Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

金融契約論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

金融契約論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

専
門
教
育
科
目
群

－

コ
ア
選
択
必
修
科
目

小計（39科目）

マネジメント・サイエンス特殊講義

類

型

必

修

科

目

選
択
科
目
１
群
（

会
計
情
報
学
科
類
型
科
目
）

学
習
類
型
（

企
業
分
析
類
型
）

選

択

科

目

２

群

（

他

学

科

類

型

科

目
）

選
択
科
目
１
群
（

類
型
基
礎
科
目
）

学
習
類
型
（

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
類
型
）

選
択
科
目
２
群
（

類
型
展
開
科
目
）
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コーポレート・ファイナンスⅠ 1後・2前 2 ○ 1

コーポレート・ファイナンスⅡ 2後・3前 2 ○ 1

1後・2前 2 ○ 1 兼1

2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1 兼1

2後・3前 2 ○ 兼1

ファイナンス数学 2後・3前 2 ○ 1

証券市場論 1後・2前 2 ○ 兼1

証券市場論各論 2後・3前 2 ○ 兼1

経営管理論 2前・後 2 ○ 1 1

経営戦略論 2前・後 2 ○ 2

オペレーションズ・リサーチ 2前・後 2 ○ 1

ビジネス・エコノミクス基礎 2前・後 2 ○ 2

ビジネス・エコノミクス 3前・後 2 ○ 1

マーケティング戦略 3前・後 2 ○ 1

解析学 1後 2 ○ 兼1

多変量解析入門 2前 2 ○ 兼1

多変量解析 2後 2 ○ 兼1

統計数学 2前 2 ○ 兼1

回帰分析 2前 2 ○ 兼1

確率論 3後 2 ○ 兼1

－ 0 94 0 7 12 0 0 0 兼18 －
コ

ア

指

定

科

目 簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

ミクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

法学 1後・2前 2 ○ 1 兼1
類

型

必

修

科

目 会計学基礎 １後 2 ○ 1

財務会計総論Ⅰ　 2・3前・後 2 ○ 1 1

財務会計総論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1 1

上級財務会計Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1 2

上級財務会計Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1 2

監査論Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1

管理会計総論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 2

管理会計総論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 2

原価計算論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1 2 兼2

原価計算論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1 2 兼1

連結会計論 3・4前・後 2 ○ 2

証券市場論 1後・2前 2 ○ 兼1

計量ファイナンス基礎 1後・2前 2 ○ 1

コーポレート・ファイナンスⅠ 1後・2前 2 ○ 1

コーポレート・ファイナンスⅡ 2後・3前 2 ○ 1

民法入門・総則 2前・後 2 ○ 1 1

商法 2前・後 2 ○ 1

会社法 2前・後 2 ○ 1

有価証券法 2前・後 2 ○ 1

税法総論 2前・後 2 ○ 1

税法各論 2前・後 2 ○ 1

計量経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

計量経済学Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

日本経済史 2後・3前 2 ○ 1

応用ミクロ経済学 2後・3前 2 ○ 1 兼1

近江商人経営論 2前・後 2 ○ 1

経営管理論 2前・後 2 ○ 1 1

ビジネス・エコノミクス基礎 2前・後 2 ○ 2

ビジネス・エコノミクス 3前・後 2 ○ 1

経営戦略論 2前・後 2 ○ 2

中級簿記Ⅰ 1・2前・後 2 ○ 2

中級簿記Ⅱ 1・2前・後 2 ○ 2

監査論Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

税務会計論 3・4前・後 2 ○ 1

財務諸表分析論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1

財務諸表分析論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1

コ
ア
選
択
必
修
科
目

類

型

選

択

必

修

科

目

１

群
（

会

計

情

報

学

科

科

目
）

類

型

選

択

必

修

科

目

２

群

（

フ

ァ

イ

ナ

ン

ス

学

科

科

目

）

類

型

選

択

必

修

科

目

３

群

（

社

会

シ

ス

テ

ム

学

科

科

目
）

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅠ

－

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅡ

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅢ

企業分析とコーポレート・ファイナンスⅡ

小計（47科目）

学
習
類
型
（

企
業
分
析
類
型
）

選
択
科
目
２
群
（

他
学
科
類
型
科
目
）

選
択
科
目

学
習
類
型
（

企
業
会
計
類
型
）

専
門
教
育
科
目
群
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国際会計論Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1

国際会計論Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 88 0 8 10 1 0 0 兼7 －
コ

ア

指

定

科

目 法学 1後・2前 2 ○ 1 兼1

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

マクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 1 兼2

経営学 1後・2前 2 ○ 5 2 兼1

簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

論理学 1後・2前 2 ○ 3 1

社会学概論 1後・2前 2 ○ 1

憲法 2前・後 2 ○ 1

行政法 2前・後 2 ○ 1

民法入門・総則 2前・後 2 ○ 1 1

物権法 2前・後 2 ○ 1

債権法 2前・後 2 ○ 1

会社法 2前・後 2 ○ 1

国際法 2前・後 2 ○ 1

行政システム論Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

商法 2前・後 2 ○ 1

債権担保法 2前・後 2 ○ 1

国際経済法 2前・後 2 ○ 1

環境法 2前・後 2 ○ 1 兼1

税法総論 2前・後 2 ○ 1

税法各論 2前・後 2 ○ 1

経済法 2前・後 2 ○ 兼1

労働法 2前・後 2 ○ 兼1

行政システム論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

政治学原論Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

政治学原論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

国際関係論Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

国際関係論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

法システム論特殊講義 2後・3前 2 ○ 2 1 兼1

法と経済学 2後・3前 2 ○ 1

有価証券法 2後・3前 2 ○ 1

環境経済学Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

社会システム原論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1 兼1

社会システム原論Ⅱ 2前・後 2 ○ 1 兼1

国際社会学 2後・3前 2 ○ 1

財政学総論Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

地方財政論 3・4前・後 2 ○ 1 1

公共経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

公共経済学Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

世界経済論 2後・3前 2 ○ 1

金融法 2後・3前 2 ○ 兼1

企業統治論 2前・後 2 ○ 1 1

財務会計総論Ⅰ　 2・3前・後 2 ○ 1 1

管理会計総論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 2

－ 0 88 0 11 12 1 0 0 兼12 －
コ

ア

指

定

科

目 論理学 1後・2前 2 ○ 3 1
類

型

指

定

科

目 社会学概論 1後・2前 2 ○ 1

地域社会・文化論 2後・3前 2 ○ 2 3

歴史学方法論 2後・3前 2 ○ 1

ドキュメンタリー論 2後・3前 2 ○ 1

文化人類学 2後・3前 2 ○ 1

文化システム論Ａ 1後・2前 2 ○ 1 1 兼1

文化システム論Ｂ 1・2前・後 2 ○ 1 兼1

スポーツ文化論 2後・3前 2 ○ 1

経済学史 2後・3前 2 ○ 1

現代経済学史Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1

現代経済学史Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

近江商人経営論 2前・後 2 ○ 1

古文書解読Ａ１ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

古文書解読Ａ２ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1
選

択

科

目

２

群

（

文

学

・

言

語

学

系
科

目

） 言語学 2後・3前 2 ○ 1

学
習
類
型
（

経
済
社
会
と
法
・
政
治
類
型
）

－小計（44科目）

小計（44科目） －

選
択
必
修
科
目
２
群
（

類
型
展
開
科
目
）

学

習

類

型

（

企

業

会

計

類

型

）

選

択

科

目

選
択
科
目
１
群
（

歴
史
学
・
文
化
学
系
科
目
）

学
習
類
型
（

人
文
学
類
型
）

専
門
教
育
科
目
群

コ
ア
選
択
必
修
科
目

選
択
必
修
科
目
１
群
（

類
型
基
礎
科
目
）

選
択
科
目
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異文化間コミュニケーション論 2後・3前 2 ○ 1

文学 2後・3前 2 ○ 1 1

哲学Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

哲学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

情報科学Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

情報科学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

知能情報論 2後・3前 2 ○ 1

情報システム論 2前・後 2 ○ 1

思考情報システム論特殊講義 2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

社会システム原論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

社会システム原論Ⅱ 2前・後 2 ○ 1

国際社会学 2後・3前 2 ○ 1

現代社会システム論 2後・3前 2 ○ 1

社会心理学Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

社会心理学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

認知心理学入門 1後・2前 2 ○ 1

心理学 2前・後 2 ○ 1

ゲーム理論 2前・後 2 ○ 1

消費者行動論 3前・後 2 ○ 1

－ 0 70 0 9 11 0 0 0 兼3 －

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼2

2後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼2

1後 2 ○ 兼2

1後 1 ○ 兼2

1後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼2

2前 2 ○ 兼2

－ 0 31 0 0 0 0 0 0 兼15

2前 2 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼2

2後 2 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

4後 2 ○ 兼1

4前 2 ○ 兼1

4後 2 ○ 兼1

4後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

選
択
科
目
３
群

（

哲

学

・

情

報

科

学

系

科

目
）

選
択
科
目
４
群
（

行
動
文
化
学
系
科
目
）

－

プログラミングⅠ演習

データベース

プログラミングⅠ

プログラミングⅡ

プログラミングⅡ演習

プログラミングⅢ

質的データ解析

機械学習入門

プログラミング設計

データマイニング総論

パターン認識総論

情報学特論（人工知能）

情報学特論（ﾓﾊﾞｲﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ）

標本調査法

実験計画法

データ構造とアルゴリズム

時系列解析入門

多変量解析

質的データ解析入門

基礎データ分析

解析学

解析学演習

線形代数

線形代数演習

テキストマイニング

情報科学概論

社会調査法I

社会調査法Ⅱ

プログラミングⅢ演習

ビジュアルプログラミング

計算機利用基礎

小計（35科目）

ビジュアルプログラミング演習

応用数学

情報ネットワーク

回帰分析

統計学要論

機械学習

情報理論

統計数学

情報セキュリティ

－

基礎情報活用演習Ａ

多変量解析入門

基礎情報活用演習Ｂ

小計（17科目）

デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
基
礎
科
目

デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
専
門
科
目

他
学
部
履
修
科
目
（

デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
専
門
教
育
科
目
群
）

学
習
類
型
（

人
文
学
類
型
）

選

択

科

目

２

群

（

文

学

・

言

語

学

系

科

目

）

専
門
教
育
科
目
群
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3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼2

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

4前 2 ○ 兼1 隔年

4前 2 ○ 兼1 隔年

4前 2 ○ 兼1 隔年

4後 2 ○ 兼1 隔年

4後 2 ○ 兼1 隔年

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

－ 0 85 0 0 0 0 0 0 兼22

2前 2 ○ 兼3 オムニバス

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼5 オムニバス

2後 2 ○ 兼5 オムニバス

3前 2 ○ 兼8 オムニバス

3前 2 ○ 兼1

－ 0 14 0 0 0 0 0 0 兼11

3前 1 ○ 兼1

3後 1 ○ 兼3

3前 1 ○ 兼3

3後 1 ○ 兼4

3後 1 ○ 兼2 オムニバス

3後 1 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼2

3後 1 ○ 兼2

3前 2 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼3 オムニバス

（一部）

3後 1 ○ 兼3 オムニバス

（一部）

－ 0 15 0 0 0 0 0 0 兼19

－ 18 1210 0 32 39 2 0 0 兼311

公的統計

合計（６４０科目）

情報倫理

－

統計学特論Ｃ

ノンパラメトリック解析

確率論

社会調査実践演習Ⅱ

最適化理論

品質管理

空間統計

－

生存時間解析

ベイズ理論

統計学特論Ｄ

統計学特論Ｂ

統計学特論Ａ

時系列解析

ノンパラメトリック解析入門

シミュレーション技法

社会調査実践演習Ⅰ

小計（44科目）

情報活用演習Ａ

情報活用演習Ｂ

ファイナンス演習

財務諸表分析演習

小計（7科目）

　経済学関係　学士（経済学）

ビジネスエコノミクス演習

データサイエンス実践論Ａ

データサイエンス実践論Ｂ

実践データ概論Ａ

－

－

マーケティング演習

実践データ概論Ｂ

環境政策演習

公的統計演習

学位又は学科の分野

心理分析論

心理分析演習

地域文化情報論

地域文化情報演習

小計（12科目）

保険戦略演習

価値創造方法論

価値創造実践論

価
値
創
造
基
礎
科
目

学位又は称号

デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
専
門
科
目

他
学
部
履
修
科
目
（

デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
専
門
教
育
科
目
群
）

専
門
教
育
科
目
群

価
値
創
造
応
用
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 ○ 1 兼2

－ 2 0 0 1 0 0 0 0 兼2 －

哲学からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

歴史からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

文学からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

論理の世界 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 1 兼1

自然言語の世界 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

人間と存在 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

人間と倫理 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

人間と宗教 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

人間と経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 1

人間と心理 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

人間と教育 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1 集中

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 52 0 9 10 0 0 0 兼27 －

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 4 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 4

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

【新設】（経済学部ファイナンス学科　夜間主コース）

法学からの問い

スポーツと現代社会

生活と企業

教育の諸問題

現代の諸問題

世界経済の現状

教
養
教
育
科
目
群

人間と社会

社
会
科
学
分
野

文化への問い

現代社会と政治

現代社会と法

現代社会をみる目

社会学からの問い

組織と会計

生活と法

消費と社会

政治学からの問い

地理学からの問い

日本社会の法と政治

社会と会計

現代の企業と経営

現代の金融

経済学と現代

専任教員等の配置

備考

小計（1科目） －

－

単位数 授業形態

音楽の世界

演劇の世界

大学入門セミナー

文化の歴史

欧米の文学

欧米の文化

美術の世界

経営学からの問い

配当年次

芸術と文化

日本の文学

東アジアの多様性の理解

教育と社会

社会の比較

地域社会の経済

私法の世界

日本国憲法

日本の歴史

欧米の歴史

授業科目の名称

経済学からの問い

小計（26科目）

言語と文化

教育と文化

日本の文化

大学入門
科目

科目
区分

全
学
共
通
教
養
科
目

人
文
科
学
分
野
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1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

世界経済（史）と東アジア 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

日本と東アジア 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 84 0 17 22 1 0 0 兼22 －

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 3 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

線形代数への招待 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼9

解析学への招待 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼9

確率への招待 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼9

データサイエンスへの招待 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼15

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 5

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 52 0 6 13 0 0 0 兼25 －

近江とびわ湖Ⅰ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江とびわ湖Ⅱ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

近江の歴史 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江の経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江のくらしと文化 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

地域共生論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

地域コミュニケーション論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

滋賀大学で環境を学ぶ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

環境問題を学ぶ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

環境学習プログラム開発論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

まちと住まい 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

環境教育概論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

キャリアデザイン論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

働くことの意味 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

自己理解 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

こころと身体の科学 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 36 0 4 0 0 0 0 兼16 －

1・2・3・4前・後 1 ○ 1 4 1 兼3

ドイツ語Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

ドイツ語Ｂ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

数学的思考

エンジニアリングへの招待

生命と物質

地域からの視点

衣と暮らし

小計（26科目）

彦根・湖東学

自
然
科
学
分
野

社
会
科
学
分
野

－

情報と科学

英語

身体の科学

身体運動の科学

小計（18科目）

情報教育概論

自然と人間

メディアツール活用法

メディアと情報

コンピュータの仕組み

－

健康の科学

脳の科学

情報リテラシー

問題解決の手法

情報通信の仕組み

男女の共生

小計（42科目）

自然科学への招待

宇宙と地球

情報学への招待

戦争と平和

平和教育

福祉と教育

現代社会と人権

情報化と社会

現代の社会福祉

くらしと住まい

－

ジェンダーを学ぶ

物質とエネルギー

数学への招待

応用科学への招待

人権問題を学ぶ

情報と人間

外
国
語
科
目

教
養
教
育
科
目
群

全
学
共
通
教
養
科
目

特
定
主
題
分
野
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フランス語Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

フランス語Ｂ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

スペイン語Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

スペイン語Ｂ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

中国語Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○ 2

中国語Ｂ 1・2・3・4前・後 1 ○ 2

－ 0 9 0 4 6 0 0 0 兼3 －

スポーツ科学Ⅰ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1 1 兼1 －

スポーツ科学Ⅱ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1 1 兼1 －

－ 0 2 0 1 1 0 0 0 兼1 －

1前 2 ○ 2

小計（1科目） － 2 0 0 0 2 0 0 0 0 －

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 1

ミクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 兼1

マクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 1 1

マクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 兼1

コア政治経済学 1後・2前 2 ○ 兼1

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 1

統計学Ｂ 1後・2前 2 ○ 1

社会経済史 1後・2前 2 ○ 1

経営学 1後・2前 2 ○ 2

簿記会計 1前・後 2 ○ 2

法学 1後・2前 2 ○ 1

論理学 1後・2前 2 ○ 兼1

小計（12科目） － 0 24 0 4 5 1 0 0 兼4 －

経済・ファイナンスへの招待 1後・2・3・4前・後 2 ○ 7 8 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

経営学・会計学への招待 1後・2・3・4前・後 2 ○ 6 8 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

社会システムへの招待 1後・2・3・4前・後 2 ○ 4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

小計（3科目） － 0 6 0 13 20 0 0 0 兼1 －

外国文献研究 2後・3・4前・後 2 ○ 14 20 2 兼3

時事外国語 2後・3・4前・後 2 ○ 4 4 兼1

経済経営英語 2後・3・4前・後 2 ○ 2 7

コミュニケーション・スキル 2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼3

小計（4科目） － 0 8 0 18 24 2 0 0 兼6 －

専門演習Ⅰ 3前 2 ○ 31 32

専門演習Ⅱ 3後 2 ○ 31 32

専門演習Ⅲ 4前 2 ○ 28 29 兼3

専門演習Ⅳ 4後 2 ○ 29 30 兼3

特別研究 3・4前・後 2 ○ 1

小計（5科目） － 0 10 0 31 39 0 0 0 兼3 －

リーダーシップ論 2・3・4前・後 1 ○ 1 2 1 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

インターンシップ事前演習 2・3・4前・後 2 ○

就業体験Ⅰ（インターンシップ） 2・3・4前・後 1 ○

就業体験Ⅱ（インターンシップ） 2・3・4前・後 2 ○

就業体験Ⅲ（インターンシップ） 2・3・4前・後 3 ○

インターンシップ事後演習 2・3・4前・後 1 ○

ボランティア体験 1・2・3・4前・後 1 ○

海外研修 1・2・3・4前・後 2 ○

自主企画海外体験・研修Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○

自主企画海外体験・研修Ｂ 1・2・3・4前・後 2 ○

自主企画海外体験・研修Ｃ 1・2・3・4前・後 3 ○

プロジェクトＡ 1・2・3・4前・後 1 ○

プロジェクトＢ 1・2・3・4前・後 2 ○

プロジェクトＣ 1・2・3・4前・後 3 ○

－ 0 25 0 1 2 1 0 0 兼7 －

地域課題プロジェクト 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

現代の経済 2・3・4前・後 1 ○ 1

現代の経営 2・3・4前・後 1 ○ 1 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

地域の社会と経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 8 0 3 2 0 0 0 兼7 －

分析ツール 1・2前・後 2 ○ 5

古文書解読Ａ１ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

古文書解読Ａ２ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

－

体
育
科
目

－

小計（5科目）

小計（9科目）

－

ものづくり、人づくり、地域づくりⅠ

－小計（14科目）

－

実
践
・
体
験
科
目

地
域
連
携
科
目

専
門
語
学
演
習 －

専
門
導
入
科
目

現代経済学基礎

－

コ
ア
科
目

－小計（2科目）

－

専
門
教
育
科
目
群

学
部
共
通
科
目

専
門
演
習

基

礎

科

目

教
養
教
育
科
目
群

外
国
語
科
目

そ
の
他

科
目
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古文書解読Ｂ１ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

古文書解読Ｂ２ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

Lectures in English　Ａ 2・3・4前・後 3 ○ 1 兼1

Lectures in English　Ｂ 2・3・4前・後 4 ○ 1

時事特別講義 2・3・4前・後 1 ○ 兼1

サービス経済論 2・3・4前・後 2 ○ 1

上級特別研究 3・4前・後 2 ○ 1 1

－ 0 22 0 7 6 0 0 0 兼3 －

貨幣理論 1後・2前 2 ○ 1

マクロ金融論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

マクロ金融論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

金融政策論 2後・3前 2 ○ 1

マクロ財政学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

マクロ財政学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

金融契約論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

金融契約論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

国際金融論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

国際金融論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

ファイナンス数学入門 1後・2前 2 ○ 1

ファイナンス数学 2後・3前 2 ○ 1

計量ファイナンス基礎 1後・2前 2 ○ 1

計量ファイナンス 2後・3前 2 ○ 1

ファイナンス計画特殊講義 2後・3前 2 ○ 1

小計（15科目） － 0 30 0 － 1 2 0 0 0 －

証券市場論 1後・2前 2 ○ 兼1

証券市場論各論 2後・3前 2 ○ 兼1

コーポレート・ファイナンスⅠ 2後・3前 2 ○ 1

コーポレート・ファイナンスⅡ 2後・3前 2 ○ 1

企業分析とコーポレート・ファイナンスⅠ 2後・3前 2 ○ 兼1

企業分析とコーポレート・ファイナンスⅡ 2後・3前 2 ○ 兼1

機関投資家論 2後・3前 2 ○ 1

不動産投資論 2後・3前 2 ○ 兼1

ベンチャー・ファイナンス論 2後・3前 2 ○ 兼1

1後・2前 2 ○ 1 兼1

2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1 兼1

2後・3前 2 ○ 1

ファイナンス市場特殊講義 2後・3前 2 ○ 1

小計（14科目） － 0 28 0 － 2 2 0 0 0 兼6 －

日本金融経済論 2後・3前 2 ○ 兼1

金融システム論 1後・2前 2 ○ 1 兼1

比較金融システム論 2後・3前 2 ○ 1

銀行論 1後・2前 2 ○ 1

保険論 1後・2前 2 ○ 兼1

金融法 2後・3前 2 ○

信用リスク・マネジメント 2後・3前 2 ○ 兼1

2後・3前 2 ○ 1 1

小計（8科目） － 0 16 0 1 1 0 0 0 兼3 －

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

マクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 1 兼2

コア政治経済学 1後・2前 2 ○ 1 兼1

ミクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

マクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 1

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

社会経済史 1後・2前 2 ○ 2

政治経済学 2後・3前 2 ○ 1 兼1

信用と循環の政治経済学 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

経済学史 2後・3前 2 ○ 1

現代経済学史Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1

産業連関論 2後・3前 2 ○ 1

価格理論 2後・3前 2 ○ 1

応用ミクロ経済学 2後・3前 2 ○ 1 兼1

経済数学 2前・後 2 ○ 1

フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
計
画

学
部
共
通
科
目

小計（10科目） －

コ
ア
指
定

科
目

フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム

そ
の
他
科
目

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅠ

ファイナンス・システム特殊講義

－

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅡ

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅣ

フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
市
場

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅢ

専
門
教
育
科
目
群

選
択
科
目
１
群
（

理
論
系
科
目
群
）

フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
学
科
専
門
科
目

コ
ア
選
択
必
修
科
目

学
習
類
型
（

経
済
社
会
分
析
類
型
）
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計量経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

計量経済学Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

金融システム論 1後・2前 2 ○ 1 兼1

マクロ金融論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

公共経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

財政学総論Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

地方財政論 3・4前・後 2 ○ 1 1

地域経済論 3・4前・後 2 ○ 1

産業組織論 2後・3前 2 ○ 1 1

産業政策論 3・4前・後 2 ○ 1

社会政策 2後・3前 2 ○ 1

社会保障論 3・4前・後 2 ○ 1

労働経済論 2後・3前 2 ○ 1

医療経済学 3・4前・後 2 ○ 1

マクロ財政学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

金融政策論 2後・3前 2 ○ 1

日本経済史 2後・3前 2 ○ 1

欧米経済史 2後・3前 2 ○ 1

国際経済論Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

国際経済論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 兼1

上級国際経済論 3・4前・後 2 ○ 1

世界経済論 2後・3前 2 ○ 1

アジア経済論 2後・3前 2 ○ 1 兼1

経済開発論 2後・3前 2 ○ 1

開発政策論 3・4前・後 2 ○ 1

比較金融システム論 1後・2前 2 ○ 1

国際金融論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

国際金融論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

－ 0 88 0 11 10 0 0 0 兼9 －

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

ミクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

マクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 1 兼2

マクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 1

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

マクロ金融論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

国際金融論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

貨幣理論 1後・2前 2 ○ 1

マクロ財政学Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

金融システム論 1後・2前 2 ○ 1 兼1

銀行論 1後・2前 2 ○ 1

証券市場論 1後・2前 2 ○ 兼1

保険論 1後・2前 2 ○ 兼1

コーポレート・ファイナンスⅠ 1後・2前 2 ○ 1

計量ファイナンス基礎 1後・2前 2 ○ 1

1後・2前 2 ○ 1 兼1

金融契約論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

ファイナンス数学入門 1後・2前 2 ○ 1

計量経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

経済数学 2前・後 2 ○ 1

コア政治経済学 1後・2前 2 ○ 1 兼1

財務会計総論Ⅰ　 2・3前・後 2 ○ 1 1

財務諸表分析論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1

管理会計総論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 2

マクロ金融論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

金融政策論 2後・3前 2 ○ 1

国際金融論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

比較金融システム論 2後・3前 2 ○ 1

マクロ財政学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

コーポレート・ファイナンスⅡ 2後・3前 2 ○ 1

証券市場論各論 2後・3前 2 ○ 兼1

金融契約論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

選
択
科
目
１
群
（

類
型
基
礎
科
目
）

コ
ア
選
択
必
修
科
目

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅠ

小計（44科目） －

選
択
科
目
２
群

（

フ
ァ

イ

ナ

ン

ス

学

科

類

型

展

開

科

目
）

学
習
類
型
（

フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
類
型
）

専
門
教
育
科
目
群

選
択
科
目
３
群
（

比
較
経
済
系
科
目
群
）

選
択
科
目
２
群
（

政
策
系
科
目
群
）

学
習
類
型
（

経
済
社
会
分
析
類
型
）

選

択

科

目

１

群

（

理

論

系

科

目

群

）
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機関投資家論 2後・3前 2 ○ 1

計量ファイナンス 2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1 兼1

2後・3前 2 ○ 1

ベンチャー・ファイナンス論 2後・3前 2 ○ 兼1

信用リスク・マネジメント 2後・3前 2 ○ 兼1

2後・3前 2 ○ 兼1

2後・3前 2 ○ 兼1

不動産投資論 2後・3前 2 ○ 兼1

ファイナンス数学 2後・3前 2 ○ 1

日本金融経済論 2後・3前 2 ○ 兼1

金融法 2後・3前 2 ○ 兼1

公共経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

ゲーム理論 2前・後 2 ○ 1

上級管理会計Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

上級管理会計Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

－ 0 102 0 6 10 0 0 0 兼18 －
コ

ア

指

定

科

目 経営学 1後・2前 2 ○ 5 2 兼1

経営史総論 2前・後 2 ○ 1

経営戦略論 2前・後 2 ○ 2

経営組織論 3前・後 2 ○ 1

経営管理論 2前・後 2 ○ 1 1

組織行動論 3前・後 2 ○ 1

人的資源管理 2前・後 2 ○ 1

中小企業論 2前・後 2 ○ 1

マーケティング論 2前・後 2 ○ 1 兼1

流通システム論 2前・後 2 ○ 1

イノベーション・マネジメント 2前・後 2 ○ 1 1

経営数学 1後・2前 2 ○ 2

ビジネス・エコノミクス基礎 2前・後 2 ○ 2

コーポレート・ファイナンスⅠ 1後・2前 2 ○ 1

簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

社会学概論 1後・2前 2 ○ 1

会社法 2前・後 2 ○ 1

日本経営史 3前・後 2 ○ 1

外国経営史 3前・後 2 ○ 1

近江商人経営論 2前・後 2 ○ 1

企業統治論 2前・後 2 ○ 1 1

国際経営戦略論 3前・後 2 ○ 1

生産マネジメント 3前・後 2 ○ 1

組織間関係論 3前・後 2 ○ 1

比較経営論 3前・後 2 ○ 1

管理者行動論 2前・後 2 ○ 1

ダイバーシティ・マネジメント 3前・後 2 ○ 1

マーケティング・リサーチ 2前・後 2 ○ 1

マーケティング戦略 3前・後 2 ○ 1

消費者行動論 3前・後 2 ○ 1

ビジネス・エコノミクス 3前・後 2 ○ 1

オペレーションズ・リサーチ 2前・後 2 ○ 1

マネジメント特殊講義 2前・後 2 ○ 1 1

マネジメント・ポリシー特殊講義 3前・後 2 ○ 1

3前・後 2 ○ 1 兼1

コーポレート・ファイナンスⅡ 2後・3前 2 ○ 1

商法 2前・後 2 ○ 1

社会心理学Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

社会心理学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

－ 0 78 0 8 13 1 0 0 兼4 －
コ

ア

指

定

科

目 簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

ミクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

経営学 1後・2前 2 ○ 5 2 兼1

小計（39科目）

マネジメント・サイエンス特殊講義

選
択
科
目
１
群
（

類
型
基
礎
科
目
）

－

コ
ア
選
択
必
修
科
目

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅢ

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅡ

選
択
科
目
２
群

（

フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
学
科
類
型
展
開
科
目
）

選

択

科

目

３

群

（

展

開

科

目

他

学

科

科

目

）

小計（51科目） －

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅣ

企業分析とコーポレート・ファイナンスⅠ

企業分析とコーポレート・ファイナンスⅡ

学
習
類
型
（

フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
類
型
）

専
門
教
育
科
目
群

学
習
類
型

（

企
業
分
析
類
型
）

学
習
類
型
（

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
類
型
）

選
択
科
目
２
群
（

類
型
展
開
科
目
）
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会計学基礎 １後 2 ○ 1

財務諸表分析論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1

財務諸表分析論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1

財務会計総論Ⅰ　 2・3前・後 2 ○ 1 1

財務会計総論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1 1

上級財務会計Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1 2

上級財務会計Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1 2

管理会計総論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 2

管理会計総論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 2

上級管理会計Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

上級管理会計Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

原価計算論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1 2 兼2

原価計算論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1 2 兼1

数理経済学 2後・3前 2 ○ 1

応用ミクロ経済学 2後・3前 2 ○ 1 兼1

ゲーム理論 2前・後 2 ○ 1

計量経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

計量経済学Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

金融契約論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

金融契約論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

コーポレート・ファイナンスⅠ 1後・2前 2 ○ 1

コーポレート・ファイナンスⅡ 2後・3前 2 ○ 1

1後・2前 2 ○ 1 兼1

2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1 兼1

2後・3前 2 ○ 兼1

ファイナンス数学 2後・3前 2 ○ 1

証券市場論 1後・2前 2 ○ 兼1

証券市場論各論 2後・3前 2 ○ 兼1

経営管理論 2前・後 2 ○ 1 1

経営戦略論 2前・後 2 ○ 2

オペレーションズ・リサーチ 2前・後 2 ○ 1

ビジネス・エコノミクス基礎 2前・後 2 ○ 2

ビジネス・エコノミクス 3前・後 2 ○ 1

マーケティング戦略 3前・後 2 ○ 1

解析学 1後 2 ○ 兼1

多変量解析入門 2前 2 ○ 兼1

多変量解析 2後 2 ○ 兼1

統計数学 2前 2 ○ 兼1

回帰分析 2前 2 ○ 兼1

確率論 3後 2 ○ 兼1

－ 0 94 0 7 12 0 0 0 兼18 －
コ

ア

指

定

科

目 簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

ミクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

法学 1後・2前 2 ○ 1 兼1
類

型

必

修

科

目 会計学基礎 １後 2 ○ 1

財務会計総論Ⅰ　 2・3前・後 2 ○ 1 1

財務会計総論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1 1

上級財務会計Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1 2

上級財務会計Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1 2

監査論Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1

管理会計総論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 2

管理会計総論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 2

原価計算論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1 2 兼2

原価計算論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1 2 兼1

連結会計論 3・4前・後 2 ○ 2

証券市場論 1後・2前 2 ○ 兼1

計量ファイナンス基礎 1後・2前 2 ○ 1

コーポレート・ファイナンスⅠ 1後・2前 2 ○ 1

コーポレート・ファイナンスⅡ 2後・3前 2 ○ 1
類

型

選

択

必

修

科

目

３

群

（

社

会

シ

ス

テ

ム

学

科

科

目

） 民法入門・総則 2前・後 2 ○ 1 1

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅠ

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅡ

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅢ

企業分析とコーポレート・ファイナンスⅡ

小計（47科目） －

類

型

必

修

科

目

選
択
科
目
１
群
（

会
計
情
報
学
科
類
型
科
目
）

コ
ア
選
択
必
修
科
目

学
習
類
型
（

企
業
分
析
類
型
）

専
門
教
育
科
目
群

学
習
類
型
（

企
業
会
計
類
型
）

類

型

選

択

必

修

科

目

２

群

（

フ

ァ

イ

ナ

ン

ス

学

科

科

目

）

選
択
科
目
２
群
（

他
学
科
類
型
科
目
）

類

型

選

択

必

修

科

目

１

群
（

会

計

情

報

学

科

科

目
）
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商法 2前・後 2 ○ 1

会社法 2前・後 2 ○ 1

有価証券法 2前・後 2 ○ 1

税法総論 2前・後 2 ○ 1

税法各論 2前・後 2 ○ 1

計量経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

計量経済学Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

日本経済史 2後・3前 2 ○ 1

応用ミクロ経済学 2後・3前 2 ○ 1 兼1

近江商人経営論 2前・後 2 ○ 1

経営管理論 2前・後 2 ○ 1 1

ビジネス・エコノミクス基礎 2前・後 2 ○ 2

ビジネス・エコノミクス 3前・後 2 ○ 1

経営戦略論 2前・後 2 ○ 2

中級簿記Ⅰ 1・2前・後 2 ○ 2

中級簿記Ⅱ 1・2前・後 2 ○ 2

監査論Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

税務会計論 3・4前・後 2 ○ 1

財務諸表分析論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1

財務諸表分析論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1

国際会計論Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1

国際会計論Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 88 0 8 10 1 0 0 兼7 －
コ

ア

指

定

科

目 法学 1後・2前 2 ○ 1 兼1

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

マクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 1 兼2

経営学 1後・2前 2 ○ 5 2 兼1

簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

論理学 1後・2前 2 ○ 3 1

社会学概論 1後・2前 2 ○ 1

憲法 2前・後 2 ○ 1

行政法 2前・後 2 ○ 1

民法入門・総則 2前・後 2 ○ 1 1

物権法 2前・後 2 ○ 1

債権法 2前・後 2 ○ 1

会社法 2前・後 2 ○ 1

国際法 2前・後 2 ○ 1

行政システム論Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

商法 2前・後 2 ○ 1

債権担保法 2前・後 2 ○ 1

国際経済法 2前・後 2 ○ 1

環境法 2前・後 2 ○ 1 兼1

税法総論 2前・後 2 ○ 1

税法各論 2前・後 2 ○ 1

経済法 2前・後 2 ○ 兼1

労働法 2前・後 2 ○ 兼1

行政システム論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

政治学原論Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

政治学原論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

国際関係論Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

国際関係論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

法システム論特殊講義 2後・3前 2 ○ 2 1 兼1

法と経済学 2後・3前 2 ○ 1

有価証券法 2後・3前 2 ○ 1

環境経済学Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

社会システム原論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1 兼1

社会システム原論Ⅱ 2前・後 2 ○ 1 兼1

国際社会学 2後・3前 2 ○ 1

財政学総論Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

地方財政論 3・4前・後 2 ○ 1 1

公共経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

公共経済学Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

世界経済論 2後・3前 2 ○ 1

金融法 2後・3前 2 ○ 兼1

選
択
科
目

小計（44科目）

類

型

選

択

必

修

科

目

３

群

（

社

会

シ

ス

テ

ム

学

科

科

目

）

学
習
類
型
（

企
業
会
計
類
型
）

専
門
教
育
科
目
群

－

コ
ア
選
択
必
修
科
目

選
択
必
修
科
目
１
群
（

類
型
基
礎
科
目
）

選
択
科
目

学
習
類
型
（

経
済
社
会
と
法
・
政
治
類
型
）

選
択
必
修
科
目
２
群
（

類
型
展
開
科
目
）
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企業統治論 2前・後 2 ○ 1 1

財務会計総論Ⅰ　 2・3前・後 2 ○ 1 1

管理会計総論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 2

－ 0 88 0 11 12 1 0 0 兼12 －
コ

ア

指

定

科

目 論理学 1後・2前 2 ○ 3 1
類

型

指

定

科

目 社会学概論 1後・2前 2 ○ 1

地域社会・文化論 2後・3前 2 ○ 2 3

歴史学方法論 2後・3前 2 ○ 1

ドキュメンタリー論 2後・3前 2 ○ 1

文化人類学 2後・3前 2 ○ 1

文化システム論Ａ 1後・2前 2 ○ 1 1 兼1

文化システム論Ｂ 1・2前・後 2 ○ 1 兼1

スポーツ文化論 2後・3前 2 ○ 1

経済学史 2後・3前 2 ○ 1

現代経済学史Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1

現代経済学史Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

近江商人経営論 2前・後 2 ○ 1

古文書解読Ａ１ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

古文書解読Ａ２ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

言語学 2後・3前 2 ○ 1

異文化間コミュニケーション論 2後・3前 2 ○ 1

文学 2後・3前 2 ○ 1 1

哲学Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

哲学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

情報科学Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

情報科学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

知能情報論 2後・3前 2 ○ 1

情報システム論 2前・後 2 ○ 1

思考情報システム論特殊講義 2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

社会システム原論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

社会システム原論Ⅱ 2前・後 2 ○ 1

国際社会学 2後・3前 2 ○ 1

現代社会システム論 2後・3前 2 ○ 1

社会心理学Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

社会心理学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

認知心理学入門 1後・2前 2 ○ 1

心理学 2前・後 2 ○ 1

ゲーム理論 2前・後 2 ○ 1

消費者行動論 3前・後 2 ○ 1

－ 0 70 0 9 11 0 0 0 兼3 －

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

マクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 1 兼2

コア政治経済学 1後・2前 2 ○ 1 兼1

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

経営学 1後・2前 2 ○ 5 2 兼1

簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

社会経済史 1後・2前 2 ○ 2

法学 1後・2前 2 ○ 1 兼1

公共経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

財政学総論Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

金融システム論 1後・2前 2 ○ 1 兼1

経営戦略論 2前・後 2 ○ 2

財務会計総論Ⅰ　 2・3前・後 2 ○ 1 1

社会学概論 1後・2前 2 ○ 1

行政システム論Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

地域の社会と経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

公共経済学Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

財政学総論Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

地方財政論 3・4前・後 2 ○ 1 1

地域経済論 3・4前・後 2 ○ 1

マクロ金融論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

中小企業論 2前・後 2 ○ 1

マーケティング論 2前・後 2 ○ 1 兼1
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目
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学
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習
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済
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会

と

法

・

政

治

類

型

）

専
門
教
育
科
目
群

学
習
類
型
（

地
域
公
共
・
ビ
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ネ
ス
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ネ
ジ
メ
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型
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開
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目
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学
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型
（

人
文
学
類
型
）

選

択

科

目

２

群

（

文

学

・

言

語

学

系

科

目
）

選
択
科
目
１
群
（

歴
史
学
・
文
化
学
系
科
目
）

コ
ア
選
択
必
修
科
目

小計（35科目） －

小計（44科目） －
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イノベーション・マネジメント 2前・後 2 ○ 1 1

行政法 2前・後 2 ○ 1

行政システム論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

地域課題プロジェクト 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

現代の経済 2・3・4前・後 1 ○ 1

現代の経営 2・3・4前・後 1 ○ 1 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

世界経済論 2後・3前 2 ○ 1

経済開発論 2後・3前 2 ○ 1

金融政策論 2後・3前 2 ○ 1

財務会計総論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1 1

会社法 2前・後 2 ○ 1

民法入門・総則 2前・後 2 ○ 1 1

－ 0 70 0 15 10 1 0 0 兼15 －

－ 4 1090 0 32 39 2 0 0 兼227

小計（36科目）

学位又は称号 学位又は学科の分野 　経済学関係　学士（経済学）

専
門
教
育
科
目
群

選
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科

目

２

群

（

類

型
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開

科

目

）

学
習
類
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（
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・
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ジ
ネ
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ネ
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類
型
）

選
択
科
目
３
群

－

－

合計（５５５科目）
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Ⅰ　設置の趣旨・必要性

○

○

○

Ⅱ 教育課程編成の考え方・特色

グローバル化への対応と地域活性化に貢献する人材育成

  グローバル化の進展の下で、地域経済社会こそがグローバル人材を必要としている。本学が立地する滋賀県は、１人当たり
の製造業付加価値額や農業所得で日本上位の水準を誇ってきたが、グローバル化の下での競争圧力により地域経済社会のリノ
ベーションが求められている。また、本学部が想定する「地域（滋賀県と東海・京阪神地域）」における企業の海外進出意向
は、滋賀県が全国トップであるのをはじめ、東海・京阪神地域にある他府県の企業も高い水準にあり、これら企業ニーズに応
える人材の育成が極めて重要となっている。さらに、地域活性化の課題も、観光による地域活性化、環境問題の解決等、グ
ローバルな視点からの問題解決能力を求めるニーズが強い。以上のように、地域経済社会を支えるグローバル人材ニーズに応
える機能強化が急務となっている。

確かな「専門性」獲得の保証と社会ニーズに柔軟に対応できる教育ブログラム

  現代の複雑化する社会における課題を発見し、解決策を探る力を養成するためには、科学的基盤を持つ確かな「専門性」と
分野融合的な科学的視野が必要となっている。この課題に対応するため、本学部では、各学科課程による一分野での確かな専
門性を有する人材の養成に努めるとともに、学科横断的・学際的に構成する履修モデル（専門コースと呼称）を提示し、専門
分野にとどまらない幅広い知識を持つ人材の養成を図る取組みを実施してきた。この取組みは、本学の特長として評価されて
おり、入学志願者実績、就職実績につながっている。
　しかし、今日の社会科学系高等教育への社会の要請を鑑みれば、そこに甘んじることなく、より挑戦的に教育プログラムを
充実していくことが求められている。その要請に応えるため、確かな専門性を養成する学科課程による専門教育を軸として堅
持するとともに、従来の履修モデルの取組みを強化して、分野融合的な科学的視野、専門間コミュニケーション力を有する人
材（一専門分野と幅広い専門分野への視野を持つ人材（いわゆるＴ型人材）)、より発展的には、幅広い知識と二専門分野を
兼ね備えた人材（いわゆるΠ型人材）の養成を目指す取組みを進める。学部内では、そのような目的に沿って、それぞれの学
科専門科目を中心に他学科科目にまたがる学科横断的な学習モデルを示す学習類型を編成し、学際的・複眼的専門性獲得へと
導く。これにより、多様な専門領域にまたがる学際的専門教育の展開が可能であるという本学部の強みを活かしながら、社会
の要請に応えていくことを目指す。また、学部を越えた取組みとしては、次の文理融合型人材教育のための教育改革を進め
る。

文理融合型人材教育のための教育改革

【経済学部の教育課程編成の考え方・特色】
現行６学科を、５学科とする。
　平成２９年度のデータサイエンス学部の設置に伴う全学的再編の一環として、本学部の情報管理学科を募集停止し、その教育機
能を新学部に継承・発展させることに合わせ、経済学部を５学科とする。この５学科の体制により、科学的基盤を持つ確かな専門
性涵養育成のための教育を実施する。そしてそれを補完強化する枠組みとして、５学科による教育という本学の特長を活かし、現
代社会において求められる分野融合的な科学的視野の獲得へと誘う「学習類型」を、学科をまたがって設定し、厚みのある専門性
を有する人材の養成を目指す。また、文理融合型教育を展開する学部間連携副専攻プログラムとして「政策－ビジネス革新創出人
材プログラム」を設けるとともに、グローバル人材養成機能の強化のために既存のグローバル人材育成コースを拡充し「共創グ
ローバル人材プログラム」を設ける。

　滋賀大学経済学部は、国立大学の社会科学系学士課程としては最大規模の学科構成と定員を持つ。そのことを活かして、各
学科領域の専門性を養成する教育課程を基盤として、学科横断的・学際的に学ぶことができる教育課程を構築してきた（情報
系との文理融合型の学びを含む）。このことは社会からも高く評価され、入学試験の志願者動向においては国立大学の経済学
部では継続的に上位の入試倍率を維持しており、就職においても国公私立大学経済学部の中で常に上位の就職率実績をあげて
きている。特に、滋賀県を支点とする東海・京阪神地域においては、ビジネス・地域社会の人材育成に貢献してきた。
　このように本学部は、東海から京阪神に至る地域において、国立大学の経済学部の中では地域社会や地域企業に人材を送り
出す機能を重視した教育を進める特色ある高等教育機関としての評価を得ており、今後も引き続きこの「地域」における人材
育成に貢献することが求められる。そのための機能強化を実現する改革を進めていくことが重要となっている。
　今回進めようとする経済学部改革は、以上のような全学・学部におけるこれまでの改革を踏まえ、経済・経営学分野の多様
な専門領域にまたがる学際的専門教育を展開したきたこれまでの教育課程を活かしつつ、「文理融合（学際性強化）」、「グ
ローバル化」と「地域社会活性化への貢献」を柱として、本学部の教育課程の特色・強みを活かし機能強化を図るものであ
る。

　激しく変動する社会経済課題の解決力の育成のためには、従来型の学問分野縦割りの教育のみでは不十分となっており、理
系科学からのアプローチ視点と文系科学のそれを融合的に活用し問題解決に取り組む力を有する人材の育成が求められてい
る。また、滋賀大学においては、高等教育機関としての機能の強化を目指し「データサイエンス領域における拠点形成」を掲
げ重点的に取り組むが、その一翼を担う教育改革を、全学的な連携と学部内改革を通じて進め、大学全体の教育機能を向上さ
せる。

設置の趣旨・必要性
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○　教育課程の編成

　教育課程は、実践力をともなった確かな専門性を涵養と学際的・複眼的専門性の養成をねらいとして、以下のように編成
する。
◇　学科制を軸とした、科学的基盤をもつ確かな専門性を育成するための専門教育
　＊　専門分野の科学体系に則し編成される講義科目
　＊　獲得した専門知識の運用力を育む少人数の演習系科目
　＊　社会における課題への実践的な取り組みを通じて問題探求・解決力を育む実践・体験型科目
　これらの学習の連動によって、確かな専門性とその活用力、問題探求・解決力の育成を目指す。なお、講義科目と演習系
科目は、階層型で編成し、基礎から展開へと着実に力を養成していくことを目指す。
◇　学際的・複眼的専門性を育成することを目指す「学習類型」と「発展的学習プログラム」
　＊「学習類型」　各学科を基盤として、５学科を有するという特長を活かし、他分野との連携力、幅広い専門性を有する
　人材の養成をねらいとして学科横断的に専門科目を編成し設ける。所属学科以外の「学習類型」による副専攻型の学習の
　促進もねらいとしている。
　＊「発展的学習プログラム」　以下の２つのプログラムを設ける。いずれも入学後の公募選抜によって決定する。参加者
　は学科に所属し、その課程に沿った学習と並行してプログラムに参加する。
　　・「政策－ビジネス革新創出人材プログラム」　新設予定のデータサイエンス学部との連携により、２分野の専門性と
　　それをつなぎ問題解決のための創造の基礎力を有する人材の養成をねらいとして編成する学部間の副専攻型プログラム。
　　・「共創グローバル人材プログラム」　グローバル化する社会への視点と地域への視点を併せ持つ人材の育成を目指す。
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【複眼的な専門性獲得へと誘う「学習類型」】
　現代の複雑化する社会における課題を発見し、解決策を探る力を養成するためには、さらに分野融合的な複眼的視野を有す
る人材の養成が求められている。それに対応する改革取組として、専門科目を学習類型に編成する。この学習類型は、各学科
が、各学科での学習を基盤として他学科科目に亘る分野融合的学習を展開し視野を広げていくための基礎から中級の学習の指
針となる道筋を提示するものである。学科課程の要件に加えて、卒業には、この学習類型の一つを修得することを義務づけ
る。学生は、所属学科を中心とする学習類型に限らず類型を自由に選択する（選択は２年次中）。
　学生が所属する学科を中心とする学習類型に沿った学習を進めることにより、学科での専門性に強みを有し、幅広い専門知
識を有する人材（いわゆるＴ型人材）へと発展していく基盤を養成することを目指す。また、学生が所属する学科以外の学習
類型に沿った学習を行う場合には、これによって、所属学科課程の学習による専門性の獲得と、学んだ学習類型による専門性
を獲得し、専門演習や実践・体験科目での課題探求を通じて、両者をつなぐ幅広い知識と二専門分野を兼ね備えた人材（いわ
ゆるΠ型人材）に育つ可能性を開くことができる。
　これは分野融合的な複眼的な視野を有する人材の養成という社会の要請に応えようとする取組みであり、５学科で構成され
るという本学の強みを活かし、一専門分野と幅広い知識を持つ人材（いわゆるＴ型人材）、幅広い知識と二専門分野を兼ね備
えた人材（いわゆるΠ型人材）の養成力を強化しようとするものである。
　全ての学生が所属学科を中心とする学習類型に限らず自由に選択することができるものとし、Ｔ型人材を志向する学生には
自学科中心の類型を、Π型人材を志向する学生には他学科中心の類型の選択を可能とし、促進することを狙いとしている。ま
た、既設のｗｅｂ上の教育学習支援システム（ＳＵＣＣＥＳＳと呼称）には、目標と到達度を管理する学習ポートフォリオ機
能、及び卒業生の進路と学習履歴を模範例として参照できる「グッドプラクティス探求システム」を搭載しており、これら履
修指導に活用して「学習類型」の選択を支援していく。

　社会科学系高等教育機関には、複雑化する経済社会の課題に対応できる基礎力を有する人材が求められている。このような
要請に対応しようとするとき、もちろん専門領域を極めその発展と革新に貢献できる人材の養成は課題となるが、それと並行
して、専門領域間連携や分野融合的視点から問題解決に貢献することができる学際的・複眼的専門性を有する人材へのニーズ
が高まっている。本学部は、これまで経済界・地域社会において実践的課題に取組む人材養成を担ってきており、特に後者の
ような人材養成機能を強化していくことを求められている。その要請に応えるため、従来の履修モデルの取組みを強化して、
学部内では、そのような目的に沿って、それぞれの学科専門科目を中心に他学科科目にまたがる学科横断的な学習モデルを示
す学習類型を編成し、学際的・複眼的専門性獲得へと導く。これにより、多様な専門領域にまたがる学際的専門教育の展開が
可能であるという本学部の強みを活かしながら、社会の要請に応えていくことを目指す。また、学部を越えた取組みとして
は、次の文理融合型人材教育のための教育改革を進める。

【実践・体験型科目の整備】
　社会や企業における実際の課題への取組を通して問題解決力を実践的に育むことを狙いとした科目群として、学部共通科目
に実践・体験科目を設ける。この区分の科目は、就業体験（インターンシップ）、ボランティア体験、海外研修等を含み国内
外の課題を素材とした体験学習を組み込んでいる。特徴的な科目として、プロジェクトと自主企画海外体験・研修（新設）が
ある。プロジェクトは教員・学生の企画により参加教員・学生を募り計画していく授業で、お仕着せの課題解決型授業とは異
なり企画段階から学生が参加するかたちで授業を組み建てていくことで、学生の能動的・創造的問題解決能力の養成を目指す
ものである（企画例：地域の交通問題、児童の学習支援）。自主企画海外体験・研修は、プロジェクトのよい点を海外研修に
も活用していこうというものである。大学が用意するプログラムではなく、自ら調べ支援等を獲得して臨む海外体験（代表例
としては政府の「トビタテ!留学ジャパン」）は高い学習効果を有する。これを大学として評価し大学での学習プロセスに組
み込むことを狙いとしている。
　また、学部共通科目に地域連携科目の区分を新設し、地域課題プロジェクト（新設）など地域課題に取り組む実践的科目を
配置し、地域をフィールドとした実践型授業を展開していく。
　これら実践・体験型科目は、学習の各段階で参加しながら、獲得した専門知識と実践を反芻しながら力を高めていけるよ
う、階層型の専門教育課程と並行して学部共通で配置する。

◇　学際的・複眼的な専門性の養成を目指す改革

　専門分野の科学体系に則し編成される講義科目、獲得した専門知識の運用力を育む少人数の演習系科目、及び社会における
課題への実践的な取り組みを通じて問題探求・解決力を育む実践・体験型科目で編成し、学習の連動によって確かな専門性と
それを活用し問題探求・解決力の育成を目指す。なお、講義科目と演習系科目は、階層型で編成し、基礎から展開へと着実に
力を養成していくことを目指す。

【講義科目・演習系科目の階層構造】
　導入教育レベル（1年次前半）、専門基礎教育レベル（1年次後半から2年次前半）、専門教育レベル（2年次後半以降）の3
層の教育課程で構成する。それぞれ、演習科目と講義科目からなる。
［導入教育レベル］
　大学における「学び」への円滑な移行と動機づけを目的として、演習科目（大学入門セミナー（教養科目））と基礎科目
（現代経済学基礎（学部共通科目））により構成する。ともに必修科目とし、学部学習の最も基礎なる部分として修得させ
る。
［専門基礎教育レベル］
　コア科目とプレセミナ―科目（ともに学部共通科目）により構成し、経済・社会科学分野の科学的方法論・分析技法の基礎
と協働学習の手法を修得させる。ともにその科目分野において要件を課す選択必修科目とし、専門基礎力を身につけさせる。
［専門教育レベル］
　学科毎の科学体系に沿って展開される学科専門教育科目と、専門教育レベルの外国語の修得を目指す専門語学演習、そして
大学での学習成果を総合して専門的視野から問題発見・探求を進める専門演習から成る。これらにより、専門分野での「知」
とその運用能力を身に付けさせる。専門演習は必修科目とし、大学での学習の総括的位置づけを持たせる。専門語学演習は選
択必修科目とし、専門レベルでの外国語運用力につなげる。学科の専門講義科目は、学科毎に最低修得要件を設定する。基礎
レベル、専門基礎レベルとあわせて修得する学科分野専門性の質を確保していく。

◇　学科制を軸とした、科学的基盤をもつ確かな専門性を育成するための専門教育
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学習類型
・経済社会分析類型
　現代経済社会に関し、理論分析、政策分析、比較経済分析、および経済分析に不可欠の金融経済分野の各アプローチにおい
て基礎から中級に誘う科目により構成し、経済社会における問題発見・探求能力の獲得を目指す学習への指針を提示する類
型。
・ファイナンス類型
　金融理論とファイナンス理論の基本発想を学ぶ科目、金融・ファイナンスの視点から見た現代経済学を学習する科目を主軸
に、基本的な経済分析手法修得のための科目、金融市場での主体である企業分析のための科目により構成し、金融経済分野に
おける問題発見・探求力の獲得を目指す学習への指針を提示する類型。
・マネジメント類型
　企業内・企業間関係に関する経営分野の様々な問題領域を分析するためのアプローチを学ぶための科目を主軸に、企業内会
計情報分析のための科目、および企業の活動フィールドである市場・社会を視る目を涵養する科目により構成し、経営体の戦
略課題、組織課題の解決に貢献できる力の獲得を目指す学習への指針を提示する類型。
・企業分析類型
　会計情報分析の考え方と手法の修得のための科目、そしてそれを基盤として企業経営と成長性・収益性・安全性等を資本市
場及び種々の利害関係者の立場から分析するための力を養成する科目により構成し、企業とその戦略の価値を評価する力の獲
得を目指す学習への指針を提示する類型。
・企業会計類型
　戦略及び経営管理の基礎情報である会計制度と会計情報に関する基礎知識と理論を学習するための科目を軸として、企業経
営、市場・社会に関する視点を涵養するための科目により構成し、企業内外における会計専門家として必要な力の獲得を目指
す学習への指針を提示する類型。
・経済社会と法・政治類型
　経済社会を分析していくための基本視角となる、法、政治、行政に関する理論・制度を学習する科目、および市場と社会の
関係を分析する科目、企業行動の原理を学ぶ科目から構成し、法・政治の視点から多元的に経済社会の問題を探求していく力
の獲得を目指す学習への指針を提示する類型。
・人文学類型
　人間の知的活動（哲学、文学、心理学）とその歴史（歴史学）に関する科目、そのネットワーク（情報学）と社会との関係
を分析する科目、身体の科学に関する科目から構成し、経済社会における課題探求力の獲得を目指す学習への指針を提示する
類型。
・地域公共・ビジネスマネジメント類型
（夜間開講によって設定し夜間主コース学生を対象。昼間主コース学生も卒業要件対象とはならないが認定を受けることはで
きる。）
　地域課題とその解決への取り組み経験を学ぶ科目、地域社会での課題解決力獲得の基盤となる経済・経営・社会の各専門領
域科目から構成し、地域社会や地域ビジネスの課題を探求していく力の獲得を目指す学習への指針を提示する類型。
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【発展的学習プログラム】(本プログラム学生は、経済学部のいずれかの学科に所属し、その卒業要件を満たすことが必要)
　○「政策－ビジネス革新創出人材プログラム」(学部間連携「副専攻プログラム」)の設置
　激しく変動する社会経済において、情報通信技術の飛躍的進歩によって蓄積しつつあるビッグデータに埋蔵される膨大な知
識や潜在的価値を有効活用しうる人材の育成が求められている。このような人材の育成は今後の経済社会問題の解決、産業発
展、国際競争の鍵となっている（日本学術会議情報学委員会Ｅ-サイエンス・データ中心科学分科会報告「ビッグデータ時代
に対応する人材の育成」、平成２６年９月１４日）。滋賀大学では、全学的な教育組織再編によって、このような社会のニー
ズに応え得る高等教育研究機関へと展開していくことを目指しており、平成２９年度にデータサイエンス学部の新設を計画し
ている。経済学部におけるこの「政策―ビジネス革新創出人材プログラム」を設ける改革もそのような全学的な改革の一環と
して行うものであり、データサイエンス学部との連携により、文理融合型人材教育を体系的な育成を目指す学部間副専攻型の
学習プログラムとして設置する。このプログラムの経済学部参加学生は入学後選抜し、１年次から、経済学部では、政策創
造、ファイナンス戦略、経営戦略、マーケティング・サイエンス等の科目群を経済学部の教育課程に沿って学び、データサイ
エンス学部から副専攻プログラムの提供を受け、データエンジニアリング、データアナリシスの分野の専門科目を学ぶ。上級
学年では、データサイエンス学部生とともにデータサイエンス応用領域の演習に参加し、異分野の学生との協働・協学を通
じ、データサイエンスと経済学・経営学の両アプローチから政策や企業戦略を創造する力を獲得させる。このプログラムによ
り修得したデータサイエンス学部専門科目は30単位の範囲で経済学部専門教育科目の卒業要件に算入するとともに、プログラ
ム修了者には副専攻修得の認定（履修証明）を行う。

　○「共創グローバル人材プログラム」
　平成26年度に設定したグローバル人材育成コースの特色(コースの教育目標：国内学生と留学生との協働・協学を通じて、
経済・経営分野の専門性に加えて異文化理解・コミュニケーション力を有し、ともに政策・戦略を創造(協創)する力を持つ人
材の育成を目指す)を活かしつつ、国際的に活躍する力と地域経済社会を支えうる問題解決力を有するグローバル人材の育成
を目指し、教育プログラムとして拡充する。具体的には、新たに地域課題に取り組むPBL型学習授業(地域連携科目「地域課題
プロジェクト」）と学生企画による体験学習(実践・体験科目「自主企画海外体験・研修」)を組み込むことで、地域への視点
育成と創発性涵養の機能を高めるよう再編する。
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　現行夜間主コースにおいても、昼間時間帯授業は制限付きで履修することが可能である(卒業要件に30単位まで算入)。しか
し、「働きつつ学ぶ」形態の多様化が進み、この制限が学生の学習計画策定に障害となる可能性が高まっている。例えば、週
１日昼間での学習が可能な社会人は１セメスターに８単位の履修を可能であるが、現在の制限では４セメスターで上限の30単
位を超えてしまう。また、高校新卒者やシニア層の学生は、アルバイトや課外活動と学習時間をより柔軟に計画して「学習」
を行いたいという希望を持っている。
　このようなニーズの変化に対応するため、昼夜（１日７時限）のいずれの時間帯の授業であっても、自己のキャリア形成プ
ラン・ライフプランに応じた学習計画に基づいて制限なく履修が可能となるフレックス制に移行する。

(2)グローバル化する地域社会の活性化に貢献する人材育成を目指した改革

　夜間主コース志願者は、地域での活躍志向が、昼間主コース学生に比して相対的に高い傾向にある。このような学生の学習
動機を伸ばす人材育成を図り、また地域社会のニーズに応えていくために夜間主コース学生に向けた学習類型「地域公共・ビ
ジネスマネジメント類型」を設定する。これにより、学習成果を地域に還元することを希望する学生のニーズに応えるととも
に、夜間時間帯における専門科目展開を重点化し、グローバル化する地域社会の活性化に貢献する人材育成の機能を強化して
いくことを目指す。

【ファイナンス学科教育課程の考え方・特色】

①　課程編成の考え方
　複雑化・高度化する金融取引の基礎、金融市場、政府・日銀の政策や市場を支える制度に関する分析能力を有する人材を育
成することを目指し、学部共通専門科目であるコア科目を基盤として、金融市場・金融経済分析の基礎となる理論・方法を学
ぶファイナンス計画講座科目群、金融市場の性格とそこでの企業・金融機関の行動を科学的に分析する理論と手法を学ぶファ
イナンス市場講座科目群、金融市場における金融仲介機能の仕組みとそれを担う諸機関に関する諸問題領域を学ぶファイナン
スシステム講座科目群により構成する。学部共通科目や他学科専門科目とも有機的に連携しつつ幅広い社会科学的視野から経
済問題を分析する能力を育成する。
　ファイナンス計画講座科目は、経済社会における金融経済の機能、そこで経済主体の行動に焦点当てる理論と分析手法を学
ぶ科目により構成される。それぞれ、専門基礎であるコア科目に続く中級レベルの基礎的科目（貨幣理論、マクロ金融論Ⅰ、
計量ファイナンス基礎など）と、大学院レベルにつなぐ上位中級レベルの展開的科目（金融契約論Ⅱ、マクロ金融論Ⅱ、計量
ファイナンスなど）により構成される。
　ファイナンス市場講座科目は、経済における諸金融市場とそこでの経済主体の行動に焦点をあてた理論分野により構成され
る。それぞれ、専門基礎であるコア科目に続く中級レベルの基礎的科目（証券市場論、コーポレート・ファイナンスⅠ、証券
分析とポートフォリオ・マネジメントⅠなど）と、大学院レベルにつなぐ上位中級レベルの展開的科目（証券市場論各論、
コーポレート・ファイナンスⅡ、証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅢなど）により構成される。
　ファイナンスシステム講座科目は、経済における金融の制度的・組織的構造を分析することを目指し、金融市場における諸
組織とその組織間関係の編成原理を探求する科目により構成される。それぞれ、専門基礎であるコア科目に続く中級レベルの
基礎的科目（日本金融経済論、金融システム論、金融法など）と、大学院レベルにつなぐ上位中級レベルの展開的科目（比較
金融システム論、銀行論、保険論など）により構成される。
②　育成を目指す人材
　学部共通の基礎科目とコア科目による幅広い専門基礎力をベースとして、学科専門科目構成に沿った学習と演習科目、専門
演習、専門語学演習、実践体験科目、地域連携科目による実践的課題解決学習を組み合わせることを通じて、金融取引の基
礎、金融市場、政府の政策や市場を支える制度に関する分析能力を有する人材を育成する。

　（夜間主コース）
　現行６学科のうち情報管理学科を募集停止し、経済、ファイナンス、企業経営、会計情報及び社会システムの５学科の教育課程
としたうえで、次のような改革により機能強化を図る。

(1）社会のニーズの変化に対応したフレックス制への移行

滋賀大学－59



卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

昼間主コース
　教養教育科目３２単位以上、専門教育科目９２単位以上を含めて、１２４単位
以上を修得すること。
（履修科目の登録の上限：２４単位（セメスター））

【履修方法】
１．教養教育科目
　①大学入門科目　　　　　　　　　１単位
　②全学共通教養科目　　　　　　２０単位
　③外国語科目（英語）　　　　　　５単位
　④外国語科目（第二外国語）　　　４単位
　⑤体育科目　　　　　　　　　　　２単位
２．専門教育科目
　専門教育科目は、①～③の要件単位を含め、合計で９２単位以上を修得するこ
と。
　①学部専門共通基礎科目　　　　　２単位
　②学部専門共通科目
　　・コア科目　　　　　　　　　１２単位
　　・専門語学演習　　　　　　　　２単位
　　・専門演習　　　　　　　　　　８単位
　③学科専門科目　　　　　　　　１４単位
　④学習類型
　それぞれ以下の条件を満たし、各類型構成科目から３０単位以上修得するこ
と。少なくとも一つの類型を修得すること。
（学習類型の履修方法）
《経済社会分析類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　６単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　６単位
　選択科目　　　　　　　　　　　１８単位
　※選択科目１群～3群の各群の科目をそれぞれ４単位以上修得したうえで、い
　ずれかの群で１０単位修得すること。
《ファイナンス類型》
　コア選択必修科目　　　　　　　　８単位
　選択科目　　　　　　　　　　　２２単位
　※選択科目２群の科目８単位以上を含め、選択科目１群～３群の科目から２２
　単位以上修得すること。
《マネジメント類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　２単位
　選択科目　　　　　　　　　　　２８単位
　※選択科目１群の１６単位以上を含め、選択科目２群の科目と合わせ２８単位
　以上修得すること。
《企業分析類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　２単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　４単位
　類型必修科目　　　　　　　　　　６単位
　選択科目１群　　　　　　　　　　８単位
　選択科目２群　　　　　　　　　１０単位
《企業会計類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　２単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　４単位
　類型必修科目　　　　　　　　　　２単位
　類型選択必修科目１群　　　　　１２単位
　類型選択必修科目２群　　　　　　２単位
　類型選択必修科目３群　　　　　　４単位
　※コア選択必修科目４単位以上、類型選択必修科目１群１２単位以上、類型選
　択必修科目２群２単位以上、類型選択必修科目３群４単位以上を含め、選択科
　目と合わせ２６単位以上修得すること。
《経済社会と法・政治類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　２単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　４単位
　選択必修科目１群　　　　　　　　８単位
　選択必修科目２群　　　　　　　　８単位
　※コア選択必修科目４単位以上、選択必修科目１群８単位以上、選択必修科目
　２群８単位以上を含め、選択科目と合わせ２８単位以上修得すること。
《人文学類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　２単位
　類型指定科目　　　　　　　　　　２単位
　選択科目　　　　　　　　　　　２６単位
　※選択科目１群～４群の科目から２６単位以上修得すること。
※データサイエンス学部専門教育科目群の科目は、
（ａ）発展的学習プログラム「政策－ビジネス革新創出人材プログラム」に選
　　抜され参加を認められた者については、３０単位までの範囲で専門教育科
　　目の卒業要件に算入することができる。
（ｂ）その他の者については、経済学部を通じてデータサイエンス学部に申請
　　し、両学部より履修を許可された場合に限り、単位を取得した場合専門教
　　育科目の卒業要件に算入することができる。

１学年の学期区分           ２学期

１学期の授業期間          １５週

１時限の授業時間          ９０分
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夜間主コース
　教養教育科目３２単位以上、専門教育科目９２単位以上を含めて、１２４単位
以上を修得すること。

【履修方法】
１．教養教育科目
　①大学入門科目　　　　　　　　　　　２単位
　②全学共通教養科目・体育科目　　　２４単位
　③外国語科目（英語）　　　　　　　　２単位
　④外国語科目（第二外国語）　　　　　２単位
　※外国語科目は、③・④の要件単位を含め、合計で６単位を修得すること。
２．専門教育科目
　専門教育科目は、①～③の要件単位を含め、合計で９２単位以上を修得するこ
と。
　①学部専門共通基礎科目　　　　　　　２単位
　②学部専門共通科目
　　・コア科目　　　　　　　　　　　　６単位
　③学科専門科目　　　　　　　　　　１２単位
　④学習類型
　それぞれ以下の条件を満たし、各類型構成科目から３０単位以上修得するこ
と。少なくとも一つの類型を修得すること。
（学習類型の履修方法）
《経済社会分析類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　　　６単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　　　６単位
　選択科目　　　　　　　　　　　　　１８単位
　※選択科目１群～3群の各群の科目をそれぞれ４単位以上修得したうえで、い
ずれかの群で１０単位修得すること。
《ファイナンス類型》
　コア選択必修科目　　　　　　　　　　８単位
　選択科目　　　　　　　　　　　　　２２単位
　※選択科目２群の科目８単位以上を含め、選択科目１群～３群の科目から２２
　単位以上修得すること。
《マネジメント類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　　　２単位
　選択科目　　　　　　　　　　　　　２８単位
　※選択科目１群の１６単位以上を含め、選択科目２群の科目と合わせ２８単位
　以上修得すること。
《企業分析類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　　　２単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　　　４単位
　類型必修科目　　　　　　　　　　　　６単位
　選択科目１群　　　　　　　　　　　　８単位
　選択科目２群　　　　　　　　　　　１０単位
《企業会計類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　　　２単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　　　４単位
　類型必修科目　　　　　　　　　　　　２単位
　類型選択必修科目１群　　　　　　　１２単位
　類型選択必修科目２群　　　　　　　　２単位
　類型選択必修科目３群　　　　　　　　４単位
　※コア選択必修科目４単位以上、類型選択必修科目１群１２単位以上、類型選
　択必修科目２群２単位以上、類型選択必修科目３群４単位以上を含め、選択科
　目と合わせ２６単位以上修得すること。
《経済社会と法・政治類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　　　２単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　　　４単位
　選択必修科目１群　　　　　　　　　　８単位
　選択必修科目２群　　　　　　　　　　８単位
　※コア選択必修科目４単位以上、選択必修科目１群８単位以上、選択必修科目
　２群８単位以上を含め、選択科目と合わせ２８単位以上修得すること。
《人文学類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　　　２単位
　類型指定科目　　　　　　　　　　　　２単位
　選択科目　　　　　　　　　　　　　２６単位
　※選択科目１群～４群の科目から２６単位以上修得すること。
《地域公共・ビジネスマネジメント類型》
　コア選択必修科目　　　　　    　　　６単位
　選択科目　　　　　　　　　　　　　２４単位
　※選択科目１群の８単位以上、選択科目２群の１０単位以上を含め、選択科目
　３群の科目と合わせ２４単位以上修得すること。

１学年の学期区分           ２学期

１学期の授業期間          １５週

１時限の授業時間          ９０分

昼間主コース
　教養教育科目３２単位以上、専門教育科目９２単位以上を含めて、１２４単位
以上を修得すること。
（履修科目の登録の上限：２４単位（セメスター））

【履修方法】
１．教養教育科目
　①大学入門科目　　　　　　　　　１単位
　②全学共通教養科目　　　　　　２０単位
　③外国語科目（英語）　　　　　　５単位
　④外国語科目（第二外国語）　　　４単位
　⑤体育科目　　　　　　　　　　　２単位
２．専門教育科目
　専門教育科目は、①～③の要件単位を含め、合計で９２単位以上を修得するこ
と。
　①学部専門共通基礎科目　　　　　２単位
　②学部専門共通科目
　　・コア科目　　　　　　　　　１２単位
　　・専門語学演習　　　　　　　　２単位
　　・専門演習　　　　　　　　　　８単位
　③学科専門科目　　　　　　　　１４単位
　④学習類型
　それぞれ以下の条件を満たし、各類型構成科目から３０単位以上修得するこ
と。少なくとも一つの類型を修得すること。
（学習類型の履修方法）
《経済社会分析類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　６単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　６単位
　選択科目　　　　　　　　　　　１８単位
　※選択科目１群～3群の各群の科目をそれぞれ４単位以上修得したうえで、い
　ずれかの群で１０単位修得すること。
《ファイナンス類型》
　コア選択必修科目　　　　　　　　８単位
　選択科目　　　　　　　　　　　２２単位
　※選択科目２群の科目８単位以上を含め、選択科目１群～３群の科目から２２
　単位以上修得すること。
《マネジメント類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　２単位
　選択科目　　　　　　　　　　　２８単位
　※選択科目１群の１６単位以上を含め、選択科目２群の科目と合わせ２８単位
　以上修得すること。
《企業分析類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　２単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　４単位
　類型必修科目　　　　　　　　　　６単位
　選択科目１群　　　　　　　　　　８単位
　選択科目２群　　　　　　　　　１０単位
《企業会計類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　２単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　４単位
　類型必修科目　　　　　　　　　　２単位
　類型選択必修科目１群　　　　　１２単位
　類型選択必修科目２群　　　　　　２単位
　類型選択必修科目３群　　　　　　４単位
　※コア選択必修科目４単位以上、類型選択必修科目１群１２単位以上、類型選
　択必修科目２群２単位以上、類型選択必修科目３群４単位以上を含め、選択科
　目と合わせ２６単位以上修得すること。
《経済社会と法・政治類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　２単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　４単位
　選択必修科目１群　　　　　　　　８単位
　選択必修科目２群　　　　　　　　８単位
　※コア選択必修科目４単位以上、選択必修科目１群８単位以上、選択必修科目
　２群８単位以上を含め、選択科目と合わせ２８単位以上修得すること。
《人文学類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　２単位
　類型指定科目　　　　　　　　　　２単位
　選択科目　　　　　　　　　　　２６単位
　※選択科目１群～４群の科目から２６単位以上修得すること。
※データサイエンス学部専門教育科目群の科目は、
（ａ）発展的学習プログラム「政策－ビジネス革新創出人材プログラム」に選
　　抜され参加を認められた者については、３０単位までの範囲で専門教育科
　　目の卒業要件に算入することができる。
（ｂ）その他の者については、経済学部を通じてデータサイエンス学部に申請
　　し、両学部より履修を許可された場合に限り、単位を取得した場合専門教
　　育科目の卒業要件に算入することができる。

１時限の授業時間          ９０分
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教

助
　
手

1前 1 ○ 20 30 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

－ 1 0 0 20 30 2 0 0 －

哲学からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

歴史からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

文学からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

論理の世界 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 1 兼1

自然言語の世界 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

人間と存在 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

人間と倫理 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

人間と宗教 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

人間と経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 1

人間と心理 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

人間と教育 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1 集中

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 52 0 9 10 0 0 0 兼27 －

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 4 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 4

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

大学入門
科目

大学入門セミナー

小計（1科目）

教育の諸問題

世界経済の現状

スポーツと現代社会

生活と法

人
文
科
学
分
野

日本の歴史

欧米の歴史

文化の歴史

日本の文学

教育と文化

日本の文化

欧米の文化

私法の世界

社会学からの問い

経済学からの問い

経営学からの問い

法学からの問い

政治学からの問い

地理学からの問い

人間と社会

（別添２－２）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 事 前 伺 い ）
【新設】（経済学部企業経営学科　昼間主コース）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

組織と会計

－

美術の世界

音楽の世界

演劇の世界

文化への問い

芸術と文化

言語と文化

欧米の文学

－

東アジアの多様性の理解

小計（26科目）

社会の比較

地域社会の経済

教育と社会

現代社会をみる目

日本国憲法

現代社会と政治

現代社会と法

経済学と現代

現代の金融

日本社会の法と政治

現代の企業と経営

現代の諸問題

社会と会計

教
養
教
育
科
目
群

全
学
共
通
教
養
科
目

社
会
科
学
分
野
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1・2・3・4前・後 2 ○ 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

世界経済と東アジア 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

日本と東アジア 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 84 0 17 22 1 0 0 兼22 －

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 3 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

線形代数への招待 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼9

解析学への招待 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼9

確率への招待 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼9

データサイエンスへの招待 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼15

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 5

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 52 0 6 13 0 0 0 兼25 －

近江とびわ湖Ⅰ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江とびわ湖Ⅱ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

近江の歴史 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江の経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江のくらしと文化 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

地域共生論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

地域コミュニケーション論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

滋賀大学で環境を学ぶ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

環境問題を学ぶ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

環境学習プログラム開発論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

まちと住まい 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

環境教育概論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

キャリアデザイン論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

働くことの意味 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

自己理解 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

こころと身体の科学 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 36 0 4 0 0 0 0 兼16 －

情報と人間

情報と科学

宇宙と地球

自
然
科
学
分
野

小計（26科目）

彦根・湖東学

自然と人間

特
定
主
題
分
野

－

男女の共生

小計（42科目）

生活と企業

ジェンダーを学ぶ

くらしと住まい

衣と暮らし

人権問題を学ぶ

現代社会と人権

消費と社会

情報化と社会

戦争と平和

平和教育

福祉と教育

現代の社会福祉

－

生命と物質

物質とエネルギー

数学的思考

地域からの視点

小計（18科目）

健康の科学

脳の科学

身体運動の科学

コンピュータの仕組み

メディアツール活用法

情報教育概論

身体の科学

－

数学への招待

自然科学への招待

応用科学への招待

エンジニアリングへの招待

情報学への招待

情報リテラシー

情報通信の仕組み

メディアと情報

問題解決の手法

社
会
科
学
分
野

全
学
共
通
教
養
科
目

教
養
教
育
科
目
群
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英会話基礎 1前 1 ○ 1 兼6

大学英語入門 1前 1 ○ 1 4 兼3

1後 1 ○ 1 4 兼3

1後 1 ○ 1 兼5

英語Ⅱ 2前・後 1 ○ 2 4 兼11

ドイツ語ⅠａＨ 1前 1 ○ 兼3

ドイツ語ⅠａＡ 1後 1 ○ 兼3

ドイツ語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 1 兼3

ドイツ語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 1 兼3

フランス語ⅠａＨ 1前 1 ○ 1 兼1

フランス語ⅠａＡ 1後 1 ○ 1 兼1

フランス語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 1 兼2

フランス語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 1 兼2

スペイン語ⅠａＨ 1前 1 ○ 1

スペイン語ⅠａＡ 1後 1 ○ 1

スペイン語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 兼2

スペイン語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 1 兼2

中国語ⅠａＨ 1前 1 ○ 2 兼2

中国語ⅠａＡ 1後 1 ○ 2 兼2

中国語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 兼3

中国語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 兼3

ロシア語ⅠａＨ 1前 1 ○ 兼1

ロシア語ⅠａＡ 1後 1 ○ 兼1

ロシア語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 兼1

ロシア語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 兼1

韓国・朝鮮語ⅠａＨ 1前 1 ○ 兼1

韓国・朝鮮語ⅠａＡ 1後 1 ○ 兼1

韓国・朝鮮語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 兼1

韓国・朝鮮語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 兼1

－ 5 24 0 5 6 0 0 0 兼25 －

スポーツ科学Ⅰ 1前 1 ○ 1 1 兼3 －

スポーツ科学Ⅱ 1後 1 ○ 1 1 兼3 －

－ 2 0 0 1 1 0 0 0 兼3 －

1前 2 ○ 1 5

－ 2 0 0 1 5 0 0 0 0 －

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

ミクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

マクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 1 兼2

マクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 1

コア政治経済学 1後・2前 2 ○ 1 兼1

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

社会経済史 1後・2前 2 ○ 2

経営学 1後・2前 2 ○ 5 2 兼1

簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

法学 1後・2前 2 ○ 1 兼1

論理学 1後・2前 2 ○ 3 1

－ 0 24 0 13 18 1 0 0 兼5 －

基礎演習 1後・2前・後 2 ○ 7 9 1 兼2

コアセッション 1後・2前・後 1 ○ 2 10 兼1

ＢＳセミナー 1後・2前・後 2 ○ 2

事前演習 1後・2前・後 1 ○

－ 0 6 0 11 16 1 0 0 兼3 －

外国文献研究 2後・3・4前・後 2 ○ 14 20 2 兼3

時事外国語 2後・3・4前・後 2 ○ 4 4 兼1

コミュニケーション・スキル 2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼3

経済経営英語 2後・3・4前・後 2 ○ 2 7

英語演習 2後・3・4前・後 2 ○ 1 4 兼1

ドイツ語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

ドイツ語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

フランス語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

フランス語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

スペイン語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 兼2

スペイン語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 兼2

外
国
語
科
目

英語Ⅰｂ

現代経済学基礎

小計（1科目）

英語Ⅰａ

－

小計（4科目） －

－小計（29科目）

－小計（2科目）
基

礎

科

目 －

小計（12科目）

教
養
教
育
科
目
群

専
門
教
育
科
目
群

学
部
共
通
科
目

専
門
語
学
演
習

体
育
科
目

コ
ア
科
目

プ
レ
セ
ミ
ナ
ー
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中国語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

中国語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

ロシア語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 兼1

ロシア語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

韓国・朝鮮語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 兼1

韓国・朝鮮語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

古文書演習 2後・3・4前・後 2 ○ 1

WritingⅠ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

WritingⅡ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

PresentationⅠ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

PresentationⅡ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

Academic Writing 2・3・4前・後 2 ○ 兼1

Debate 2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 48 0 24 29 2 0 0 兼15 －

専門演習Ⅰ 3前 2 ○ 31 32

専門演習Ⅱ 3後 2 ○ 31 32

専門演習Ⅲ 4前 2 ○ 28 29 兼3

専門演習Ⅳ 4後 2 ○ 29 30 兼3

特別研究 3・4前・後 2 ○ 1

－ 8 2 0 31 39 0 0 0 兼3 －

リーダーシップ論 2・3・4前・後 1 ○ 1 2 1 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

インターンシップ事前演習 2・3・4前・後 2 ○

就業体験Ⅰ（インターンシップ） 2・3・4前・後 1 ○

就業体験Ⅱ（インターンシップ） 2・3・4前・後 2 ○

就業体験Ⅲ（インターンシップ） 2・3・4前・後 3 ○

インターンシップ事後演習 2・3・4前・後 1 ○

ボランティア体験 1・2・3・4前・後 1 ○

海外研修 1・2・3・4前・後 2 ○

自主企画海外体験・研修Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○

自主企画海外体験・研修Ｂ 1・2・3・4前・後 2 ○

自主企画海外体験・研修Ｃ 1・2・3・4前・後 3 ○

プロジェクトＡ 1・2・3・4前・後 1 ○

プロジェクトＢ 1・2・3・4前・後 2 ○

プロジェクトＣ 1・2・3・4前・後 3 ○

－ 0 25 0 1 2 1 0 0 兼7 －

地域課題プロジェクト 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

現代の経済 2・3・4前・後 1 ○ 1

現代の経営 2・3・4前・後 1 ○ 1 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

地域の社会と経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 8 0 3 2 0 0 0 兼7 －

分析ツール 1・2前・後 2 ○ 5

古文書解読Ａ１ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

古文書解読Ａ２ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

古文書解読Ｂ１ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

古文書解読Ｂ２ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

Lectures in English　Ａ 2・3・4前・後 3 ○ 1 兼1

Lectures in English　Ｂ 2・3・4前・後 4 ○ 1

時事特別講義 2・3・4前・後 1 ○ 兼1

サービス経済論 2・3・4前・後 2 ○ 1

上級特別研究 3・4前・後 2 ○ 1 1

－ 0 22 0 6 7 0 0 0 兼3 －

企業経営学科で学ぶ 1前 2 ○ 6 3 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

経営組織論 3前・後 2 ○ 1

経営史総論 2前・後 2 ○ 1

近江商人経営論 2前・後 2 ○ 1

外国経営史 3前・後 2 ○ 1

日本経営史 3前・後 2 ○ 1

企業統治論 2前・後 2 ○ 1 1

中小企業論 2前・後 2 ○ 1

比較経営論 3前・後 2 ○ 1

マネジメント特殊講義 2前・後 2 ○ 1 1

小計（10科目） － 0 20 0 3 1 1 0 0 兼1 －

－

実
践
・
体
験
科
目

地
域
連
携
科
目

－

－

小計（10科目）

小計（24科目） －

－

小計（14科目） －

ものづくり、人づくり、地域づくり

小計（5科目）

小計（5科目）

そ
の
他
科
目

専
門
語
学
演
習

学
部
共
通
科
目

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

企
業
経
営
学
科
専
門
科
目

専
門
教
育
科
目
群

専
門
演
習
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経営管理論 2前・後 2 ○ 1 1

経営戦略論 2前・後 2 ○ 2

国際経営戦略論 3前・後 2 ○ 1

組織間関係論 3前・後 2 ○ 1

人的資源管理 2前・後 2 ○ 1

生産マネジメント 3前・後 2 ○ 1

組織行動論 3前・後 2 ○ 1

管理者行動論 2前・後 2 ○ 1

イノベーション・マネジメント 2前・後 2 ○ 1 1

ダイバーシティ・マネジメント 3前・後 2 ○ 1

マネジメント・ポリシー特殊講義 3前・後 2 ○ 1

小計（11科目） － 0 22 0 2 3 0 0 0 －

マーケティング論 2前・後 2 ○ 1 兼1

流通システム論 2前・後 2 ○ 1

マーケティング戦略 3前・後 2 ○ 1

マーケティング・リサーチ 2前・後 2 ○ 1

消費者行動論 3前・後 2 ○ 1

経営数学 1後・2前 2 ○ 2

ビジネス・エコノミクス基礎 2前・後 2 ○ 2

ビジネス・エコノミクス 3前・後 2 ○ 1

オペレーションズ・リサーチ 2前・後 2 ○ 1

3前・後 2 ○ 1 兼1

小計（10科目） － 0 20 0 2 2 0 0 0 兼1 －

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

マクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 1 兼2

コア政治経済学 1後・2前 2 ○ 1 兼1

ミクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

マクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 1

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

社会経済史 1後・2前 2 ○ 2

政治経済学 2後・3前 2 ○ 1 兼1

信用と循環の政治経済学 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

経済学史 2後・3前 2 ○ 1

現代経済学史Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1

産業連関論 2後・3前 2 ○ 1

価格理論 2後・3前 2 ○ 1

応用ミクロ経済学 2後・3前 2 ○ 1 兼1

経済数学 2前・後 2 ○ 1

計量経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

計量経済学Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

金融システム論 1後・2前 2 ○ 1 兼1

マクロ金融論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

公共経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

財政学総論Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

地方財政論 3・4前・後 2 ○ 1 1

地域経済論 3・4前・後 2 ○ 1

産業組織論 2後・3前 2 ○ 1 1

産業政策論 3・4前・後 2 ○ 1

社会政策 2後・3前 2 ○ 1

社会保障論 3・4前・後 2 ○ 1

労働経済論 2後・3前 2 ○ 1

医療経済学 3・4前・後 2 ○ 1

マクロ財政学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

金融政策論 2後・3前 2 ○ 1

日本経済史 2後・3前 2 ○ 1

欧米経済史 2後・3前 2 ○ 1

国際経済論Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

国際経済論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 兼1

上級国際経済論 3・4前・後 2 ○ 1

世界経済論 2後・3前 2 ○ 1

アジア経済論 2後・3前 2 ○ 1 兼1

経済開発論 2後・3前 2 ○ 1

開発政策論 3・4前・後 2 ○ 1

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ポ
リ
シ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
サ
イ
エ
ン
ス マネジメント・サイエンス特殊講義

－

－

コ
ア
選
択
必
修
科
目

選
択
科
目
２
群
（

政
策
系
科
目
群
）

選
択
科
目
３
群

（

比
較
経
済
系
科
目
群
）

選
択
科
目
１
群
（

理
論
系
科
目
群
）

学
習
類
型
（

経
済
社
会
分
析
類
型
）

コ

ア

指

定

科

目

専
門
教
育
科
目
群

企
業
経
営
学
科
専
門
科
目
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比較金融システム論 1後・2前 2 ○ 1

国際金融論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

国際金融論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

－ 0 88 0 11 10 0 0 0 兼9 －

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

ミクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

マクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 1 兼2

マクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 1

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

マクロ金融論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

国際金融論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

貨幣理論 1後・2前 2 ○ 1

マクロ財政学Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

金融システム論 1後・2前 2 ○ 1 兼1

銀行論 1後・2前 2 ○ 1

証券市場論 1後・2前 2 ○ 兼1

保険論 1後・2前 2 ○ 兼1

コーポレート・ファイナンスⅠ 1後・2前 2 ○ 1

計量ファイナンス基礎 1後・2前 2 ○ 1

1後・2前 2 ○ 1 兼1

金融契約論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

ファイナンス数学入門 1後・2前 2 ○ 1

計量経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

経済数学 2前・後 2 ○ 1

コア政治経済学 1後・2前 2 ○ 1 兼1

財務会計総論Ⅰ　 2・3前・後 2 ○ 1 1

財務諸表分析論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1

管理会計総論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 2

マクロ金融論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

金融政策論 2後・3前 2 ○ 1

国際金融論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

比較金融システム論 2後・3前 2 ○ 1

マクロ財政学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

コーポレート・ファイナンスⅡ 2後・3前 2 ○ 1

証券市場論各論 2後・3前 2 ○ 兼1

金融契約論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

機関投資家論 2後・3前 2 ○ 1

計量ファイナンス 2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1 兼1

2後・3前 2 ○ 1

ベンチャー・ファイナンス論 2後・3前 2 ○ 兼1

信用リスク・マネジメント 2後・3前 2 ○ 兼1

2後・3前 2 ○ 兼1

2後・3前 2 ○ 兼1

不動産投資論 2後・3前 2 ○ 兼1

ファイナンス数学 2後・3前 2 ○ 1

日本金融経済論 2後・3前 2 ○ 兼1

金融法 2後・3前 2 ○ 兼1

公共経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

ゲーム理論 2前・後 2 ○ 1

上級管理会計Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

上級管理会計Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

－ 0 102 0 6 10 0 0 0 兼18 －
コ

ア

指

定

科

目 経営学 1後・2前 2 ○ 5 2 兼1

経営史総論 2前・後 2 ○ 1

経営戦略論 2前・後 2 ○ 2

経営組織論 3前・後 2 ○ 1

経営管理論 2前・後 2 ○ 1 1

組織行動論 3前・後 2 ○ 1

人的資源管理 2前・後 2 ○ 1

中小企業論 2前・後 2 ○ 1

専
門
教
育
科
目
群

専
門
教
育
科
目
群

－

－

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅡ

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅢ

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅣ

企業分析とコーポレート・ファイナンスⅠ

選
択
科
目
１
群

（

類
型
基
礎
科
目
）

選
択
科
目
１
群

（

類
型
基
礎
科
目
）

小計（44科目）

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅠ

学

習

類

型

（
経

済

社

会

分

析

類

型

）

選

択

科

目

３

群

（

比

較

経

済

系

科

目

群

）

学
習
類
型

（

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
類
型
）

学
習
類
型
（

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
類
型
）

学
習
類
型
（

フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
類
型
）

コ
ア
選
択
必
修
科
目

選
択
科
目
１
群
（

類
型
基
礎
科
目
）

企業分析とコーポレート・ファイナンスⅡ

選

択

科

目

３

群

（

展

開

科

目

他

学

科

科

目

）

小計（51科目）

選
択
科
目
２
群
（

フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
学
科
類
型
展
開
科
目
）

滋賀大学－67



マーケティング論 2前・後 2 ○ 1 兼1

流通システム論 2前・後 2 ○ 1

イノベーション・マネジメント 2前・後 2 ○ 1 1

経営数学 1後・2前 2 ○ 2

ビジネス・エコノミクス基礎 2前・後 2 ○ 2

コーポレート・ファイナンスⅠ 1後・2前 2 ○ 1

簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

社会学概論 1後・2前 2 ○ 1

会社法 2前・後 2 ○ 1

日本経営史 3前・後 2 ○ 1

外国経営史 3前・後 2 ○ 1

近江商人経営論 2前・後 2 ○ 1

企業統治論 2前・後 2 ○ 1 1

国際経営戦略論 3前・後 2 ○ 1

生産マネジメント 3前・後 2 ○ 1

組織間関係論 3前・後 2 ○ 1

比較経営論 3前・後 2 ○ 1

管理者行動論 2前・後 2 ○ 1

ダイバーシティ・マネジメント 3前・後 2 ○ 1

マーケティング・リサーチ 2前・後 2 ○ 1

マーケティング戦略 3前・後 2 ○ 1

消費者行動論 3前・後 2 ○ 1

ビジネス・エコノミクス 3前・後 2 ○ 1

オペレーションズ・リサーチ 2前・後 2 ○ 1

マネジメント特殊講義 2前・後 2 ○ 1 1

マネジメント・ポリシー特殊講義 3前・後 2 ○ 1

3前・後 2 ○ 1 兼1

コーポレート・ファイナンスⅡ 2後・3前 2 ○ 1

商法 2前・後 2 ○ 1

社会心理学Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

社会心理学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

－ 0 78 0 8 13 1 0 0 兼4 －
コ

ア

指

定

科

目 簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

ミクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

経営学 1後・2前 2 ○ 5 2 兼1

会計学基礎 １後 2 ○ 1

財務諸表分析論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1

財務諸表分析論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1

財務会計総論Ⅰ　 2・3前・後 2 ○ 1 1

財務会計総論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1 1

上級財務会計Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1 2

上級財務会計Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1 2

管理会計総論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 2

管理会計総論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 2

上級管理会計Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

上級管理会計Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

原価計算論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1 2 兼2

原価計算論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1 2 兼1

数理経済学 2後・3前 2 ○ 1

応用ミクロ経済学 2後・3前 2 ○ 1 兼1

ゲーム理論 2前・後 2 ○ 1

計量経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

計量経済学Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

金融契約論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

金融契約論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

コーポレート・ファイナンスⅠ 1後・2前 2 ○ 1

コーポレート・ファイナンスⅡ 2後・3前 2 ○ 1

1後・2前 2 ○ 1 兼1

2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1 兼1

2後・3前 2 ○ 兼1

選
択
科
目
２
群
（

他
学
科
類
型
科
目
）

選
択
科
目
２
群
（

他
学
科
類
型
科
目
）

学
習
類
型
（

企
業
分
析
類
型
）

学
習
類
型
（

企
業
分
析
類
型
）

専
門
教
育
科
目
群

専
門
教
育
科
目
群

小計（39科目）

選
択
科
目
２
群
（

類
型
展
開
科
目
）

マネジメント・サイエンス特殊講義

－

コ
ア
選
択
必
修
科
目

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅠ

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅡ

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅢ

企業分析とコーポレート・ファイナンスⅡ

選
択
科
目
１
群

（

類
型
基
礎
科
目
）

類

型

必

修

科

目

選
択
科
目
１
群
（

会
計
情
報
学
科
類
型
科
目
）

学
習
類
型
（

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
類
型
）
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ファイナンス数学 2後・3前 2 ○ 1

証券市場論 1後・2前 2 ○ 兼1

証券市場論各論 2後・3前 2 ○ 兼1

経営管理論 2前・後 2 ○ 1 1

経営戦略論 2前・後 2 ○ 2

オペレーションズ・リサーチ 2前・後 2 ○ 1

ビジネス・エコノミクス基礎 2前・後 2 ○ 2

ビジネス・エコノミクス 3前・後 2 ○ 1

マーケティング戦略 3前・後 2 ○ 1

解析学 1後 2 ○ 兼1

多変量解析入門 2前 2 ○ 兼1

多変量解析 2後 2 ○ 兼1

統計数学 2前 2 ○ 兼1

回帰分析 2前 2 ○ 兼1

確率論 3後 2 ○ 兼1

－ 0 94 0 7 12 0 0 0 兼18 －
コ

ア

指

定

科

目 簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

ミクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

法学 1後・2前 2 ○ 1 兼1
類

型

必

修

科

目 会計学基礎 １後 2 ○ 1

財務会計総論Ⅰ　 2・3前・後 2 ○ 1 1

財務会計総論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1 1

上級財務会計Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1 2

上級財務会計Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1 2

監査論Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1

管理会計総論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 2

管理会計総論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 2

原価計算論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1 2 兼2

原価計算論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1 2 兼1

連結会計論 3・4前・後 2 ○ 2

証券市場論 1後・2前 2 ○ 兼1

計量ファイナンス基礎 1後・2前 2 ○ 1

コーポレート・ファイナンスⅠ 1後・2前 2 ○ 1

コーポレート・ファイナンスⅡ 2後・3前 2 ○ 1

民法入門・総則 2前・後 2 ○ 1 1

商法 2前・後 2 ○ 1

会社法 2前・後 2 ○ 1

有価証券法 2前・後 2 ○ 1

税法総論 2前・後 2 ○ 1

税法各論 2前・後 2 ○ 1

計量経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

計量経済学Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

日本経済史 2後・3前 2 ○ 1

応用ミクロ経済学 2後・3前 2 ○ 1 兼1

近江商人経営論 2前・後 2 ○ 1

経営管理論 2前・後 2 ○ 1 1

ビジネス・エコノミクス基礎 2前・後 2 ○ 2

ビジネス・エコノミクス 3前・後 2 ○ 1

経営戦略論 2前・後 2 ○ 2

中級簿記Ⅰ 1・2前・後 2 ○ 2

中級簿記Ⅱ 1・2前・後 2 ○ 2

監査論Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

税務会計論 3・4前・後 2 ○ 1

財務諸表分析論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1

財務諸表分析論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1

国際会計論Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1

国際会計論Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 88 0 8 10 1 0 0 兼7 －
コ

ア

指

定

科

目 法学 1後・2前 2 ○ 1 兼1
コ

ア

選

択

必

修

科

目 ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

マクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 1 兼2

選
択
科
目
２
群
（

他
学
科
類
型
科
目
）

学
習
類
型
（

企
業
分
析
類
型
）

専
門
教
育
科
目
群

学

習

類

型

（

経

済

社

会

と

法

・

政

治

類

型

）

学
習
類
型
（

経
済
社
会
と
法
・
政
治
類
型
）

専
門
教
育
科
目
群

類

型

選

択

必

修

科

目

２

群

（

フ

ァ

イ

ナ

ン

ス

学

科

科

目

）

類

型

選

択

必

修

科

目

３

群

（

社

会

シ

ス

テ

ム

学

科

科

目
）

選
択
科
目

類

型

選

択

必

修

科

目

１

群
（

会

計

情

報

学

科

科

目
）

コ
ア
選
択
必
修

科
目

学
習
類
型
（

企
業
会
計
類
型
）

小計（44科目） －

－小計（47科目）

コ
ア
選
択
必
修
科
目
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経営学 1後・2前 2 ○ 5 2 兼1

簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

論理学 1後・2前 2 ○ 3 1

社会学概論 1後・2前 2 ○ 1

憲法 2前・後 2 ○ 1

行政法 2前・後 2 ○ 1

民法入門・総則 2前・後 2 ○ 1 1

物権法 2前・後 2 ○ 1

債権法 2前・後 2 ○ 1

会社法 2前・後 2 ○ 1

国際法 2前・後 2 ○ 1

行政システム論Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

商法 2前・後 2 ○ 1

債権担保法 2前・後 2 ○ 1

国際経済法 2前・後 2 ○ 1

環境法 2前・後 2 ○ 1 兼1

税法総論 2前・後 2 ○ 1

税法各論 2前・後 2 ○ 1

経済法 2前・後 2 ○ 兼1

労働法 2前・後 2 ○ 兼1

行政システム論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

政治学原論Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

政治学原論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

国際関係論Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

国際関係論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

法システム論特殊講義 2後・3前 2 ○ 2 1 兼1

法と経済学 2後・3前 2 ○ 1

有価証券法 2後・3前 2 ○ 1

環境経済学Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

社会システム原論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1 兼1

社会システム原論Ⅱ 2前・後 2 ○ 1 兼1

国際社会学 2後・3前 2 ○ 1

財政学総論Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

地方財政論 3・4前・後 2 ○ 1 1

公共経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

公共経済学Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

世界経済論 2後・3前 2 ○ 1

金融法 2後・3前 2 ○ 兼1

企業統治論 2前・後 2 ○ 1 1

財務会計総論Ⅰ　 2・3前・後 2 ○ 1 1

管理会計総論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 2

－ 0 88 0 11 12 1 0 0 兼12 －
コ

ア

指

定

科

目 論理学 1後・2前 2 ○ 3 1
類

型

指

定

科

目 社会学概論 1後・2前 2 ○ 1

地域社会・文化論 2後・3前 2 ○ 2 3

歴史学方法論 2後・3前 2 ○ 1

ドキュメンタリー論 2後・3前 2 ○ 1

文化人類学 2後・3前 2 ○ 1

文化システム論Ａ 1後・2前 2 ○ 1 1 兼1

文化システム論Ｂ 1・2前・後 2 ○ 1 兼1

スポーツ文化論 2後・3前 2 ○ 1

経済学史 2後・3前 2 ○ 1

現代経済学史Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1

現代経済学史Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

近江商人経営論 2前・後 2 ○ 1

古文書解読Ａ１ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

古文書解読Ａ２ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

言語学 2後・3前 2 ○ 1

異文化間コミュニケーション論 2後・3前 2 ○ 1

文学 2後・3前 2 ○ 1 1

哲学Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

哲学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

情報科学Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

情報科学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

学
習
類
型
（

経
済
社
会
と
法
・
政
治
類
型
）

専
門
教
育
科
目
群

学
習
類
型
（

人
文
学
類
型
）

選

択

科

目

３

群

（

哲

学

・

情

報

科

学

系

科

目

）

選
択
科
目
１
群
（

歴
史
学
・
文
化
学
系
科
目
）

選

択

科

目

２

群

（

文

学

・

言

語

学

系

科

目
）

コ
ア
選
択
必
修

科
目

選
択
必
修
科
目
１
群
（

類
型
基
礎
科
目
）

選
択
必
修
科
目
２
群
（

類
型
展
開
科
目
）

選
択
科
目

－小計（44科目）

選

択

科

目

３

群

（

哲

学

・

情

報

科

学

系

科

目

）

学
習
類
型
（

人
文
学
類
型
）

専
門
教
育
科
目
群
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知能情報論 2後・3前 2 ○ 1

情報システム論 2前・後 2 ○ 1

思考情報システム論特殊講義 2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

社会システム原論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

社会システム原論Ⅱ 2前・後 2 ○ 1

国際社会学 2後・3前 2 ○ 1

現代社会システム論 2後・3前 2 ○ 1

社会心理学Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

社会心理学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

認知心理学入門 1後・2前 2 ○ 1

心理学 2前・後 2 ○ 1

ゲーム理論 2前・後 2 ○ 1

消費者行動論 3前・後 2 ○ 1

－ 0 70 0 9 11 0 0 0 兼3 －

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼2

2後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼2

1後 2 ○ 兼2

1後 1 ○ 兼2

1後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼2

2前 2 ○ 兼2

－ 0 31 0 0 0 0 0 0 兼15

2前 2 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼2

2後 2 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

4後 2 ○ 兼1

4前 2 ○ 兼1

4後 2 ○ 兼1

4後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼2

デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
基
礎
科
目

選
択
科
目
４
群
（

行
動
文
化
学
系
科
目
）

ノンパラメトリック解析入門

プログラミングⅢ

プログラミングⅢ演習

テキストマイニング

多変量解析

プログラミングⅠ

情報学特論（人工知能）

情報学特論（ﾓﾊﾞｲﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ）

社会調査法Ⅱ

標本調査法

実験計画法

時系列解析

ビジュアルプログラミング

ビジュアルプログラミング演習

応用数学

プログラミング設計

小計（17科目）

回帰分析

小計（35科目）

－

質的データ解析入門

機械学習入門

機械学習

時系列解析入門

ノンパラメトリック解析

確率論

生存時間解析

情報理論

情報セキュリティ

社会調査法I

データマイニング総論

パターン認識総論

－

プログラミングⅠ演習

データベース

解析学

解析学演習

線形代数

線形代数演習

統計学要論

統計数学

多変量解析入門

基礎データ分析

基礎情報活用演習Ｂ

プログラミングⅡ

プログラミングⅡ演習

質的データ解析

計算機利用基礎

情報科学概論

データ構造とアルゴリズム

情報ネットワーク

基礎情報活用演習Ａ

選

択

科

目

３

群

（

哲

学

・

情

報

科

学

系

科

目

）

学
習
類
型
（

人
文
学
類
型
）

専
門
教
育
科
目
群

他
学
部
履
修
科
目
（

デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
専
門
教
育
科
目
群
）

デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
専
門
科
目
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3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

4前 2 ○ 兼1 隔年

4前 2 ○ 兼1 隔年

4前 2 ○ 兼1 隔年

4後 2 ○ 兼1 隔年

4後 2 ○ 兼1 隔年

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

－ 0 85 0 0 0 0 0 0 兼22

2前 2 ○ 兼3 オムニバス

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼5 オムニバス

2後 2 ○ 兼5 オムニバス

3前 2 ○ 兼8 オムニバス

3前 2 ○ 兼1

－ 0 14 0 0 0 0 0 0 兼11

3前 1 ○ 兼1

3後 1 ○ 兼3

3前 1 ○ 兼3

3後 1 ○ 兼4

3後 1 ○ 兼2 オムニバス

3後 1 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼2

3後 1 ○ 兼2

3前 2 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼3 オムニバス

（一部）

3後 1 ○ 兼3
オムニバス

（一部）

－ 0 15 0 0 0 0 0 0 兼19

－ 18 1198 0 32 39 2 0 0 兼304 －

価値創造方法論

価値創造実践論

価
値
創
造
応
用
科
目

マーケティング演習

ファイナンス演習

財務諸表分析演習

ビジネスエコノミクス演習

環境政策演習

データサイエンス実践論Ｂ

小計（7科目）

保険戦略演習

公的統計

公的統計演習

心理分析論

心理分析演習

－

地域文化情報論

地域文化情報演習

小計（12科目）

社会調査実践演習Ⅰ

社会調査実践演習Ⅱ

統計学特論Ｃ

統計学特論Ｄ

最適化理論

品質管理

空間統計

統計学特論Ａ

実践データ概論Ｂ

データサイエンス実践論Ａ

統計学特論Ｂ

小計（44科目）

ベイズ理論

－

情報活用演習Ａ

情報活用演習Ｂ

シミュレーション技法

学位又は称号

情報倫理

実践データ概論Ａ

合計（６３４科目）

　学士（経済学）

価
値
創
造
基
礎
科
目

－

－

学位又は学科の分野 　経済学関係

他
学
部
履
修
科
目
（

デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
専
門
教
育
科
目
群
）

専
門
教
育
科
目
群

デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
専
門
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 ○ 1 兼2

－ 2 0 0 1 0 0 0 0 兼2 －

哲学からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

歴史からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

文学からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

論理の世界 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 1 兼1

自然言語の世界 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

人間と存在 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

人間と倫理 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

人間と宗教 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

人間と経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 1

人間と心理 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

人間と教育 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1 集中

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 52 0 9 10 0 0 0 兼27 －

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 4 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 4

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

教育と文化

文化の歴史

日本の歴史

欧米の歴史

現代社会と政治

法学からの問い

小計（26科目）

組織と会計

現代の諸問題

世界経済の現状

日本社会の法と政治

経済学と現代

教育の諸問題

消費と社会

スポーツと現代社会

社会と会計

地理学からの問い

人間と社会

社会の比較

配当年次

地域社会の経済

教育と社会

現代社会をみる目

現代の金融

日本の文学

日本国憲法

欧米の文学

美術の世界

音楽の世界

演劇の世界

文化への問い

芸術と文化

大学入門セミナー

小計（1科目）

生活と法

－

現代の企業と経営

現代社会と法

私法の世界

【新設】（経済学部企業経営学科　夜間主コース）

科目
区分

授業科目の名称

政治学からの問い

東アジアの多様性の理解

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

人
文
科
学
分
野

社会学からの問い

経済学からの問い

経営学からの問い

言語と文化

－

日本の文化

欧米の文化

生活と企業

社
会
科
学
分
野

全
学
共
通
教
養
科
目

教
養
教
育
科
目
群

大学入門
科目
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1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

世界経済（史）と東アジア 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

日本と東アジア 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 84 0 17 22 1 0 0 兼22 －

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 3 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

線形代数への招待 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼9

解析学への招待 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼9

確率への招待 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼9

データサイエンスへの招待 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼15

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 5

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 52 0 6 13 0 0 0 兼25 －

近江とびわ湖Ⅰ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江とびわ湖Ⅱ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

近江の歴史 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江の経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江のくらしと文化 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

地域共生論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

地域コミュニケーション論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

滋賀大学で環境を学ぶ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

環境問題を学ぶ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

環境学習プログラム開発論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

まちと住まい 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

環境教育概論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

キャリアデザイン論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

働くことの意味 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

自己理解 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

こころと身体の科学 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 36 0 4 0 0 0 0 兼16 －

1・2・3・4前・後 1 ○ 1 4 1 兼3

ドイツ語Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

ドイツ語Ｂ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

自
然
科
学
分
野

応用科学への招待

エンジニアリングへの招待

情報学への招待

情報化と社会

情報と科学

宇宙と地球

－

生命と物質

数学への招待

メディアツール活用法

コンピュータの仕組み

英語

自然科学への招待

－

脳の科学

身体運動の科学

身体の科学

小計（26科目）

情報教育概論

物質とエネルギー

数学的思考

問題解決の手法

情報リテラシー

情報通信の仕組み

メディアと情報

彦根・湖東学

地域からの視点

－

小計（18科目）

健康の科学

自然と人間

戦争と平和

平和教育

福祉と教育

現代社会と人権

ジェンダーを学ぶ

現代の社会福祉

人権問題を学ぶ

社
会
科
学
分
野

くらしと住まい

男女の共生

小計（42科目）

衣と暮らし

情報と人間

特
定
主
題
分
野

全
学
共
通
教
養
科
目

外
国
語
科
目

教
養
教
育
科
目
群
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フランス語Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

フランス語Ｂ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

スペイン語Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

スペイン語Ｂ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

中国語Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○ 2

中国語Ｂ 1・2・3・4前・後 1 ○ 2

－ 0 9 0 4 6 0 0 0 兼3 －

スポーツ科学Ⅰ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1 1 兼1 －

スポーツ科学Ⅱ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1 1 兼1 －

－ 0 2 0 1 1 0 0 0 兼1 －

1前 2 ○ 1 5

－ 2 0 0 1 5 0 0 0 0 －

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 1

ミクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 兼1

マクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 1 1

マクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 兼1

コア政治経済学 1後・2前 2 ○ 兼1

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 1

統計学Ｂ 1後・2前 2 ○ 1

社会経済史 1後・2前 2 ○ 1

経営学 1後・2前 2 ○ 2

簿記会計 1前・後 2 ○ 2

法学 1後・2前 2 ○ 1

論理学 1後・2前 2 ○ 兼1

－ 0 24 0 4 5 1 0 0 兼4 －

経済・ファイナンスへの招待 1後・2・3・4前・後 2 ○ 7 8 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

経営学・会計学への招待 1後・2・3・4前・後 2 ○ 6 8 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

社会システムへの招待 1後・2・3・4前・後 2 ○ 4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

小計（3科目） － 0 6 0 13 20 0 0 0 兼1 －

外国文献研究 2後・3・4前・後 2 ○ 14 20 2 兼3

時事外国語 2後・3・4前・後 2 ○ 4 4 兼1

経済経営英語 2後・3・4前・後 2 ○ 2 7

コミュニケーション・スキル 2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼3

小計（4科目） － 0 8 0 18 24 2 0 0 兼6 －

専門演習Ⅰ 3前 2 ○ 31 32

専門演習Ⅱ 3後 2 ○ 31 32

専門演習Ⅲ 4前 2 ○ 28 29 兼3

専門演習Ⅳ 4後 2 ○ 29 30 兼3

特別研究 3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 10 0 31 39 0 0 0 兼3 －

リーダーシップ論 2・3・4前・後 1 ○ 1 2 1 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

インターンシップ事前演習 2・3・4前・後 2 ○

就業体験Ⅰ（インターンシップ） 2・3・4前・後 1 ○

就業体験Ⅱ（インターンシップ） 2・3・4前・後 2 ○

就業体験Ⅲ（インターンシップ） 2・3・4前・後 3 ○

インターンシップ事後演習 2・3・4前・後 1 ○

ボランティア体験 1・2・3・4前・後 1 ○

海外研修 1・2・3・4前・後 2 ○

自主企画海外体験・研修Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○

自主企画海外体験・研修Ｂ 1・2・3・4前・後 2 ○

自主企画海外体験・研修Ｃ 1・2・3・4前・後 3 ○

プロジェクトＡ 1・2・3・4前・後 1 ○

プロジェクトＢ 1・2・3・4前・後 2 ○

プロジェクトＣ 1・2・3・4前・後 3 ○

－ 0 25 0 1 2 1 0 0 兼7 －

地域課題プロジェクト 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

現代の経済 2・3・4前・後 1 ○ 1

現代の経営 2・3・4前・後 1 ○ 1 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

地域の社会と経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 8 0 3 2 0 0 0 兼7 －

分析ツール 1・2前・後 2 ○ 5

古文書解読Ａ１ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

古文書解読Ａ２ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

専
門
演
習

－

ものづくり、人づくり、地域づくり

小計（14科目）

－

－

－

小計（9科目）

小計（1科目） －

小計（5科目） －

小計（12科目） －

小計（5科目）

小計（2科目） －

－

基

礎

科

目

現代経済学基礎

専
門
語
学
演
習

学
部
共
通
科
目

専
門
教
育
科
目
群

コ
ア
科
目

教
養
教
育
科
目
群

外
国
語
科
目

そ
の
他

科
目

専
門
導
入
科
目

体
育
科
目

実
践
・
体
験
科
目

地
域
連
携
科
目
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古文書解読Ｂ１ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

古文書解読Ｂ２ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

Lectures in English　Ａ 2・3・4前・後 3 ○ 1 兼1

Lectures in English　Ｂ 2・3・4前・後 4 ○ 1

時事特別講義 2・3・4前・後 1 ○ 兼1

サービス経済論 2・3・4前・後 2 ○ 1

上級特別研究 3・4前・後 2 ○ 1 1

－ 0 22 0 7 6 0 0 0 兼3 －

企業経営学科で学ぶ 1前 2 ○ 6 3 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

経営組織論 3前・後 2 ○ 1

経営史総論 2前・後 2 ○ 1

近江商人経営論 2前・後 2 ○ 1

外国経営史 3前・後 2 ○ 1

日本経営史 3前・後 2 ○ 1

企業統治論 2前・後 2 ○ 1 1

中小企業論 2前・後 2 ○ 1

比較経営論 3前・後 2 ○ 1

マネジメント特殊講義 2前・後 2 ○ 1 1

小計（10科目） － 0 20 0 3 1 1 0 0 兼1 －

経営管理論 2前・後 2 ○ 1 1

経営戦略論 2前・後 2 ○ 2

国際経営戦略論 3前・後 2 ○ 1

組織間関係論 3前・後 2 ○ 1

人的資源管理 2前・後 2 ○ 1

生産マネジメント 3前・後 2 ○ 1

組織行動論 3前・後 2 ○ 1

管理者行動論 2前・後 2 ○ 1

イノベーション・マネジメント 2前・後 2 ○ 1 1

ダイバーシティ・マネジメント 3前・後 2 ○ 1

マネジメント・ポリシー特殊講義 3前・後 2 ○ 1

小計（11科目） － 0 22 0 2 3 0 0 0 －

マーケティング論 2前・後 2 ○ 1 兼1

流通システム論 2前・後 2 ○ 1

マーケティング戦略 3前・後 2 ○ 1

マーケティング・リサーチ 2前・後 2 ○ 1

消費者行動論 3前・後 2 ○ 1

経営数学 1後・2前 2 ○ 2

2前・後 2 ○ 2

3前・後 2 ○ 1

2前・後 2 ○ 1

マネジメント・サイエンス特殊講義 3前・後 2 ○ 1 兼1

小計（10科目） － 0 20 0 2 2 0 0 0 兼1 －

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

マクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 1 兼2

コア政治経済学 1後・2前 2 ○ 1 兼1

ミクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

マクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 1

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

社会経済史 1後・2前 2 ○ 2

政治経済学 2後・3前 2 ○ 1 兼1

信用と循環の政治経済学 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

経済学史 2後・3前 2 ○ 1

現代経済学史Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1

産業連関論 2後・3前 2 ○ 1

価格理論 2後・3前 2 ○ 1

応用ミクロ経済学 2後・3前 2 ○ 1 兼1

経済数学 2前・後 2 ○ 1

計量経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

計量経済学Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

金融システム論 1後・2前 2 ○ 1 兼1

マクロ金融論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

ビジネス・エコノミクス基礎

オペレーションズ・リサーチ

－

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

－

－

小計（10科目） －

コ
ア
選
択
必
修
科
目

選
択
科
目
１
群
（

理
論
系
科
目
群
）

ビジネス・エコノミクス

コ

ア

指

定

科

目

企
業
経
営
学
科
専
門
科
目

学
部
共
通
科
目

そ
の
他
科
目

専
門
教
育
科
目
群

学
習
類
型
（

経
済
社
会
分
析
類
型
）

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ポ
リ
シ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
サ
イ
エ
ン
ス

滋賀大学－76



公共経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

財政学総論Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

地方財政論 3・4前・後 2 ○ 1 1

地域経済論 3・4前・後 2 ○ 1

産業組織論 2後・3前 2 ○ 1 1

産業政策論 3・4前・後 2 ○ 1

社会政策 2後・3前 2 ○ 1

社会保障論 3・4前・後 2 ○ 1

労働経済論 2後・3前 2 ○ 1

医療経済学 3・4前・後 2 ○ 1

マクロ財政学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

金融政策論 2後・3前 2 ○ 1

日本経済史 2後・3前 2 ○ 1

欧米経済史 2後・3前 2 ○ 1

国際経済論Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

国際経済論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 兼1

上級国際経済論 3・4前・後 2 ○ 1

世界経済論 2後・3前 2 ○ 1

アジア経済論 2後・3前 2 ○ 1 兼1

経済開発論 2後・3前 2 ○ 1

開発政策論 3・4前・後 2 ○ 1

比較金融システム論 1後・2前 2 ○ 1

国際金融論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

国際金融論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

－ 0 88 0 11 10 0 0 0 兼9 －

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

ミクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

マクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 1 兼2

マクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 1

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

マクロ金融論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

国際金融論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

貨幣理論 1後・2前 2 ○ 1

マクロ財政学Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

金融システム論 1後・2前 2 ○ 1 兼1

銀行論 1後・2前 2 ○ 1

証券市場論 1後・2前 2 ○ 兼1

保険論 1後・2前 2 ○ 兼1

コーポレート・ファイナンスⅠ 1後・2前 2 ○ 1

計量ファイナンス基礎 1後・2前 2 ○ 1

1後・2前 2 ○ 1 兼1

金融契約論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

ファイナンス数学入門 1後・2前 2 ○ 1

計量経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

経済数学 2前・後 2 ○ 1

コア政治経済学 1後・2前 2 ○ 1 兼1

財務会計総論Ⅰ　 2・3前・後 2 ○ 1 1

財務諸表分析論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1

管理会計総論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 2

マクロ金融論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

金融政策論 2後・3前 2 ○ 1

国際金融論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

比較金融システム論 2後・3前 2 ○ 1

マクロ財政学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

コーポレート・ファイナンスⅡ 2後・3前 2 ○ 1

証券市場論各論 2後・3前 2 ○ 兼1

金融契約論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

機関投資家論 2後・3前 2 ○ 1

計量ファイナンス 2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1 兼1

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅡ

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅢ

専
門
教
育
科
目
群

選
択
科
目
２
群
（

フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
学
科

類
型
展
開
科
目
）

学
習
類
型
（

フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
類
型
）

小計（44科目）

選
択
科
目
３
群
（

比
較
経
済
系
科
目
群
）

選
択
科
目
２
群
（

政
策
系
科
目
群
）

選
択
科
目
１
群
（

類
型
基
礎
科
目
）

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅠ

－

コ
ア
選
択
必
修
科
目

学
習
類
型

（
経
済
社
会
分
析
類
型

）
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2後・3前 2 ○ 1

ベンチャー・ファイナンス論 2後・3前 2 ○ 兼1

信用リスク・マネジメント 2後・3前 2 ○ 兼1

2後・3前 2 ○ 兼1

2後・3前 2 ○ 兼1

不動産投資論 2後・3前 2 ○ 兼1

ファイナンス数学 2後・3前 2 ○ 1

日本金融経済論 2後・3前 2 ○ 兼1

金融法 2後・3前 2 ○ 兼1

公共経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

ゲーム理論 2前・後 2 ○ 1

上級管理会計Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

上級管理会計Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

－ 0 102 0 6 10 0 0 0 兼18 －
コ

ア

指

定

科

目 経営学 1後・2前 2 ○ 5 2 兼1

経営史総論 2前・後 2 ○ 1

経営戦略論 2前・後 2 ○ 2

経営組織論 3前・後 2 ○ 1

経営管理論 2前・後 2 ○ 1 1

組織行動論 3前・後 2 ○ 1

人的資源管理 2前・後 2 ○ 1

中小企業論 2前・後 2 ○ 1

マーケティング論 2前・後 2 ○ 1 兼1

流通システム論 2前・後 2 ○ 1

イノベーション・マネジメント 2前・後 2 ○ 1 1

経営数学 1後・2前 2 ○ 2

ビジネス・エコノミクス基礎 2前・後 2 ○ 2

コーポレート・ファイナンスⅠ 1後・2前 2 ○ 1

簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

社会学概論 1後・2前 2 ○ 1

会社法 2前・後 2 ○ 1

日本経営史 3前・後 2 ○ 1

外国経営史 3前・後 2 ○ 1

近江商人経営論 2前・後 2 ○ 1

企業統治論 2前・後 2 ○ 1 1

国際経営戦略論 3前・後 2 ○ 1

生産マネジメント 3前・後 2 ○ 1

組織間関係論 3前・後 2 ○ 1

比較経営論 3前・後 2 ○ 1

管理者行動論 2前・後 2 ○ 1

ダイバーシティ・マネジメント 3前・後 2 ○ 1

マーケティング・リサーチ 2前・後 2 ○ 1

マーケティング戦略 3前・後 2 ○ 1

消費者行動論 3前・後 2 ○ 1

ビジネス・エコノミクス 3前・後 2 ○ 1

オペレーションズ・リサーチ 2前・後 2 ○ 1

マネジメント特殊講義 2前・後 2 ○ 1 1

マネジメント・ポリシー特殊講義 3前・後 2 ○ 1

3前・後 2 ○ 1 兼1

コーポレート・ファイナンスⅡ 2後・3前 2 ○ 1

商法 2前・後 2 ○ 1

社会心理学Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

社会心理学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

－ 0 78 0 8 13 1 0 0 兼4 －
コ

ア

指

定

科

目 簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

ミクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

経営学 1後・2前 2 ○ 5 2 兼1

会計学基礎 １後 2 ○ 1

財務諸表分析論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1

財務諸表分析論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1
選

択

科

目

１

群

（

会

計

情

報

学

科

類

型

科

目

） 財務会計総論Ⅰ　 2・3前・後 2 ○ 1 1

－

専
門
教
育
科
目
群

学
習
類
型
（

企
業
分
析
類
型
）

選
択
科
目
２
群
（

フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
学

科
類
型
展
開
科
目
）

学
習
類
型
（

フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
類
型
）

選
択
科
目
１
群
（

類
型
基
礎
科
目
）

選
択
科
目
２
群
（

類
型
展
開
科
目
）

コ
ア
選
択
必
修
科
目

類

型

必

修

科

目

小計（51科目）

マネジメント・サイエンス特殊講義

小計（39科目） －

企業分析とコーポレート・ファイナンスⅠ

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅣ

企業分析とコーポレート・ファイナンスⅡ

選

択

科

目

３

群

（

展

開

科

目

他

学

科

科

目

）

学
習
類
型
（

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
類
型
）
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財務会計総論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1 1

上級財務会計Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1 2

上級財務会計Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1 2

管理会計総論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 2

管理会計総論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 2

上級管理会計Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

上級管理会計Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

原価計算論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1 2 兼2

原価計算論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1 2 兼1

数理経済学 2後・3前 2 ○ 1

応用ミクロ経済学 2後・3前 2 ○ 1 兼1

ゲーム理論 2前・後 2 ○ 1

計量経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

計量経済学Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

金融契約論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

金融契約論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

コーポレート・ファイナンスⅠ 1後・2前 2 ○ 1

コーポレート・ファイナンスⅡ 2後・3前 2 ○ 1

1後・2前 2 ○ 1 兼1

2・3前・後 2 ○ 1

2・3前・後 2 ○ 1 兼1

2後・3前 2 ○ 兼1

ファイナンス数学 2後・3前 2 ○ 1

証券市場論 1後・2前 2 ○ 兼1

証券市場論各論 2後・3前 2 ○ 兼1

経営管理論 2前・後 2 ○ 1 1

経営戦略論 2前・後 2 ○ 2

オペレーションズ・リサーチ 2前・後 2 ○ 1

ビジネス・エコノミクス基礎 2前・後 2 ○ 2

ビジネス・エコノミクス 3前・後 2 ○ 1

マーケティング戦略 3前・後 2 ○ 1

解析学 1後 2 ○ 兼1

多変量解析入門 2前 2 ○ 兼1

多変量解析 2後 2 ○ 兼1

統計数学 2前 2 ○ 兼1

回帰分析 2前 2 ○ 兼1

確率論 3後 2 ○ 兼1

－ 0 94 0 7 12 0 0 0 兼18 －
コ

ア

指

定

科

目 簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

ミクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

法学 1後・2前 2 ○ 1 兼1
類

型

必

修

科

目 会計学基礎 １後 2 ○ 1

財務会計総論Ⅰ　 2・3前・後 2 ○ 1 1

財務会計総論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1 1

上級財務会計Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1 2

上級財務会計Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1 2

監査論Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1

管理会計総論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 2

管理会計総論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 2

原価計算論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1 2 兼2

原価計算論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1 2 兼1

連結会計論 3・4前・後 2 ○ 2

証券市場論 1後・2前 2 ○ 兼1

計量ファイナンス基礎 1後・2前 2 ○ 1

コーポレート・ファイナンスⅠ 1後・2前 2 ○ 1

コーポレート・ファイナンスⅡ 2後・3前 2 ○ 1

民法入門・総則 2前・後 2 ○ 1 1

商法 2前・後 2 ○ 1

会社法 2前・後 2 ○ 1

有価証券法 2前・後 2 ○ 1

税法総論 2前・後 2 ○ 1

専
門
教
育
科
目
群

学
習
類
型
（

企
業
分
析
類
型
）

選
択
科
目
１
群

（

会

計

情

報

学

科

類

型

科

目
）

類

型

選

択

必

修

科

目

３

群

（

社

会

シ

ス

テ

ム

学

科

科

目

）

学
習
類
型
（

企
業
会
計
類
型
）

選
択
科
目
２
群
（

他
学
科
類
型
科
目
）

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅠ

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅡ

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅢ

企業分析とコーポレート・ファイナンスⅡ

小計（47科目） －

コ
ア
選
択
必
修
科
目

類

型

選

択

必

修

科

目

１

群
（

会

計

情

報

学

科

科

目
）

類

型

選

択

必

修

科

目

２

群

（

フ

ァ

イ

ナ

ン

ス

学

科

科

目

）

滋賀大学－79



類

型

選

択

必

修

科

目

３

群

（

社

会

シ

ス

テ

ム

学

科

科

目

） 税法各論 2前・後 2 ○ 1

計量経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

計量経済学Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

日本経済史 2後・3前 2 ○ 1

応用ミクロ経済学 2後・3前 2 ○ 1 兼1

近江商人経営論 2前・後 2 ○ 1

経営管理論 2前・後 2 ○ 1 1

ビジネス・エコノミクス基礎 2前・後 2 ○ 2

ビジネス・エコノミクス 3前・後 2 ○ 1

経営戦略論 2前・後 2 ○ 2

中級簿記Ⅰ 1・2前・後 2 ○ 2

中級簿記Ⅱ 1・2前・後 2 ○ 2

監査論Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

税務会計論 3・4前・後 2 ○ 1

財務諸表分析論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1

財務諸表分析論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1

国際会計論Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1

国際会計論Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 88 0 8 10 1 0 0 兼7 －
コ

ア

指

定

科

目 法学 1後・2前 2 ○ 1 兼1

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

マクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 1 兼2

経営学 1後・2前 2 ○ 5 2 兼1

簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

論理学 1後・2前 2 ○ 3 1

社会学概論 1後・2前 2 ○ 1

憲法 2前・後 2 ○ 1

行政法 2前・後 2 ○ 1

民法入門・総則 2前・後 2 ○ 1 1

物権法 2前・後 2 ○ 1

債権法 2前・後 2 ○ 1

会社法 2前・後 2 ○ 1

国際法 2前・後 2 ○ 1

行政システム論Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

商法 2前・後 2 ○ 1

債権担保法 2前・後 2 ○ 1

国際経済法 2前・後 2 ○ 1

環境法 2前・後 2 ○ 1 兼1

税法総論 2前・後 2 ○ 1

税法各論 2前・後 2 ○ 1

経済法 2前・後 2 ○ 兼1

労働法 2前・後 2 ○ 兼1

行政システム論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

政治学原論Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

政治学原論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

国際関係論Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

国際関係論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

法システム論特殊講義 2後・3前 2 ○ 2 1 兼1

法と経済学 2後・3前 2 ○ 1

有価証券法 2後・3前 2 ○ 1

環境経済学Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

社会システム原論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1 兼1

社会システム原論Ⅱ 2前・後 2 ○ 1 兼1

国際社会学 2後・3前 2 ○ 1

財政学総論Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

地方財政論 3・4前・後 2 ○ 1 1

公共経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

公共経済学Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

世界経済論 2後・3前 2 ○ 1

金融法 2後・3前 2 ○ 兼1

企業統治論 2前・後 2 ○ 1 1

財務会計総論Ⅰ　 2・3前・後 2 ○ 1 1

管理会計総論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 2

－ 0 88 0 11 12 1 0 0 兼12 －
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門
教
育
科
目
群

学
習
類
型
（

企
業
会
計
類
型
）

選
択
必
修
科
目
２
群
（

類
型
展
開
科
目
）

選
択
科
目

小計（44科目） －

選
択
科
目

小計（44科目） －

コ
ア
選
択
必
修
科
目

選
択
必
修
科
目
１
群
（

類
型
基
礎
科
目
）

学
習
類
型
（

経
済
社
会
と
法
・
政
治
類
型
）
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コ

ア

指

定

科

目 論理学 1後・2前 2 ○ 3 1
類

型

指

定

科

目 社会学概論 1後・2前 2 ○ 1

地域社会・文化論 2後・3前 2 ○ 2 3

歴史学方法論 2後・3前 2 ○ 1

ドキュメンタリー論 2後・3前 2 ○ 1

文化人類学 2後・3前 2 ○ 1

文化システム論Ａ 1後・2前 2 ○ 1 1 兼1

文化システム論Ｂ 1・2前・後 2 ○ 1 兼1

スポーツ文化論 2後・3前 2 ○ 1

経済学史 2後・3前 2 ○ 1

現代経済学史Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1

現代経済学史Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

近江商人経営論 2前・後 2 ○ 1

古文書解読Ａ１ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

古文書解読Ａ２ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

言語学 2後・3前 2 ○ 1

異文化間コミュニケーション論 2後・3前 2 ○ 1

文学 2後・3前 2 ○ 1 1

哲学Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

哲学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

情報科学Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

情報科学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

知能情報論 2後・3前 2 ○ 1

情報システム論 2前・後 2 ○ 1

思考情報システム論特殊講義 2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

社会システム原論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

社会システム原論Ⅱ 2前・後 2 ○ 1

国際社会学 2後・3前 2 ○ 1

現代社会システム論 2後・3前 2 ○ 1

社会心理学Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

社会心理学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

認知心理学入門 1後・2前 2 ○ 1

心理学 2前・後 2 ○ 1

ゲーム理論 2前・後 2 ○ 1

消費者行動論 3前・後 2 ○ 1

－ 0 70 0 9 11 0 0 0 兼3 －

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

マクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 1 兼2

コア政治経済学 1後・2前 2 ○ 1 兼1

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

経営学 1後・2前 2 ○ 5 2 兼1

簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

社会経済史 1後・2前 2 ○ 2

法学 1後・2前 2 ○ 1 兼1

公共経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

財政学総論Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

金融システム論 1後・2前 2 ○ 1 兼1

経営戦略論 2前・後 2 ○ 2

財務会計総論Ⅰ　 2・3前・後 2 ○ 1 1

社会学概論 1後・2前 2 ○ 1

行政システム論Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

地域の社会と経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

公共経済学Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

財政学総論Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

地方財政論 3・4前・後 2 ○ 1 1

地域経済論 3・4前・後 2 ○ 1

マクロ金融論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

中小企業論 2前・後 2 ○ 1

マーケティング論 2前・後 2 ○ 1 兼1

イノベーション・マネジメント 2前・後 2 ○ 1 1

行政法 2前・後 2 ○ 1

行政システム論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

コ
ア
選
択
必
修
科
目
選
択
科
目
１
群
（

類
型
基
礎
科
目
）

選
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２
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（

類
型
展
開
科
目
）
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選
択
科
目
１
群
（

歴
史
学
・
文
化
学
系
科
目
）

選

択
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２
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文
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・

言

語
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系
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目
）

選

択

科

目

３
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（

哲

学

・

情

報

科

学

系

科

目

）

選
択
科
目
４
群
（

行
動
文
化
学
系
科
目
）

小計（35科目） －

学
習
類
型
（

地
域
公
共
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
類
型
）

専
門
教
育
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学
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型
（

人
文
学
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型
）
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地域課題プロジェクト 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

現代の経済 2・3・4前・後 1 ○ 1

現代の経営 2・3・4前・後 1 ○ 1 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

世界経済論 2後・3前 2 ○ 1

経済開発論 2後・3前 2 ○ 1

金融政策論 2後・3前 2 ○ 1

財務会計総論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1 1

会社法 2前・後 2 ○ 1

民法入門・総則 2前・後 2 ○ 1 1

－ 0 70 0 15 10 1 0 0 兼15 －

－ 4 1078 0 32 39 2 0 0 兼220 －合計（５４９科目） －

学位又は称号 　学士（経済学） 学位又は学科の分野 　経済学関係

小計（36科目） －

選
択
科
目
３
群

学
習
類
型

（

地

域

公

共

・
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ジ

ネ
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マ
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メ

ン

ト
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型
）
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門
教
育
科
目
群
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Ⅰ　設置の趣旨・必要性

○

○

○

Ⅱ 教育課程編成の考え方・特色

設置の趣旨・必要性

　滋賀大学経済学部は、国立大学の社会科学系学士課程としては最大規模の学科構成と定員を持つ。そのことを活かして、各
学科領域の専門性を養成する教育課程を基盤として、学科横断的・学際的に学ぶことができる教育課程を構築してきた（情報
系との文理融合型の学びを含む）。このことは社会からも高く評価され、入学試験の志願者動向においては国立大学の経済学
部では継続的に上位の入試倍率を維持しており、就職においても国公私立大学経済学部の中で常に上位の就職率実績をあげて
きている。特に、滋賀県を支点とする東海・京阪神地域においては、ビジネス・地域社会の人材育成に貢献してきた。
　このように本学部は、東海から京阪神に至る地域において、国立大学の経済学部の中では地域社会や地域企業に人材を送り
出す機能を重視した教育を進める特色ある高等教育機関としての評価を得ており、今後も引き続きこの「地域」における人材
育成に貢献することが求められる。そのための機能強化を実現する改革を進めていくことが重要となっている。
　今回進めようとする経済学部改革は、以上のような全学・学部におけるこれまでの改革を踏まえ、経済・経営学分野の多様
な専門領域にまたがる学際的専門教育を展開したきたこれまでの教育課程を活かしつつ、「文理融合（学際性強化）」、「グ
ローバル化」と「地域社会活性化への貢献」を柱として、本学部の教育課程の特色・強みを活かし機能強化を図るものであ
る。

確かな「専門性」獲得の保証と社会ニーズに柔軟に対応できる教育ブログラム

  現代の複雑化する社会における課題を発見し、解決策を探る力を養成するためには、科学的基盤を持つ確かな「専門性」と
分野融合的な科学的視野が必要となっている。この課題に対応するため、本学部では、各学科課程による一分野での確かな専
門性を有する人材の養成に努めるとともに、学科横断的・学際的に構成する履修モデル（専門コースと呼称）を提示し、専門
分野にとどまらない幅広い知識を持つ人材の養成を図る取組みを実施してきた。この取組みは、本学の特長として評価されて
おり、入学志願者実績、就職実績につながっている。
　しかし、今日の社会科学系高等教育への社会の要請を鑑みれば、そこに甘んじることなく、より挑戦的に教育プログラムを
充実していくことが求められている。その要請に応えるため、確かな専門性を養成する学科課程による専門教育を軸として堅
持するとともに、従来の履修モデルの取組みを強化して、分野融合的な科学的視野、専門間コミュニケーション力を有する人
材（一専門分野と幅広い専門分野への視野を持つ人材（いわゆるＴ型人材）)、より発展的には、幅広い知識と二専門分野を
兼ね備えた人材（いわゆるΠ型人材）の養成を目指す取組みを進める。学部内では、そのような目的に沿って、それぞれの学
科専門科目を中心に他学科科目にまたがる学科横断的な学習モデルを示す学習類型を編成し、学際的・複眼的専門性獲得へと
導く。これにより、多様な専門領域にまたがる学際的専門教育の展開が可能であるという本学部の強みを活かしながら、社会
の要請に応えていくことを目指す。また、学部を越えた取組みとしては、次の文理融合型人材教育のための教育改革を進め
る。

文理融合型人材教育のための教育改革

　激しく変動する社会経済課題の解決力の育成のためには、従来型の学問分野縦割りの教育のみでは不十分となっており、理
系科学からのアプローチ視点と文系科学のそれを融合的に活用し問題解決に取り組む力を有する人材の育成が求められてい
る。また、滋賀大学においては、高等教育機関としての機能の強化を目指し「データサイエンス領域における拠点形成」を掲
げ重点的に取り組むが、その一翼を担う教育改革を、全学的な連携と学部内改革を通じて進め、大学全体の教育機能を向上さ
せる。

グローバル化への対応と地域活性化に貢献する人材育成

  グローバル化の進展の下で、地域経済社会こそがグローバル人材を必要としている。本学が立地する滋賀県は、１人当たり
の製造業付加価値額や農業所得で日本上位の水準を誇ってきたが、グローバル化の下での競争圧力により地域経済社会のリノ
ベーションが求められている。また、本学部が想定する「地域（滋賀県と東海・京阪神地域）」における企業の海外進出意向
は、滋賀県が全国トップであるのをはじめ、東海・京阪神地域にある他府県の企業も高い水準にあり、これら企業ニーズに応
える人材の育成が極めて重要となっている。さらに、地域活性化の課題も、観光による地域活性化、環境問題の解決等、グ
ローバルな視点からの問題解決能力を求めるニーズが強い。以上のように、地域経済社会を支えるグローバル人材ニーズに応
える機能強化が急務となっている。

【経済学部の教育課程編成の考え方・特色】
現行６学科を、５学科とする。
　平成２９年度のデータサイエンス学部の設置に伴う全学的再編の一環として、本学部の情報管理学科を募集停止し、その教育機
能を新学部に継承・発展させることに合わせ、経済学部を５学科とする。この５学科の体制により、科学的基盤を持つ確かな専門
性涵養育成のための教育を実施する。そしてそれを補完強化する枠組みとして、５学科による教育という本学の特長を活かし、現
代社会において求められる分野融合的な科学的視野の獲得へと誘う「学習類型」を、学科をまたがって設定し、厚みのある専門性
を有する人材の養成を目指す。また、文理融合型教育を展開する学部間連携副専攻プログラムとして「政策－ビジネス革新創出人
材プログラム」を設けるとともに、グローバル人材養成機能の強化のために既存のグローバル人材育成コースを拡充し「共創グ
ローバル人材プログラム」を設ける。
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　教育課程は、実践力をともなった確かな専門性を涵養と学際的・複眼的専門性の養成をねらいとして、以下のように編成
する。
◇　学科制を軸とした、科学的基盤をもつ確かな専門性を育成するための専門教育
　＊　専門分野の科学体系に則し編成される講義科目
　＊　獲得した専門知識の運用力を育む少人数の演習系科目
　＊　社会における課題への実践的な取り組みを通じて問題探求・解決力を育む実践・体験型科目
　これらの学習の連動によって、確かな専門性とその活用力、問題探求・解決力の育成を目指す。なお、講義科目と演習系
科目は、階層型で編成し、基礎から展開へと着実に力を養成していくことを目指す。
◇　学際的・複眼的専門性を育成することを目指す「学習類型」と「発展的学習プログラム」
　＊「学習類型」　各学科を基盤として、５学科を有するという特長を活かし、他分野との連携力、幅広い専門性を有する
　人材の養成をねらいとして学科横断的に専門科目を編成し設ける。所属学科以外の「学習類型」による副専攻型の学習の
　促進もねらいとしている。
　＊「発展的学習プログラム」　以下の２つのプログラムを設ける。いずれも入学後の公募選抜によって決定する。参加者
　は学科に所属し、その課程に沿った学習と並行してプログラムに参加する。
　　・「政策－ビジネス革新創出人材プログラム」　新設予定のデータサイエンス学部との連携により、２分野の専門性と
　　それをつなぎ問題解決のための創造の基礎力を有する人材の養成をねらいとして編成する学部間の副専攻型プログラム。
　　・「共創グローバル人材プログラム」　グローバル化する社会への視点と地域への視点を併せ持つ人材の育成を目指す。

○　教育課程の編成
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　 ◇　学科制を軸とした、科学的基盤をもつ確かな専門性を育成するための専門教育

　専門分野の科学体系に則し編成される講義科目、獲得した専門知識の運用力を育む少人数の演習系科目、及び社会における
課題への実践的な取り組みを通じて問題探求・解決力を育む実践・体験型科目で編成し、学習の連動によって確かな専門性と
それを活用し問題探求・解決力の育成を目指す。なお、講義科目と演習系科目は、階層型で編成し、基礎から展開へと着実に
力を養成していくことを目指す。

【講義科目・演習系科目の階層構造】
　導入教育レベル（1年次前半）、専門基礎教育レベル（1年次後半から2年次前半）、専門教育レベル（2年次後半以降）の3
層の教育課程で構成する。それぞれ、演習科目と講義科目からなる。
［導入教育レベル］
　大学における「学び」への円滑な移行と動機づけを目的として、演習科目（大学入門セミナー（教養科目））と基礎科目
（現代経済学基礎（学部共通科目））により構成する。ともに必修科目とし、学部学習の最も基礎なる部分として修得させ
る。
［専門基礎教育レベル］
　コア科目とプレセミナ―科目（ともに学部共通科目）により構成し、経済・社会科学分野の科学的方法論・分析技法の基礎
と協働学習の手法を修得させる。ともにその科目分野において要件を課す選択必修科目とし、専門基礎力を身につけさせる。
［専門教育レベル］
　学科毎の科学体系に沿って展開される学科専門教育科目と、専門教育レベルの外国語の修得を目指す専門語学演習、そして
大学での学習成果を総合して専門的視野から問題発見・探求を進める専門演習から成る。これらにより、専門分野での「知」
とその運用能力を身に付けさせる。専門演習は必修科目とし、大学での学習の総括的位置づけを持たせる。専門語学演習は選
択必修科目とし、専門レベルでの外国語運用力につなげる。学科の専門講義科目は、学科毎に最低修得要件を設定する。基礎
レベル、専門基礎レベルとあわせて修得する学科分野専門性の質を確保していく。

　社会科学系高等教育機関には、複雑化する経済社会の課題に対応できる基礎力を有する人材が求められている。このような
要請に対応しようとするとき、もちろん専門領域を極めその発展と革新に貢献できる人材の養成は課題となるが、それと並行
して、専門領域間連携や分野融合的視点から問題解決に貢献することができる学際的・複眼的専門性を有する人材へのニーズ
が高まっている。本学部は、これまで経済界・地域社会において実践的課題に取組む人材養成を担ってきており、特に後者の
ような人材養成機能を強化していくことを求められている。その要請に応えるため、従来の履修モデルの取組みを強化して、
学部内では、そのような目的に沿って、それぞれの学科専門科目を中心に他学科科目にまたがる学科横断的な学習モデルを示
す学習類型を編成し、学際的・複眼的専門性獲得へと導く。これにより、多様な専門領域にまたがる学際的専門教育の展開が
可能であるという本学部の強みを活かしながら、社会の要請に応えていくことを目指す。また、学部を越えた取組みとして
は、次の文理融合型人材教育のための教育改革を進める。

【実践・体験型科目の整備】
　社会や企業における実際の課題への取組を通して問題解決力を実践的に育むことを狙いとした科目群として、学部共通科目
に実践・体験科目を設ける。この区分の科目は、就業体験（インターンシップ）、ボランティア体験、海外研修等を含み国内
外の課題を素材とした体験学習を組み込んでいる。特徴的な科目として、プロジェクトと自主企画海外体験・研修（新設）が
ある。プロジェクトは教員・学生の企画により参加教員・学生を募り計画していく授業で、お仕着せの課題解決型授業とは異
なり企画段階から学生が参加するかたちで授業を組み建てていくことで、学生の能動的・創造的問題解決能力の養成を目指す
ものである（企画例：地域の交通問題、児童の学習支援）。自主企画海外体験・研修は、プロジェクトのよい点を海外研修に
も活用していこうというものである。大学が用意するプログラムではなく、自ら調べ支援等を獲得して臨む海外体験（代表例
としては政府の「トビタテ!留学ジャパン」）は高い学習効果を有する。これを大学として評価し大学での学習プロセスに組
み込むことを狙いとしている。
　また、学部共通科目に地域連携科目の区分を新設し、地域課題プロジェクト（新設）など地域課題に取り組む実践的科目を
配置し、地域をフィールドとした実践型授業を展開していく。
　これら実践・体験型科目は、学習の各段階で参加しながら、獲得した専門知識と実践を反芻しながら力を高めていけるよ
う、階層型の専門教育課程と並行して学部共通で配置する。

◇　学際的・複眼的な専門性の養成を目指す改革

【複眼的な専門性獲得へと誘う「学習類型」】
　現代の複雑化する社会における課題を発見し、解決策を探る力を養成するためには、さらに分野融合的な複眼的視野を有す
る人材の養成が求められている。それに対応する改革取組として、専門科目を学習類型に編成する。この学習類型は、各学科
が、各学科での学習を基盤として他学科科目に亘る分野融合的学習を展開し視野を広げていくための基礎から中級の学習の指
針となる道筋を提示するものである。学科課程の要件に加えて、卒業には、この学習類型の一つを修得することを義務づけ
る。学生は、所属学科を中心とする学習類型に限らず類型を自由に選択する（選択は２年次中）。
　学生が所属する学科を中心とする学習類型に沿った学習を進めることにより、学科での専門性に強みを有し、幅広い専門知
識を有する人材（いわゆるＴ型人材）へと発展していく基盤を養成することを目指す。また、学生が所属する学科以外の学習
類型に沿った学習を行う場合には、これによって、所属学科課程の学習による専門性の獲得と、学んだ学習類型による専門性
を獲得し、専門演習や実践・体験科目での課題探求を通じて、両者をつなぐ幅広い知識と二専門分野を兼ね備えた人材（いわ
ゆるΠ型人材）に育つ可能性を開くことができる。
　これは分野融合的な複眼的な視野を有する人材の養成という社会の要請に応えようとする取組みであり、５学科で構成され
るという本学の強みを活かし、一専門分野と幅広い知識を持つ人材（いわゆるＴ型人材）、幅広い知識と二専門分野を兼ね備
えた人材（いわゆるΠ型人材）の養成力を強化しようとするものである。
　全ての学生が所属学科を中心とする学習類型に限らず自由に選択することができるものとし、Ｔ型人材を志向する学生には
自学科中心の類型を、Π型人材を志向する学生には他学科中心の類型の選択を可能とし、促進することを狙いとしている。ま
た、既設のｗｅｂ上の教育学習支援システム（ＳＵＣＣＥＳＳと呼称）には、目標と到達度を管理する学習ポートフォリオ機
能、及び卒業生の進路と学習履歴を模範例として参照できる「グッドプラクティス探求システム」を搭載しており、これら履
修指導に活用して「学習類型」の選択を支援していく。
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学習類型
・経済社会分析類型
　現代経済社会に関し、理論分析、政策分析、比較経済分析、および経済分析に不可欠の金融経済分野の各アプローチにおい
て基礎から中級に誘う科目により構成し、経済社会における問題発見・探求能力の獲得を目指す学習への指針を提示する類
型。
・ファイナンス類型
　金融理論とファイナンス理論の基本発想を学ぶ科目、金融・ファイナンスの視点から見た現代経済学を学習する科目を主軸
に、基本的な経済分析手法修得のための科目、金融市場での主体である企業分析のための科目により構成し、金融経済分野に
おける問題発見・探求力の獲得を目指す学習への指針を提示する類型。
・マネジメント類型
　企業内・企業間関係に関する経営分野の様々な問題領域を分析するためのアプローチを学ぶための科目を主軸に、企業内会
計情報分析のための科目、および企業の活動フィールドである市場・社会を視る目を涵養する科目により構成し、経営体の戦
略課題、組織課題の解決に貢献できる力の獲得を目指す学習への指針を提示する類型。
・企業分析類型
　会計情報分析の考え方と手法の修得のための科目、そしてそれを基盤として企業経営と成長性・収益性・安全性等を資本市
場及び種々の利害関係者の立場から分析するための力を養成する科目により構成し、企業とその戦略の価値を評価する力の獲
得を目指す学習への指針を提示する類型。
・企業会計類型
　戦略及び経営管理の基礎情報である会計制度と会計情報に関する基礎知識と理論を学習するための科目を軸として、企業経
営、市場・社会に関する視点を涵養するための科目により構成し、企業内外における会計専門家として必要な力の獲得を目指
す学習への指針を提示する類型。
・経済社会と法・政治類型
　経済社会を分析していくための基本視角となる、法、政治、行政に関する理論・制度を学習する科目、および市場と社会の
関係を分析する科目、企業行動の原理を学ぶ科目から構成し、法・政治の視点から多元的に経済社会の問題を探求していく力
の獲得を目指す学習への指針を提示する類型。
・人文学類型
　人間の知的活動（哲学、文学、心理学）とその歴史（歴史学）に関する科目、そのネットワーク（情報学）と社会との関係
を分析する科目、身体の科学に関する科目から構成し、経済社会における課題探求力の獲得を目指す学習への指針を提示する
類型。
・地域公共・ビジネスマネジメント類型
（夜間開講によって設定し夜間主コース学生を対象。昼間主コース学生も卒業要件対象とはならないが認定を受けることはで
きる。）
　地域課題とその解決への取り組み経験を学ぶ科目、地域社会での課題解決力獲得の基盤となる経済・経営・社会の各専門領
域科目から構成し、地域社会や地域ビジネスの課題を探求していく力の獲得を目指す学習への指針を提示する類型。

滋賀大学－86



【発展的学習プログラム】(本プログラム学生は、経済学部のいずれかの学科に所属し、その卒業要件を満たすことが必要)
　○「政策－ビジネス革新創出人材プログラム」(学部間連携「副専攻プログラム」)の設置
　激しく変動する社会経済において、情報通信技術の飛躍的進歩によって蓄積しつつあるビッグデータに埋蔵される膨大な知
識や潜在的価値を有効活用しうる人材の育成が求められている。このような人材の育成は今後の経済社会問題の解決、産業発
展、国際競争の鍵となっている（日本学術会議情報学委員会Ｅ-サイエンス・データ中心科学分科会報告「ビッグデータ時代
に対応する人材の育成」、平成２６年９月１４日）。滋賀大学では、全学的な教育組織再編によって、このような社会のニー
ズに応え得る高等教育研究機関へと展開していくことを目指しており、平成２９年度にデータサイエンス学部の新設を計画し
ている。経済学部におけるこの「政策―ビジネス革新創出人材プログラム」を設ける改革もそのような全学的な改革の一環と
して行うものであり、データサイエンス学部との連携により、文理融合型人材教育を体系的な育成を目指す学部間副専攻型の
学習プログラムとして設置する。このプログラムの経済学部参加学生は入学後選抜し、１年次から、経済学部では、政策創
造、ファイナンス戦略、経営戦略、マーケティング・サイエンス等の科目群を経済学部の教育課程に沿って学び、データサイ
エンス学部から副専攻プログラムの提供を受け、データエンジニアリング、データアナリシスの分野の専門科目を学ぶ。上級
学年では、データサイエンス学部生とともにデータサイエンス応用領域の演習に参加し、異分野の学生との協働・協学を通
じ、データサイエンスと経済学・経営学の両アプローチから政策や企業戦略を創造する力を獲得させる。このプログラムによ
り修得したデータサイエンス学部専門科目は30単位の範囲で経済学部専門教育科目の卒業要件に算入するとともに、プログラ
ム修了者には副専攻修得の認定（履修証明）を行う。

　○「共創グローバル人材プログラム」
　平成26年度に設定したグローバル人材育成コースの特色(コースの教育目標：国内学生と留学生との協働・協学を通じて、
経済・経営分野の専門性に加えて異文化理解・コミュニケーション力を有し、ともに政策・戦略を創造(協創)する力を持つ人
材の育成を目指す)を活かしつつ、国際的に活躍する力と地域経済社会を支えうる問題解決力を有するグローバル人材の育成
を目指し、教育プログラムとして拡充する。具体的には、新たに地域課題に取り組むPBL型学習授業(地域連携科目「地域課題
プロジェクト」）と学生企画による体験学習(実践・体験科目「自主企画海外体験・研修」)を組み込むことで、地域への視点
育成と創発性涵養の機能を高めるよう再編する。
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(2)グローバル化する地域社会の活性化に貢献する人材育成を目指した改革

　夜間主コース志願者は、地域での活躍志向が、昼間主コース学生に比して相対的に高い傾向にある。このような学生の学習
動機を伸ばす人材育成を図り、また地域社会のニーズに応えていくために夜間主コース学生に向けた学習類型「地域公共・ビ
ジネスマネジメント類型」を設定する。これにより、学習成果を地域に還元することを希望する学生のニーズに応えるととも
に、夜間時間帯における専門科目展開を重点化し、グローバル化する地域社会の活性化に貢献する人材育成の機能を強化して
いくことを目指す。

【企業経営学科教育課程の考え方・特色】
①　課程編成の考え方
　グローバル競争に直面する企業に関し、企業組織や管理の仕組みをはじめ、経営戦略、生産管理や新しい製品の開発等に関
わる経営の様々な実践の現状やその論理などの探求能力を有する人材を育成することを目指し、学部共通専門科目であるコア
科目を基盤として、企業組織原理に関して歴史的・理論的観点から学ぶマネジメント講座科目群、企業の競争戦略に対して総
合的また領域別に分析するアプローチし問題発見能力の育成を目指すマネジメント・ポリシー講座科目群、経済・心理・行動
科学などの分析手法を通して企業の行動原理や企業間関係、企業と消費者間関係を分析していくマネジメント・サイエンス講
座科目群により構成する。学部共通科目や他学科専門科目とも有機的に連携しつつ幅広い社会科学的視野から経済問題を分析
する能力を育成する。
　マネジメント講座科目は、市場原理とは異なる組織原理により機能する経営体に関して、その理論と歴史及びその多様性と
比較に関する諸理論を学ぶ科目で構成される。それぞれ、専門基礎であるコア科目に続く中級レベルの基礎的科目（経営史総
論、企業統治論、中小企業論など）と、大学院レベルにつなぐ上位中級レベルの展開的科目（経営組織論、比較経営論、日本
経営史など）により構成される。
　マネジメント・ポリシー講座科目は、経営体の市場・社会における存続・発展のための内部および他経営体との競争に関す
る政策・戦略に関する諸領域を学ぶ科目により構成される。それぞれ、専門基礎であるコア科目に続く中級レベルの基礎的科
目（経営管理論、経営戦略論、人的資源管理論など）と、大学院レベルにつなぐ上位中級レベルの展開的科目（国際経営戦略
論、組織行動論、ダイバーシティ・マネジメントなど）により構成される。
　マネジメント・サイエンス講座科目は、市場での消費者行動や企業間関係の関する理論をベースとして、企業の利潤や市場
シェアの最大化のための政策・戦略を分析する力の獲得を目指す科目により構成される。それぞれ、専門基礎であるコア科目
に続く中級レベルの基礎的科目（マーケティング論、流通システム論、ビジネス・エコノミクス基礎など）と、大学院レベル
につなぐ上位中級レベルの展開的科目（マーケティング戦略、消費者行動論、ビジネス・エコノミクスなど）により構成され
る。
②　育成を目指す人材
　学部共通の基礎科目とコア科目による幅広い専門基礎力をベースとして、学科専門科目構成に沿った学習と演習科目、専門
演習、専門語学演習、実践体験科目、地域連携科目による実践的課題解決学習を組み合わせることを通じて、企業組織や管理
の仕組みをはじめ、経営戦略、生産管理や新しい製品の開発等に関わる経営の様々な実践の現状やその論理などの探求能力を
有する人材を育成する。

　（夜間主コース）
　現行６学科のうち情報管理学科を募集停止し、経済、ファイナンス、企業経営、会計情報及び社会システムの５学科の教育課程
としたうえで、次のような改革により機能強化を図る。

(1）社会のニーズの変化に対応したフレックス制への移行

　現行夜間主コースにおいても、昼間時間帯授業は制限付きで履修することが可能である(卒業要件に30単位まで算入)。しか
し、「働きつつ学ぶ」形態の多様化が進み、この制限が学生の学習計画策定に障害となる可能性が高まっている。例えば、週
１日昼間での学習が可能な社会人は１セメスターに８単位の履修を可能であるが、現在の制限では４セメスターで上限の30単
位を超えてしまう。また、高校新卒者やシニア層の学生は、アルバイトや課外活動と学習時間をより柔軟に計画して「学習」
を行いたいという希望を持っている。
　このようなニーズの変化に対応するため、昼夜（１日７時限）のいずれの時間帯の授業であっても、自己のキャリア形成プ
ラン・ライフプランに応じた学習計画に基づいて制限なく履修が可能となるフレックス制に移行する。
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卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

昼間主コース
　教養教育科目３２単位以上、専門教育科目９２単位以上を含めて、１２４単位
以上を修得すること。
（履修科目の登録の上限：２４単位（セメスター））

【履修方法】
１．教養教育科目
　①大学入門科目　　　　　　　　　１単位
　②全学共通教養科目　　　　　　２０単位
　③外国語科目（英語）　　　　　　５単位
　④外国語科目（第二外国語）　　　４単位
　⑤体育科目　　　　　　　　　　　２単位
２．専門教育科目
　専門教育科目は、①～③の要件単位を含め、合計で９２単位以上を修得するこ
と。
　①学部専門共通基礎科目　　　　　２単位
　②学部専門共通科目
　　・コア科目　　　　　　　　　１２単位
　　・専門語学演習　　　　　　　　２単位
　　・専門演習　　　　　　　　　　８単位
　③学科専門科目　　　　　　　　１４単位
　④学習類型
　それぞれ以下の条件を満たし、各類型構成科目から３０単位以上修得するこ
と。少なくとも一つの類型を修得すること。
（学習類型の履修方法）
《経済社会分析類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　６単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　６単位
　選択科目　　　　　　　　　　　１８単位
　※選択科目１群～3群の各群の科目をそれぞれ４単位以上修得したうえで、い
　ずれかの群で１０単位修得すること。
《ファイナンス類型》
　コア選択必修科目　　　　　　　　８単位
　選択科目　　　　　　　　　　　２２単位
　※選択科目２群の科目８単位以上を含め、選択科目１群～３群の科目から２２
　単位以上修得すること。
《マネジメント類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　２単位
　選択科目　　　　　　　　　　　２８単位
　※選択科目１群の１６単位以上を含め、選択科目２群の科目と合わせ２８単位
　以上修得すること。
《企業分析類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　２単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　４単位
　類型必修科目　　　　　　　　　　６単位
　選択科目１群　　　　　　　　　　８単位
　選択科目２群　　　　　　　　　１０単位
《企業会計類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　２単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　４単位
　類型必修科目　　　　　　　　　　２単位
　類型選択必修科目１群　　　　　１２単位
　類型選択必修科目２群　　　　　　２単位
　類型選択必修科目３群　　　　　　４単位
　※コア選択必修科目４単位以上、類型選択必修科目１群１２単位以上、類型選
　択必修科目２群２単位以上、類型選択必修科目３群４単位以上を含め、選択科
　目と合わせ２６単位以上修得すること。
《経済社会と法・政治類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　２単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　４単位
　選択必修科目１群　　　　　　　　８単位
　選択必修科目２群　　　　　　　　８単位
　※コア選択必修科目４単位以上、選択必修科目１群８単位以上、選択必修科目
　２群８単位以上を含め、選択科目と合わせ２８単位以上修得すること。
《人文学類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　２単位
　類型指定科目　　　　　　　　　　２単位
　選択科目　　　　　　　　　　　２６単位
　※選択科目１群～４群の科目から２６単位以上修得すること。
※データサイエンス学部専門教育科目群の科目は、
（ａ）発展的学習プログラム「政策－ビジネス革新創出人材プログラム」に選
　　抜され参加を認められた者については、３０単位までの範囲で専門教育科
　　目の卒業要件に算入することができる。
（ｂ）その他の者については、経済学部を通じてデータサイエンス学部に申請
　　し、両学部より履修を許可された場合に限り、単位を取得した場合専門教
　　育科目の卒業要件に算入することができる。

１学年の学期区分           ２学期

１学期の授業期間          １５週

１時限の授業時間          ９０分
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昼間主コース
　教養教育科目３２単位以上、専門教育科目９２単位以上を含めて、１２４単位
以上を修得すること。
（履修科目の登録の上限：２４単位（セメスター））

【履修方法】
１．教養教育科目
　①大学入門科目　　　　　　　　　１単位
　②全学共通教養科目　　　　　　２０単位
　③外国語科目（英語）　　　　　　５単位
　④外国語科目（第二外国語）　　　４単位
　⑤体育科目　　　　　　　　　　　２単位
２．専門教育科目
　専門教育科目は、①～③の要件単位を含め、合計で９２単位以上を修得するこ
と。
　①学部専門共通基礎科目　　　　　２単位
　②学部専門共通科目
　　・コア科目　　　　　　　　　１２単位
　　・専門語学演習　　　　　　　　２単位
　　・専門演習　　　　　　　　　　８単位
　③学科専門科目　　　　　　　　１４単位
　④学習類型
　それぞれ以下の条件を満たし、各類型構成科目から３０単位以上修得するこ
と。少なくとも一つの類型を修得すること。
（学習類型の履修方法）
《経済社会分析類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　６単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　６単位
　選択科目　　　　　　　　　　　１８単位
　※選択科目１群～3群の各群の科目をそれぞれ４単位以上修得したうえで、い
　ずれかの群で１０単位修得すること。
《ファイナンス類型》
　コア選択必修科目　　　　　　　　８単位
　選択科目　　　　　　　　　　　２２単位
　※選択科目２群の科目８単位以上を含め、選択科目１群～３群の科目から２２
　単位以上修得すること。
《マネジメント類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　２単位
　選択科目　　　　　　　　　　　２８単位
　※選択科目１群の１６単位以上を含め、選択科目２群の科目と合わせ２８単位
　以上修得すること。
《企業分析類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　２単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　４単位
　類型必修科目　　　　　　　　　　６単位
　選択科目１群　　　　　　　　　　８単位
　選択科目２群　　　　　　　　　１０単位
《企業会計類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　２単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　４単位
　類型必修科目　　　　　　　　　　２単位
　類型選択必修科目１群　　　　　１２単位
　類型選択必修科目２群　　　　　　２単位
　類型選択必修科目３群　　　　　　４単位
　※コア選択必修科目４単位以上、類型選択必修科目１群１２単位以上、類型選
　択必修科目２群２単位以上、類型選択必修科目３群４単位以上を含め、選択科
　目と合わせ２６単位以上修得すること。
《経済社会と法・政治類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　２単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　４単位
　選択必修科目１群　　　　　　　　８単位
　選択必修科目２群　　　　　　　　８単位
　※コア選択必修科目４単位以上、選択必修科目１群８単位以上、選択必修科目
　２群８単位以上を含め、選択科目と合わせ２８単位以上修得すること。
《人文学類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　２単位
　類型指定科目　　　　　　　　　　２単位
　選択科目　　　　　　　　　　　２６単位
　※選択科目１群～４群の科目から２６単位以上修得すること。
※データサイエンス学部専門教育科目群の科目は、
（ａ）発展的学習プログラム「政策－ビジネス革新創出人材プログラム」に選
　　抜され参加を認められた者については、３０単位までの範囲で専門教育科
　　目の卒業要件に算入することができる。
（ｂ）その他の者については、経済学部を通じてデータサイエンス学部に申請
　　し、両学部より履修を許可された場合に限り、単位を取得した場合専門教
　　育科目の卒業要件に算入することができる。

１時限の授業時間          ９０分

夜間主コース
　教養教育科目３２単位以上、専門教育科目９２単位以上を含めて、１２４単位
以上を修得すること。

【履修方法】
１．教養教育科目
　①大学入門科目　　　　　　　　　　　２単位
　②全学共通教養科目・体育科目　　　２４単位
　③外国語科目（英語）　　　　　　　　２単位
　④外国語科目（第二外国語）　　　　　２単位
　※外国語科目は、③・④の要件単位を含め、合計で６単位を修得すること。
２．専門教育科目
　専門教育科目は、①～③の要件単位を含め、合計で９２単位以上を修得するこ
と。
　①学部専門共通基礎科目　　　　　　　２単位
　②学部専門共通科目
　　・コア科目　　　　　　　　　　　　６単位
　③学科専門科目　　　　　　　　　　１２単位
　④学習類型
　それぞれ以下の条件を満たし、各類型構成科目から３０単位以上修得するこ
と。少なくとも一つの類型を修得すること。
（学習類型の履修方法）
《経済社会分析類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　　　６単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　　　６単位
　選択科目　　　　　　　　　　　　　１８単位
　※選択科目１群～3群の各群の科目をそれぞれ４単位以上修得したうえで、い
ずれかの群で１０単位修得すること。
《ファイナンス類型》
　コア選択必修科目　　　　　　　　　　８単位
　選択科目　　　　　　　　　　　　　２２単位
　※選択科目２群の科目８単位以上を含め、選択科目１群～３群の科目から２２
　単位以上修得すること。
《マネジメント類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　　　２単位
　選択科目　　　　　　　　　　　　　２８単位
　※選択科目１群の１６単位以上を含め、選択科目２群の科目と合わせ２８単位
　以上修得すること。
《企業分析類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　　　２単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　　　４単位
　類型必修科目　　　　　　　　　　　　６単位
　選択科目１群　　　　　　　　　　　　８単位
　選択科目２群　　　　　　　　　　　１０単位
《企業会計類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　　　２単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　　　４単位
　類型必修科目　　　　　　　　　　　　２単位
　類型選択必修科目１群　　　　　　　１２単位
　類型選択必修科目２群　　　　　　　　２単位
　類型選択必修科目３群　　　　　　　　４単位
　※コア選択必修科目４単位以上、類型選択必修科目１群１２単位以上、類型選
　択必修科目２群２単位以上、類型選択必修科目３群４単位以上を含め、選択科
　目と合わせ２６単位以上修得すること。
《経済社会と法・政治類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　　　２単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　　　４単位
　選択必修科目１群　　　　　　　　　　８単位
　選択必修科目２群　　　　　　　　　　８単位
　※コア選択必修科目４単位以上、選択必修科目１群８単位以上、選択必修科目
　２群８単位以上を含め、選択科目と合わせ２８単位以上修得すること。
《人文学類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　　　２単位
　類型指定科目　　　　　　　　　　　　２単位
　選択科目　　　　　　　　　　　　　２６単位
　※選択科目１群～４群の科目から２６単位以上修得すること。
《地域公共・ビジネスマネジメント類型》
　コア選択必修科目　　　　　    　　　６単位
　選択科目　　　　　　　　　　　　　２４単位
　※選択科目１群の８単位以上、選択科目２群の１０単位以上を含め、選択科目
　３群の科目と合わせ２４単位以上修得すること。

１学年の学期区分           ２学期

１学期の授業期間          １５週

１時限の授業時間          ９０分
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手

1前 1 ○ 20 30 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

－ 1 0 0 20 30 2 0 0 －

哲学からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

歴史からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

文学からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

論理の世界 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 1 兼1

自然言語の世界 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

人間と存在 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

人間と倫理 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

人間と宗教 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

人間と経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 1

人間と心理 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

人間と教育 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1 集中

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 52 0 9 10 0 0 0 兼27 －

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 4 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 4

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

教
養
教
育
科
目
群

社
会
科
学
分
野

大学入門
科目

私法の世界

日本社会の法と政治

経済学と現代

美術の世界

音楽の世界

演劇の世界

大学入門セミナー

現代の金融

政治学からの問い

地理学からの問い

人間と社会

社会の比較

社会学からの問い

経済学からの問い

経営学からの問い

法学からの問い

地域社会の経済

教育と社会

現代社会をみる目

日本国憲法

現代社会と政治

現代社会と法

教育の諸問題

スポーツと現代社会

生活と法

全
学
共
通
教
養
科
目

日本の文化

欧米の文化

東アジアの多様性の理解

小計（26科目）

欧米の歴史

文化の歴史

日本の文学

欧米の文学

（別添２－２）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 事 前 伺 い ）
【新設】（経済学部会計情報学科　昼間主コース）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

小計（1科目） －

人
文
科
学
分
野

日本の歴史

文化への問い

芸術と文化

言語と文化

教育と文化

－

現代の企業と経営

社会と会計

組織と会計

現代の諸問題

世界経済の現状
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1・2・3・4前・後 2 ○ 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

世界経済と東アジア 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

日本と東アジア 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 84 0 17 22 1 0 0 兼22 －

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 3 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

線形代数への招待 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼9

解析学への招待 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼9

確率への招待 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼9

データサイエンスへの招待 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼15

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 5

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 52 0 6 13 0 0 0 兼25 －

近江とびわ湖Ⅰ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江とびわ湖Ⅱ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

近江の歴史 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江の経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江のくらしと文化 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

地域共生論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

地域コミュニケーション論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

滋賀大学で環境を学ぶ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

環境問題を学ぶ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

環境学習プログラム開発論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

まちと住まい 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

環境教育概論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

キャリアデザイン論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

働くことの意味 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

自己理解 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

こころと身体の科学 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 36 0 4 0 0 0 0 兼16 －

社
会
科
学
分
野

全
学
共
通
教
養
科
目

教
養
教
育
科
目
群

情報通信の仕組み

メディアと情報

コンピュータの仕組み

メディアツール活用法

生活と企業

消費と社会

小計（42科目）

物質とエネルギー

情報教育概論

－

くらしと住まい

衣と暮らし

情報と人間

情報化と社会

戦争と平和

平和教育

福祉と教育

現代の社会福祉

人権問題を学ぶ

現代社会と人権

ジェンダーを学ぶ

男女の共生

－

特
定
主
題
分
野

彦根・湖東学

地域からの視点

小計（18科目） －

自
然
科
学
分
野

数学への招待

自然科学への招待

応用科学への招待

エンジニアリングへの招待

情報学への招待

情報と科学

宇宙と地球

自然と人間

生命と物質

健康の科学

脳の科学

身体運動の科学

身体の科学

小計（26科目）

数学的思考

問題解決の手法

情報リテラシー
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英会話基礎 1前 1 ○ 1 兼6

大学英語入門 1前 1 ○ 1 4 兼3

1後 1 ○ 1 4 兼3

1後 1 ○ 1 兼5

英語Ⅱ 2前・後 1 ○ 2 4 兼11

ドイツ語ⅠａＨ 1前 1 ○ 兼3

ドイツ語ⅠａＡ 1後 1 ○ 兼3

ドイツ語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 1 兼3

ドイツ語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 1 兼3

フランス語ⅠａＨ 1前 1 ○ 1 兼1

フランス語ⅠａＡ 1後 1 ○ 1 兼1

フランス語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 1 兼2

フランス語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 1 兼2

スペイン語ⅠａＨ 1前 1 ○ 1

スペイン語ⅠａＡ 1後 1 ○ 1

スペイン語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 兼2

スペイン語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 1 兼2

中国語ⅠａＨ 1前 1 ○ 2 兼2

中国語ⅠａＡ 1後 1 ○ 2 兼2

中国語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 兼3

中国語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 兼3

ロシア語ⅠａＨ 1前 1 ○ 兼1

ロシア語ⅠａＡ 1後 1 ○ 兼1

ロシア語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 兼1

ロシア語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 兼1

韓国・朝鮮語ⅠａＨ 1前 1 ○ 兼1

韓国・朝鮮語ⅠａＡ 1後 1 ○ 兼1

韓国・朝鮮語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 兼1

韓国・朝鮮語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 兼1

－ 5 24 0 5 6 0 0 0 兼25 －

スポーツ科学Ⅰ 1前 1 ○ 1 1 兼3 －

スポーツ科学Ⅱ 1後 1 ○ 1 1 兼3 －

－ 2 0 0 1 1 0 0 0 兼3 －

1前 2 ○ 1 5

－ 2 0 0 1 5 0 0 0 0 －

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

ミクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

マクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 1 兼2

マクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 1

コア政治経済学 1後・2前 2 ○ 1 兼1

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

社会経済史 1後・2前 2 ○ 2

経営学 1後・2前 2 ○ 5 2 兼1

簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

法学 1後・2前 2 ○ 1 兼1

論理学 1後・2前 2 ○ 3 1

－ 0 24 0 13 18 1 0 0 兼5 －

基礎演習 1後・2前・後 2 ○ 7 9 1 兼2

コアセッション 1後・2前・後 1 ○ 2 10 兼1

ＢＳセミナー 1後・2前・後 2 ○ 2

事前演習 1後・2前・後 1 ○

－ 0 6 0 11 16 1 0 0 兼3 －

外国文献研究 2後・3・4前・後 2 ○ 14 20 2 兼3

時事外国語 2後・3・4前・後 2 ○ 4 4 兼1

コミュニケーション・スキル 2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼3

経済経営英語 2後・3・4前・後 2 ○ 2 7

英語演習 2後・3・4前・後 2 ○ 1 4 兼1

ドイツ語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

ドイツ語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

フランス語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

フランス語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

スペイン語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 兼2

スペイン語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 兼2

専
門
教
育
科
目
群

現代経済学基礎

小計（1科目）

小計（4科目）

教
養
教
育
科
目
群

英語Ⅰａ

英語Ⅰｂ

小計（29科目） －

体
育
科
目 小計（2科目） －

外
国
語
科
目

－

小計（12科目）

コ
ア
科
目

基

礎

科

目

プ
レ
セ
ミ
ナ
ー

－

－

専
門
語
学
演
習

学
部
共
通
科
目
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中国語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

中国語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

ロシア語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 兼1

ロシア語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

韓国・朝鮮語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 兼1

韓国・朝鮮語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

古文書演習 2後・3・4前・後 2 ○ 1

WritingⅠ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

WritingⅡ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

PresentationⅠ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

PresentationⅡ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

Academic Writing 2・3・4前・後 2 ○ 兼1

Debate 2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 48 0 24 29 2 0 0 兼15 －

専門演習Ⅰ 3前 2 ○ 31 32

専門演習Ⅱ 3後 2 ○ 31 32

専門演習Ⅲ 4前 2 ○ 28 29 兼3

専門演習Ⅳ 4後 2 ○ 29 30 兼3

特別研究 3・4前・後 2 ○ 1

－ 8 2 0 31 39 0 0 0 兼3 －

リーダーシップ論 2・3・4前・後 1 ○ 1 2 1 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

インターンシップ事前演習 2・3・4前・後 2 ○

就業体験Ⅰ（インターンシップ） 2・3・4前・後 1 ○

就業体験Ⅱ（インターンシップ） 2・3・4前・後 2 ○

就業体験Ⅲ（インターンシップ） 2・3・4前・後 3 ○

インターンシップ事後演習 2・3・4前・後 1 ○

ボランティア体験 1・2・3・4前・後 1 ○

海外研修 1・2・3・4前・後 2 ○

自主企画海外体験・研修Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○

自主企画海外体験・研修Ｂ 1・2・3・4前・後 2 ○

自主企画海外体験・研修Ｃ 1・2・3・4前・後 3 ○

プロジェクトＡ 1・2・3・4前・後 1 ○

プロジェクトＢ 1・2・3・4前・後 2 ○

プロジェクトＣ 1・2・3・4前・後 3 ○

－ 0 25 0 1 2 1 0 0 兼7 －

地域課題プロジェクト 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

現代の経済 2・3・4前・後 1 ○ 1

現代の経営 2・3・4前・後 1 ○ 1 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

地域の社会と経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 8 0 3 2 0 0 0 兼7 －

分析ツール 1・2前・後 2 ○ 5

古文書解読Ａ１ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

古文書解読Ａ２ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

古文書解読Ｂ１ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

古文書解読Ｂ２ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

Lectures in English　Ａ 2・3・4前・後 3 ○ 1 兼1

Lectures in English　Ｂ 2・3・4前・後 4 ○ 1

時事特別講義 2・3・4前・後 1 ○ 兼1

サービス経済論 2・3・4前・後 2 ○ 1

上級特別研究 3・4前・後 2 ○ 1 1

－ 0 22 0 6 7 0 0 0 兼3 －

会計学基礎 １後 2 ○ 1

財務会計総論Ⅰ　 2・3前・後 2 ○ 1 1

財務会計総論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1 1

上級財務会計Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1 2

上級財務会計Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1 2

中級簿記Ⅰ 1・2前・後 2 ○ 2

中級簿記Ⅱ 1・2前・後 2 ○ 2

監査論Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1

監査論Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

税務会計論 3・4前・後 2 ○ 1

財務会計特殊講義 3・4前・後 2 ○ 1

小計（11科目） － 0 22 0 1 4 0 0 0 －

専
門
教
育
科
目
群

小計（10科目）

地
域
連
携
科
目

実
践
・
体
験
科
目

そ
の
他
科
目

－

－

－

小計（14科目）

ものづくり、人づくり、地域づくりⅠ

小計（5科目）

小計（24科目） －

専
門
演
習

小計（5科目） －

－

専
門
語
学
演
習

学
部
共
通
科
目

財
務
会
計

会
計
情
報
学
科
専
門
科
目

滋賀大学－94



管理会計総論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 2

管理会計総論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 2

上級管理会計Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

上級管理会計Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

原価計算論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1 2 兼2

原価計算論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1 2 兼1

財務諸表分析論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1

財務諸表分析論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1

管理会計特殊講義 3・4前・後 2 ○ 2

小計（9科目） － 0 18 0 2 1 0 0 0 兼2 －

国際会計論Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1

国際会計論Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

連結会計論 3・4前・後 2 ○ 2

国際会計特殊講義 3・4前・後 2 ○ 1

小計（4科目） － 0 8 0 0 2 0 0 0 －

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

マクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 1 兼2

コア政治経済学 1後・2前 2 ○ 1 兼1

ミクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

マクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 1

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

社会経済史 1後・2前 2 ○ 2

政治経済学 2後・3前 2 ○ 1 兼1

信用と循環の政治経済学 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

経済学史 2後・3前 2 ○ 1

現代経済学史Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1

産業連関論 2後・3前 2 ○ 1

価格理論 2後・3前 2 ○ 1

応用ミクロ経済学 2後・3前 2 ○ 1 兼1

経済数学 2前・後 2 ○ 1

計量経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

計量経済学Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

金融システム論 1後・2前 2 ○ 1 兼1

マクロ金融論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

公共経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

財政学総論Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

地方財政論 3・4前・後 2 ○ 1 1

地域経済論 3・4前・後 2 ○ 1

産業組織論 2後・3前 2 ○ 1 1

産業政策論 3・4前・後 2 ○ 1

社会政策 2後・3前 2 ○ 1

社会保障論 3・4前・後 2 ○ 1

労働経済論 2後・3前 2 ○ 1

医療経済学 3・4前・後 2 ○ 1

マクロ財政学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

金融政策論 2後・3前 2 ○ 1

日本経済史 2後・3前 2 ○ 1

欧米経済史 2後・3前 2 ○ 1

国際経済論Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

国際経済論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 兼1

上級国際経済論 3・4前・後 2 ○ 1

世界経済論 2後・3前 2 ○ 1

アジア経済論 2後・3前 2 ○ 1 兼1

経済開発論 2後・3前 2 ○ 1

開発政策論 3・4前・後 2 ○ 1

比較金融システム論 1後・2前 2 ○ 1

国際金融論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

国際金融論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

－ 0 88 0 11 10 0 0 0 兼9 －

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

ミクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

マクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 1 兼2

マクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 1

コ
ア
選
択
必
修
科
目

選
択
科
目
１
群
（

理
論
系
科
目
群
）

コ

ア

指

定

科

目

学
習
類
型
（

経
済
社
会
分
析
類
型
）

選
択
科
目
２
群
（

政
策
系
科
目
群
）

選
択
科
目
３
群
（

比
較
経
済
系
科
目
群
）

管
理
会
計

－

国
際
会
計

－

－小計（44科目）

会
計
情
報
学
科
専
門
科
目

コ

ア

選

択

必

修

科

目

学

習

類

型

（

フ

ァ

イ

ナ

ン

ス

類

型

）

専
門
教
育
科
目
群
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統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

マクロ金融論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

国際金融論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

貨幣理論 1後・2前 2 ○ 1

マクロ財政学Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

金融システム論 1後・2前 2 ○ 1 兼1

銀行論 1後・2前 2 ○ 1

証券市場論 1後・2前 2 ○ 兼1

保険論 1後・2前 2 ○ 兼1

コーポレート・ファイナンスⅠ 1後・2前 2 ○ 1

計量ファイナンス基礎 1後・2前 2 ○ 1

1後・2前 2 ○ 1 兼1

金融契約論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

ファイナンス数学入門 1後・2前 2 ○ 1

計量経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

経済数学 2前・後 2 ○ 1

コア政治経済学 1後・2前 2 ○ 1 兼1

財務会計総論Ⅰ　 2・3前・後 2 ○ 1 1

財務諸表分析論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1

管理会計総論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 2

マクロ金融論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

金融政策論 2後・3前 2 ○ 1

国際金融論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

比較金融システム論 2後・3前 2 ○ 1

マクロ財政学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

コーポレート・ファイナンスⅡ 2後・3前 2 ○ 1

証券市場論各論 2後・3前 2 ○ 兼1

金融契約論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

機関投資家論 2後・3前 2 ○ 1

計量ファイナンス 2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1 兼1

2後・3前 2 ○ 1

ベンチャー・ファイナンス論 2後・3前 2 ○ 兼1

信用リスク・マネジメント 2後・3前 2 ○ 兼1

2後・3前 2 ○ 兼1

2後・3前 2 ○ 兼1

不動産投資論 2後・3前 2 ○ 兼1

ファイナンス数学 2後・3前 2 ○ 1

日本金融経済論 2後・3前 2 ○ 兼1

金融法 2後・3前 2 ○ 兼1

公共経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

ゲーム理論 2前・後 2 ○ 1

上級管理会計Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

上級管理会計Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

－ 0 102 0 6 10 0 0 0 兼18 －
コ

ア

指

定

科

目 経営学 1後・2前 2 ○ 5 2 兼1

経営史総論 2前・後 2 ○ 1

経営戦略論 2前・後 2 ○ 2

経営組織論 3前・後 2 ○ 1

経営管理論 2前・後 2 ○ 1 1

組織行動論 3前・後 2 ○ 1

人的資源管理 2前・後 2 ○ 1

中小企業論 2前・後 2 ○ 1

マーケティング論 2前・後 2 ○ 1 兼1

流通システム論 2前・後 2 ○ 1

イノベーション・マネジメント 2前・後 2 ○ 1 1

経営数学 1後・2前 2 ○ 2

ビジネス・エコノミクス基礎 2前・後 2 ○ 2

コーポレート・ファイナンスⅠ 1後・2前 2 ○ 1

簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

企業分析とコーポレート・ファイナンスⅠ

企業分析とコーポレート・ファイナンスⅡ

小計（51科目）

選
択
科
目
１
群
（

類
型
基
礎
科
目
）

選
択
科
目
２
群
（

フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
学
科
類
型
展
開
科
目
）

－

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅠ

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅡ

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅢ

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅣ

選

択

科

目

３

群

（

展

開

科

目

他

学

科

科

目

）

コ

ア

選

択

必

修

科

目

学
習
類
型
（

フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
類
型
）

選
択
科
目
１
群
（

類
型
基
礎
科
目
）

学
習
類
型
（

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
類
型
）
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社会学概論 1後・2前 2 ○ 1

会社法 2前・後 2 ○ 1

日本経営史 3前・後 2 ○ 1

外国経営史 3前・後 2 ○ 1

近江商人経営論 2前・後 2 ○ 1

企業統治論 2前・後 2 ○ 1 1

国際経営戦略論 3前・後 2 ○ 1

生産マネジメント 3前・後 2 ○ 1

組織間関係論 3前・後 2 ○ 1

比較経営論 3前・後 2 ○ 1

管理者行動論 2前・後 2 ○ 1

ダイバーシティ・マネジメント 3前・後 2 ○ 1

マーケティング・リサーチ 2前・後 2 ○ 1

マーケティング戦略 3前・後 2 ○ 1

消費者行動論 3前・後 2 ○ 1

ビジネス・エコノミクス 3前・後 2 ○ 1

オペレーションズ・リサーチ 2前・後 2 ○ 1

マネジメント特殊講義 2前・後 2 ○ 1 1

マネジメント・ポリシー特殊講義 3前・後 2 ○ 1

3前・後 2 ○ 1 兼1

コーポレート・ファイナンスⅡ 2後・3前 2 ○ 1

商法 2前・後 2 ○ 1

社会心理学Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

社会心理学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

－ 0 78 0 8 13 1 0 0 兼4 －
コ

ア

指

定

科

目 簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

ミクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

経営学 1後・2前 2 ○ 5 2 兼1

会計学基礎 １後 2 ○ 1

財務諸表分析論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1

財務諸表分析論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1

財務会計総論Ⅰ　 2・3前・後 2 ○ 1 1

財務会計総論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1 1

上級財務会計Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1 2

上級財務会計Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1 2

管理会計総論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 2

管理会計総論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 2

上級管理会計Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

上級管理会計Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

原価計算論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1 2 兼2

原価計算論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1 2 兼1

数理経済学 2後・3前 2 ○ 1

応用ミクロ経済学 2後・3前 2 ○ 1 兼1

ゲーム理論 2前・後 2 ○ 1

計量経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

計量経済学Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

金融契約論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

金融契約論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

コーポレート・ファイナンスⅠ 1後・2前 2 ○ 1

コーポレート・ファイナンスⅡ 2後・3前 2 ○ 1

1後・2前 2 ○ 1 兼1

2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1 兼1

2後・3前 2 ○ 兼1

ファイナンス数学 2後・3前 2 ○ 1

証券市場論 1後・2前 2 ○ 兼1

証券市場論各論 2後・3前 2 ○ 兼1

経営管理論 2前・後 2 ○ 1 1

経営戦略論 2前・後 2 ○ 2

オペレーションズ・リサーチ 2前・後 2 ○ 1

ビジネス・エコノミクス基礎 2前・後 2 ○ 2

コ
ア
選
択
必
修
科
目

類

型

必

修

科

目

選
択
科
目
２
群
（

類
型
展
開
科
目
）

マネジメント・サイエンス特殊講義

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅠ

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅡ

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅢ

企業分析とコーポレート・ファイナンスⅡ

小計（39科目） －

選
択
科
目
１
群
（

会
計
情
報
学
科
類
型
科
目
）

選
択
科
目
２
群
（

他
学
科
類
型
科
目
）

学
習
類
型
（

企
業
分
析
類
型
）

選

択

科

目

１

群

（

類

型

基

礎

科

目
）

学
習
類
型
（

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
類
型
）

専
門
教
育
科
目
群
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ビジネス・エコノミクス 3前・後 2 ○ 1

マーケティング戦略 3前・後 2 ○ 1

解析学 1後 2 ○ 兼1

多変量解析入門 2前 2 ○ 兼1

多変量解析 2後 2 ○ 兼1

統計数学 2前 2 ○ 兼1

回帰分析 2前 2 ○ 兼1

確率論 3後 2 ○ 兼1

－ 0 94 0 7 12 0 0 0 兼18 －
コ

ア

指

定

科

目 簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

ミクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

法学 1後・2前 2 ○ 1 兼1
類

型

必

修

科

目 会計学基礎 １後 2 ○ 1

財務会計総論Ⅰ　 2・3前・後 2 ○ 1 1

財務会計総論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1 1

上級財務会計Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1 2

上級財務会計Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1 2

監査論Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1

管理会計総論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 2

管理会計総論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 2

原価計算論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1 2 兼2

原価計算論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1 2 兼1

連結会計論 3・4前・後 2 ○ 2

証券市場論 1後・2前 2 ○ 兼1

計量ファイナンス基礎 1後・2前 2 ○ 1

コーポレート・ファイナンスⅠ 1後・2前 2 ○ 1

コーポレート・ファイナンスⅡ 2後・3前 2 ○ 1

民法入門・総則 2前・後 2 ○ 1 1

商法 2前・後 2 ○ 1

会社法 2前・後 2 ○ 1

有価証券法 2前・後 2 ○ 1

税法総論 2前・後 2 ○ 1

税法各論 2前・後 2 ○ 1

計量経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

計量経済学Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

日本経済史 2後・3前 2 ○ 1

応用ミクロ経済学 2後・3前 2 ○ 1 兼1

近江商人経営論 2前・後 2 ○ 1

経営管理論 2前・後 2 ○ 1 1

ビジネス・エコノミクス基礎 2前・後 2 ○ 2

ビジネス・エコノミクス 3前・後 2 ○ 1

経営戦略論 2前・後 2 ○ 2

中級簿記Ⅰ 1・2前・後 2 ○ 2

中級簿記Ⅱ 1・2前・後 2 ○ 2

監査論Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

税務会計論 3・4前・後 2 ○ 1

財務諸表分析論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1

財務諸表分析論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1

国際会計論Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1

国際会計論Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 88 0 8 10 1 0 0 兼7 －
コ

ア

指

定

科

目 法学 1後・2前 2 ○ 1 兼1

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

マクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 1 兼2

経営学 1後・2前 2 ○ 5 2 兼1

簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

論理学 1後・2前 2 ○ 3 1

社会学概論 1後・2前 2 ○ 1

憲法 2前・後 2 ○ 1

行政法 2前・後 2 ○ 1

民法入門・総則 2前・後 2 ○ 1 1

小計（44科目）

コ
ア
選
択
必
修
科
目

小計（47科目）

学
習
類
型
（

企
業
会
計
類
型
）

コ
ア
選
択
必
修
科
目

類

型

選

択

必

修

科

目

１

群
（

会

計

情

報

学

科

科

目
）

類

型

選

択

必

修

科

目

２

群

（

フ

ァ

イ

ナ

ン

ス

学

科

科

目

）

類

型

選

択

必

修

科

目

３

群

（

社

会

シ

ス

テ

ム

学

科

科

目

）

選
択
科
目

－

－

選

択

科

目

２

群
（

他

学

科

類

型

科

目
）

学
習
類
型
（

企
業
分
析
類
型
）

学

習

類

型
（

経

済

社

会

と

法

・

政

治

類

型
）

選

択

必

修

科

目

１

群

（

類

型

基

礎

科

目
）

専
門
教
育
科
目
群
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物権法 2前・後 2 ○ 1

債権法 2前・後 2 ○ 1

会社法 2前・後 2 ○ 1

国際法 2前・後 2 ○ 1

行政システム論Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

商法 2前・後 2 ○ 1

債権担保法 2前・後 2 ○ 1

国際経済法 2前・後 2 ○ 1

環境法 2前・後 2 ○ 1 兼1

税法総論 2前・後 2 ○ 1

税法各論 2前・後 2 ○ 1

経済法 2前・後 2 ○ 兼1

労働法 2前・後 2 ○ 兼1

行政システム論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

政治学原論Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

政治学原論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

国際関係論Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

国際関係論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

法システム論特殊講義 2後・3前 2 ○ 2 1 兼1

法と経済学 2後・3前 2 ○ 1

有価証券法 2後・3前 2 ○ 1

環境経済学Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

社会システム原論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1 兼1

社会システム原論Ⅱ 2前・後 2 ○ 1 兼1

国際社会学 2後・3前 2 ○ 1

財政学総論Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

地方財政論 3・4前・後 2 ○ 1 1

公共経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

公共経済学Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

世界経済論 2後・3前 2 ○ 1

金融法 2後・3前 2 ○ 兼1

企業統治論 2前・後 2 ○ 1 1

財務会計総論Ⅰ　 2・3前・後 2 ○ 1 1

管理会計総論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 2

－ 0 88 0 11 12 1 0 0 兼12 －
コ

ア

指

定

科

目 論理学 1後・2前 2 ○ 3 1
類

型

指

定

科

目 社会学概論 1後・2前 2 ○ 1

地域社会・文化論 2後・3前 2 ○ 2 3

歴史学方法論 2後・3前 2 ○ 1

ドキュメンタリー論 2後・3前 2 ○ 1

文化人類学 2後・3前 2 ○ 1

文化システム論Ａ 1後・2前 2 ○ 1 1 兼1

文化システム論Ｂ 1・2前・後 2 ○ 1 兼1

スポーツ文化論 2後・3前 2 ○ 1

経済学史 2後・3前 2 ○ 1

現代経済学史Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1

現代経済学史Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

近江商人経営論 2前・後 2 ○ 1

古文書解読Ａ１ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

古文書解読Ａ２ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

言語学 2後・3前 2 ○ 1

異文化間コミュニケーション論 2後・3前 2 ○ 1

文学 2後・3前 2 ○ 1 1

哲学Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

哲学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

情報科学Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

情報科学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

知能情報論 2後・3前 2 ○ 1

情報システム論 2前・後 2 ○ 1

思考情報システム論特殊講義 2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

社会システム原論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

社会システム原論Ⅱ 2前・後 2 ○ 1

国際社会学 2後・3前 2 ○ 1

現代社会システム論 2後・3前 2 ○ 1

選
択
必
修
科
目
２
群
（

類
型
展
開
科
目
）

選

択

科

目

２

群

（

文

学

・

言

語

学

系

科

目
）

選

択

科

目

３

群
（

哲

学

・

情

報

科

学

系

科

目
）

小計（44科目） －

選
択
科
目
１
群
（

歴
史
学
・
文
化
学
系
科
目
）

選
択
科
目

学
習
類
型
（

経
済
社
会
と
法
・
政
治
類
型
）

選

択

必

修

科

目

１

群

（

類

型

基

礎

科

目
）

選

択

科

目

４

群

（

行

動

文

化

学

系

科

目

）

学
習
類
型
（

人
文
学
類
型
）

専
門
教
育
科
目
群
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社会心理学Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

社会心理学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

認知心理学入門 1後・2前 2 ○ 1

心理学 2前・後 2 ○ 1

ゲーム理論 2前・後 2 ○ 1

消費者行動論 3前・後 2 ○ 1

－ 0 70 0 9 11 0 0 0 兼3 －

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼2

2後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼2

1後 2 ○ 兼2

1後 1 ○ 兼2

1後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼2

2前 2 ○ 兼2

－ 0 31 0 0 0 0 0 0 兼15

2前 2 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼2

2後 2 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

4後 2 ○ 兼1

4前 2 ○ 兼1

4後 2 ○ 兼1

4後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼2

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

4前 2 ○ 兼1 隔年

4前 2 ○ 兼1 隔年

4前 2 ○ 兼1 隔年

4後 2 ○ 兼1 隔年

4後 2 ○ 兼1 隔年

解析学演習

デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
基
礎
科
目

デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
専
門
科
目

他
学
部
履
修
科
目
（

デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
専
門
教
育
科
目
群
）

計算機利用基礎

情報科学概論

データ構造とアルゴリズム

プログラミングⅠ

プログラミングⅠ演習

データベース

小計（35科目）

基礎データ分析

解析学

ノンパラメトリック解析入門

小計（17科目）

情報理論

線形代数

線形代数演習

統計学要論

統計数学

パターン認識総論

情報学特論（人工知能）

情報学特論（ﾓﾊﾞｲﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ）

社会調査法I

社会調査法Ⅱ

標本調査法

実験計画法

テキストマイニング

回帰分析

多変量解析入門

基礎情報活用演習Ａ

プログラミングⅡ演習

プログラミングⅢ

－

機械学習

ノンパラメトリック解析

確率論

ベイズ理論

空間統計

統計学特論Ａ

統計学特論Ｂ

統計学特論Ｃ

統計学特論Ｄ

－

データマイニング総論

基礎情報活用演習Ｂ

ビジュアルプログラミング

多変量解析

時系列解析入門

時系列解析

プログラミングⅡ

プログラミングⅢ演習

ビジュアルプログラミング演習

応用数学

プログラミング設計

最適化理論

生存時間解析

質的データ解析入門

質的データ解析

機械学習入門

情報セキュリティ

情報ネットワーク

品質管理

選

択

科

目

４

群

（

行

動

文

化

学

系

科

目

）

学
習
類
型
（

人
文
学
類
型
）

専
門
教
育
科
目
群
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2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

－ 0 85 0 0 0 0 0 0 兼22

2前 2 ○ 兼3 オムニバス

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼5 オムニバス

2後 2 ○ 兼5 オムニバス

3前 2 ○ 兼8 オムニバス

3前 2 ○ 兼1

－ 0 14 0 0 0 0 0 0 兼11

3前 1 ○ 兼1

3後 1 ○ 兼3

3前 1 ○ 兼3

3後 1 ○ 兼4

3後 1 ○ 兼2 オムニバス

3後 1 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼2

3後 1 ○ 兼2

3前 2 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼3
オムニバス

（一部）

3後 1 ○ 兼3 オムニバス

（一部）

－ 0 15 0 0 0 0 0 0 兼19

－ 18 1184 0 32 39 2 0 0 兼304 －

デ
ー

タ

サ

イ

エ

ン

ス

専

門

科

目

情報活用演習Ｂ

シミュレーション技法

小計（44科目）

価
値
創
造
応
用
科
目

価
値
創
造
基
礎
科
目

社会調査実践演習Ⅰ

社会調査実践演習Ⅱ

情報活用演習Ａ

－

マーケティング演習

ファイナンス演習

財務諸表分析演習

－

地域文化情報論

ビジネスエコノミクス演習

環境政策演習

保険戦略演習

公的統計

公的統計演習

心理分析論

情報倫理

データサイエンス実践論Ａ

データサイエンス実践論Ｂ

実践データ概論Ａ

学位又は称号

－

心理分析演習

実践データ概論Ｂ

小計（7科目）

　学士（経済学）

地域文化情報演習

小計（12科目）

学位又は学科の分野 　経済学関係

合計（６２７科目）

価値創造方法論

価値創造実践論

他
学
部
履
修
科
目
（

デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
専
門
教
育
科
目
群
）

専
門
教
育
科
目
群

－
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 ○ 1 兼2

－ 2 0 0 1 0 0 0 0 兼2 －

哲学からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

歴史からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

文学からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

論理の世界 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 1 兼1

自然言語の世界 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

人間と存在 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

人間と倫理 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

人間と宗教 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

人間と経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 1

人間と心理 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

人間と教育 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1 集中

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 52 0 9 10 0 0 0 兼27 －

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 4 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 4

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－

文化への問い

芸術と文化

言語と文化

現代の金融

小計（26科目）

社会学からの問い

経済学からの問い

経営学からの問い

人間と社会

社会の比較

法学からの問い

政治学からの問い

地理学からの問い

大学入門
科目

組織と会計

現代の諸問題

世界経済の現状

教育の諸問題

スポーツと現代社会

生活と法

専任教員等の配置

演劇の世界

－

日本の歴史

欧米の歴史

備考

大学入門セミナー

小計（1科目）

授業形態

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数

【新設】（経済学部会計情報学科　夜間主コース）

現代社会をみる目

東アジアの多様性の理解

文化の歴史

日本の文学

欧米の文学

現代社会と法

生活と企業

日本国憲法

日本の文化

欧米の文化

地域社会の経済

教育と社会

現代の企業と経営

社会と会計

美術の世界

人
文
科
学
分
野

音楽の世界

私法の世界

日本社会の法と政治

経済学と現代

消費と社会

現代社会と政治

教育と文化

社
会
科
学
分
野

全
学
共
通
教
養
科
目

教
養
教
育
科
目
群
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1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

世界経済（史）と東アジア 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

日本と東アジア 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 84 0 17 22 1 0 0 兼22 －

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 3 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

線形代数への招待 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼9

解析学への招待 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼9

確率への招待 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼9

データサイエンスへの招待 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼15

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 5

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 52 0 6 13 0 0 0 兼25 －

近江とびわ湖Ⅰ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江とびわ湖Ⅱ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

近江の歴史 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江の経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江のくらしと文化 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

地域共生論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

地域コミュニケーション論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

滋賀大学で環境を学ぶ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

環境問題を学ぶ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

環境学習プログラム開発論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

まちと住まい 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

環境教育概論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

キャリアデザイン論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

働くことの意味 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

自己理解 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

こころと身体の科学 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 36 0 4 0 0 0 0 兼16 －

1・2・3・4前・後 1 ○ 1 4 1 兼3

ドイツ語Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

ドイツ語Ｂ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

外
国
語
科
目

彦根・湖東学

地域からの視点

小計（18科目） －

英語

－

自
然
科
学
分
野

自然科学への招待

応用科学への招待

エンジニアリングへの招待

生命と物質

情報学への招待

健康の科学

脳の科学

身体運動の科学

身体の科学

小計（26科目） －

情報通信の仕組み

メディアと情報

コンピュータの仕組み

問題解決の手法

情報リテラシー

メディアツール活用法

情報教育概論

物質とエネルギー

数学的思考

特
定
主
題
分
野

現代社会と人権

現代の社会福祉

くらしと住まい

衣と暮らし

情報と人間

情報化と社会

戦争と平和

平和教育

福祉と教育

ジェンダーを学ぶ

男女の共生

小計（42科目）

数学への招待

人権問題を学ぶ

情報と科学

宇宙と地球

自然と人間

社
会
科
学
分
野

全
学
共
通
教
養
科
目

教
養
教
育
科
目
群
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フランス語Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

フランス語Ｂ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

スペイン語Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

スペイン語Ｂ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

中国語Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○ 2

中国語Ｂ 1・2・3・4前・後 1 ○ 2

－ 0 9 0 4 6 0 0 0 兼3 －

スポーツ科学Ⅰ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1 1 兼1 －

スポーツ科学Ⅱ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1 1 兼1 －

－ 0 2 0 1 1 0 0 0 兼1 －

1前 2 ○ 1 5

－ 2 0 0 1 5 0 0 0 0 －

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 1

ミクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 兼1

マクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 1 1

マクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 兼1

コア政治経済学 1後・2前 2 ○ 兼1

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 1

統計学Ｂ 1後・2前 2 ○ 1

社会経済史 1後・2前 2 ○ 1

経営学 1後・2前 2 ○ 2

簿記会計 1前・後 2 ○ 2

法学 1後・2前 2 ○ 1

論理学 1後・2前 2 ○ 兼1

－ 0 24 0 4 5 1 0 0 兼4 －

経済・ファイナンスへの招待 1後・2・3・4前・後 2 ○ 7 8 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

経営学・会計学への招待 1後・2・3・4前・後 2 ○ 6 8 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

社会システムへの招待 1後・2・3・4前・後 2 ○ 4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

小計（3科目） － 0 6 0 13 20 0 0 0 兼1 －

外国文献研究 2後・3・4前・後 2 ○ 14 20 2 兼3

時事外国語 2後・3・4前・後 2 ○ 4 4 兼1

コミュニケーション・スキル 2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼3

経済経営英語 2後・3・4前・後 2 ○ 2 7

－ 0 8 0 18 24 2 0 0 兼6 －

専門演習Ⅰ 3前 2 ○ 31 32

専門演習Ⅱ 3後 2 ○ 31 32

専門演習Ⅲ 4前 2 ○ 28 29 兼3

専門演習Ⅳ 4後 2 ○ 29 30 兼3

特別研究 3・4前・後 2 ○ 1

－ 8 2 0 31 39 0 0 0 兼3 －

リーダーシップ論 2・3・4前・後 1 ○ 1 2 1 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

インターンシップ事前演習 2・3・4前・後 2 ○

就業体験Ⅰ（インターンシップ） 2・3・4前・後 1 ○

就業体験Ⅱ（インターンシップ） 2・3・4前・後 2 ○

就業体験Ⅲ（インターンシップ） 2・3・4前・後 3 ○

インターンシップ事後演習 2・3・4前・後 1 ○

ボランティア体験 1・2・3・4前・後 1 ○

海外研修 1・2・3・4前・後 2 ○

自主企画海外体験・研修Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○

自主企画海外体験・研修Ｂ 1・2・3・4前・後 2 ○

自主企画海外体験・研修Ｃ 1・2・3・4前・後 3 ○

プロジェクトＡ 1・2・3・4前・後 1 ○

プロジェクトＢ 1・2・3・4前・後 2 ○

プロジェクトＣ 1・2・3・4前・後 3 ○

－ 0 25 0 1 2 1 0 0 兼7 －

地域課題プロジェクト 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

現代の経済 2・3・4前・後 1 ○ 1

現代の経営 2・3・4前・後 1 ○ 1 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

地域の社会と経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 8 0 3 2 0 0 0 兼7 －

分析ツール 1・2前・後 2 ○ 5

古文書解読Ａ１ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

古文書解読Ａ２ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

専
門
語
学
演
習

実
践
・
体
験
科
目

地
域
連
携
科
目

コ
ア
科
目

小計（2科目） －
基

礎

科

目

現代経済学基礎

小計（1科目） －

外
国
語
科
目

小計（9科目） －

体

育

科

目

－

ものづくり、人づくり、地域づくり

小計（14科目） －

小計（5科目） －

小計（5科目）

小計（4科目） －

専
門
演
習

小計（12科目） －

そ

の

他

科

目

学
部
共
通
科
目

専
門
導
入
科
目 －

教
養
教
育
科
目
群

専
門
教
育
科
目
群
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古文書解読Ｂ１ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

古文書解読Ｂ２ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

Lectures in English　Ａ 2・3・4前・後 3 ○ 1 兼1

Lectures in English　Ｂ 2・3・4前・後 4 ○ 1

時事特別講義 2・3・4前・後 1 ○ 兼1

サービス経済論 2・3・4前・後 2 ○ 1

上級特別研究 3・4前・後 2 ○ 1 1

－ 0 22 0 7 6 0 0 0 兼3 －

会計学基礎 １後 2 ○ 1

財務会計総論Ⅰ　 2・3前・後 2 ○ 1 1

財務会計総論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1 1

上級財務会計Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1 2

上級財務会計Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1 2

中級簿記Ⅰ 1・2前・後 2 ○ 2

中級簿記Ⅱ 1・2前・後 2 ○ 2

監査論Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1

監査論Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

税務会計論 3・4前・後 2 ○ 1

財務会計特殊講義 3・4前・後 2 ○ 1

小計（11科目） － 0 22 0 1 4 0 0 0 －

管理会計総論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 2

管理会計総論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 2

上級管理会計Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

上級管理会計Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

原価計算論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1 2 兼2

原価計算論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1 2 兼1

財務諸表分析論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1

財務諸表分析論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1

管理会計特殊講義 3・4前・後 2 ○ 2

小計（9科目） － 0 18 0 2 1 0 0 0 兼2 －

国際会計論Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1

国際会計論Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

連結会計論 3・4前・後 2 ○ 2

国際会計特殊講義 3・4前・後 2 ○ 1

小計（4科目） － 0 8 0 0 2 0 0 0 －

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

マクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 1 兼2

コア政治経済学 1後・2前 2 ○ 1 兼1

ミクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

マクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 1

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

社会経済史 1後・2前 2 ○ 2

政治経済学 2後・3前 2 ○ 1 兼1

信用と循環の政治経済学 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

経済学史 2後・3前 2 ○ 1

現代経済学史Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1

産業連関論 2後・3前 2 ○ 1

価格理論 2後・3前 2 ○ 1

応用ミクロ経済学 2後・3前 2 ○ 1 兼1

経済数学 2前・後 2 ○ 1

計量経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

計量経済学Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

金融システム論 1後・2前 2 ○ 1 兼1

マクロ金融論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

公共経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

財政学総論Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

地方財政論 3・4前・後 2 ○ 1 1

地域経済論 3・4前・後 2 ○ 1

産業組織論 2後・3前 2 ○ 1 1

産業政策論 3・4前・後 2 ○ 1

社会政策 2後・3前 2 ○ 1

社会保障論 3・4前・後 2 ○ 1

労働経済論 2後・3前 2 ○ 1

会
計
情
報
学
科
専
門
科
目

－
コ

ア

指

定

科

目

コ
ア
選
択
必
修
科
目

選
択
科
目
１
群
（

理
論
系
科
目
群
）

小計（10科目） －

財
務
会
計

－

管
理
会
計

－

国
際
会
計

選
択
科
目
２
群
（

政
策
系
科
目
群
）

学
習
類
型
（

経
済
社
会
分
析
類
型
）

そ
の
他
科
目

学
部
共
通
科
目

専
門
教
育
科
目
群
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医療経済学 3・4前・後 2 ○ 1

マクロ財政学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

金融政策論 2後・3前 2 ○ 1

日本経済史 2後・3前 2 ○ 1

欧米経済史 2後・3前 2 ○ 1

国際経済論Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

国際経済論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 兼1

上級国際経済論 3・4前・後 2 ○ 1

世界経済論 2後・3前 2 ○ 1

アジア経済論 2後・3前 2 ○ 1 兼1

経済開発論 2後・3前 2 ○ 1

開発政策論 3・4前・後 2 ○ 1

比較金融システム論 1後・2前 2 ○ 1

国際金融論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

国際金融論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

－ 0 88 0 11 10 0 0 0 兼9 －

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

ミクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

マクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 1 兼2

マクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 1

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

マクロ金融論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

国際金融論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

貨幣理論 1後・2前 2 ○ 1

マクロ財政学Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

金融システム論 1後・2前 2 ○ 1 兼1

銀行論 1後・2前 2 ○ 1

証券市場論 1後・2前 2 ○ 兼1

保険論 1後・2前 2 ○ 兼1

コーポレート・ファイナンスⅠ 1後・2前 2 ○ 1

計量ファイナンス基礎 1後・2前 2 ○ 1

1後・2前 2 ○ 1 兼1

金融契約論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

ファイナンス数学入門 1後・2前 2 ○ 1

計量経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

経済数学 2前・後 2 ○ 1

コア政治経済学 1後・2前 2 ○ 1 兼1

財務会計総論Ⅰ　 2・3前・後 2 ○ 1 1

財務諸表分析論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1

管理会計総論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 2

マクロ金融論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

金融政策論 2後・3前 2 ○ 1

国際金融論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

比較金融システム論 2後・3前 2 ○ 1

マクロ財政学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

コーポレート・ファイナンスⅡ 2後・3前 2 ○ 1

証券市場論各論 2後・3前 2 ○ 兼1

金融契約論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

機関投資家論 2後・3前 2 ○ 1

計量ファイナンス 2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1 兼1

2後・3前 2 ○ 1

ベンチャー・ファイナンス論 2後・3前 2 ○ 兼1

信用リスク・マネジメント 2後・3前 2 ○ 兼1

2後・3前 2 ○ 兼1

2後・3前 2 ○ 兼1

不動産投資論 2後・3前 2 ○ 兼1

ファイナンス数学 2後・3前 2 ○ 1

日本金融経済論 2後・3前 2 ○ 兼1

金融法 2後・3前 2 ○ 兼1

選
択
科
目
１
群
（

類
型
基
礎
科
目
）

－

コ
ア
選
択
必
修
科
目

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅠ

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅢ

企業分析とコーポレート・ファイナンスⅠ

企業分析とコーポレート・ファイナンスⅡ

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅣ

小計（44科目）

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅡ

選
択
科
目
３
群
（

比
較
経
済
系
科
目
群
）

選

択

科

目

２

群

（

政

策

系

科

目

群

）

学
習
類
型
（

経
済
社
会
分
析
類
型
）

選
択
科
目
２
群
（

フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
学
科
類
型
展
開
科
目
）

学
習
類
型
（

フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
類
型
）

専
門
教
育
科
目
群
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公共経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

ゲーム理論 2前・後 2 ○ 1

上級管理会計Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

上級管理会計Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

－ 0 102 0 6 10 0 0 0 兼18 －
コ

ア

指

定

科

目 経営学 1後・2前 2 ○ 5 2 兼1

経営史総論 2前・後 2 ○ 1

経営戦略論 2前・後 2 ○ 2

経営組織論 3前・後 2 ○ 1

経営管理論 2前・後 2 ○ 1 1

組織行動論 3前・後 2 ○ 1

人的資源管理 2前・後 2 ○ 1

中小企業論 2前・後 2 ○ 1

マーケティング論 2前・後 2 ○ 1 兼1

流通システム論 2前・後 2 ○ 1

イノベーション・マネジメント 2前・後 2 ○ 1 1

経営数学 1後・2前 2 ○ 2

ビジネス・エコノミクス基礎 2前・後 2 ○ 2

コーポレート・ファイナンスⅠ 1後・2前 2 ○ 1

簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

社会学概論 1後・2前 2 ○ 1

会社法 2前・後 2 ○ 1

日本経営史 3前・後 2 ○ 1

外国経営史 3前・後 2 ○ 1

近江商人経営論 2前・後 2 ○ 1

企業統治論 2前・後 2 ○ 1 1

国際経営戦略論 3前・後 2 ○ 1

生産マネジメント 3前・後 2 ○ 1

組織間関係論 3前・後 2 ○ 1

比較経営論 3前・後 2 ○ 1

管理者行動論 2前・後 2 ○ 1

ダイバーシティ・マネジメント 3前・後 2 ○ 1

マーケティング・リサーチ 2前・後 2 ○ 1

マーケティング戦略 3前・後 2 ○ 1

消費者行動論 3前・後 2 ○ 1

ビジネス・エコノミクス 3前・後 2 ○ 1

オペレーションズ・リサーチ 2前・後 2 ○ 1

マネジメント特殊講義 2前・後 2 ○ 1 1

マネジメント・ポリシー特殊講義 3前・後 2 ○ 1

3前・後 2 ○ 1 兼1

コーポレート・ファイナンスⅡ 2後・3前 2 ○ 1

商法 2前・後 2 ○ 1

社会心理学Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

社会心理学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

－ 0 78 0 8 13 1 0 0 兼4 －
コ

ア

指

定

科

目 簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

ミクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

経営学 1後・2前 2 ○ 5 2 兼1

会計学基礎 １後 2 ○ 1

財務諸表分析論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1

財務諸表分析論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1

財務会計総論Ⅰ　 2・3前・後 2 ○ 1 1

財務会計総論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1 1

上級財務会計Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1 2

上級財務会計Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1 2

管理会計総論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 2

管理会計総論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 2

上級管理会計Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

上級管理会計Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

原価計算論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1 2 兼2

原価計算論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1 2 兼1

学
習
類
型
（

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
類
型
）

選

択

科

目

３

群

（

展

開

科

目

他

学

科

科

目

）

小計（51科目） －

選
択
科
目
１
群
（

類
型
基
礎
科
目
）

選
択
科
目
２
群
（

類
型
展
開
科
目
）

マネジメント・サイエンス特殊講義

小計（39科目） －

コ
ア
選
択
必
修
科
目

類

型

必

修

科

目

学

習

類

型

（

フ
ァ

イ

ナ

ン

ス

類

型
）

選
択
科
目
１
群
（

会
計
情
報
学
科
類
型
科
目
）

学
習
類
型
（

企
業
分
析
類
型
）

専
門
教
育
科
目
群

滋賀大学－107



数理経済学 2後・3前 2 ○ 1

応用ミクロ経済学 2後・3前 2 ○ 1 兼1

ゲーム理論 2前・後 2 ○ 1

計量経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

計量経済学Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

金融契約論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

金融契約論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

コーポレート・ファイナンスⅠ 1後・2前 2 ○ 1

コーポレート・ファイナンスⅡ 2後・3前 2 ○ 1

1後・2前 2 ○ 1 兼1

2・3前・後 2 ○ 1

2・3前・後 2 ○ 1 兼1

2後・3前 2 ○ 兼1

ファイナンス数学 2後・3前 2 ○ 1

証券市場論 1後・2前 2 ○ 兼1

証券市場論各論 2後・3前 2 ○ 兼1

経営管理論 2前・後 2 ○ 1 1

経営戦略論 2前・後 2 ○ 2

オペレーションズ・リサーチ 2前・後 2 ○ 1

ビジネス・エコノミクス基礎 2前・後 2 ○ 2

ビジネス・エコノミクス 3前・後 2 ○ 1

マーケティング戦略 3前・後 2 ○ 1

解析学 1後 2 ○ 兼1

多変量解析入門 2前 2 ○ 兼1

多変量解析 2後 2 ○ 兼1

統計数学 2前 2 ○ 兼1

回帰分析 2前 2 ○ 兼1

確率論 3後 2 ○ 兼1

－ 0 94 0 7 12 0 0 0 兼18 －
コ

ア

指

定

科

目 簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

ミクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

法学 1後・2前 2 ○ 1 兼1
類

型

必

修

科

目 会計学基礎 １後 2 ○ 1

財務会計総論Ⅰ　 2・3前・後 2 ○ 1 1

財務会計総論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1 1

上級財務会計Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1 2

上級財務会計Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1 2

監査論Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1

管理会計総論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 2

管理会計総論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 2

原価計算論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1 2 兼2

原価計算論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1 2 兼1

連結会計論 3・4前・後 2 ○ 2

証券市場論 1後・2前 2 ○ 兼1

計量ファイナンス基礎 1後・2前 2 ○ 1

コーポレート・ファイナンスⅠ 1後・2前 2 ○ 1

コーポレート・ファイナンスⅡ 2後・3前 2 ○ 1

民法入門・総則 2前・後 2 ○ 1 1

商法 2前・後 2 ○ 1

会社法 2前・後 2 ○ 1

有価証券法 2前・後 2 ○ 1

税法総論 2前・後 2 ○ 1

税法各論 2前・後 2 ○ 1

計量経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

計量経済学Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

日本経済史 2後・3前 2 ○ 1

応用ミクロ経済学 2後・3前 2 ○ 1 兼1

近江商人経営論 2前・後 2 ○ 1

経営管理論 2前・後 2 ○ 1 1

ビジネス・エコノミクス基礎 2前・後 2 ○ 2

ビジネス・エコノミクス 3前・後 2 ○ 1

類

型

選

択

必

修

科

目

１

群
（

会

計

情

報

学

科

科

目
）

類

型

選

択

必

修

科

目

２

群

（

フ

ァ

イ

ナ

ン

ス

学

科

科

目

）

類

型

選

択

必

修

科

目

３

群

（

社

会

シ

ス

テ

ム

学

科

科

目

）

小計（47科目） －

コ
ア
選
択
必
修
科
目

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅢ

専
門
教
育
科
目
群

選
択
科
目
２
群
（

他
学
科
類
型
科
目
）

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅠ

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅡ

企業分析とコーポレート・ファイナンスⅡ

学
習
類
型
（

企
業
分
析
類
型
）

選
択
科
目

学
習
類
型
（

企
業
会
計
類
型
）
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経営戦略論 2前・後 2 ○ 2

中級簿記Ⅰ 1・2前・後 2 ○ 2

中級簿記Ⅱ 1・2前・後 2 ○ 2

監査論Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

税務会計論 3・4前・後 2 ○ 1

財務諸表分析論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1

財務諸表分析論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1

国際会計論Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1

国際会計論Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 88 0 8 10 1 0 0 兼7 －
コ

ア

指

定

科

目 法学 1後・2前 2 ○ 1 兼1

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

マクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 1 兼2

経営学 1後・2前 2 ○ 5 2 兼1

簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

論理学 1後・2前 2 ○ 3 1

社会学概論 1後・2前 2 ○ 1

憲法 2前・後 2 ○ 1

行政法 2前・後 2 ○ 1

民法入門・総則 2前・後 2 ○ 1 1

物権法 2前・後 2 ○ 1

債権法 2前・後 2 ○ 1

会社法 2前・後 2 ○ 1

国際法 2前・後 2 ○ 1

行政システム論Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

商法 2前・後 2 ○ 1

債権担保法 2前・後 2 ○ 1

国際経済法 2前・後 2 ○ 1

環境法 2前・後 2 ○ 1 兼1

税法総論 2前・後 2 ○ 1

税法各論 2前・後 2 ○ 1

経済法 2前・後 2 ○ 兼1

労働法 2前・後 2 ○ 兼1

行政システム論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

政治学原論Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

政治学原論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

国際関係論Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

国際関係論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

法システム論特殊講義 2後・3前 2 ○ 2 1 兼1

法と経済学 2後・3前 2 ○ 1

有価証券法 2後・3前 2 ○ 1

環境経済学Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

社会システム原論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1 兼1

社会システム原論Ⅱ 2前・後 2 ○ 1 兼1

国際社会学 2後・3前 2 ○ 1

財政学総論Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

地方財政論 3・4前・後 2 ○ 1 1

公共経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

公共経済学Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

世界経済論 2後・3前 2 ○ 1

金融法 2後・3前 2 ○ 兼1

企業統治論 2前・後 2 ○ 1 1

財務会計総論Ⅰ　 2・3前・後 2 ○ 1 1

管理会計総論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 2

－ 0 88 0 11 12 1 0 0 兼12 －
コ

ア

指

定

科

目 論理学 1後・2前 2 ○ 3 1
類

型

指

定

科

目 社会学概論 1後・2前 2 ○ 1

地域社会・文化論 2後・3前 2 ○ 2 3

歴史学方法論 2後・3前 2 ○ 1

ドキュメンタリー論 2後・3前 2 ○ 1

文化人類学 2後・3前 2 ○ 1

文化システム論Ａ 1後・2前 2 ○ 1 1 兼1

文化システム論Ｂ 1・2前・後 2 ○ 1 兼1

スポーツ文化論 2後・3前 2 ○ 1

学
習
類
型

（

人
文
学
類
型
）

－

選
択
必
修
科
目
１
群
（

類
型
基
礎
科
目
）

選
択
必
修
科
目
２
群
（

類
型
展
開
科
目
）

選
択
科
目

選
択
科
目
１
群
（

歴
史
学
・

文
化
学
系
科
目
）

専
門
教
育
科
目
群

小計（44科目）

小計（44科目） －

学
習
類
型
（

経
済
社
会
と
法
・
政
治
類
型
）

コ
ア
選
択
必
修
科
目

選
択
科
目

学
習
類
型
（

企
業
会
計
類
型
）
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経済学史 2後・3前 2 ○ 1

現代経済学史Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1

現代経済学史Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

近江商人経営論 2前・後 2 ○ 1

古文書解読Ａ１ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

古文書解読Ａ２ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

言語学 2後・3前 2 ○ 1

異文化間コミュニケーション論 2後・3前 2 ○ 1

文学 2後・3前 2 ○ 1 1

哲学Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

哲学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

情報科学Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

情報科学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

知能情報論 2後・3前 2 ○ 1

情報システム論 2前・後 2 ○ 1

思考情報システム論特殊講義 2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

社会システム原論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

社会システム原論Ⅱ 2前・後 2 ○ 1

国際社会学 2後・3前 2 ○ 1

現代社会システム論 2後・3前 2 ○ 1

社会心理学Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

社会心理学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

認知心理学入門 1後・2前 2 ○ 1

心理学 2前・後 2 ○ 1

ゲーム理論 2前・後 2 ○ 1

消費者行動論 3前・後 2 ○ 1

－ 0 70 0 9 11 0 0 0 兼3 －

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

マクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 1 兼2

コア政治経済学 1後・2前 2 ○ 1 兼1

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

経営学 1後・2前 2 ○ 5 2 兼1

簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

社会経済史 1後・2前 2 ○ 2

法学 1後・2前 2 ○ 1 兼1

公共経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

財政学総論Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

金融システム論 1後・2前 2 ○ 1 兼1

経営戦略論 2前・後 2 ○ 2

財務会計総論Ⅰ　 2・3前・後 2 ○ 1 1

社会学概論 1後・2前 2 ○ 1

行政システム論Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

地域の社会と経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

公共経済学Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

財政学総論Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

地方財政論 3・4前・後 2 ○ 1 1

地域経済論 3・4前・後 2 ○ 1

マクロ金融論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

中小企業論 2前・後 2 ○ 1

マーケティング論 2前・後 2 ○ 1 兼1

イノベーション・マネジメント 2前・後 2 ○ 1 1

行政法 2前・後 2 ○ 1

行政システム論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

地域課題プロジェクト 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

現代の経済 2・3・4前・後 1 ○ 1

現代の経営 2・3・4前・後 1 ○ 1 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

世界経済論 2後・3前 2 ○ 1

経済開発論 2後・3前 2 ○ 1

金融政策論 2後・3前 2 ○ 1

財務会計総論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1 1

会社法 2前・後 2 ○ 1

民法入門・総則 2前・後 2 ○ 1 1

－ 0 70 0 15 10 1 0 0 兼15 －

選
択
科
目
３
群

選
択
科
目
４
群
（

行
動
文
化
学
系
科
目
）

コ
ア
選
択
必
修
科
目
選
択
科
目
１
群
（

類
型
基
礎
科
目
）

選
択
科
目
２
群
（

類
型
展
開
科
目
）

学
習
類
型
（

人
文
学
類
型
）

学
習
類
型
（

地
域
公
共
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
類
型
）

専
門
教
育
科
目
群

選

択

科

目

２

群

（

文

学

・

言

語

学

系

科

目
）

選

択

科

目

１

群

（

歴

史

学

・

文

化

学

系

科

目

）

小計（35科目） －

選

択

科

目

３

群

（

哲

学

・

情

報

科

学

系

科

目

）

小計（36科目） －

ものづくり、人づくり、地域づくりⅠ
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－ 4 1064 0 32 39 2 0 0 兼220 －

　経済学関係

合計（５４２科目） －

学位又は称号 　学士（経済学） 学位又は学科の分野
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Ⅰ　設置の趣旨・必要性

○

○

○

Ⅱ 教育課程編成の考え方・特色

  グローバル化の進展の下で、地域経済社会こそがグローバル人材を必要としている。本学が立地する滋賀県は、１人当たり
の製造業付加価値額や農業所得で日本上位の水準を誇ってきたが、グローバル化の下での競争圧力により地域経済社会のリノ
ベーションが求められている。また、本学部が想定する「地域（滋賀県と東海・京阪神地域）」における企業の海外進出意向
は、滋賀県が全国トップであるのをはじめ、東海・京阪神地域にある他府県の企業も高い水準にあり、これら企業ニーズに応
える人材の育成が極めて重要となっている。さらに、地域活性化の課題も、観光による地域活性化、環境問題の解決等、グ
ローバルな視点からの問題解決能力を求めるニーズが強い。以上のように、地域経済社会を支えるグローバル人材ニーズに応
える機能強化が急務となっている。

　激しく変動する社会経済課題の解決力の育成のためには、従来型の学問分野縦割りの教育のみでは不十分となっており、理
系科学からのアプローチ視点と文系科学のそれを融合的に活用し問題解決に取り組む力を有する人材の育成が求められてい
る。また、滋賀大学においては、高等教育機関としての機能の強化を目指し「データサイエンス領域における拠点形成」を掲
げ重点的に取り組むが、その一翼を担う教育改革を、全学的な連携と学部内改革を通じて進め、大学全体の教育機能を向上さ
せる。

グローバル化への対応と地域活性化に貢献する人材育成

【経済学部の教育課程編成の考え方・特色】
現行６学科を、５学科とする。
　平成２９年度のデータサイエンス学部の設置に伴う全学的再編の一環として、本学部の情報管理学科を募集停止し、その教育機
能を新学部に継承・発展させることに合わせ、経済学部を５学科とする。この５学科の体制により、科学的基盤を持つ確かな専門
性涵養育成のための教育を実施する。そしてそれを補完強化する枠組みとして、５学科による教育という本学の特長を活かし、現
代社会において求められる分野融合的な科学的視野の獲得へと誘う「学習類型」を、学科をまたがって設定し、厚みのある専門性
を有する人材の養成を目指す。また、文理融合型教育を展開する学部間連携副専攻プログラムとして「政策－ビジネス革新創出人
材プログラム」を設けるとともに、グローバル人材養成機能の強化のために既存のグローバル人材育成コースを拡充し「共創グ
ローバル人材プログラム」を設ける。

確かな「専門性」獲得の保証と社会ニーズに柔軟に対応できる教育ブログラム

  現代の複雑化する社会における課題を発見し、解決策を探る力を養成するためには、科学的基盤を持つ確かな「専門性」と
分野融合的な科学的視野が必要となっている。この課題に対応するため、本学部では、各学科課程による一分野での確かな専
門性を有する人材の養成に努めるとともに、学科横断的・学際的に構成する履修モデル（専門コースと呼称）を提示し、専門
分野にとどまらない幅広い知識を持つ人材の養成を図る取組みを実施してきた。この取組みは、本学の特長として評価されて
おり、入学志願者実績、就職実績につながっている。
　しかし、今日の社会科学系高等教育への社会の要請を鑑みれば、そこに甘んじることなく、より挑戦的に教育プログラムを
充実していくことが求められている。その要請に応えるため、確かな専門性を養成する学科課程による専門教育を軸として堅
持するとともに、従来の履修モデルの取組みを強化して、分野融合的な科学的視野、専門間コミュニケーション力を有する人
材（一専門分野と幅広い専門分野への視野を持つ人材（いわゆるＴ型人材）)、より発展的には、幅広い知識と二専門分野を
兼ね備えた人材（いわゆるΠ型人材）の養成を目指す取組みを進める。学部内では、そのような目的に沿って、それぞれの学
科専門科目を中心に他学科科目にまたがる学科横断的な学習モデルを示す学習類型を編成し、学際的・複眼的専門性獲得へと
導く。これにより、多様な専門領域にまたがる学際的専門教育の展開が可能であるという本学部の強みを活かしながら、社会
の要請に応えていくことを目指す。また、学部を越えた取組みとしては、次の文理融合型人材教育のための教育改革を進め
る。

文理融合型人材教育のための教育改革

　滋賀大学経済学部は、国立大学の社会科学系学士課程としては最大規模の学科構成と定員を持つ。そのことを活かして、各
学科領域の専門性を養成する教育課程を基盤として、学科横断的・学際的に学ぶことができる教育課程を構築してきた（情報
系との文理融合型の学びを含む）。このことは社会からも高く評価され、入学試験の志願者動向においては国立大学の経済学
部では継続的に上位の入試倍率を維持しており、就職においても国公私立大学経済学部の中で常に上位の就職率実績をあげて
きている。特に、滋賀県を支点とする東海・京阪神地域においては、ビジネス・地域社会の人材育成に貢献してきた。
　このように本学部は、東海から京阪神に至る地域において、国立大学の経済学部の中では地域社会や地域企業に人材を送り
出す機能を重視した教育を進める特色ある高等教育機関としての評価を得ており、今後も引き続きこの「地域」における人材
育成に貢献することが求められる。そのための機能強化を実現する改革を進めていくことが重要となっている。
　今回進めようとする経済学部改革は、以上のような全学・学部におけるこれまでの改革を踏まえ、経済・経営学分野の多様
な専門領域にまたがる学際的専門教育を展開したきたこれまでの教育課程を活かしつつ、「文理融合（学際性強化）」、「グ
ローバル化」と「地域社会活性化への貢献」を柱として、本学部の教育課程の特色・強みを活かし機能強化を図るものであ
る。

設置の趣旨・必要性
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○　教育課程の編成

　教育課程は、実践力をともなった確かな専門性を涵養と学際的・複眼的専門性の養成をねらいとして、以下のように編成
する。
◇　学科制を軸とした、科学的基盤をもつ確かな専門性を育成するための専門教育
　＊　専門分野の科学体系に則し編成される講義科目
　＊　獲得した専門知識の運用力を育む少人数の演習系科目
　＊　社会における課題への実践的な取り組みを通じて問題探求・解決力を育む実践・体験型科目
　これらの学習の連動によって、確かな専門性とその活用力、問題探求・解決力の育成を目指す。なお、講義科目と演習系
科目は、階層型で編成し、基礎から展開へと着実に力を養成していくことを目指す。
◇　学際的・複眼的専門性を育成することを目指す「学習類型」と「発展的学習プログラム」
　＊「学習類型」　各学科を基盤として、５学科を有するという特長を活かし、他分野との連携力、幅広い専門性を有する
　人材の養成をねらいとして学科横断的に専門科目を編成し設ける。所属学科以外の「学習類型」による副専攻型の学習の
　促進もねらいとしている。
　＊「発展的学習プログラム」　以下の２つのプログラムを設ける。いずれも入学後の公募選抜によって決定する。参加者
　は学科に所属し、その課程に沿った学習と並行してプログラムに参加する。
　　・「政策－ビジネス革新創出人材プログラム」　新設予定のデータサイエンス学部との連携により、２分野の専門性と
　　それをつなぎ問題解決のための創造の基礎力を有する人材の養成をねらいとして編成する学部間の副専攻型プログラム。
　　・「共創グローバル人材プログラム」　グローバル化する社会への視点と地域への視点を併せ持つ人材の育成を目指す。
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【実践・体験型科目の整備】
　社会や企業における実際の課題への取組を通して問題解決力を実践的に育むことを狙いとした科目群として、学部共通科目
に実践・体験科目を設ける。この区分の科目は、就業体験（インターンシップ）、ボランティア体験、海外研修等を含み国内
外の課題を素材とした体験学習を組み込んでいる。特徴的な科目として、プロジェクトと自主企画海外体験・研修（新設）が
ある。プロジェクトは教員・学生の企画により参加教員・学生を募り計画していく授業で、お仕着せの課題解決型授業とは異
なり企画段階から学生が参加するかたちで授業を組み建てていくことで、学生の能動的・創造的問題解決能力の養成を目指す
ものである（企画例：地域の交通問題、児童の学習支援）。自主企画海外体験・研修は、プロジェクトのよい点を海外研修に
も活用していこうというものである。大学が用意するプログラムではなく、自ら調べ支援等を獲得して臨む海外体験（代表例
としては政府の「トビタテ!留学ジャパン」）は高い学習効果を有する。これを大学として評価し大学での学習プロセスに組
み込むことを狙いとしている。
　また、学部共通科目に地域連携科目の区分を新設し、地域課題プロジェクト（新設）など地域課題に取り組む実践的科目を
配置し、地域をフィールドとした実践型授業を展開していく。
　これら実践・体験型科目は、学習の各段階で参加しながら、獲得した専門知識と実践を反芻しながら力を高めていけるよ
う、階層型の専門教育課程と並行して学部共通で配置する。

◇　学際的・複眼的な専門性の養成を目指す改革

　専門分野の科学体系に則し編成される講義科目、獲得した専門知識の運用力を育む少人数の演習系科目、及び社会における
課題への実践的な取り組みを通じて問題探求・解決力を育む実践・体験型科目で編成し、学習の連動によって確かな専門性と
それを活用し問題探求・解決力の育成を目指す。なお、講義科目と演習系科目は、階層型で編成し、基礎から展開へと着実に
力を養成していくことを目指す。

【講義科目・演習系科目の階層構造】
　導入教育レベル（1年次前半）、専門基礎教育レベル（1年次後半から2年次前半）、専門教育レベル（2年次後半以降）の3
層の教育課程で構成する。それぞれ、演習科目と講義科目からなる。
［導入教育レベル］
　大学における「学び」への円滑な移行と動機づけを目的として、演習科目（大学入門セミナー（教養科目））と基礎科目
（現代経済学基礎（学部共通科目））により構成する。ともに必修科目とし、学部学習の最も基礎なる部分として修得させ
る。
［専門基礎教育レベル］
　コア科目とプレセミナ―科目（ともに学部共通科目）により構成し、経済・社会科学分野の科学的方法論・分析技法の基礎
と協働学習の手法を修得させる。ともにその科目分野において要件を課す選択必修科目とし、専門基礎力を身につけさせる。
［専門教育レベル］
　学科毎の科学体系に沿って展開される学科専門教育科目と、専門教育レベルの外国語の修得を目指す専門語学演習、そして
大学での学習成果を総合して専門的視野から問題発見・探求を進める専門演習から成る。これらにより、専門分野での「知」
とその運用能力を身に付けさせる。専門演習は必修科目とし、大学での学習の総括的位置づけを持たせる。専門語学演習は選
択必修科目とし、専門レベルでの外国語運用力につなげる。学科の専門講義科目は、学科毎に最低修得要件を設定する。基礎
レベル、専門基礎レベルとあわせて修得する学科分野専門性の質を確保していく。

【複眼的な専門性獲得へと誘う「学習類型」】
　現代の複雑化する社会における課題を発見し、解決策を探る力を養成するためには、さらに分野融合的な複眼的視野を有す
る人材の養成が求められている。それに対応する改革取組として、専門科目を学習類型に編成する。この学習類型は、各学科
が、各学科での学習を基盤として他学科科目に亘る分野融合的学習を展開し視野を広げていくための基礎から中級の学習の指
針となる道筋を提示するものである。学科課程の要件に加えて、卒業には、この学習類型の一つを修得することを義務づけ
る。学生は、所属学科を中心とする学習類型に限らず類型を自由に選択する（選択は２年次中）。
　学生が所属する学科を中心とする学習類型に沿った学習を進めることにより、学科での専門性に強みを有し、幅広い専門知
識を有する人材（いわゆるＴ型人材）へと発展していく基盤を養成することを目指す。また、学生が所属する学科以外の学習
類型に沿った学習を行う場合には、これによって、所属学科課程の学習による専門性の獲得と、学んだ学習類型による専門性
を獲得し、専門演習や実践・体験科目での課題探求を通じて、両者をつなぐ幅広い知識と二専門分野を兼ね備えた人材（いわ
ゆるΠ型人材）に育つ可能性を開くことができる。
　これは分野融合的な複眼的な視野を有する人材の養成という社会の要請に応えようとする取組みであり、５学科で構成され
るという本学の強みを活かし、一専門分野と幅広い知識を持つ人材（いわゆるＴ型人材）、幅広い知識と二専門分野を兼ね備
えた人材（いわゆるΠ型人材）の養成力を強化しようとするものである。
　全ての学生が所属学科を中心とする学習類型に限らず自由に選択することができるものとし、Ｔ型人材を志向する学生には
自学科中心の類型を、Π型人材を志向する学生には他学科中心の類型の選択を可能とし、促進することを狙いとしている。ま
た、既設のｗｅｂ上の教育学習支援システム（ＳＵＣＣＥＳＳと呼称）には、目標と到達度を管理する学習ポートフォリオ機
能、及び卒業生の進路と学習履歴を模範例として参照できる「グッドプラクティス探求システム」を搭載しており、これら履
修指導に活用して「学習類型」の選択を支援していく。

◇　学科制を軸とした、科学的基盤をもつ確かな専門性を育成するための専門教育

　社会科学系高等教育機関には、複雑化する経済社会の課題に対応できる基礎力を有する人材が求められている。このような
要請に対応しようとするとき、もちろん専門領域を極めその発展と革新に貢献できる人材の養成は課題となるが、それと並行
して、専門領域間連携や分野融合的視点から問題解決に貢献することができる学際的・複眼的専門性を有する人材へのニーズ
が高まっている。本学部は、これまで経済界・地域社会において実践的課題に取組む人材養成を担ってきており、特に後者の
ような人材養成機能を強化していくことを求められている。その要請に応えるため、従来の履修モデルの取組みを強化して、
学部内では、そのような目的に沿って、それぞれの学科専門科目を中心に他学科科目にまたがる学科横断的な学習モデルを示
す学習類型を編成し、学際的・複眼的専門性獲得へと導く。これにより、多様な専門領域にまたがる学際的専門教育の展開が
可能であるという本学部の強みを活かしながら、社会の要請に応えていくことを目指す。また、学部を越えた取組みとして
は、次の文理融合型人材教育のための教育改革を進める。
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学習類型
・経済社会分析類型
　現代経済社会に関し、理論分析、政策分析、比較経済分析、および経済分析に不可欠の金融経済分野の各アプローチにおい
て基礎から中級に誘う科目により構成し、経済社会における問題発見・探求能力の獲得を目指す学習への指針を提示する類
型。
・ファイナンス類型
　金融理論とファイナンス理論の基本発想を学ぶ科目、金融・ファイナンスの視点から見た現代経済学を学習する科目を主軸
に、基本的な経済分析手法修得のための科目、金融市場での主体である企業分析のための科目により構成し、金融経済分野に
おける問題発見・探求力の獲得を目指す学習への指針を提示する類型。
・マネジメント類型
　企業内・企業間関係に関する経営分野の様々な問題領域を分析するためのアプローチを学ぶための科目を主軸に、企業内会
計情報分析のための科目、および企業の活動フィールドである市場・社会を視る目を涵養する科目により構成し、経営体の戦
略課題、組織課題の解決に貢献できる力の獲得を目指す学習への指針を提示する類型。
・企業分析類型
　会計情報分析の考え方と手法の修得のための科目、そしてそれを基盤として企業経営と成長性・収益性・安全性等を資本市
場及び種々の利害関係者の立場から分析するための力を養成する科目により構成し、企業とその戦略の価値を評価する力の獲
得を目指す学習への指針を提示する類型。
・企業会計類型
　戦略及び経営管理の基礎情報である会計制度と会計情報に関する基礎知識と理論を学習するための科目を軸として、企業経
営、市場・社会に関する視点を涵養するための科目により構成し、企業内外における会計専門家として必要な力の獲得を目指
す学習への指針を提示する類型。
・経済社会と法・政治類型
　経済社会を分析していくための基本視角となる、法、政治、行政に関する理論・制度を学習する科目、および市場と社会の
関係を分析する科目、企業行動の原理を学ぶ科目から構成し、法・政治の視点から多元的に経済社会の問題を探求していく力
の獲得を目指す学習への指針を提示する類型。
・人文学類型
　人間の知的活動（哲学、文学、心理学）とその歴史（歴史学）に関する科目、そのネットワーク（情報学）と社会との関係
を分析する科目、身体の科学に関する科目から構成し、経済社会における課題探求力の獲得を目指す学習への指針を提示する
類型。
・地域公共・ビジネスマネジメント類型
（夜間開講によって設定し夜間主コース学生を対象。昼間主コース学生も卒業要件対象とはならないが認定を受けることはで
きる。）
　地域課題とその解決への取り組み経験を学ぶ科目、地域社会での課題解決力獲得の基盤となる経済・経営・社会の各専門領
域科目から構成し、地域社会や地域ビジネスの課題を探求していく力の獲得を目指す学習への指針を提示する類型。
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【発展的学習プログラム】(本プログラム学生は、経済学部のいずれかの学科に所属し、その卒業要件を満たすことが必要)
　○「政策－ビジネス革新創出人材プログラム」(学部間連携「副専攻プログラム」)の設置
　激しく変動する社会経済において、情報通信技術の飛躍的進歩によって蓄積しつつあるビッグデータに埋蔵される膨大な知
識や潜在的価値を有効活用しうる人材の育成が求められている。このような人材の育成は今後の経済社会問題の解決、産業発
展、国際競争の鍵となっている（日本学術会議情報学委員会Ｅ-サイエンス・データ中心科学分科会報告「ビッグデータ時代
に対応する人材の育成」、平成２６年９月１４日）。滋賀大学では、全学的な教育組織再編によって、このような社会のニー
ズに応え得る高等教育研究機関へと展開していくことを目指しており、平成２９年度にデータサイエンス学部の新設を計画し
ている。経済学部におけるこの「政策―ビジネス革新創出人材プログラム」を設ける改革もそのような全学的な改革の一環と
して行うものであり、データサイエンス学部との連携により、文理融合型人材教育を体系的な育成を目指す学部間副専攻型の
学習プログラムとして設置する。このプログラムの経済学部参加学生は入学後選抜し、１年次から、経済学部では、政策創
造、ファイナンス戦略、経営戦略、マーケティング・サイエンス等の科目群を経済学部の教育課程に沿って学び、データサイ
エンス学部から副専攻プログラムの提供を受け、データエンジニアリング、データアナリシスの分野の専門科目を学ぶ。上級
学年では、データサイエンス学部生とともにデータサイエンス応用領域の演習に参加し、異分野の学生との協働・協学を通
じ、データサイエンスと経済学・経営学の両アプローチから政策や企業戦略を創造する力を獲得させる。このプログラムによ
り修得したデータサイエンス学部専門科目は30単位の範囲で経済学部専門教育科目の卒業要件に算入するとともに、プログラ
ム修了者には副専攻修得の認定（履修証明）を行う。

　○「共創グローバル人材プログラム」
　平成26年度に設定したグローバル人材育成コースの特色(コースの教育目標：国内学生と留学生との協働・協学を通じて、
経済・経営分野の専門性に加えて異文化理解・コミュニケーション力を有し、ともに政策・戦略を創造(協創)する力を持つ人
材の育成を目指す)を活かしつつ、国際的に活躍する力と地域経済社会を支えうる問題解決力を有するグローバル人材の育成
を目指し、教育プログラムとして拡充する。具体的には、新たに地域課題に取り組むPBL型学習授業(地域連携科目「地域課題
プロジェクト」）と学生企画による体験学習(実践・体験科目「自主企画海外体験・研修」)を組み込むことで、地域への視点
育成と創発性涵養の機能を高めるよう再編する。
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　現行夜間主コースにおいても、昼間時間帯授業は制限付きで履修することが可能である(卒業要件に30単位まで算入)。しか
し、「働きつつ学ぶ」形態の多様化が進み、この制限が学生の学習計画策定に障害となる可能性が高まっている。例えば、週
１日昼間での学習が可能な社会人は１セメスターに８単位の履修を可能であるが、現在の制限では４セメスターで上限の30単
位を超えてしまう。また、高校新卒者やシニア層の学生は、アルバイトや課外活動と学習時間をより柔軟に計画して「学習」
を行いたいという希望を持っている。
　このようなニーズの変化に対応するため、昼夜（１日７時限）のいずれの時間帯の授業であっても、自己のキャリア形成プ
ラン・ライフプランに応じた学習計画に基づいて制限なく履修が可能となるフレックス制に移行する。

(2)グローバル化する地域社会の活性化に貢献する人材育成を目指した改革

　夜間主コース志願者は、地域での活躍志向が、昼間主コース学生に比して相対的に高い傾向にある。このような学生の学習
動機を伸ばす人材育成を図り、また地域社会のニーズに応えていくために夜間主コース学生に向けた学習類型「地域公共・ビ
ジネスマネジメント類型」を設定する。これにより、学習成果を地域に還元することを希望する学生のニーズに応えるととも
に、夜間時間帯における専門科目展開を重点化し、グローバル化する地域社会の活性化に貢献する人材育成の機能を強化して
いくことを目指す。

【会計情報学科教育課程の考え方・特色】
①　課程編成の考え方
　組織内の会計情報を評価・分析する力とそれを組織経営管理へ活用しうる力を有する人材を育成することを目指し、学部共
通専門科目であるコア科目を基盤として、経営情報としての会計情報を効果的に組織化するための理論とその技法を学ぶ財務
会計講座科目群、会計情報を企業経営管理や戦略策定に活用していくための理論分析を学ぶ管理会計講座科目群、グローバル
化のもとで国際的に標準化が進められる会計情報組織化原理に関する諸問題領域を分析する国際会計講座科目群により構成す
る。学部共通科目や他学科専門科目とも有機的に連携しつつ幅広い社会科学的視野から経済問題を分析する能力を育成する。
　財務会計講座科目は、計数的な側面から経営体のパフォーマンスを評価するための会計情報の整理と編成に関する理論とそ
の管理法を探求する科目により構成される。それぞれ、専門基礎であるコア科目に続く中級レベルの基礎的科目（会計学基
礎、財務会計総論Ⅰ、監査論Ⅰなど）と、大学院レベルにつなぐ上位中級レベルの展開的科目（財務会計総論Ⅱ、上級財務会
計Ⅰなど）により構成される。
　管理会計講座科目は、会計情報を経営体の戦略に活かすための分析手法とそのような視点からのより最適な会計手法を探求
する科目により構成される。それぞれ、専門基礎であるコア科目に続く中級レベルの基礎的科目（管理会計総論Ⅰ、財務諸表
分析論Ⅰ、原価計算論Ⅰなど）と、大学院レベルにつなぐ上位中級レベルの展開的科目（管理会計総論Ⅱ、財務諸表分析論
Ⅱ、原価計算論Ⅱなど）により構成される。
　国際会計講座科目は、財務会計及び管理会計科目の理解を前提に、国境を超える経営体に関し会計情報の整理・組織方法を
探求する科目により構成される。それぞれ、専門基礎であるコア科目に続く中級レベルの基礎的科目（国際会計論Ⅰなど）
と、大学院レベルにつなぐ上位中級レベルの展開的科目（国際会計論Ⅱ、連結会計論など）により構成される。
②　育成を目指す人材
　学部共通の基礎科目とコア科目による幅広い専門基礎力をベースとして、学科専門科目構成に沿った学習と演習科目、専門
演習、専門語学演習、実践体験科目、地域連携科目による実践的課題解決学習を組み合わせることを通じて、企業組織や管理
の仕組みをはじめ、経営戦略、生産管理や新しい製品の開発等に関わる経営の様々な実践の現状やその論理などの探求能力を
有する人材を育成する。

　（夜間主コース）
　現行６学科のうち情報管理学科を募集停止し、経済、ファイナンス、企業経営、会計情報及び社会システムの５学科の教育課程
としたうえで、次のような改革により機能強化を図る。

(1）社会のニーズの変化に対応したフレックス制への移行
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昼間主コース
　教養教育科目３２単位以上、専門教育科目９２単位以上を含めて、１２４単位
以上を修得すること。
（履修科目の登録の上限：２４単位（セメスター））

【履修方法】
１．教養教育科目
　①大学入門科目　　　　　　　　　１単位
　②全学共通教養科目　　　　　　２０単位
　③外国語科目（英語）　　　　　　５単位
　④外国語科目（第二外国語）　　　４単位
　⑤体育科目　　　　　　　　　　　２単位
２．専門教育科目
　専門教育科目は、①～③の要件単位を含め、合計で９２単位以上を修得するこ
と。
　①学部専門共通基礎科目　　　　　２単位
　②学部専門共通科目
　　・コア科目　　　　　　　　　１２単位
　　・専門語学演習　　　　　　　　２単位
　　・専門演習　　　　　　　　　　８単位
　③学科専門科目　　　　　　　　１４単位
　④学習類型
　それぞれ以下の条件を満たし、各類型構成科目から３０単位以上修得するこ
と。少なくとも一つの類型を修得すること。
（学習類型の履修方法）
《経済社会分析類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　６単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　６単位
　選択科目　　　　　　　　　　　１８単位
　※選択科目１群～3群の各群の科目をそれぞれ４単位以上修得したうえで、い
　ずれかの群で１０単位修得すること。
《ファイナンス類型》
　コア選択必修科目　　　　　　　　８単位
　選択科目　　　　　　　　　　　２２単位
　※選択科目２群の科目８単位以上を含め、選択科目１群～３群の科目から２２
　単位以上修得すること。
《マネジメント類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　２単位
　選択科目　　　　　　　　　　　２８単位
　※選択科目１群の１６単位以上を含め、選択科目２群の科目と合わせ２８単位
　以上修得すること。
《企業分析類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　２単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　４単位
　類型必修科目　　　　　　　　　　６単位
　選択科目１群　　　　　　　　　　８単位
　選択科目２群　　　　　　　　　１０単位
《企業会計類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　２単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　４単位
　類型必修科目　　　　　　　　　　２単位
　類型選択必修科目１群　　　　　１２単位
　類型選択必修科目２群　　　　　　２単位
　類型選択必修科目３群　　　　　　４単位
　※コア選択必修科目４単位以上、類型選択必修科目１群１２単位以上、類型選
　択必修科目２群２単位以上、類型選択必修科目３群４単位以上を含め、選択科
　目と合わせ２６単位以上修得すること。
《経済社会と法・政治類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　２単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　４単位
　選択必修科目１群　　　　　　　　８単位
　選択必修科目２群　　　　　　　　８単位
　※コア選択必修科目４単位以上、選択必修科目１群８単位以上、選択必修科目
　２群８単位以上を含め、選択科目と合わせ２８単位以上修得すること。
《人文学類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　２単位
　類型指定科目　　　　　　　　　　２単位
　選択科目　　　　　　　　　　　２６単位
　※選択科目１群～４群の科目から２６単位以上修得すること。
※データサイエンス学部専門教育科目群の科目は、
（ａ）発展的学習プログラム「政策－ビジネス革新創出人材プログラム」に選
　　抜され参加を認められた者については、３０単位までの範囲で専門教育科
　　目の卒業要件に算入することができる。
（ｂ）その他の者については、経済学部を通じてデータサイエンス学部に申請
　　し、両学部より履修を許可された場合に限り、単位を取得した場合専門教
　　育科目の卒業要件に算入することができる。

１学年の学期区分           ２学期

１学期の授業期間          １５週

１時限の授業時間          ９０分

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等
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昼間主コース
　教養教育科目３２単位以上、専門教育科目９２単位以上を含めて、１２４単位
以上を修得すること。
（履修科目の登録の上限：２４単位（セメスター））

【履修方法】
１．教養教育科目
　①大学入門科目　　　　　　　　　１単位
　②全学共通教養科目　　　　　　２０単位
　③外国語科目（英語）　　　　　　５単位
　④外国語科目（第二外国語）　　　４単位
　⑤体育科目　　　　　　　　　　　２単位
２．専門教育科目
　専門教育科目は、①～③の要件単位を含め、合計で９２単位以上を修得するこ
と。
　①学部専門共通基礎科目　　　　　２単位
　②学部専門共通科目
　　・コア科目　　　　　　　　　１２単位
　　・専門語学演習　　　　　　　　２単位
　　・専門演習　　　　　　　　　　８単位
　③学科専門科目　　　　　　　　１４単位
　④学習類型
　それぞれ以下の条件を満たし、各類型構成科目から３０単位以上修得するこ
と。少なくとも一つの類型を修得すること。
（学習類型の履修方法）
《経済社会分析類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　６単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　６単位
　選択科目　　　　　　　　　　　１８単位
　※選択科目１群～3群の各群の科目をそれぞれ４単位以上修得したうえで、い
　ずれかの群で１０単位修得すること。
《ファイナンス類型》
　コア選択必修科目　　　　　　　　８単位
　選択科目　　　　　　　　　　　２２単位
　※選択科目２群の科目８単位以上を含め、選択科目１群～３群の科目から２２
　単位以上修得すること。
《マネジメント類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　２単位
　選択科目　　　　　　　　　　　２８単位
　※選択科目１群の１６単位以上を含め、選択科目２群の科目と合わせ２８単位
　以上修得すること。
《企業分析類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　２単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　４単位
　類型必修科目　　　　　　　　　　６単位
　選択科目１群　　　　　　　　　　８単位
　選択科目２群　　　　　　　　　１０単位
《企業会計類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　２単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　４単位
　類型必修科目　　　　　　　　　　２単位
　類型選択必修科目１群　　　　　１２単位
　類型選択必修科目２群　　　　　　２単位
　類型選択必修科目３群　　　　　　４単位
　※コア選択必修科目４単位以上、類型選択必修科目１群１２単位以上、類型選
　択必修科目２群２単位以上、類型選択必修科目３群４単位以上を含め、選択科
　目と合わせ２６単位以上修得すること。
《経済社会と法・政治類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　２単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　４単位
　選択必修科目１群　　　　　　　　８単位
　選択必修科目２群　　　　　　　　８単位
　※コア選択必修科目４単位以上、選択必修科目１群８単位以上、選択必修科目
　２群８単位以上を含め、選択科目と合わせ２８単位以上修得すること。
《人文学類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　２単位
　類型指定科目　　　　　　　　　　２単位
　選択科目　　　　　　　　　　　２６単位
　※選択科目１群～４群の科目から２６単位以上修得すること。
※データサイエンス学部専門教育科目群の科目は、
（ａ）発展的学習プログラム「政策－ビジネス革新創出人材プログラム」に選
　　抜され参加を認められた者については、３０単位までの範囲で専門教育科
　　目の卒業要件に算入することができる。
（ｂ）その他の者については、経済学部を通じてデータサイエンス学部に申請
　　し、両学部より履修を許可された場合に限り、単位を取得した場合専門教
　　育科目の卒業要件に算入することができる。

１時限の授業時間          ９０分

夜間主コース
　教養教育科目３２単位以上、専門教育科目９２単位以上を含めて、１２４単位
以上を修得すること。

【履修方法】
１．教養教育科目
　①大学入門科目　　　　　　　　　　　２単位
　②全学共通教養科目・体育科目　　　２４単位
　③外国語科目（英語）　　　　　　　　２単位
　④外国語科目（第二外国語）　　　　　２単位
　※外国語科目は、③・④の要件単位を含め、合計で６単位を修得すること。
２．専門教育科目
　専門教育科目は、①～③の要件単位を含め、合計で９２単位以上を修得するこ
と。
　①学部専門共通基礎科目　　　　　　　２単位
　②学部専門共通科目
　　・コア科目　　　　　　　　　　　　６単位
　③学科専門科目　　　　　　　　　　１２単位
　④学習類型
　それぞれ以下の条件を満たし、各類型構成科目から３０単位以上修得するこ
と。少なくとも一つの類型を修得すること。
（学習類型の履修方法）
《経済社会分析類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　　　６単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　　　６単位
　選択科目　　　　　　　　　　　　　１８単位
　※選択科目１群～3群の各群の科目をそれぞれ４単位以上修得したうえで、い
ずれかの群で１０単位修得すること。
《ファイナンス類型》
　コア選択必修科目　　　　　　　　　　８単位
　選択科目　　　　　　　　　　　　　２２単位
　※選択科目２群の科目８単位以上を含め、選択科目１群～３群の科目から２２
　単位以上修得すること。
《マネジメント類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　　　２単位
　選択科目　　　　　　　　　　　　　２８単位
　※選択科目１群の１６単位以上を含め、選択科目２群の科目と合わせ２８単位
　以上修得すること。
《企業分析類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　　　２単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　　　４単位
　類型必修科目　　　　　　　　　　　　６単位
　選択科目１群　　　　　　　　　　　　８単位
　選択科目２群　　　　　　　　　　　１０単位
《企業会計類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　　　２単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　　　４単位
　類型必修科目　　　　　　　　　　　　２単位
　類型選択必修科目１群　　　　　　　１２単位
　類型選択必修科目２群　　　　　　　　２単位
　類型選択必修科目３群　　　　　　　　４単位
　※コア選択必修科目４単位以上、類型選択必修科目１群１２単位以上、類型選
　択必修科目２群２単位以上、類型選択必修科目３群４単位以上を含め、選択科
　目と合わせ２６単位以上修得すること。
《経済社会と法・政治類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　　　２単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　　　４単位
　選択必修科目１群　　　　　　　　　　８単位
　選択必修科目２群　　　　　　　　　　８単位
　※コア選択必修科目４単位以上、選択必修科目１群８単位以上、選択必修科目
　２群８単位以上を含め、選択科目と合わせ２８単位以上修得すること。
《人文学類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　　　２単位
　類型指定科目　　　　　　　　　　　　２単位
　選択科目　　　　　　　　　　　　　２６単位
　※選択科目１群～４群の科目から２６単位以上修得すること。
《地域公共・ビジネスマネジメント類型》
　コア選択必修科目　　　　　    　　　６単位
　選択科目　　　　　　　　　　　　　２４単位
　※選択科目１群の８単位以上、選択科目２群の１０単位以上を含め、選択科目
　３群の科目と合わせ２４単位以上修得すること。

１学期の授業期間          １５週

１時限の授業時間          ９０分

１学年の学期区分           ２学期
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 ○ 20 30 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

－ 1 0 0 20 30 2 0 0 －

哲学からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

歴史からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

文学からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

論理の世界 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 1 兼1

自然言語の世界 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

人間と存在 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

人間と倫理 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

人間と宗教 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

人間と経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 1

人間と心理 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

人間と教育 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1 集中

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 52 0 9 10 0 0 0 兼27 －

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 4 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 4

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

教育の諸問題

現代の企業と経営

社会と会計

組織と会計

現代の諸問題

スポーツと現代社会

生活と法

－

私法の世界

教育と社会

現代社会をみる目

現代社会と政治

日本国憲法

日本社会の法と政治

法学からの問い

政治学からの問い

（別添２－２）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 事 前 伺 い ）
【新設】（経済学部社会システム学科　昼間コース）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

大学入門セミナー

小計（1科目）

全
学
共
通
教
養
科
目

教
養
教
育
科
目
群

大学入門
科目

芸術と文化

言語と文化

教育と文化

日本の文化

欧米の文化

東アジアの多様性の理解

経済学と現代

社
会
科
学
分
野

社会学からの問い

現代の金融

経済学からの問い

経営学からの問い

日本の文学

小計（26科目）

欧米の文学

美術の世界

音楽の世界

演劇の世界

文化への問い

地理学からの問い

人間と社会

社会の比較

地域社会の経済

人
文
科
学
分
野

現代社会と法

日本の歴史

欧米の歴史

文化の歴史

世界経済の現状

－
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1・2・3・4前・後 2 ○ 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

世界経済と東アジア 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

日本と東アジア 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 84 0 17 22 1 0 0 兼22 －

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 3 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

線形代数への招待 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼9

解析学への招待 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼9

確率への招待 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼9

データサイエンスへの招待 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼15

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 5

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 52 0 6 13 0 0 0 兼25 －

近江とびわ湖Ⅰ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江とびわ湖Ⅱ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

近江の歴史 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江の経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江のくらしと文化 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

地域共生論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

地域コミュニケーション論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

滋賀大学で環境を学ぶ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

環境問題を学ぶ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

環境学習プログラム開発論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

まちと住まい 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

環境教育概論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

キャリアデザイン論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

働くことの意味 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

自己理解 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

こころと身体の科学 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 36 0 4 0 0 0 0 兼16 －

生命と物質

健康の科学

－

－

現代社会と人権

ジェンダーを学ぶ

身体運動の科学

－

物質とエネルギー

数学的思考

小計（18科目）

身体の科学

小計（26科目）

小計（42科目）

問題解決の手法

情報リテラシー

自然科学への招待

応用科学への招待

エンジニアリングへの招待

情報学への招待

情報と科学

宇宙と地球

自然と人間

情報と人間

彦根・湖東学

地域からの視点

現代の社会福祉

男女の共生

生活と企業

消費と社会

戦争と平和

平和教育

福祉と教育

人権問題を学ぶ

情報化と社会

脳の科学

くらしと住まい

衣と暮らし

情報教育概論

数学への招待

情報通信の仕組み

メディアと情報

コンピュータの仕組み

メディアツール活用法

全
学
共
通
教
養
科
目

教
養
教
育
科
目
群

特
定
主
題
分
野

自
然
科
学
分
野

社
会
科
学
分
野

滋賀大学－121



英会話基礎 1前 1 ○ 1 兼6

大学英語入門 1前 1 ○ 1 4 兼3

1後 1 ○ 1 4 兼3

1後 1 ○ 1 兼5

英語Ⅱ 2前・後 1 ○ 2 4 兼11

ドイツ語ⅠａＨ 1前 1 ○ 兼3

ドイツ語ⅠａＡ 1後 1 ○ 兼3

ドイツ語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 1 兼3

ドイツ語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 1 兼3

フランス語ⅠａＨ 1前 1 ○ 1 兼1

フランス語ⅠａＡ 1後 1 ○ 1 兼1

フランス語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 1 兼2

フランス語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 1 兼2

スペイン語ⅠａＨ 1前 1 ○ 1

スペイン語ⅠａＡ 1後 1 ○ 1

スペイン語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 兼2

スペイン語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 1 兼2

中国語ⅠａＨ 1前 1 ○ 2 兼2

中国語ⅠａＡ 1後 1 ○ 2 兼2

中国語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 兼3

中国語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 兼3

ロシア語ⅠａＨ 1前 1 ○ 兼1

ロシア語ⅠａＡ 1後 1 ○ 兼1

ロシア語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 兼1

ロシア語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 兼1

韓国・朝鮮語ⅠａＨ 1前 1 ○ 兼1

韓国・朝鮮語ⅠａＡ 1後 1 ○ 兼1

韓国・朝鮮語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 兼1

韓国・朝鮮語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 兼1

－ 5 24 0 5 6 0 0 0 兼25 －

スポーツ科学Ⅰ 1前 1 ○ 1 1 兼3 －

スポーツ科学Ⅱ 1後 1 ○ 1 1 兼3 －

－ 2 0 0 1 1 0 0 0 兼3 －

1前 2 ○ 1 5

－ 2 0 0 1 5 0 0 0 0 －

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

ミクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

マクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 1 兼2

マクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 1

コア政治経済学 1後・2前 2 ○ 1 兼1

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

社会経済史 1後・2前 2 ○ 2

経営学 1後・2前 2 ○ 5 2 兼1

簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

法学 1後・2前 2 ○ 1 兼1

論理学 1後・2前 2 ○ 3 1

－ 0 24 0 13 18 1 0 0 兼5 －

基礎演習 1後・2前・後 2 ○ 7 9 1 兼2

コアセッション 1後・2前・後 1 ○ 2 10 兼1

ＢＳセミナー 1後・2前・後 2 ○ 2

事前演習 1後・2前・後 1 ○

－ 0 6 0 11 16 1 0 0 兼3 －

外国文献研究 2後・3・4前・後 2 ○ 14 20 2 兼3

時事外国語 2後・3・4前・後 2 ○ 4 4 兼1

コミュニケーション・スキル 2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼3

経済経営英語 2後・3・4前・後 2 ○ 2 7

英語演習 2後・3・4前・後 2 ○ 1 4 兼1

ドイツ語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

ドイツ語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

フランス語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

フランス語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

スペイン語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 兼2

スペイン語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 兼2

－

－

－

小計（4科目）

小計（1科目）

小計（2科目）

－

－

英語Ⅰａ

英語Ⅰｂ

現代経済学基礎

小計（12科目）

小計（29科目）

教
養
教
育
科
目
群

専
門
語
学
演
習

学
部
共
通
科
目

専
門
教
育
科
目
群

外
国
語
科
目

プ
レ
セ
ミ
ナ
ー

体
育
科
目

基

礎

科

目

コ
ア
科
目
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中国語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

中国語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

ロシア語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 兼1

ロシア語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

韓国・朝鮮語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 兼1

韓国・朝鮮語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

古文書演習 2後・3・4前・後 2 ○ 1

WritingⅠ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

WritingⅡ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

PresentationⅠ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

PresentationⅡ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

Academic Writing 2・3・4前・後 2 ○ 兼1

Debate 2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 48 0 24 29 2 0 0 兼15 －

専門演習Ⅰ 3前 2 ○ 31 32

専門演習Ⅱ 3後 2 ○ 31 32

専門演習Ⅲ 4前 2 ○ 28 29 兼3

専門演習Ⅳ 4後 2 ○ 29 30 兼3

特別研究 3・4前・後 2 ○ 1

－ 8 2 0 31 39 0 0 0 兼3 －

リーダーシップ論 2・3・4前・後 1 ○ 1 2 1 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

インターンシップ事前演習 2・3・4前・後 2 ○

就業体験Ⅰ（インターンシップ） 2・3・4前・後 1 ○

就業体験Ⅱ（インターンシップ） 2・3・4前・後 2 ○

就業体験Ⅲ（インターンシップ） 2・3・4前・後 3 ○

インターンシップ事後演習 2・3・4前・後 1 ○

ボランティア体験 1・2・3・4前・後 1 ○

海外研修 1・2・3・4前・後 2 ○

自主企画海外体験・研修Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○

自主企画海外体験・研修Ｂ 1・2・3・4前・後 2 ○

自主企画海外体験・研修Ｃ 1・2・3・4前・後 3 ○

プロジェクトＡ 1・2・3・4前・後 1 ○

プロジェクトＢ 1・2・3・4前・後 2 ○

プロジェクトＣ 1・2・3・4前・後 3 ○

－ 0 25 0 1 2 1 0 0 兼7 －

地域課題プロジェクト 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

現代の経済 2・3・4前・後 1 ○ 1

現代の経営 2・3・4前・後 1 ○ 1 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

地域の社会と経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 8 0 3 2 0 0 0 兼7 －

分析ツール 1・2前・後 2 ○ 5

古文書解読Ａ１ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

古文書解読Ａ２ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

古文書解読Ｂ１ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

古文書解読Ｂ２ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

Lectures in English　Ａ 2・3・4前・後 3 ○ 1 兼1

Lectures in English　Ｂ 2・3・4前・後 4 ○ 1

時事特別講義 2・3・4前・後 1 ○ 兼1

サービス経済論 2・3・4前・後 2 ○ 1

上級特別研究 3・4前・後 2 ○ 1 1

－ 0 22 0 7 6 0 0 0 兼3 －

社会学概論 1後・2前 2 ○ 1

社会システム原論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

社会システム原論Ⅱ 2前・後 2 ○ 1

現代社会システム論 2後・3前 2 ○ 1

国際社会学 2後・3前 2 ○ 1

環境経済学Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

環境経済学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

政治学原論Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

政治学原論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

国際関係論Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

国際関係論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

行政システム論Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

－

－

小計（24科目）

－

小計（5科目）

－小計（5科目）

ものづくり、人づくり、地域づくり

小計（14科目）

小計（10科目）

－

そ
の
他
科
目

専
門
演
習

学
部
共
通
科
目

社
会
シ
ス
テ
ム
学
科
専
門
科
目

社
会
シ
ス
テ
ム

実
践
・
体
験
科
目

地
域
連
携
科
目

専
門
教
育
科
目
群

専
門
語
学
演
習
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行政システム論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

社会心理学Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

社会心理学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1

小計（16科目） － 0 32 0 3 3 0 0 0 －

憲法 2前・後 2 ○ 1

行政法 2前・後 2 ○ 1

民法入門・総則 2前・後 2 ○ 1 1

物権法 2前・後 2 ○ 1

債権法 2前・後 2 ○ 1

債権担保法 2前・後 2 ○ 1

商法 2前・後 2 ○ 1

会社法 2前・後 2 ○ 1

経済法 2前・後 2 ○ 兼1

環境法 2前・後 2 ○ 1 兼1

税法総論 2前・後 2 ○ 1

税法各論 2前・後 2 ○ 1

有価証券法 2前・後 2 ○ 1

労働法 2前・後 2 ○ 兼1

国際経済法 2前・後 2 ○ 1

国際法 2前・後 2 ○ 1

法システム論特殊講義 2後・3前 2 ○ 2 1 兼1

小計（17科目） － 0 34 0 1 5 1 0 0 兼4 －

哲学Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

哲学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

認識論Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

認識論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

科学哲学Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

科学哲学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

知能情報論 2後・3前 2 ○ 1

1後・2前 2 ○ 1

心理学 2前・後 2 ○ 1

情報科学Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

情報科学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

情報システム論 2前・後 2 ○ 1

スポーツ文化論 2後・3前 2 ○ 1

体力健康論 2後・3前 2 ○ 1

スポーツ身体論 2後・3前 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

小計（16科目） － 0 32 0 2 3 0 0 0 兼1 －

1後・2前 2 ○ 1 1 兼1

1・2前・後 2 ○ 1 兼1

2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1 1

2後・3前 2 ○ 2 3

言語学 2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 2 3

小計（10科目） － 0 20 0 6 6 0 0 0 兼2 －

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

マクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 1 兼2

コア政治経済学 1後・2前 2 ○ 1 兼1

ミクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

マクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 1

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

社会経済史 1後・2前 2 ○ 2

政治経済学 2後・3前 2 ○ 1 兼1

信用と循環の政治経済学 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

経済学史 2後・3前 2 ○ 1

現代経済学史Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1

産業連関論 2後・3前 2 ○ 1

地域社会・文化論

歴史学方法論

ドキュメンタリー論

異文化間コミュニケーション論

国際文化システム特殊講義

文学

－

文化システム論Ａ

認知心理学入門

思考情報システム論特殊講義

文化システム論Ｂ

－

社会システム論特殊講義

－

－

文化人類学

法
シ
ス
テ
ム

思
考
情
報
シ
ス
テ
ム

国
際
文
化
シ
ス
テ
ム

選
択
科
目
１
群

（

理
論
系
科
目
群
）

社
会
シ
ス
テ
ム

社
会
シ
ス
テ
ム
学
科
専
門
科
目専

門
教
育
科
目
群

学
習
類
型
（

経
済
社
会
分
析
類
型
）

コ

ア

指

定

科

目

コ
ア
選
択
必
修
科
目
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価格理論 2後・3前 2 ○ 1

応用ミクロ経済学 2後・3前 2 ○ 1 兼1

経済数学 2前・後 2 ○ 1

計量経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

計量経済学Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

金融システム論 1後・2前 2 ○ 1 兼1

マクロ金融論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

公共経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

財政学総論Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

地方財政論 3・4前・後 2 ○ 1 1

地域経済論 3・4前・後 2 ○ 1

産業組織論 2後・3前 2 ○ 1 1

産業政策論 3・4前・後 2 ○ 1

社会政策 2後・3前 2 ○ 1

社会保障論 3・4前・後 2 ○ 1

労働経済論 2後・3前 2 ○ 1

医療経済学 3・4前・後 2 ○ 1

マクロ財政学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

金融政策論 2後・3前 2 ○ 1

日本経済史 2後・3前 2 ○ 1

欧米経済史 2後・3前 2 ○ 1

国際経済論Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

国際経済論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 兼1

上級国際経済論 3・4前・後 2 ○ 1

世界経済論 2後・3前 2 ○ 1

アジア経済論 2後・3前 2 ○ 1 兼1

経済開発論 2後・3前 2 ○ 1

開発政策論 3・4前・後 2 ○ 1

比較金融システム論 1後・2前 2 ○ 1

国際金融論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

国際金融論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

－ 0 88 0 11 10 0 0 0 兼9 －

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

ミクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

マクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 1 兼2

マクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 1

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

マクロ金融論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

国際金融論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

貨幣理論 1後・2前 2 ○ 1

マクロ財政学Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

金融システム論 1後・2前 2 ○ 1 兼1

銀行論 1後・2前 2 ○ 1

証券市場論 1後・2前 2 ○ 兼1

保険論 1後・2前 2 ○ 兼1

コーポレート・ファイナンスⅠ 1後・2前 2 ○ 1

計量ファイナンス基礎 1後・2前 2 ○ 1

1後・2前 2 ○ 1 兼1

金融契約論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

ファイナンス数学入門 1後・2前 2 ○ 1

計量経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

経済数学 2前・後 2 ○ 1

コア政治経済学 1後・2前 2 ○ 1 兼1

財務会計総論Ⅰ　 2・3前・後 2 ○ 1 1

財務諸表分析論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1

管理会計総論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 2

マクロ金融論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

金融政策論 2後・3前 2 ○ 1

国際金融論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

比較金融システム論 2後・3前 2 ○ 1

マクロ財政学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

－小計（44科目）

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅠ

学
習
類
型
（

経
済
社
会
分
析
類
型
）

選
択
科
目
３
群
（

比
較
経
済
系
科
目
群
）

選
択
科
目
２
群
（

政
策
系
科
目
群
）

コ
ア
選
択
必
修
科
目

選
択
科
目
１
群
（

類
型
基
礎
科
目
）

選
択
科
目
１
群

（

理
論
系
科
目
群
）

選

択

科

目

２

群
（

フ
ァ

イ

ナ

ン

ス

学

科

類

型

展

開

科

目
）

学
習
類
型
（

フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
類
型
）

専
門
教
育
科
目
群
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コーポレート・ファイナンスⅡ 2後・3前 2 ○ 1

証券市場論各論 2後・3前 2 ○ 兼1

金融契約論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

機関投資家論 2後・3前 2 ○ 1

計量ファイナンス 2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1 兼1

2後・3前 2 ○ 1

ベンチャー・ファイナンス論 2後・3前 2 ○ 兼1

信用リスク・マネジメント 2後・3前 2 ○ 兼1

2後・3前 2 ○ 兼1

2後・3前 2 ○ 兼1

不動産投資論 2後・3前 2 ○ 兼1

ファイナンス数学 2後・3前 2 ○ 1

日本金融経済論 2後・3前 2 ○ 兼1

金融法 2後・3前 2 ○ 兼1

公共経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

ゲーム理論 2前・後 2 ○ 1

上級管理会計Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

上級管理会計Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

－ 0 102 0 6 10 0 0 0 兼18 －
コ

ア

指

定

科

目 経営学 1後・2前 2 ○ 5 2 兼1

経営史総論 2前・後 2 ○ 1

経営戦略論 2前・後 2 ○ 2

経営組織論 3前・後 2 ○ 1

経営管理論 2前・後 2 ○ 1 1

組織行動論 3前・後 2 ○ 1

人的資源管理 2前・後 2 ○ 1

中小企業論 2前・後 2 ○ 1

マーケティング論 2前・後 2 ○ 1 兼1

流通システム論 2前・後 2 ○ 1

イノベーション・マネジメント 2前・後 2 ○ 1 1

経営数学 1後・2前 2 ○ 2

ビジネス・エコノミクス基礎 2前・後 2 ○ 2

コーポレート・ファイナンスⅠ 1後・2前 2 ○ 1

簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

社会学概論 1後・2前 2 ○ 1

会社法 2前・後 2 ○ 1

日本経営史 3前・後 2 ○ 1

外国経営史 3前・後 2 ○ 1

近江商人経営論 2前・後 2 ○ 1

企業統治論 2前・後 2 ○ 1 1

国際経営戦略論 3前・後 2 ○ 1

生産マネジメント 3前・後 2 ○ 1

組織間関係論 3前・後 2 ○ 1

比較経営論 3前・後 2 ○ 1

管理者行動論 2前・後 2 ○ 1

ダイバーシティ・マネジメント 3前・後 2 ○ 1

マーケティング・リサーチ 2前・後 2 ○ 1

マーケティング戦略 3前・後 2 ○ 1

消費者行動論 3前・後 2 ○ 1

ビジネス・エコノミクス 3前・後 2 ○ 1

オペレーションズ・リサーチ 2前・後 2 ○ 1

マネジメント特殊講義 2前・後 2 ○ 1 1

マネジメント・ポリシー特殊講義 3前・後 2 ○ 1

3前・後 2 ○ 1 兼1

コーポレート・ファイナンスⅡ 2後・3前 2 ○ 1

商法 2前・後 2 ○ 1

社会心理学Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

社会心理学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

－ 0 78 0 8 13 1 0 0 兼4 －
コ

ア

指

定

科

目 簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

ミクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

－

小計（39科目）

マネジメント・サイエンス特殊講義

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅢ

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅣ

企業分析とコーポレート・ファイナンスⅠ

企業分析とコーポレート・ファイナンスⅡ

小計（51科目）

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅡ

－

選

択

科

目

３

群

（

展

開

科

目

他

学

科

科

目

）

学
習
類
型
（

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
類
型
）

選
択
科
目
１
群
（

類
型
基
礎
科
目
）

選
択
科
目
２
群
（

類
型
展
開
科
目
）

選
択
科
目
２
群
（

フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
学
科
類
型
展
開
科
目
）

学
習
類
型
（

フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
類
型
）

専
門
教
育
科
目
群

コ

ア

選

択

必

修

科

目

学

習

類

型
（

企

業

分

析

類

型
）
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統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

経営学 1後・2前 2 ○ 5 2 兼1

会計学基礎 １後 2 ○ 1

財務諸表分析論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1

財務諸表分析論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1

財務会計総論Ⅰ　 2・3前・後 2 ○ 1 1

財務会計総論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1 1

上級財務会計Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1 2

上級財務会計Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1 2

管理会計総論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 2

管理会計総論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 2

上級管理会計Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

上級管理会計Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

原価計算論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1 2 兼2

原価計算論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1 2 兼1

数理経済学 2後・3前 2 ○ 1

応用ミクロ経済学 2後・3前 2 ○ 1 兼1

ゲーム理論 2前・後 2 ○ 1

計量経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

計量経済学Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

金融契約論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

金融契約論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

コーポレート・ファイナンスⅠ 1後・2前 2 ○ 1

コーポレート・ファイナンスⅡ 2後・3前 2 ○ 1

1後・2前 2 ○ 1 兼1

2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1 兼1

2後・3前 2 ○ 兼1

ファイナンス数学 2後・3前 2 ○ 1

証券市場論 1後・2前 2 ○ 兼1

証券市場論各論 2後・3前 2 ○ 兼1

経営管理論 2前・後 2 ○ 1 1

経営戦略論 2前・後 2 ○ 2

オペレーションズ・リサーチ 2前・後 2 ○ 1

ビジネス・エコノミクス基礎 2前・後 2 ○ 2

ビジネス・エコノミクス 3前・後 2 ○ 1

マーケティング戦略 3前・後 2 ○ 1

解析学 1後 2 ○ 兼1

多変量解析入門 2前 2 ○ 兼1

多変量解析 2後 2 ○ 兼1

統計数学 2前 2 ○ 兼1

回帰分析 2前 2 ○ 兼1

確率論 3後 2 ○ 兼1

－ 0 94 0 7 12 0 0 0 兼18 －
コ

ア

指

定

科

目 簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

ミクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

法学 1後・2前 2 ○ 1 兼1
類

型

必

修

科

目 会計学基礎 １後 2 ○ 1

財務会計総論Ⅰ　 2・3前・後 2 ○ 1 1

財務会計総論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1 1

上級財務会計Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1 2

上級財務会計Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1 2

監査論Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1

管理会計総論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 2

管理会計総論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 2

原価計算論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1 2 兼2

原価計算論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1 2 兼1

連結会計論 3・4前・後 2 ○ 2

証券市場論 1後・2前 2 ○ 兼1

計量ファイナンス基礎 1後・2前 2 ○ 1

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅠ

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅡ

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅢ

企業分析とコーポレート・ファイナンスⅡ

小計（47科目） －

選
択
科
目
２
群
（

他
学
科
類
型
科
目
）

コ
ア
選
択
必
修
科
目

類

型

必

修

科

目

選
択
科
目
１
群
（

会
計
情
報
学
科
類
型
科
目
）

専
門
教
育
科
目
群

コ

ア

選

択

必

修

科

目

学
習
類
型
（

企
業
分
析
類
型
）

類

型

選

択

必

修

科

目

１

群
（

会

計

情

報

学

科

科

目
）

学
習
類
型
（

企
業
会
計
類
型
）

類

型

選

択

必

修

科

目

２

群

（

フ

ァ

イ

ナ

ン

ス

学

科

科

目

）

滋賀大学－127



コーポレート・ファイナンスⅠ 1後・2前 2 ○ 1

コーポレート・ファイナンスⅡ 2後・3前 2 ○ 1

民法入門・総則 2前・後 2 ○ 1 1

商法 2前・後 2 ○ 1

会社法 2前・後 2 ○ 1

有価証券法 2前・後 2 ○ 1

税法総論 2前・後 2 ○ 1

税法各論 2前・後 2 ○ 1

計量経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

計量経済学Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

日本経済史 2後・3前 2 ○ 1

応用ミクロ経済学 2後・3前 2 ○ 1 兼1

近江商人経営論 2前・後 2 ○ 1

経営管理論 2前・後 2 ○ 1 1

ビジネス・エコノミクス基礎 2前・後 2 ○ 2

ビジネス・エコノミクス 3前・後 2 ○ 1

経営戦略論 2前・後 2 ○ 2

中級簿記Ⅰ 1・2前・後 2 ○ 2

中級簿記Ⅱ 1・2前・後 2 ○ 2

監査論Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

税務会計論 3・4前・後 2 ○ 1

財務諸表分析論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1

財務諸表分析論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1

国際会計論Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1

国際会計論Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 88 0 8 10 1 0 0 兼7 －
コ

ア

指

定

科

目 法学 1後・2前 2 ○ 1 兼1

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

マクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 1 兼2

経営学 1後・2前 2 ○ 5 2 兼1

簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

論理学 1後・2前 2 ○ 3 1

社会学概論 1後・2前 2 ○ 1

憲法 2前・後 2 ○ 1

行政法 2前・後 2 ○ 1

民法入門・総則 2前・後 2 ○ 1 1

物権法 2前・後 2 ○ 1

債権法 2前・後 2 ○ 1

会社法 2前・後 2 ○ 1

国際法 2前・後 2 ○ 1

行政システム論Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

商法 2前・後 2 ○ 1

債権担保法 2前・後 2 ○ 1

国際経済法 2前・後 2 ○ 1

環境法 2前・後 2 ○ 1 兼1

税法総論 2前・後 2 ○ 1

税法各論 2前・後 2 ○ 1

経済法 2前・後 2 ○ 兼1

労働法 2前・後 2 ○ 兼1

行政システム論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

政治学原論Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

政治学原論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

国際関係論Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

国際関係論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

法システム論特殊講義 2後・3前 2 ○ 2 1 兼1

法と経済学 2後・3前 2 ○ 1

有価証券法 2後・3前 2 ○ 1

環境経済学Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

社会システム原論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1 兼1

社会システム原論Ⅱ 2前・後 2 ○ 1 兼1

国際社会学 2後・3前 2 ○ 1

財政学総論Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

地方財政論 3・4前・後 2 ○ 1 1

公共経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

小計（44科目） －

コ
ア
選
択
必
修
科
目

選
択
必
修
科
目
１
群
（

類
型
基
礎
科
目
）

類

型

選

択

必

修

科

目

３

群

（

社

会

シ

ス

テ

ム

学

科

科

目

）

選
択
科
目

選
択
必
修
科
目
２
群
（

類
型
展
開
科
目
）

学
習
類
型
（

経
済
社
会
と
法
・
政
治
類
型
）

専
門
教
育
科
目
群

学
習
類
型
（

企
業
会
計
類
型
）

類

型

選

択

必

修

科

目

２

群

（

フ

ァ

イ

ナ

ン

ス

学

科

科

目

）

選
択
科
目
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公共経済学Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

世界経済論 2後・3前 2 ○ 1

金融法 2後・3前 2 ○ 兼1

企業統治論 2前・後 2 ○ 1 1

財務会計総論Ⅰ　 2・3前・後 2 ○ 1 1

管理会計総論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 2

－ 0 88 0 11 12 1 0 0 兼12 －
コ

ア

指

定

科

目 論理学 1後・2前 2 ○ 3 1
類

型

指

定

科

目 社会学概論 1後・2前 2 ○ 1

地域社会・文化論 2後・3前 2 ○ 2 3

歴史学方法論 2後・3前 2 ○ 1

ドキュメンタリー論 2後・3前 2 ○ 1

文化人類学 2後・3前 2 ○ 1

文化システム論Ａ 1後・2前 2 ○ 1 1 兼1

文化システム論Ｂ 1・2前・後 2 ○ 1 兼1

スポーツ文化論 2後・3前 2 ○ 1

経済学史 2後・3前 2 ○ 1

現代経済学史Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1

現代経済学史Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

近江商人経営論 2前・後 2 ○ 1

古文書解読Ａ１ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

古文書解読Ａ２ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

言語学 2後・3前 2 ○ 1

異文化間コミュニケーション論 2後・3前 2 ○ 1

文学 2後・3前 2 ○ 1 1

哲学Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

哲学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

情報科学Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

情報科学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

知能情報論 2後・3前 2 ○ 1

情報システム論 2前・後 2 ○ 1

思考情報システム論特殊講義 2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

社会システム原論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

社会システム原論Ⅱ 2前・後 2 ○ 1

国際社会学 2後・3前 2 ○ 1

現代社会システム論 2後・3前 2 ○ 1

社会心理学Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

社会心理学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

認知心理学入門 1後・2前 2 ○ 1

心理学 2前・後 2 ○ 1

ゲーム理論 2前・後 2 ○ 1

消費者行動論 3前・後 2 ○ 1

－ 0 70 0 9 11 0 0 0 兼3 －

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼2

2後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼2

1後 2 ○ 兼2

1後 1 ○ 兼2

1後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼2

2前 2 ○ 兼2

－ 0 31 0 0 0 0 0 0 兼15

2前 2 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼2

2後 2 ○ 兼1

－

－

解析学

プログラミングⅠ

プログラミングⅡ演習

線形代数

線形代数演習

解析学演習

統計学要論

計算機利用基礎

情報科学概論

小計（44科目）

プログラミングⅠ演習

データ構造とアルゴリズム

データベース

基礎情報活用演習Ａ

基礎情報活用演習Ｂ

－

プログラミングⅡ

選

択

科

目

３

群

（

哲

学

・

情

報

科

学

系

科

目

）

選
択
科
目
４
群
（

行
動
文
化
学
系
科
目
）

小計（35科目）

統計数学

回帰分析

多変量解析入門

基礎データ分析

小計（17科目）

プログラミングⅢ

選

択

科

目

２

群

（

文

学

・

言

語

学

系

科

目
）

学
習
類
型
（

人
文
学
類
型
）

学

習

類

型
（

経

済

社

会

と

法

・

政

治

類

型
）

デ

ー

タ

サ

イ

エ

ン

ス

基

礎

科

目

デ

ー

タ

サ

イ

エ

ン

ス

専

門

科

目

他
学
部
履
修
科
目
（

デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
専
門
教
育
科
目
群
）

デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
基
礎
科
目

選
択
科
目
１
群
（

歴
史
学
・
文
化
学
系
科
目
）

専
門
教
育
科
目
群

選
択
科
目
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2後 1 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

4後 2 ○ 兼1

4前 2 ○ 兼1

4後 2 ○ 兼1

4後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼2

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

4前 2 ○ 兼1 隔年

4前 2 ○ 兼1 隔年

4前 2 ○ 兼1 隔年

4後 2 ○ 兼1 隔年

4後 2 ○ 兼1 隔年

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

－ 0 85 0 0 0 0 0 0 兼22

2前 2 ○ 兼3 オムニバス

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼5 オムニバス

2後 2 ○ 兼5 オムニバス

3前 2 ○ 兼8 オムニバス

3前 2 ○ 兼1

－ 0 14 0 0 0 0 0 0 兼11

3前 1 ○ 兼1

3後 1 ○ 兼3

3前 1 ○ 兼3

3後 1 ○ 兼4

3後 1 ○ 兼2 オムニバス

3後 1 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼2

3後 1 ○ 兼2

3前 2 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼3 オムニバス

（一部）

3後 1 ○ 兼3 オムニバス

（一部）

－ 0 15 0 0 0 0 0 0 兼19

－ 18 1254 0 32 39 2 0 0 兼309 －

価値創造方法論

価値創造実践論

小計（12科目）

ビジネスエコノミクス演習

環境政策演習

心理分析論

心理分析演習

地域文化情報論

公的統計

－

－

統計学特論Ｄ

情報活用演習Ａ

ノンパラメトリック解析入門

ビジュアルプログラミング

ビジュアルプログラミング演習

テキストマイニング

多変量解析

応用数学

プログラミング設計

情報理論

実践データ概論Ａ

実践データ概論Ｂ

小計（44科目）

地域文化情報演習

合計（６６２科目）

ベイズ理論

マーケティング演習

ファイナンス演習

情報倫理

財務諸表分析演習

実験計画法

情報学特論（ﾓﾊﾞｲﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ）

社会調査法I

公的統計演習

生存時間解析

社会調査実践演習Ⅱ

情報セキュリティ

データサイエンス実践論Ｂ

データサイエンス実践論Ａ

標本調査法

品質管理

空間統計

統計学特論Ａ

統計学特論Ｂ

ノンパラメトリック解析

質的データ解析入門

情報ネットワーク

データマイニング総論

－

機械学習

時系列解析入門

時系列解析

パターン認識総論

情報学特論（人工知能）

質的データ解析

機械学習入門

最適化理論

－

小計（7科目）

情報活用演習Ｂ

社会調査実践演習Ⅰ

シミュレーション技法

統計学特論Ｃ

確率論

社会調査法Ⅱ

プログラミングⅢ演習

保険戦略演習

価
値
創
造
基
礎
科
目

専
門
教
育
科
目
群

デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
基
礎
科
目
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
専
門
科
目

他
学
部
履
修
科
目
（

デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
専
門
教
育
科
目
群
）

価
値
創
造
応
用
科
目
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学位又は学科の分野 　経済学関係学位又は称号 　学士（経済学）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 ○ 1 兼2

－ 2 0 0 1 0 0 0 0 兼2 －

哲学からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

歴史からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

文学からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

論理の世界 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 1 兼1

自然言語の世界 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

人間と存在 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

人間と倫理 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

人間と宗教 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

人間と経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 1

人間と心理 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

人間と教育 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1 集中

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 52 0 9 10 0 0 0 兼27 －

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 4 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 4

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

小計（26科目）

日本の歴史

欧米の文化

言語と文化

欧米の歴史

文化の歴史

美術の世界

東アジアの多様性の理解

地理学からの問い

人間と社会

組織と会計

現代の諸問題

生活と企業

消費と社会

教育と社会

現代社会をみる目

世界経済の現状

生活と法

私法の世界

備考

教育の諸問題

－

教育と文化

【新設】（経済学部社会システム学科　夜間主コース）

科目
区分

日本の文化

専任教員等の配置

日本国憲法

現代社会と政治

単位数

授業科目の名称

人
文
科
学
分
野

授業形態

経済学からの問い

地域社会の経済

－

日本社会の法と政治

社会の比較

現代社会と法

文化への問い

芸術と文化

演劇の世界

音楽の世界

小計（1科目）

日本の文学

欧米の文学

配当年次

スポーツと現代社会

社会学からの問い

経営学からの問い

大学入門セミナー

社会と会計

経済学と現代

現代の金融

現代の企業と経営

法学からの問い

全
学
共
通
教
養
科
目

政治学からの問い

社
会
科
学
分
野

大学入門
科目

教
養
教
育
科
目
群
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1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

世界経済（史）と東アジア 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

日本と東アジア 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 84 0 17 22 1 0 0 兼22 －

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 3 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

線形代数への招待 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼9

解析学への招待 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼9

確率への招待 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼9

データサイエンスへの招待 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼15

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 5

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 52 0 6 13 0 0 0 兼25 －

近江とびわ湖Ⅰ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江とびわ湖Ⅱ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

近江の歴史 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江の経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江のくらしと文化 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

地域共生論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

地域コミュニケーション論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

滋賀大学で環境を学ぶ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

環境問題を学ぶ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

環境学習プログラム開発論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

まちと住まい 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

環境教育概論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

キャリアデザイン論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

働くことの意味 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

自己理解 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

こころと身体の科学 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 36 0 4 0 0 0 0 兼16 －

1・2・3・4前・後 1 ○ 1 4 1 兼3

ドイツ語Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

ドイツ語Ｂ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

外
国
語
科
目

－

彦根・湖東学

脳の科学

身体運動の科学

自然と人間

物質とエネルギー

情報リテラシー

－

地域からの視点

生命と物質

小計（18科目）

身体の科学

自然科学への招待

問題解決の手法

英語

宇宙と地球

情報通信の仕組み

メディアと情報

コンピュータの仕組み

メディアツール活用法

数学的思考

小計（42科目）

男女の共生

情報と人間

ジェンダーを学ぶ

福祉と教育

応用科学への招待

エンジニアリングへの招待

情報と科学

くらしと住まい

戦争と平和

平和教育

－

現代社会と人権

現代の社会福祉

社
会
科
学
分
野

衣と暮らし

情報化と社会

数学への招待

情報教育概論

健康の科学

情報学への招待

小計（26科目）

人権問題を学ぶ

特
定
主
題
分
野

全
学
共
通
教
養
科
目

自
然
科
学
分
野

教
養
教
育
科
目
群
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フランス語Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

フランス語Ｂ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

スペイン語Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

スペイン語Ｂ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

中国語Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○ 2

中国語Ｂ 1・2・3・4前・後 1 ○ 2

－ 0 9 0 4 6 0 0 0 兼3 －

スポーツ科学Ⅰ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1 1 兼1 －

スポーツ科学Ⅱ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1 1 兼1 －

－ 0 2 0 1 1 0 0 0 兼1 －

1前 2 ○ 1 5

－ 2 0 0 1 5 0 0 0 0 －

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 1

ミクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 兼1

マクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 1 1

マクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 兼1

コア政治経済学 1後・2前 2 ○ 兼1

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 1

統計学Ｂ 1後・2前 2 ○ 1

社会経済史 1後・2前 2 ○ 1

経営学 1後・2前 2 ○ 2

簿記会計 1前・後 2 ○ 2

法学 1後・2前 2 ○ 1

論理学 1後・2前 2 ○ 兼1

－ 0 24 0 4 5 1 0 0 兼4 －

経済・ファイナンスへの招待 1後・2・3・4前・後 2 ○ 7 8 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

経営学・会計学への招待 1後・2・3・4前・後 2 ○ 6 8 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

社会システムへの招待 1後・2・3・4前・後 2 ○ 4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

小計（3科目） － 0 6 0 13 20 0 0 0 兼1 －

外国文献研究 2後・3・4前・後 2 ○ 14 20 2 兼3

時事外国語 2後・3・4前・後 2 ○ 4 4 兼1

コミュニケーション・スキル 2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼3

経済経営英語 2後・3・4前・後 2 ○ 2 7

－ 0 8 0 18 24 2 0 0 兼6 －

専門演習Ⅰ 3前 2 ○ 31 32

専門演習Ⅱ 3後 2 ○ 31 32

専門演習Ⅲ 4前 2 ○ 28 29 兼3

専門演習Ⅳ 4後 2 ○ 29 30 兼3

特別研究 3・4前・後 2 ○ 1

－ 8 2 0 31 39 0 0 0 兼3 －

リーダーシップ論 2・3・4前・後 1 ○ 1 2 1 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

インターンシップ事前演習 2・3・4前・後 2 ○

就業体験Ⅰ（インターンシップ） 2・3・4前・後 1 ○

就業体験Ⅱ（インターンシップ） 2・3・4前・後 2 ○

就業体験Ⅲ（インターンシップ） 2・3・4前・後 3 ○

インターンシップ事後演習 2・3・4前・後 1 ○

ボランティア体験 1・2・3・4前・後 1 ○

海外研修 1・2・3・4前・後 2 ○

自主企画海外体験・研修Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○

自主企画海外体験・研修Ｂ 1・2・3・4前・後 2 ○

自主企画海外体験・研修Ｃ 1・2・3・4前・後 3 ○

プロジェクトＡ 1・2・3・4前・後 1 ○

プロジェクトＢ 1・2・3・4前・後 2 ○

プロジェクトＣ 1・2・3・4前・後 3 ○

－ 0 25 0 1 2 1 0 0 兼7 －

地域課題プロジェクト 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

現代の経済 2・3・4前・後 1 ○ 1

現代の経営 2・3・4前・後 1 ○ 1 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

地域の社会と経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 8 0 3 2 0 0 0 兼7 －

分析ツール 1・2前・後 2 ○ 5

古文書解読Ａ１ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

古文書解読Ａ２ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

外
国
語
科
目

－

－

－

現代経済学基礎

小計（1科目）

－

小計（5科目） －

ものづくり、人づくり、地域づくり

小計（14科目） －

小計（5科目） －

実
践
・
体
験
科
目

地
域
連
携
科
目

小計（12科目）

－

小計（9科目） －

コ
ア
科
目

専
門
語
学
演
習

そ
の
他

科
目

専
門
教
育
科
目
群

学
部
共
通
科
目

専
門
導
入
科
目

専
門
演
習

小計（4科目）

教
養
教
育
科
目
群 体

育
科
目 小計（2科目）

基

礎

科

目
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古文書解読Ｂ１ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

古文書解読Ｂ２ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

Lectures in English　Ａ 2・3・4前・後 3 ○ 1 兼1

Lectures in English　Ｂ 2・3・4前・後 4 ○ 1

時事特別講義 2・3・4前・後 1 ○ 兼1

サービス経済論 2・3・4前・後 2 ○ 1

上級特別研究 3・4前・後 2 ○ 1 1

－ 0 22 0 7 6 0 0 0 兼3 －

社会学概論 1後・2前 2 ○ 1

社会システム原論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

社会システム原論Ⅱ 2前・後 2 ○ 1

現代社会システム論 2後・3前 2 ○ 1

国際社会学 2後・3前 2 ○ 1

環境経済学Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

環境経済学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

政治学原論Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

政治学原論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

国際関係論Ⅰ 2前・後 2 ○

国際関係論Ⅱ 2後・3前 2 ○

行政システム論Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

行政システム論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

社会心理学Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

社会心理学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1

小計（16科目） － 0 32 0 3 3 0 0 0 －

憲法 2前・後 2 ○ 1

行政法 2前・後 2 ○ 1

民法入門・総則 2前・後 2 ○ 1 1

物権法 2前・後 2 ○ 1

債権法 2前・後 2 ○ 1

債権担保法 2前・後 2 ○ 1

商法 2前・後 2 ○ 1

会社法 2前・後 2 ○ 1

経済法 2前・後 2 ○ 兼1

環境法 2前・後 2 ○ 1 兼1

税法総論 2前・後 2 ○ 1

税法各論 2前・後 2 ○ 1

有価証券法 2前・後 2 ○ 1

労働法 2前・後 2 ○ 兼1

国際経済法 2前・後 2 ○ 1

国際法 2前・後 2 ○ 1

法システム論特殊講義 2後・3前 2 ○ 2 1 兼1

小計（17科目） － 0 34 0 1 5 1 0 0 兼4 －

哲学Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

哲学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

認識論Ⅰ 2前・後 2 ○

認識論Ⅱ 2後・3前 2 ○

科学哲学Ⅰ 2前・後 2 ○

科学哲学Ⅱ 2後・3前 2 ○

知能情報論 2後・3前 2 ○ 1

1後・2前 2 ○ 1

心理学 2前・後 2 ○ 1

情報科学Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

情報科学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

情報システム論 2前・後 2 ○ 1

スポーツ文化論 2後・3前 2 ○ 1

体力健康論 2後・3前 2 ○ 1

スポーツ身体論 2後・3前 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

小計（16科目） － 0 32 0 2 3 0 0 0 兼1 －

1後・2前 2 ○ 1 1 兼1

1・2前・後 2 ○ 1 兼1

2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1 1

－小計（10科目）

－

そ
の
他
科
目

認知心理学入門

国
際
文
化

シ
ス
テ
ム

社
会
シ
ス
テ
ム
学
科
専
門
科
目

思
考
情
報
シ
ス
テ
ム

思考情報システム論特殊講義

社
会
シ
ス
テ
ム

文学

社会システム論特殊講義

専
門
教
育
科
目
群

－

－

法
シ
ス
テ
ム

文化システム論Ａ

文化システム論Ｂ

文化人類学

学
部
共
通
科
目
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2後・3前 2 ○ 2 3

2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 2 3

小計（10科目） － 0 20 0 6 6 0 0 0 兼2 －

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

マクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 1 兼2

コア政治経済学 1後・2前 2 ○ 1 兼1

ミクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

マクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 1

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

社会経済史 1後・2前 2 ○ 2

政治経済学 2後・3前 2 ○ 1 兼1

信用と循環の政治経済学 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

経済学史 2後・3前 2 ○ 1

現代経済学史Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1

産業連関論 2後・3前 2 ○ 1

価格理論 2後・3前 2 ○ 1

応用ミクロ経済学 2後・3前 2 ○ 1 兼1

経済数学 2前・後 2 ○ 1

計量経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

計量経済学Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

金融システム論 1後・2前 2 ○ 1 兼1

マクロ金融論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

公共経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

財政学総論Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

地方財政論 3・4前・後 2 ○ 1 1

地域経済論 3・4前・後 2 ○ 1

産業組織論 2後・3前 2 ○ 1 1

産業政策論 3・4前・後 2 ○ 1

社会政策 2後・3前 2 ○ 1

社会保障論 3・4前・後 2 ○ 1

労働経済論 2後・3前 2 ○ 1

医療経済学 3・4前・後 2 ○ 1

マクロ財政学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

金融政策論 2後・3前 2 ○ 1

日本経済史 2後・3前 2 ○ 1

欧米経済史 2後・3前 2 ○ 1

国際経済論Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

国際経済論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 兼1

上級国際経済論 3・4前・後 2 ○ 1

世界経済論 2後・3前 2 ○ 1

アジア経済論 2後・3前 2 ○ 1 兼1

経済開発論 2後・3前 2 ○ 1

開発政策論 3・4前・後 2 ○ 1

比較金融システム論 1後・2前 2 ○ 1

国際金融論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

国際金融論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

－ 0 88 0 11 10 0 0 0 兼9 －

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

ミクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

マクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 1 兼2

マクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 1

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

マクロ金融論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

国際金融論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

貨幣理論 1後・2前 2 ○ 1

マクロ財政学Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

専
門
教
育
科
目
群

歴史学方法論

コ

ア

指

定

科

目

社
会
シ
ス
テ
ム
学
科
専
門
科
目

コ
ア
選
択
必
修
科
目

国
際
文
化
シ
ス
テ
ム

選

択

科

目

１

群
（

類

型

基

礎

科

目
）

学
習
類
型
（

フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
類
型
）

学
習
類
型
（

経
済
社
会
分
析
類
型
）

コ
ア
選
択
必
修
科
目

選
択
科
目
２
群
（

政
策
系
科
目
群
）

選
択
科
目
３
群
（

比
較
経
済
系
科
目
群
）

言語学

ドキュメンタリー論

国際文化システム特殊講義

－

－小計（44科目）

異文化間コミュニケーション論

地域社会・文化論

選
択
科
目
１
群
（

理
論
系
科
目
群
）
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金融システム論 1後・2前 2 ○ 1 兼1

銀行論 1後・2前 2 ○ 1

証券市場論 1後・2前 2 ○ 兼1

保険論 1後・2前 2 ○ 兼1

コーポレート・ファイナンスⅠ 1後・2前 2 ○ 1

計量ファイナンス基礎 1後・2前 2 ○ 1

1後・2前 2 ○ 1 兼1

金融契約論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

ファイナンス数学入門 1後・2前 2 ○ 1

計量経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

経済数学 2前・後 2 ○ 1

コア政治経済学 1後・2前 2 ○ 1 兼1

財務会計総論Ⅰ　 2・3前・後 2 ○ 1 1

財務諸表分析論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1

管理会計総論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 2

マクロ金融論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

金融政策論 2後・3前 2 ○ 1

国際金融論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

比較金融システム論 2後・3前 2 ○ 1

マクロ財政学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

コーポレート・ファイナンスⅡ 2後・3前 2 ○ 1

証券市場論各論 2後・3前 2 ○ 兼1

金融契約論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

機関投資家論 2後・3前 2 ○ 1

計量ファイナンス 2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1

2後・3前 2 ○ 1 兼1

2後・3前 2 ○ 1

ベンチャー・ファイナンス論 2後・3前 2 ○ 兼1

信用リスク・マネジメント 2後・3前 2 ○ 兼1

2後・3前 2 ○ 兼1

2後・3前 2 ○ 兼1

不動産投資論 2後・3前 2 ○ 兼1

ファイナンス数学 2後・3前 2 ○ 1

日本金融経済論 2後・3前 2 ○ 兼1

金融法 2後・3前 2 ○ 兼1

公共経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

ゲーム理論 2前・後 2 ○ 1

上級管理会計Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

上級管理会計Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

－ 0 102 0 6 10 0 0 0 兼18 －
コ

ア

指

定

科

目 経営学 1後・2前 2 ○ 5 2 兼1

経営史総論 2前・後 2 ○ 1

経営戦略論 2前・後 2 ○ 2

経営組織論 3前・後 2 ○ 1

経営管理論 2前・後 2 ○ 1 1

組織行動論 3前・後 2 ○ 1

人的資源管理 2前・後 2 ○ 1

中小企業論 2前・後 2 ○ 1

マーケティング論 2前・後 2 ○ 1 兼1

流通システム論 2前・後 2 ○ 1

イノベーション・マネジメント 2前・後 2 ○ 1 1

経営数学 1後・2前 2 ○ 2

ビジネス・エコノミクス基礎 2前・後 2 ○ 2

コーポレート・ファイナンスⅠ 1後・2前 2 ○ 1

簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

社会学概論 1後・2前 2 ○ 1

会社法 2前・後 2 ○ 1

日本経営史 3前・後 2 ○ 1

外国経営史 3前・後 2 ○ 1

近江商人経営論 2前・後 2 ○ 1

企業統治論 2前・後 2 ○ 1 1

国際経営戦略論 3前・後 2 ○ 1

生産マネジメント 3前・後 2 ○ 1

専
門
教
育
科
目
群

企業分析とコーポレート・ファイナンスⅡ

選
択
科
目
１
群
（

類
型
基
礎
科
目
）

学
習
類
型
（

フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
類
型
）

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅠ

選
択
科
目
２
群
（

フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
学
科
類
型
展
開
科
目
）

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅡ

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅢ

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅣ

企業分析とコーポレート・ファイナンスⅠ

選
択
科
目
１
群
（

類
型
基
礎
科
目
）

選

択

科

目

３

群

（

展

開

科

目

他

学

科

科

目

）

－小計（51科目）

選
択
科
目
２
群

（

類
型
展
開
科
目
）

学
習
類
型
（

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
類
型
）
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組織間関係論 3前・後 2 ○ 1

比較経営論 3前・後 2 ○ 1

管理者行動論 2前・後 2 ○ 1

ダイバーシティ・マネジメント 3前・後 2 ○ 1

マーケティング・リサーチ 2前・後 2 ○ 1

マーケティング戦略 3前・後 2 ○ 1

消費者行動論 3前・後 2 ○ 1

ビジネス・エコノミクス 3前・後 2 ○ 1

オペレーションズ・リサーチ 2前・後 2 ○ 1

マネジメント特殊講義 2前・後 2 ○ 1 1

マネジメント・ポリシー特殊講義 3前・後 2 ○ 1

3前・後 2 ○ 1 兼1

コーポレート・ファイナンスⅡ 2後・3前 2 ○ 1

商法 2前・後 2 ○ 1

社会心理学Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

社会心理学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

－ 0 78 0 8 13 1 0 0 兼4 －
コ

ア

指

定

科

目 簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

ミクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

経営学 1後・2前 2 ○ 5 2 兼1

会計学基礎 １後 2 ○ 1

財務諸表分析論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1

財務諸表分析論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1

財務会計総論Ⅰ　 2・3前・後 2 ○ 1 1

財務会計総論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1 1

上級財務会計Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1 2

上級財務会計Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1 2

管理会計総論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 2

管理会計総論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 2

上級管理会計Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

上級管理会計Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

原価計算論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1 2 兼2

原価計算論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1 2 兼1

数理経済学 2後・3前 2 ○ 1

応用ミクロ経済学 2後・3前 2 ○ 1 兼1

ゲーム理論 2前・後 2 ○ 1

計量経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

計量経済学Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

金融契約論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

金融契約論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

コーポレート・ファイナンスⅠ 1後・2前 2 ○ 1

コーポレート・ファイナンスⅡ 2後・3前 2 ○ 1

1後・2前 2 ○ 1 兼1

2・3前・後 2 ○ 1

2・3前・後 2 ○ 1 兼1

2後・3前 2 ○ 兼1

ファイナンス数学 2後・3前 2 ○ 1

証券市場論 1後・2前 2 ○ 兼1

証券市場論各論 2後・3前 2 ○ 兼1

経営管理論 2前・後 2 ○ 1 1

経営戦略論 2前・後 2 ○ 2

オペレーションズ・リサーチ 2前・後 2 ○ 1

ビジネス・エコノミクス基礎 2前・後 2 ○ 2

ビジネス・エコノミクス 3前・後 2 ○ 1

マーケティング戦略 3前・後 2 ○ 1

解析学 1後 2 ○ 兼1

多変量解析入門 2前 2 ○ 兼1

多変量解析 2後 2 ○ 兼1

統計数学 2前 2 ○ 兼1

回帰分析 2前 2 ○ 兼1

確率論 3後 2 ○ 兼1

専
門
教
育
科
目
群

学
習
類
型
（

企
業
分
析
類
型
）

学
習
類
型
（

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
類
型
）

選
択
科
目
２
群
（

他
学
科
類
型
科
目
）

企業分析とコーポレート・ファイナンスⅡ

－

コ
ア
選
択
必
修
科
目

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅠ

マネジメント・サイエンス特殊講義

小計（39科目）

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅡ

証券分析とポートフォリオ・マネジメントⅢ

類

型

必

修

科

目

選
択
科
目
１
群
（

会
計
情
報
学
科
類
型
科
目
）

選
択
科
目
２
群
（

類
型
展
開
科
目
）
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－ 0 94 0 7 12 0 0 0 兼18 －
コ

ア

指

定

科

目 簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

ミクロ経済学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

統計学Ｂ 1後・2前 2 ○ 3

法学 1後・2前 2 ○ 1 兼1
類

型

必

修

科

目 会計学基礎 １後 2 ○ 1

財務会計総論Ⅰ　 2・3前・後 2 ○ 1 1

財務会計総論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1 1

上級財務会計Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1 2

上級財務会計Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1 2

監査論Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1

管理会計総論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 2

管理会計総論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 2

原価計算論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1 2 兼2

原価計算論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1 2 兼1

連結会計論 3・4前・後 2 ○ 2

証券市場論 1後・2前 2 ○ 兼1

計量ファイナンス基礎 1後・2前 2 ○ 1

コーポレート・ファイナンスⅠ 1後・2前 2 ○ 1

コーポレート・ファイナンスⅡ 2後・3前 2 ○ 1

民法入門・総則 2前・後 2 ○ 1 1

商法 2前・後 2 ○ 1

会社法 2前・後 2 ○ 1

有価証券法 2前・後 2 ○ 1

税法総論 2前・後 2 ○ 1

税法各論 2前・後 2 ○ 1

計量経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

計量経済学Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

日本経済史 2後・3前 2 ○ 1

応用ミクロ経済学 2後・3前 2 ○ 1 兼1

近江商人経営論 2前・後 2 ○ 1

経営管理論 2前・後 2 ○ 1 1

ビジネス・エコノミクス基礎 2前・後 2 ○ 2

ビジネス・エコノミクス 3前・後 2 ○ 1

経営戦略論 2前・後 2 ○ 2

中級簿記Ⅰ 1・2前・後 2 ○ 2

中級簿記Ⅱ 1・2前・後 2 ○ 2

監査論Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

税務会計論 3・4前・後 2 ○ 1

財務諸表分析論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1

財務諸表分析論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1

国際会計論Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1

国際会計論Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 88 0 8 10 1 0 0 兼7 －
コ

ア

指

定

科

目 法学 1後・2前 2 ○ 1 兼1

ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

マクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 1 兼2

経営学 1後・2前 2 ○ 5 2 兼1

簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

論理学 1後・2前 2 ○ 3 1

社会学概論 1後・2前 2 ○ 1

憲法 2前・後 2 ○ 1

行政法 2前・後 2 ○ 1

民法入門・総則 2前・後 2 ○ 1 1

物権法 2前・後 2 ○ 1

債権法 2前・後 2 ○ 1

会社法 2前・後 2 ○ 1

国際法 2前・後 2 ○ 1

行政システム論Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

商法 2前・後 2 ○ 1

債権担保法 2前・後 2 ○ 1

国際経済法 2前・後 2 ○ 1

専
門
教
育
科
目
群

選

択

必

修

科

目

２

群

（

類

型

展

開

科

目

）

学
習
類
型
（

経
済
社
会
と
法
・
政
治
類
型
）

学
習
類
型
（

企
業
会
計
類
型
）

小計（47科目）

類

型

選

択

必

修

科

目

２

群

（

フ

ァ

イ

ナ

ン

ス

学

科

科

目

）

類

型

選

択

必

修

科

目

３

群

（

社

会

シ

ス

テ

ム

学

科

科

目

）

選
択
科
目

小計（44科目） －

コ
ア
選
択
必
修
科
目

選
択
必
修
科
目
１
群
（

類
型
基
礎
科
目
）

コ
ア
選
択
必
修
科
目

類

型

選

択

必

修

科

目

１

群
（

会

計

情

報

学

科

科

目
）

－
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環境法 2前・後 2 ○ 1 兼1

税法総論 2前・後 2 ○ 1

税法各論 2前・後 2 ○ 1

経済法 2前・後 2 ○ 兼1

労働法 2前・後 2 ○ 兼1

行政システム論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

政治学原論Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

政治学原論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

国際関係論Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

国際関係論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

法システム論特殊講義 2後・3前 2 ○ 2 1 兼1

法と経済学 2後・3前 2 ○ 1

有価証券法 2後・3前 2 ○ 1

環境経済学Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

社会システム原論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1 兼1

社会システム原論Ⅱ 2前・後 2 ○ 1 兼1

国際社会学 2後・3前 2 ○ 1

財政学総論Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

地方財政論 3・4前・後 2 ○ 1 1

公共経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

公共経済学Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

世界経済論 2後・3前 2 ○ 1

金融法 2後・3前 2 ○ 兼1

企業統治論 2前・後 2 ○ 1 1

財務会計総論Ⅰ　 2・3前・後 2 ○ 1 1

管理会計総論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 2

－ 0 88 0 11 12 1 0 0 兼12 －
コ

ア

指

定

科

目 論理学 1後・2前 2 ○ 3 1
類

型

指

定

科

目 社会学概論 1後・2前 2 ○ 1

地域社会・文化論 2後・3前 2 ○ 2 3

歴史学方法論 2後・3前 2 ○ 1

ドキュメンタリー論 2後・3前 2 ○ 1

文化人類学 2後・3前 2 ○ 1

文化システム論Ａ 1後・2前 2 ○ 1 1 兼1

文化システム論Ｂ 1・2前・後 2 ○ 1 兼1

スポーツ文化論 2後・3前 2 ○ 1

経済学史 2後・3前 2 ○ 1

現代経済学史Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1

現代経済学史Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

近江商人経営論 2前・後 2 ○ 1

古文書解読Ａ１ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

古文書解読Ａ２ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

言語学 2後・3前 2 ○ 1

異文化間コミュニケーション論 2後・3前 2 ○ 1

文学 2後・3前 2 ○ 1 1

哲学Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

哲学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

情報科学Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

情報科学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

知能情報論 2後・3前 2 ○ 1

情報システム論 2前・後 2 ○ 1

思考情報システム論特殊講義 2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

社会システム原論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

社会システム原論Ⅱ 2前・後 2 ○ 1

国際社会学 2後・3前 2 ○ 1

現代社会システム論 2後・3前 2 ○ 1

社会心理学Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

社会心理学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

認知心理学入門 1後・2前 2 ○ 1

心理学 2前・後 2 ○ 1

ゲーム理論 2前・後 2 ○ 1

消費者行動論 3前・後 2 ○ 1

－ 0 70 0 9 11 0 0 0 兼3 －

選
択
必
修
科
目
２
群
（

類
型
展
開
科
目
）

学
習
類
型
（

経
済
社
会
と
法
・
政
治
類
型
）

専
門
教
育
科
目
群

選
択
科
目
１
群
（

歴
史
学
・
文
化
学
系
科
目
）

選

択

科

目

２

群

（

文

学

・

言

語

学

系

科

目
）

選

択

科

目

３

群

（

哲

学

・

情

報

科

学

系

科

目

）

選
択
科
目
４
群
（

行
動
文
化
学
系
科
目
）

学
習
類
型
（

人
文
学
類
型
）

小計（35科目）

選
択
科
目

小計（44科目） －

－
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ミクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

マクロ経済学Ａ 1後・2前 2 ○ 1 兼2

コア政治経済学 1後・2前 2 ○ 1 兼1

統計学Ａ 1後・2前 2 ○ 3

経営学 1後・2前 2 ○ 5 2 兼1

簿記会計 1前・後 2 ○ 1 5 兼1

社会経済史 1後・2前 2 ○ 2

法学 1後・2前 2 ○ 1 兼1

公共経済学Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

財政学総論Ⅰ 2後・3前 2 ○ 1

金融システム論 1後・2前 2 ○ 1 兼1

経営戦略論 2前・後 2 ○ 2

財務会計総論Ⅰ　 2・3前・後 2 ○ 1 1

社会学概論 1後・2前 2 ○ 1

行政システム論Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

地域の社会と経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

公共経済学Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

財政学総論Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

地方財政論 3・4前・後 2 ○ 1 1

地域経済論 3・4前・後 2 ○ 1

マクロ金融論Ⅰ 1後・2前 2 ○ 1

中小企業論 2前・後 2 ○ 1

マーケティング論 2前・後 2 ○ 1 兼1

イノベーション・マネジメント 2前・後 2 ○ 1 1

行政法 2前・後 2 ○ 1

行政システム論Ⅱ 2後・3前 2 ○ 1

地域課題プロジェクト 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

現代の経済 2・3・4前・後 1 ○ 1

現代の経営 2・3・4前・後 1 ○ 1 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

世界経済論 2後・3前 2 ○ 1

経済開発論 2後・3前 2 ○ 1

金融政策論 2後・3前 2 ○ 1

財務会計総論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1 1

会社法 2前・後 2 ○ 1

民法入門・総則 2前・後 2 ○ 1 1

－ 0 70 0 15 10 1 0 0 兼15 －

－ 4 1134 0 32 39 2 0 0 兼225 －

学位又は学科の分野

合計（５７７科目） －

　経済学関係

－

学
習
類
型
（

地
域
公
共
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
類
型
）

コ
ア
選
択
必
修
科
目
選
択
科
目
１
群
（

類
型
基
礎
科
目
）

　学士（経済学）

ものづくり、人づくり、地域づくりⅠ

選
択
科
目
３
群

小計（36科目）

専
門
教
育
科
目
群

学位又は称号

選
択
科
目
２
群
（

類
型
展
開
科
目
）
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Ⅰ　設置の趣旨・必要性

○

○

○

Ⅱ 教育課程編成の考え方・特色

文理融合型人材教育のための教育改革

　激しく変動する社会経済課題の解決力の育成のためには、従来型の学問分野縦割りの教育のみでは不十分となっており、理
系科学からのアプローチ視点と文系科学のそれを融合的に活用し問題解決に取り組む力を有する人材の育成が求められてい
る。また、滋賀大学においては、高等教育機関としての機能の強化を目指し「データサイエンス領域における拠点形成」を掲
げ重点的に取り組むが、その一翼を担う教育改革を、全学的な連携と学部内改革を通じて進め、大学全体の教育機能を向上さ
せる。

グローバル化への対応と地域活性化に貢献する人材育成

  グローバル化の進展の下で、地域経済社会こそがグローバル人材を必要としている。本学が立地する滋賀県は、１人当たり
の製造業付加価値額や農業所得で日本上位の水準を誇ってきたが、グローバル化の下での競争圧力により地域経済社会のリノ
ベーションが求められている。また、本学部が想定する「地域（滋賀県と東海・京阪神地域）」における企業の海外進出意向
は、滋賀県が全国トップであるのをはじめ、東海・京阪神地域にある他府県の企業も高い水準にあり、これら企業ニーズに応
える人材の育成が極めて重要となっている。さらに、地域活性化の課題も、観光による地域活性化、環境問題の解決等、グ
ローバルな視点からの問題解決能力を求めるニーズが強い。以上のように、地域経済社会を支えるグローバル人材ニーズに応
える機能強化が急務となっている。

  現代の複雑化する社会における課題を発見し、解決策を探る力を養成するためには、科学的基盤を持つ確かな「専門性」と
分野融合的な科学的視野が必要となっている。この課題に対応するため、本学部では、各学科課程による一分野での確かな専
門性を有する人材の養成に努めるとともに、学科横断的・学際的に構成する履修モデル（専門コースと呼称）を提示し、専門
分野にとどまらない幅広い知識を持つ人材の養成を図る取組みを実施してきた。この取組みは、本学の特長として評価されて
おり、入学志願者実績、就職実績につながっている。
　しかし、今日の社会科学系高等教育への社会の要請を鑑みれば、そこに甘んじることなく、より挑戦的に教育プログラムを
充実していくことが求められている。その要請に応えるため、確かな専門性を養成する学科課程による専門教育を軸として堅
持するとともに、従来の履修モデルの取組みを強化して、分野融合的な科学的視野、専門間コミュニケーション力を有する人
材（一専門分野と幅広い専門分野への視野を持つ人材（いわゆるＴ型人材）)、より発展的には、幅広い知識と二専門分野を
兼ね備えた人材（いわゆるΠ型人材）の養成を目指す取組みを進める。学部内では、そのような目的に沿って、それぞれの学
科専門科目を中心に他学科科目にまたがる学科横断的な学習モデルを示す学習類型を編成し、学際的・複眼的専門性獲得へと
導く。これにより、多様な専門領域にまたがる学際的専門教育の展開が可能であるという本学部の強みを活かしながら、社会
の要請に応えていくことを目指す。また、学部を越えた取組みとしては、次の文理融合型人材教育のための教育改革を進め
る。

【経済学部の教育課程編成の考え方・特色】
現行６学科を、５学科とする。
　平成２９年度のデータサイエンス学部の設置に伴う全学的再編の一環として、本学部の情報管理学科を募集停止し、その教育機
能を新学部に継承・発展させることに合わせ、経済学部を５学科とする。この５学科の体制により、科学的基盤を持つ確かな専門
性涵養育成のための教育を実施する。そしてそれを補完強化する枠組みとして、５学科による教育という本学の特長を活かし、現
代社会において求められる分野融合的な科学的視野の獲得へと誘う「学習類型」を、学科をまたがって設定し、厚みのある専門性
を有する人材の養成を目指す。また、文理融合型教育を展開する学部間連携副専攻プログラムとして「政策－ビジネス革新創出人
材プログラム」を設けるとともに、グローバル人材養成機能の強化のために既存のグローバル人材育成コースを拡充し「共創グ
ローバル人材プログラム」を設ける。

　滋賀大学経済学部は、国立大学の社会科学系学士課程としては最大規模の学科構成と定員を持つ。そのことを活かして、各
学科領域の専門性を養成する教育課程を基盤として、学科横断的・学際的に学ぶことができる教育課程を構築してきた（情報
系との文理融合型の学びを含む）。このことは社会からも高く評価され、入学試験の志願者動向においては国立大学の経済学
部では継続的に上位の入試倍率を維持しており、就職においても国公私立大学経済学部の中で常に上位の就職率実績をあげて
きている。特に、滋賀県を支点とする東海・京阪神地域においては、ビジネス・地域社会の人材育成に貢献してきた。
　このように本学部は、東海から京阪神に至る地域において、国立大学の経済学部の中では地域社会や地域企業に人材を送り
出す機能を重視した教育を進める特色ある高等教育機関としての評価を得ており、今後も引き続きこの「地域」における人材
育成に貢献することが求められる。そのための機能強化を実現する改革を進めていくことが重要となっている。
　今回進めようとする経済学部改革は、以上のような全学・学部におけるこれまでの改革を踏まえ、経済・経営学分野の多様
な専門領域にまたがる学際的専門教育を展開したきたこれまでの教育課程を活かしつつ、「文理融合（学際性強化）」、「グ
ローバル化」と「地域社会活性化への貢献」を柱として、本学部の教育課程の特色・強みを活かし機能強化を図るものであ
る。

確かな「専門性」獲得の保証と社会ニーズに柔軟に対応できる教育ブログラム

設置の趣旨・必要性
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○　教育課程の編成

　教育課程は、実践力をともなった確かな専門性を涵養と学際的・複眼的専門性の養成をねらいとして、以下のように編成
する。
◇　学科制を軸とした、科学的基盤をもつ確かな専門性を育成するための専門教育
　＊　専門分野の科学体系に則し編成される講義科目
　＊　獲得した専門知識の運用力を育む少人数の演習系科目
　＊　社会における課題への実践的な取り組みを通じて問題探求・解決力を育む実践・体験型科目
　これらの学習の連動によって、確かな専門性とその活用力、問題探求・解決力の育成を目指す。なお、講義科目と演習系
科目は、階層型で編成し、基礎から展開へと着実に力を養成していくことを目指す。
◇　学際的・複眼的専門性を育成することを目指す「学習類型」と「発展的学習プログラム」
　＊「学習類型」　各学科を基盤として、５学科を有するという特長を活かし、他分野との連携力、幅広い専門性を有する
　人材の養成をねらいとして学科横断的に専門科目を編成し設ける。所属学科以外の「学習類型」による副専攻型の学習の
　促進もねらいとしている。
　＊「発展的学習プログラム」　以下の２つのプログラムを設ける。いずれも入学後の公募選抜によって決定する。参加者
　は学科に所属し、その課程に沿った学習と並行してプログラムに参加する。
　　・「政策－ビジネス革新創出人材プログラム」　新設予定のデータサイエンス学部との連携により、２分野の専門性と
　　それをつなぎ問題解決のための創造の基礎力を有する人材の養成をねらいとして編成する学部間の副専攻型プログラム。
　　・「共創グローバル人材プログラム」　グローバル化する社会への視点と地域への視点を併せ持つ人材の育成を目指す。
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　社会科学系高等教育機関には、複雑化する経済社会の課題に対応できる基礎力を有する人材が求められている。このような
要請に対応しようとするとき、もちろん専門領域を極めその発展と革新に貢献できる人材の養成は課題となるが、それと並行
して、専門領域間連携や分野融合的視点から問題解決に貢献することができる学際的・複眼的専門性を有する人材へのニーズ
が高まっている。本学部は、これまで経済界・地域社会において実践的課題に取組む人材養成を担ってきており、特に後者の
ような人材養成機能を強化していくことを求められている。その要請に応えるため、従来の履修モデルの取組みを強化して、
学部内では、そのような目的に沿って、それぞれの学科専門科目を中心に他学科科目にまたがる学科横断的な学習モデルを示
す学習類型を編成し、学際的・複眼的専門性獲得へと導く。これにより、多様な専門領域にまたがる学際的専門教育の展開が
可能であるという本学部の強みを活かしながら、社会の要請に応えていくことを目指す。また、学部を越えた取組みとして
は、次の文理融合型人材教育のための教育改革を進める。

　専門分野の科学体系に則し編成される講義科目、獲得した専門知識の運用力を育む少人数の演習系科目、及び社会における
課題への実践的な取り組みを通じて問題探求・解決力を育む実践・体験型科目で編成し、学習の連動によって確かな専門性と
それを活用し問題探求・解決力の育成を目指す。なお、講義科目と演習系科目は、階層型で編成し、基礎から展開へと着実に
力を養成していくことを目指す。

【講義科目・演習系科目の階層構造】
　導入教育レベル（1年次前半）、専門基礎教育レベル（1年次後半から2年次前半）、専門教育レベル（2年次後半以降）の3
層の教育課程で構成する。それぞれ、演習科目と講義科目からなる。
［導入教育レベル］
　大学における「学び」への円滑な移行と動機づけを目的として、演習科目（大学入門セミナー（教養科目））と基礎科目
（現代経済学基礎（学部共通科目））により構成する。ともに必修科目とし、学部学習の最も基礎なる部分として修得させ
る。
［専門基礎教育レベル］
　コア科目とプレセミナ―科目（ともに学部共通科目）により構成し、経済・社会科学分野の科学的方法論・分析技法の基礎
と協働学習の手法を修得させる。ともにその科目分野において要件を課す選択必修科目とし、専門基礎力を身につけさせる。
［専門教育レベル］
　学科毎の科学体系に沿って展開される学科専門教育科目と、専門教育レベルの外国語の修得を目指す専門語学演習、そして
大学での学習成果を総合して専門的視野から問題発見・探求を進める専門演習から成る。これらにより、専門分野での「知」
とその運用能力を身に付けさせる。専門演習は必修科目とし、大学での学習の総括的位置づけを持たせる。専門語学演習は選
択必修科目とし、専門レベルでの外国語運用力につなげる。学科の専門講義科目は、学科毎に最低修得要件を設定する。基礎
レベル、専門基礎レベルとあわせて修得する学科分野専門性の質を確保していく。

【実践・体験型科目の整備】
　社会や企業における実際の課題への取組を通して問題解決力を実践的に育むことを狙いとした科目群として、学部共通科目
に実践・体験科目を設ける。この区分の科目は、就業体験（インターンシップ）、ボランティア体験、海外研修等を含み国内
外の課題を素材とした体験学習を組み込んでいる。特徴的な科目として、プロジェクトと自主企画海外体験・研修（新設）が
ある。プロジェクトは教員・学生の企画により参加教員・学生を募り計画していく授業で、お仕着せの課題解決型授業とは異
なり企画段階から学生が参加するかたちで授業を組み建てていくことで、学生の能動的・創造的問題解決能力の養成を目指す
ものである（企画例：地域の交通問題、児童の学習支援）。自主企画海外体験・研修は、プロジェクトのよい点を海外研修に
も活用していこうというものである。大学が用意するプログラムではなく、自ら調べ支援等を獲得して臨む海外体験（代表例
としては政府の「トビタテ!留学ジャパン」）は高い学習効果を有する。これを大学として評価し大学での学習プロセスに組
み込むことを狙いとしている。
　また、学部共通科目に地域連携科目の区分を新設し、地域課題プロジェクト（新設）など地域課題に取り組む実践的科目を
配置し、地域をフィールドとした実践型授業を展開していく。
　これら実践・体験型科目は、学習の各段階で参加しながら、獲得した専門知識と実践を反芻しながら力を高めていけるよ
う、階層型の専門教育課程と並行して学部共通で配置する。

◇　学科制を軸とした、科学的基盤をもつ確かな専門性を育成するための専門教育

◇　学際的・複眼的な専門性の養成を目指す改革

【複眼的な専門性獲得へと誘う「学習類型」】
　現代の複雑化する社会における課題を発見し、解決策を探る力を養成するためには、さらに分野融合的な複眼的視野を有す
る人材の養成が求められている。それに対応する改革取組として、専門科目を学習類型に編成する。この学習類型は、各学科
が、各学科での学習を基盤として他学科科目に亘る分野融合的学習を展開し視野を広げていくための基礎から中級の学習の指
針となる道筋を提示するものである。学科課程の要件に加えて、卒業には、この学習類型の一つを修得することを義務づけ
る。学生は、所属学科を中心とする学習類型に限らず類型を自由に選択する（選択は２年次中）。
　学生が所属する学科を中心とする学習類型に沿った学習を進めることにより、学科での専門性に強みを有し、幅広い専門知
識を有する人材（いわゆるＴ型人材）へと発展していく基盤を養成することを目指す。また、学生が所属する学科以外の学習
類型に沿った学習を行う場合には、これによって、所属学科課程の学習による専門性の獲得と、学んだ学習類型による専門性
を獲得し、専門演習や実践・体験科目での課題探求を通じて、両者をつなぐ幅広い知識と二専門分野を兼ね備えた人材（いわ
ゆるΠ型人材）に育つ可能性を開くことができる。
　これは分野融合的な複眼的な視野を有する人材の養成という社会の要請に応えようとする取組みであり、５学科で構成され
るという本学の強みを活かし、一専門分野と幅広い知識を持つ人材（いわゆるＴ型人材）、幅広い知識と二専門分野を兼ね備
えた人材（いわゆるΠ型人材）の養成力を強化しようとするものである。
　全ての学生が所属学科を中心とする学習類型に限らず自由に選択することができるものとし、Ｔ型人材を志向する学生には
自学科中心の類型を、Π型人材を志向する学生には他学科中心の類型の選択を可能とし、促進することを狙いとしている。ま
た、既設のｗｅｂ上の教育学習支援システム（ＳＵＣＣＥＳＳと呼称）には、目標と到達度を管理する学習ポートフォリオ機
能、及び卒業生の進路と学習履歴を模範例として参照できる「グッドプラクティス探求システム」を搭載しており、これら履
修指導に活用して「学習類型」の選択を支援していく。
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学習類型
・経済社会分析類型
　現代経済社会に関し、理論分析、政策分析、比較経済分析、および経済分析に不可欠の金融経済分野の各アプローチにおい
て基礎から中級に誘う科目により構成し、経済社会における問題発見・探求能力の獲得を目指す学習への指針を提示する類
型。
・ファイナンス類型
　金融理論とファイナンス理論の基本発想を学ぶ科目、金融・ファイナンスの視点から見た現代経済学を学習する科目を主軸
に、基本的な経済分析手法修得のための科目、金融市場での主体である企業分析のための科目により構成し、金融経済分野に
おける問題発見・探求力の獲得を目指す学習への指針を提示する類型。
・マネジメント類型
　企業内・企業間関係に関する経営分野の様々な問題領域を分析するためのアプローチを学ぶための科目を主軸に、企業内会
計情報分析のための科目、および企業の活動フィールドである市場・社会を視る目を涵養する科目により構成し、経営体の戦
略課題、組織課題の解決に貢献できる力の獲得を目指す学習への指針を提示する類型。
・企業分析類型
　会計情報分析の考え方と手法の修得のための科目、そしてそれを基盤として企業経営と成長性・収益性・安全性等を資本市
場及び種々の利害関係者の立場から分析するための力を養成する科目により構成し、企業とその戦略の価値を評価する力の獲
得を目指す学習への指針を提示する類型。
・企業会計類型
　戦略及び経営管理の基礎情報である会計制度と会計情報に関する基礎知識と理論を学習するための科目を軸として、企業経
営、市場・社会に関する視点を涵養するための科目により構成し、企業内外における会計専門家として必要な力の獲得を目指
す学習への指針を提示する類型。
・経済社会と法・政治類型
　経済社会を分析していくための基本視角となる、法、政治、行政に関する理論・制度を学習する科目、および市場と社会の
関係を分析する科目、企業行動の原理を学ぶ科目から構成し、法・政治の視点から多元的に経済社会の問題を探求していく力
の獲得を目指す学習への指針を提示する類型。
・人文学類型
　人間の知的活動（哲学、文学、心理学）とその歴史（歴史学）に関する科目、そのネットワーク（情報学）と社会との関係
を分析する科目、身体の科学に関する科目から構成し、経済社会における課題探求力の獲得を目指す学習への指針を提示する
類型。
・地域公共・ビジネスマネジメント類型
（夜間開講によって設定し夜間主コース学生を対象。昼間主コース学生も卒業要件対象とはならないが認定を受けることはで
きる。）
　地域課題とその解決への取り組み経験を学ぶ科目、地域社会での課題解決力獲得の基盤となる経済・経営・社会の各専門領
域科目から構成し、地域社会や地域ビジネスの課題を探求していく力の獲得を目指す学習への指針を提示する類型。
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【発展的学習プログラム】(本プログラム学生は、経済学部のいずれかの学科に所属し、その卒業要件を満たすことが必要)
　○「政策－ビジネス革新創出人材プログラム」(学部間連携「副専攻プログラム」)の設置
　激しく変動する社会経済において、情報通信技術の飛躍的進歩によって蓄積しつつあるビッグデータに埋蔵される膨大な知
識や潜在的価値を有効活用しうる人材の育成が求められている。このような人材の育成は今後の経済社会問題の解決、産業発
展、国際競争の鍵となっている（日本学術会議情報学委員会Ｅ-サイエンス・データ中心科学分科会報告「ビッグデータ時代
に対応する人材の育成」、平成２６年９月１４日）。滋賀大学では、全学的な教育組織再編によって、このような社会のニー
ズに応え得る高等教育研究機関へと展開していくことを目指しており、平成２９年度にデータサイエンス学部の新設を計画し
ている。経済学部におけるこの「政策―ビジネス革新創出人材プログラム」を設ける改革もそのような全学的な改革の一環と
して行うものであり、データサイエンス学部との連携により、文理融合型人材教育を体系的な育成を目指す学部間副専攻型の
学習プログラムとして設置する。このプログラムの経済学部参加学生は入学後選抜し、１年次から、経済学部では、政策創
造、ファイナンス戦略、経営戦略、マーケティング・サイエンス等の科目群を経済学部の教育課程に沿って学び、データサイ
エンス学部から副専攻プログラムの提供を受け、データエンジニアリング、データアナリシスの分野の専門科目を学ぶ。上級
学年では、データサイエンス学部生とともにデータサイエンス応用領域の演習に参加し、異分野の学生との協働・協学を通
じ、データサイエンスと経済学・経営学の両アプローチから政策や企業戦略を創造する力を獲得させる。このプログラムによ
り修得したデータサイエンス学部専門科目は30単位の範囲で経済学部専門教育科目の卒業要件に算入するとともに、プログラ
ム修了者には副専攻修得の認定（履修証明）を行う。

　○「共創グローバル人材プログラム」
　平成26年度に設定したグローバル人材育成コースの特色(コースの教育目標：国内学生と留学生との協働・協学を通じて、
経済・経営分野の専門性に加えて異文化理解・コミュニケーション力を有し、ともに政策・戦略を創造(協創)する力を持つ人
材の育成を目指す)を活かしつつ、国際的に活躍する力と地域経済社会を支えうる問題解決力を有するグローバル人材の育成
を目指し、教育プログラムとして拡充する。具体的には、新たに地域課題に取り組むPBL型学習授業(地域連携科目「地域課題
プロジェクト」）と学生企画による体験学習(実践・体験科目「自主企画海外体験・研修」)を組み込むことで、地域への視点
育成と創発性涵養の機能を高めるよう再編する。
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　（夜間主コース）
　現行６学科のうち情報管理学科を募集停止し、経済、ファイナンス、企業経営、会計情報及び社会システムの５学科の教育課程
としたうえで、次のような改革により機能強化を図る。

(1）社会のニーズの変化に対応したフレックス制への移行

　現行夜間主コースにおいても、昼間時間帯授業は制限付きで履修することが可能である(卒業要件に30単位まで算入)。しか
し、「働きつつ学ぶ」形態の多様化が進み、この制限が学生の学習計画策定に障害となる可能性が高まっている。例えば、週
１日昼間での学習が可能な社会人は１セメスターに８単位の履修を可能であるが、現在の制限では４セメスターで上限の30単
位を超えてしまう。また、高校新卒者やシニア層の学生は、アルバイトや課外活動と学習時間をより柔軟に計画して「学習」
を行いたいという希望を持っている。
　このようなニーズの変化に対応するため、昼夜（１日７時限）のいずれの時間帯の授業であっても、自己のキャリア形成プ
ラン・ライフプランに応じた学習計画に基づいて制限なく履修が可能となるフレックス制に移行する。

(2)グローバル化する地域社会の活性化に貢献する人材育成を目指した改革

　夜間主コース志願者は、地域での活躍志向が、昼間主コース学生に比して相対的に高い傾向にある。このような学生の学習
動機を伸ばす人材育成を図り、また地域社会のニーズに応えていくために夜間主コース学生に向けた学習類型「地域公共・ビ
ジネスマネジメント類型」を設定する。これにより、学習成果を地域に還元することを希望する学生のニーズに応えるととも
に、夜間時間帯における専門科目展開を重点化し、グローバル化する地域社会の活性化に貢献する人材育成の機能を強化して
いくことを目指す。

【社会システム学科教育課程の考え方・特色】
　激しく変化する現代経済社会を多面的・学際的な視点から分析し問題発見することのできる人材を育成することを目指し、
学部共通専門科目であるコア科目を基盤として、社会分析手法を学際的に学ぶ社会システム講座科目群、法理論の視点を通し
て社会を視る力を養成する法システム講座科目群、人による社会の認識のあり方や情報（知）と社会の関係を科学的分析・思
索する方法論を学ぶ思考情報システム講座、文化や人文科学の視点から社会を分析・思索する方法・理論について学ぶ国際文
化システム講座科目群により構成する。学部共通科目や他学科専門科目とも有機的に連携しつつ幅広い社会科学的視野から経
済問題を分析する能力を育成する。
　社会システム講座科目は、社会学・政治学・行政学・行動科学のアプローチを通じ社会を分析しその構造を明らかにしよう
とする科目から構成される。それぞれ、専門基礎であるコア科目に続く中級レベルの基礎的科目（社会学概論、政治学原論
Ⅰ、行政システム論Ⅰなど）と、大学院レベルにつなぐ上位中級レベルの展開的科目（社会システム原論Ⅱ、政治学原論Ⅱ、
国際社会学など）により構成される。
　法システム講座科目は、社会を支える諸法体系について学ぶ科目により構成される。専門基礎であるコア科目に続く中級レ
ベルの基礎的科目として、憲法、行政法、税法などの公法分野科目と民法、商法、経済法などの私法分野科目を配置し構成す
る。
　思考情報システム講座科目は、知、心理、身体という人に関わる諸科学の視点から社会を考えていく科目から構成される。
それぞれ、専門基礎であるコア科目に続く中級レベルの基礎的科目（哲学Ⅰ、心理学、情報科学Ⅰなど）と、大学院レベルに
つなぐ上位中級レベルの展開的科目（科学哲学Ⅱ、情報システム論、スポーツ文化論など）により構成される。
　国際文化システム講座科目は、人間の社会での活動に関して、文学や歴史学、文化論など人文学的な視点から分析する科目
により構成される。この講座に関する、専門基礎であるコア科目に続く中級レベルの基礎的科目として位置付けられる文化シ
ステム論Ａ、文化システム論Ｂと、中級レベルの展開的科目（文化人類学、文学、歴史学方法論など）により構成される。
②　育成を目指す人材
　学部共通の基礎科目とコア科目による幅広い専門基礎力をベースとして、学科専門科目構成に沿った学習と演習科目、専門
演習、専門語学演習、実践体験科目、地域連携科目による実践的課題解決学習を組み合わせることを通じて、経済社会を多面
的・学際的な視点から分析し問題発見することのできる人材を育成する。
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卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

昼間主コース
　教養教育科目３２単位以上、専門教育科目９２単位以上を含めて、１２４単位
以上を修得すること。
（履修科目の登録の上限：２４単位（セメスター））

【履修方法】
１．教養教育科目
　①大学入門科目　　　　　　　　　１単位
　②全学共通教養科目　　　　　　２０単位
　③外国語科目（英語）　　　　　　５単位
　④外国語科目（第二外国語）　　　４単位
　⑤体育科目　　　　　　　　　　　２単位
２．専門教育科目
　専門教育科目は、①～③の要件単位を含め、合計で９２単位以上を修得するこ
と。
　①学部専門共通基礎科目　　　　　２単位
　②学部専門共通科目
　　・コア科目　　　　　　　　　１２単位
　　・専門語学演習　　　　　　　　２単位
　　・専門演習　　　　　　　　　　８単位
　③学科専門科目　　　　　　　　１４単位
　④学習類型
　それぞれ以下の条件を満たし、各類型構成科目から３０単位以上修得するこ
と。少なくとも一つの類型を修得すること。
（学習類型の履修方法）
《経済社会分析類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　６単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　６単位
　選択科目　　　　　　　　　　　１８単位
　※選択科目１群～3群の各群の科目をそれぞれ４単位以上修得したうえで、い
　ずれかの群で１０単位修得すること。
《ファイナンス類型》
　コア選択必修科目　　　　　　　　８単位
　選択科目　　　　　　　　　　　２２単位
　※選択科目２群の科目８単位以上を含め、選択科目１群～３群の科目から２２
　単位以上修得すること。
《マネジメント類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　２単位
　選択科目　　　　　　　　　　　２８単位
　※選択科目１群の１６単位以上を含め、選択科目２群の科目と合わせ２８単位
　以上修得すること。
《企業分析類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　２単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　４単位
　類型必修科目　　　　　　　　　　６単位
　選択科目１群　　　　　　　　　　８単位
　選択科目２群　　　　　　　　　１０単位
《企業会計類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　２単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　４単位
　類型必修科目　　　　　　　　　　２単位
　類型選択必修科目１群　　　　　１２単位
　類型選択必修科目２群　　　　　　２単位
　類型選択必修科目３群　　　　　　４単位
　※コア選択必修科目４単位以上、類型選択必修科目１群１２単位以上、類型選
　択必修科目２群２単位以上、類型選択必修科目３群４単位以上を含め、選択科
　目と合わせ２６単位以上修得すること。
《経済社会と法・政治類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　２単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　４単位
　選択必修科目１群　　　　　　　　８単位
　選択必修科目２群　　　　　　　　８単位
　※コア選択必修科目４単位以上、選択必修科目１群８単位以上、選択必修科目
　２群８単位以上を含め、選択科目と合わせ２８単位以上修得すること。
《人文学類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　２単位
　類型指定科目　　　　　　　　　　２単位
　選択科目　　　　　　　　　　　２６単位
　※選択科目１群～４群の科目から２６単位以上修得すること。
※データサイエンス学部専門教育科目群の科目は、
（ａ）発展的学習プログラム「政策－ビジネス革新創出人材プログラム」に選
　　抜され参加を認められた者については、３０単位までの範囲で専門教育科
　　目の卒業要件に算入することができる。
（ｂ）その他の者については、経済学部を通じてデータサイエンス学部に申請
　　し、両学部より履修を許可された場合に限り、単位を取得した場合専門教
　　育科目の卒業要件に算入することができる。

１学年の学期区分           ２学期

１学期の授業期間          １５週

１時限の授業時間          ９０分
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昼間主コース
　教養教育科目３２単位以上、専門教育科目９２単位以上を含めて、１２４単位
以上を修得すること。
（履修科目の登録の上限：２４単位（セメスター））

【履修方法】
１．教養教育科目
　①大学入門科目　　　　　　　　　１単位
　②全学共通教養科目　　　　　　２０単位
　③外国語科目（英語）　　　　　　５単位
　④外国語科目（第二外国語）　　　４単位
　⑤体育科目　　　　　　　　　　　２単位
２．専門教育科目
　専門教育科目は、①～③の要件単位を含め、合計で９２単位以上を修得するこ
と。
　①学部専門共通基礎科目　　　　　２単位
　②学部専門共通科目
　　・コア科目　　　　　　　　　１２単位
　　・専門語学演習　　　　　　　　２単位
　　・専門演習　　　　　　　　　　８単位
　③学科専門科目　　　　　　　　１４単位
　④学習類型
　それぞれ以下の条件を満たし、各類型構成科目から３０単位以上修得するこ
と。少なくとも一つの類型を修得すること。
（学習類型の履修方法）
《経済社会分析類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　６単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　６単位
　選択科目　　　　　　　　　　　１８単位
　※選択科目１群～3群の各群の科目をそれぞれ４単位以上修得したうえで、い
　ずれかの群で１０単位修得すること。
《ファイナンス類型》
　コア選択必修科目　　　　　　　　８単位
　選択科目　　　　　　　　　　　２２単位
　※選択科目２群の科目８単位以上を含め、選択科目１群～３群の科目から２２
　単位以上修得すること。
《マネジメント類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　２単位
　選択科目　　　　　　　　　　　２８単位
　※選択科目１群の１６単位以上を含め、選択科目２群の科目と合わせ２８単位
　以上修得すること。
《企業分析類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　２単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　４単位
　類型必修科目　　　　　　　　　　６単位
　選択科目１群　　　　　　　　　　８単位
　選択科目２群　　　　　　　　　１０単位
《企業会計類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　２単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　４単位
　類型必修科目　　　　　　　　　　２単位
　類型選択必修科目１群　　　　　１２単位
　類型選択必修科目２群　　　　　　２単位
　類型選択必修科目３群　　　　　　４単位
　※コア選択必修科目４単位以上、類型選択必修科目１群１２単位以上、類型選
　択必修科目２群２単位以上、類型選択必修科目３群４単位以上を含め、選択科
　目と合わせ２６単位以上修得すること。
《経済社会と法・政治類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　２単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　４単位
　選択必修科目１群　　　　　　　　８単位
　選択必修科目２群　　　　　　　　８単位
　※コア選択必修科目４単位以上、選択必修科目１群８単位以上、選択必修科目
　２群８単位以上を含め、選択科目と合わせ２８単位以上修得すること。
《人文学類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　２単位
　類型指定科目　　　　　　　　　　２単位
　選択科目　　　　　　　　　　　２６単位
　※選択科目１群～４群の科目から２６単位以上修得すること。
※データサイエンス学部専門教育科目群の科目は、
（ａ）発展的学習プログラム「政策－ビジネス革新創出人材プログラム」に選
　　抜され参加を認められた者については、３０単位までの範囲で専門教育科
　　目の卒業要件に算入することができる。
（ｂ）その他の者については、経済学部を通じてデータサイエンス学部に申請
　　し、両学部より履修を許可された場合に限り、単位を取得した場合専門教
　　育科目の卒業要件に算入することができる。

１時限の授業時間          ９０分

夜間主コース
　教養教育科目３２単位以上、専門教育科目９２単位以上を含めて、１２４単位
以上を修得すること。

【履修方法】
１．教養教育科目
　①大学入門科目　　　　　　　　　　　２単位
　②全学共通教養科目・体育科目　　　２４単位
　③外国語科目（英語）　　　　　　　　２単位
　④外国語科目（第二外国語）　　　　　２単位
　※外国語科目は、③・④の要件単位を含め、合計で６単位を修得すること。
２．専門教育科目
　専門教育科目は、①～③の要件単位を含め、合計で９２単位以上を修得するこ
と。
　①学部専門共通基礎科目　　　　　　　２単位
　②学部専門共通科目
　　・コア科目　　　　　　　　　　　　６単位
　③学科専門科目　　　　　　　　　　１２単位
　④学習類型
　それぞれ以下の条件を満たし、各類型構成科目から３０単位以上修得するこ
と。少なくとも一つの類型を修得すること。
（学習類型の履修方法）
《経済社会分析類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　　　６単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　　　６単位
　選択科目　　　　　　　　　　　　　１８単位
　※選択科目１群～3群の各群の科目をそれぞれ４単位以上修得したうえで、い
ずれかの群で１０単位修得すること。
《ファイナンス類型》
　コア選択必修科目　　　　　　　　　　８単位
　選択科目　　　　　　　　　　　　　２２単位
　※選択科目２群の科目８単位以上を含め、選択科目１群～３群の科目から２２
　単位以上修得すること。
《マネジメント類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　　　２単位
　選択科目　　　　　　　　　　　　　２８単位
　※選択科目１群の１６単位以上を含め、選択科目２群の科目と合わせ２８単位
　以上修得すること。
《企業分析類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　　　２単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　　　４単位
　類型必修科目　　　　　　　　　　　　６単位
　選択科目１群　　　　　　　　　　　　８単位
　選択科目２群　　　　　　　　　　　１０単位
《企業会計類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　　　２単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　　　４単位
　類型必修科目　　　　　　　　　　　　２単位
　類型選択必修科目１群　　　　　　　１２単位
　類型選択必修科目２群　　　　　　　　２単位
　類型選択必修科目３群　　　　　　　　４単位
　※コア選択必修科目４単位以上、類型選択必修科目１群１２単位以上、類型選
　択必修科目２群２単位以上、類型選択必修科目３群４単位以上を含め、選択科
　目と合わせ２６単位以上修得すること。
《経済社会と法・政治類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　　　２単位
　コア選択必修科目　　　　　　　　　　４単位
　選択必修科目１群　　　　　　　　　　８単位
　選択必修科目２群　　　　　　　　　　８単位
　※コア選択必修科目４単位以上、選択必修科目１群８単位以上、選択必修科目
　２群８単位以上を含め、選択科目と合わせ２８単位以上修得すること。
《人文学類型》
　コア指定科目　　　　　　　　　　　　２単位
　類型指定科目　　　　　　　　　　　　２単位
　選択科目　　　　　　　　　　　　　２６単位
　※選択科目１群～４群の科目から２６単位以上修得すること。
《地域公共・ビジネスマネジメント類型》
　コア選択必修科目　　　　　    　　　６単位
　選択科目　　　　　　　　　　　　　２４単位
　※選択科目１群の８単位以上、選択科目２群の１０単位以上を含め、選択科目
　３群の科目と合わせ２４単位以上修得すること。

１学年の学期区分           ２学期

１学期の授業期間          １５週

１時限の授業時間          ９０分
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 ○ 25 38 3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

英会話基礎 1前 1 ○ 1 兼6

大学英語入門 1前 1 ○ 1 4 兼3

滋賀大学で学ぶ 1前 2 ○ 11 2 兼8 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

－ 5 0 0 31 43 3 0 0 兼17 －

哲学からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

歴史からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

文学からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

論理の世界 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 1 兼2

自然言語の世界 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼4

人間と存在 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

人間と倫理 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

人間と宗教 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

人間と経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

人間と心理 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼4

人間と教育 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼4

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1 集中

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼4

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 50 0 9 9 0 0 0 兼45 －

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 3 4 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 5

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

社
会
科
学
分
野

全
学
共
通
教
養
科
目

教
養
教
育
科
目
群

（別添２－２）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 事 前 伺 い ）
【既設】（経済学部経済学科　昼間主コース）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

大
学
入
門
科
目

大学入門セミナー

小計（4科目） －

人
文
科
学
分
野

日本の歴史

欧米の歴史

文化の歴史

日本の文学

欧米の文学

美術の世界

音楽の世界

演劇の世界

文化への問い

芸術と文化

言語と文化

教育と文化

日本の文化

欧米の文化

小計（25科目）

地域社会の経済

教育と社会

現代社会をみる目

日本国憲法

現代社会と政治

現代社会と法

私法の世界

日本社会の法と政治

経済学と現代

現代の金融

現代の企業と経営

社会と会計

組織と会計

－

社会学からの問い

経済学からの問い

経営学からの問い

法学からの問い

政治学からの問い

地理学からの問い

人間と社会

社会の比較

現代の諸問題

世界経済の現状
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1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 80 0 17 25 1 0 0 兼30 －

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 5 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 6 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼4

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 2 兼6

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 44 0 8 17 0 0 0 兼46 －

近江とびわ湖Ⅰ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江とびわ湖Ⅱ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

近江の歴史 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼4

近江の経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江とくらしと文化 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

地域共生論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

滋賀大学で環境を学ぶ 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

環境問題を学ぶ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2 兼2

環境学習プログラム開発論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

まちと住まい 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

環境教育概論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

世界史における東アジア 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

国際化と東アジアを考える 1・2・3・4前・後 2 ○ 3 兼3

東アジアの多様性の理解 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼3

日本と東アジア 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

キャリアデザイン論 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼5

働くことの意味 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

自己理解 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

こころと身体の科学 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 40 0 13 6 0 0 0 兼27 －

1後 1 ○ 1 4 兼3

社
会
科
学
分
野

全
学
共
通
教
養
科
目

教
養
教
育
科
目
群

外

国

語

科
目 英語Ⅰａ

教育の諸問題

スポーツと現代社会

生活と法

生活と企業

消費と社会

くらしと住まい

衣と暮らし

情報と人間

情報化と社会

戦争と平和

平和教育

福祉と教育

現代の社会福祉

人権問題を学ぶ

現代社会と人権

ジェンダーを学ぶ

男女の共生

小計（40科目） －

自
然
科
学
分
野

数学への招待

自然科学への招待

応用科学への招待

エンジニアリングへの招待

情報学への招待

情報と科学

宇宙と地球

自然と人間

生命と物質

物質とエネルギー

数学的思考

問題解決の手法

情報リテラシー

情報通信の仕組み

メディアと情報

コンピュータの仕組み

メディアツール活用法

情報教育概論

健康の科学

脳の科学

身体運動の科学

身体の科学

小計（22科目） －

特
定
主
題
分
野

地域からの視点

小計（20科目） －
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1後 1 ○ 1 兼5

英語Ⅱ 2前・後 1 ○ 2 4 兼11

ドイツ語ⅠａＨ 1前 1 ○ 兼3

ドイツ語ⅠａＡ 1後 1 ○ 兼3

ドイツ語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 1 兼3

ドイツ語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 1 兼3

フランス語ⅠａＨ 1前 1 ○ 1 兼1

フランス語ⅠａＡ 1後 1 ○ 1 兼1

フランス語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 1 兼2

フランス語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 1 兼2

スペイン語ⅠａＨ 1前 1 ○ 1

スペイン語ⅠａＡ 1後 1 ○ 1

スペイン語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 兼2

スペイン語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 1 兼2

中国語ⅠａＨ 1前 1 ○ 2 兼2

中国語ⅠａＡ 1後 1 ○ 2 兼2

中国語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 兼3

中国語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 兼3

ロシア語ⅠａＨ 1前 1 ○ 兼1

ロシア語ⅠａＡ 1後 1 ○ 兼1

ロシア語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 兼1

ロシア語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 兼1

韓国・朝鮮語ⅠａＨ 1前 1 ○ 兼1

韓国・朝鮮語ⅠａＡ 1後 1 ○ 兼1

韓国・朝鮮語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 兼1

韓国・朝鮮語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 兼1

－ 3 24 0 5 6 0 0 0 兼25 －

スポーツ科学Ⅰ 1前 1 ○ 2 1 兼3

スポーツ科学Ⅱ 1後 1 ○ 2 1 兼3

－ 2 0 0 2 1 0 0 0 兼3 －

1前 2 ○ 1 5

－ 2 0 0 1 5 0 0 0 －

ミクロ経済学Ａ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 3

ミクロ経済学Ｂ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 3

マクロ経済学Ａ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

マクロ経済学Ｂ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 1

コア政治経済学 1後・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

統計学Ａ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 3

統計学Ｂ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 3

社会経済史 1後・2・3・4前・後 2 ○ 2

経営学 1後・2・3・4前・後 2 ○ 5 2 兼1

簿記会計Ａ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 5 兼1

簿記会計Ｂ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 4 兼1

法学 1後・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

科学方法論 1後・2・3・4前・後 2 ○ 3 1

－ 0 26 0 13 18 1 0 0 兼5 －

基礎演習 1後・2前・後 2 ○ 9 11 1 兼2

コアセッション 1後・2前・後 1 ○ 2 12 兼1

ＢＳセミナー 1後・2前・後 2 ○ 2

事前演習 1後・2前・後 1 ○

－ 0 6 0 13 19 1 0 0 兼3 －

外国文献研究 2後・3・4前・後 2 ○ 14 20 2 兼3

時事外国語 2後・3・4前・後 2 ○ 4 4 兼1

コミュニケーション・スキル 2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼3

経済経営英語 2後・3・4前・後 2 ○ 2 7

英語演習 2後・3・4前・後 2 ○ 1 4 兼1

ドイツ語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

ドイツ語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

フランス語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

フランス語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

スペイン語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 兼2

スペイン語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 兼2

中国語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

専
門
語
学
演
習

学
部
共
通
科
目

専
門
教
育
科
目
群

プ
レ
セ
ミ
ナ
ー

教
養
教
育
科
目
群

外
国
語
科
目

小計（4科目） －

基

礎

科

目

現代経済学基礎

小計（1科目） －

コ
ア
科
目

小計（13科目） －

英語Ⅰｂ

小計（27科目） －

体
育
科
目 小計（2科目） －
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中国語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

ロシア語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 兼1

ロシア語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

韓国・朝鮮語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 兼1

韓国・朝鮮語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

古文書演習 2後・3・4前・後 2 ○ 2

WritingⅠ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

WritingⅡ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

PresentationⅠ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

PresentationⅡ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

Academic Writing 2・3・4前・後 2 ○ 兼1

Debate 2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 48 0 24 29 2 0 0 兼15 －

専門演習Ⅰ 3前 2 ○ 37 40

専門演習Ⅱ 3後 2 ○ 37 40

専門演習Ⅲ 4前 2 ○ 35 36 兼3

専門演習Ⅳ 4後 2 ○ 36 37 兼3

特別研究 3・4前・後 2 ○ 1

－ 8 2 0 37 43 0 0 0 兼3 －

現代の経済 2・3・4前・後 1～2 ○ 兼1

現代の経営 2・3・4前・後 1～2 ○ 4 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

リーダーシップ論 2・3・4前・後 1～2 ○ 1 2 1 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

インターンシップ事前演習 2・3・4前・後 2 ○

就業体験Ⅰ（インターンシップ） 2・3・4前・後 1 ○

就業体験Ⅱ（インターンシップ） 2・3・4前・後 2 ○

就業体験Ⅲ（インターンシップ） 2・3・4前・後 3 ○

インターンシップ事後演習 2・3・4前・後 1 ○

ボランティア体験 1・2・3・4前・後 1 ○

海外研修（アメリカ語学研修） 1・2・3・4前・後 2 ○

海外研修（タイ・エコスタディ） 1・2・3・4前・後 2 ○

海外研修（オーストラリア研究） 1・2・3・4前・後 2 ○

海外研修（中国語学研修） 1・2・3・4前・後 2 ○

海外研修（韓国語学・文化研修） 1・2・3・4前・後 2 ○

1・2・3・4前・後 2 ○

－ 0 25～28 0 4 2 1 0 0 兼15 －

プロジェクト 2・3・4前・後 1～2 ○ 7 4 2 兼6

－ 0 1～2 0 7 4 2 0 0 兼6 －

分析ツール 1・2前・後 2 ○ 5

古文書解読Ａ１ 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

古文書解読Ａ２ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

古文書解読Ｂ１ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

古文書解読Ｂ２ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

Lectures in English 2・3・4前・後 3～4 ○ 1 兼1

時事特別講義 2・3・4前・後 1 ○ 兼1

日本経済戦略論 2・3・4前・後 2 ○ 1

上級特別研究 3・4前・後 2 ○ 1 1

サービス経済論 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 1～2 ○ 兼1

イノベーション概論 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

創造的仕事の技術と知識 1・2・3・4前・後 1～2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 1～2 ○ 1

リスクマネジメント基礎 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 27～31 0 6 10 0 0 0 兼6 －

経済変動論 2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 兼1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

3・4前・後 2 ○ 1 兼1

2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

専
門
語
学
演
習

学
部
共
通
科
目

基
礎
理
論

経
済
学
科
専
門
科
目

専
門
教
育
科
目
群

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

科

目

政治経済学

資本蓄積論

現代資本主義論

小計（24科目） －

－

産業連関論

数理経済学

上級数理経済学

価格理論

応用ミクロ経済学

小計（1科目） －

そ
の
他
科
目

小計（15科目） －

専
門
演
習

小計（5科目） －

実
践
・
体
験
科
目

小計（15科目）

サービス・イノベーション事例研究

ものづくり、人づくり、地域づくり

海外研修（メキシコ語学・文化研修）

政治経済学特論
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2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

2後・3・4前・後 2 ○ 1 1

－ 0 36 0 4 2 0 0 0 兼6 －

3・4前・後 2 ○ 2

3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 2

2後・3・4前・後 2 ○ 2

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1 1

2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 3

－ 0 32 0 2 4 0 0 0 兼2 －

2後・3・4前・後 2 ○ 1 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

2後・3・4前・後 2 ○ 1 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

2後・3・4前・後 2 ○ 3 2 兼17

－ 0 40 0 3 4 0 0 0 兼18 －

3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

3・4前・後 2 ○ 兼1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

基
礎
理
論

経
済
学
科
専
門
科
目

専
門
教
育
科
目
群

－

小計（16科目） －

小計（20科目） －

応
用
経
済
論

政
策
経
済
論

比
較
経
済
論

財政学総論Ⅰ

労働市場論

非営利組織論

経済地理学

比較経済システム論

都市経済論

産業組織論

数理統計学

応用統計学

経済数学Ⅰ

公共経済学Ⅱ

日本経済史

経済学史Ⅰ

情報とリスクの経済学

計量経済学Ⅰ

計量経済学Ⅱ

公共経済学Ⅰ

現代経済学史Ⅰ

現代経済学史Ⅱ

経済学の考え方

社会思想史

基礎理論特殊講義

経済数学Ⅱ

小計（18科目）

環境政策論

エコロジカル経済学

政策経済論特殊講義

産業政策論

財政学総論Ⅱ

地方財政論

地域経済論

応用経済論特殊講義

経済政策論

日本経済論

上級国際経済論

世界経済論

アジア経済論

経済開発論

開発政策論

比較経済論特殊講義

国際マクロ経済論

海外地域経済論

労使関係論

農業経済論

農業政策論

現代日本経済史

法と経済学

福祉経済原理

社会政策

社会保障論

経済史方法論

欧米経済史

現代欧米経済史

農林漁業と環境の経済史

国際経済論Ⅰ

現代日本資本主義論

経済学史Ⅱ

国際経済論Ⅱ

労働経済論

医療経済学

資源経済学
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－ 0 32 0 5 3 0 0 0 兼5 －

－ 20 511～519 0 40 48 3 0 0 兼285

経
済
学
科
専
門
科
目

専
門
教
育
科
目
群

比
較
経
済
論

　経済学関係

小計（16科目） －

合計（２８８科目） －

　学士（経済学） 学位又は学科の分野
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 ○ 1 兼2

滋賀大学で学ぶ 1前 2 ○ 11 2 兼8 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

－ 2 2 0 12 2 0 0 0 兼10 －

哲学からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

歴史からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

文学からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

論理の世界 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 1 兼2

自然言語の世界 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼4

人間と存在 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

人間と倫理 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

人間と宗教 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

人間と経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

人間と心理 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼4

人間と教育 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼4

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1 集中

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼4

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 50 0 9 9 0 0 0 兼45 －

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 3 4 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 5

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2

社
会
科
学
分
野

全
学
共
通
教
養
科
目

教
養
教
育
科
目
群

大

学

入

門

科

目

大学入門セミナー

小計（2科目） －

人
文
科
学
分
野

日本の歴史

欧米の歴史

文化の歴史

日本の文学

欧米の文学

美術の世界

音楽の世界

演劇の世界

文化への問い

【既設】（経済学部経済学科　夜間主コース）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

言語と文化

教育と文化

日本の文化

欧米の文化

小計（25科目）

地域社会の経済

芸術と文化

－

社会学からの問い

経済学からの問い

経営学からの問い

法学からの問い

政治学からの問い

地理学からの問い

人間と社会

社会の比較

教育と社会

現代社会をみる目

日本国憲法

現代社会と政治

現代社会と法

私法の世界

日本社会の法と政治

経済学と現代

現代の金融

現代の企業と経営

社会と会計

組織と会計

現代の諸問題

世界経済の現状

教育の諸問題

スポーツと現代社会

生活と法

生活と企業
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1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 80 0 17 25 1 0 0 兼30 －

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 5 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 6 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼4

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 2 兼6

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 44 0 8 17 0 0 0 兼46 －

近江とびわ湖Ⅰ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江とびわ湖Ⅱ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

近江の歴史 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼4

近江の経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江とくらしと文化 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

地域共生論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

滋賀大学で環境を学ぶ 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

環境問題を学ぶ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2 兼2

環境学習プログラム開発論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

まちと住まい 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

環境教育概論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

世界史における東アジア 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

国際化と東アジアを考える 1・2・3・4前・後 2 ○ 3 兼3

東アジアの多様性の理解 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼3

日本と東アジア 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

キャリアデザイン論 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼5

働くことの意味 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

自己理解 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

こころと身体の科学 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 40 0 13 6 0 0 0 兼27 －

1・2・3・4前・後 1 ○ 1 4 1 兼3

ドイツ語Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

ドイツ語Ｂ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

フランス語Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

フランス語Ｂ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

社
会
科
学
分
野

全
学
共
通
教
養
科
目

教
養
教
育
科
目
群

外
国
語
科
目

英語

衣と暮らし

情報と人間

消費と社会

くらしと住まい

メディアと情報

コンピュータの仕組み

メディアツール活用法

情報教育概論

健康の科学

脳の科学

身体運動の科学

情報化と社会

戦争と平和

平和教育

福祉と教育

現代の社会福祉

人権問題を学ぶ

現代社会と人権

ジェンダーを学ぶ

男女の共生

身体の科学

小計（22科目） －

特
定
主
題
分
野

地域からの視点

小計（20科目） －

小計（40科目） －

自
然
科
学
分
野

数学への招待

自然科学への招待

応用科学への招待

エンジニアリングへの招待

情報学への招待

情報と科学

宇宙と地球

自然と人間

生命と物質

物質とエネルギー

数学的思考

問題解決の手法

情報リテラシー

情報通信の仕組み
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スペイン語Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

スペイン語Ｂ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

中国語Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○ 2

中国語Ｂ 1・2・3・4前・後 1 ○ 2

－ 0 9 0 4 6 0 0 0 兼3 －

スポーツ科学Ⅰ 1・2・3・4前・後 1 ○ 2 1 兼1

スポーツ科学Ⅱ 1・2・3・4前・後 1 ○ 2 1 兼1

－ 0 2 0 2 1 0 0 0 兼1 －

1前 2 ○ 2

－ 2 0 0 2 0 0 0 　 －

ミクロ経済学Ａ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

ミクロ経済学Ｂ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

マクロ経済学Ａ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

マクロ経済学Ｂ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

コア政治経済学 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

統計学Ａ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

統計学Ｂ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

社会経済史 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

経営学 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

簿記会計Ａ 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

簿記会計Ｂ 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

法学 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

科学方法論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 26 0 4 5 1 0 0 兼4 －

経済・ファイナンスへの招待 1後・2・3・4前・後 2 ○ 7 8 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

経営学・会計学への招待 1後・2・3・4前・後 2 ○ 6 8 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

知と情報の科学への招待 1後・2・3・4前・後 2 ○ 6 10 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

社会システムへの招待 1後・2・3・4前・後 2 ○ 4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

－ 0 8 0 19 29 0 0 0 兼1 －

外国文献研究 2後・3・4前・後 2 ○ 14 20 2 兼3

時事外国語 2後・3・4前・後 2 ○ 4 4 兼1

経済経営英語 2後・3・4前・後 2 ○ 2 7

コミュニケーション・スキル 2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼3

－ 0 8 0 18 24 2 0 0 兼6 －

専門演習Ⅰ 3前 2 ○ 37 40

専門演習Ⅱ 3後 2 ○ 37 40

専門演習Ⅲ 4前 2 ○ 35 36 兼3

専門演習Ⅳ 4後 2 ○ 36 37 兼3

特別研究 3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 10 0 37 43 0 0 0 兼3 －

現代の経済 2・3・4前・後 1～2 ○ 兼1

現代の経営 2・3・4前・後 1～2 ○ 4 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

リーダーシップ論 2・3・4前・後 1～2 ○ 1 2 1 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

就業体験Ⅰ（インターンシップ） 2・3・4前・後 1 ○

就業体験Ⅱ（インターンシップ） 2・3・4前・後 2 ○

ボランティア体験 1・2・3・4前・後 1 ○

海外研修（アメリカ語学研修） 1・2・3・4前・後 2 ○

海外研修（タイ・エコスタディ） 1・2・3・4前・後 2 ○

海外研修（オーストラリア研究） 1・2・3・4前・後 2 ○

海外研修（中国語学研修） 1・2・3・4前・後 2 ○

海外研修（韓国語学・文化研修） 1・2・3・4前・後 2 ○

1・2・3・4前・後 2 ○

－ 0 19～22 0 4 2 1 0 0 兼15 －

プロジェクト 2・3・4前・後 1～2 ○ 7 4 2 兼6

－ 0 1～2 0 7 4 2 0 0 兼6 －

分析ツール 1・2前・後 2 ○ 5

Lectures in English 2・3・4前・後 3～4 ○ 1 兼1

時事特別講義 2・3・4前・後 1 ○ 兼1

日本経済戦略論 2・3・4前・後 2 ○ 1

サービス経済論 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 1～2 ○ 兼1

イノベーション概論 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

創造的仕事の技術と知識 1・2・3・4前・後 1～2 ○ 兼1

学
部
共
通
科
目

そ
の
他
科
目

専
門
教
育
科
目
群

教
養
教
育
科
目
群

外
国
語
科
目

基

礎

科

目

現代経済学基礎

小計（1科目）

専
門
演
習

－

コ
ア
科
目

小計（13科目） －

専
門
導
入
科
目 小計（4科目） －

専
門
語
学
演
習 小計（4科目） －

小計（5科目） －

実
践
・
体
験
科
目

小計（12科目） －
プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

科

目 小計（1科目） －

小計（9科目） －

体
育
科
目 小計（2科目） －

海外研修（メキシコ語学・文化研修）

サービス・イノベーション事例研究
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1・2・3・4前・後 1～2 ○ 1

リスクマネジメント基礎 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 17～21 0 4 8 0 0 0 兼5 －

経済変動論 2後・3・4前・後 2 ○

2後・3・4前・後 2 ○

2後・3・4前・後 2 ○

3・4前・後 2 ○

2後・3・4前・後 2 ○

2後・3・4前・後 2 ○

2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○

2後・3・4前・後 2 ○

2後・3・4前・後 2 ○

2後・3・4前・後 2 ○

2後・3・4前・後 2 ○

3・4前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○

2後・3・4前・後 2 ○

2後・3・4前・後 2 ○

－ 0 36 0 2 0 0 0 0 兼1 －

3・4前・後 2 ○

3・4前・後 2 ○

2後・3・4前・後 2 ○

2後・3・4前・後 2 ○

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○

2後・3・4前・後 2 ○

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○

2後・3・4前・後 2 ○

2後・3・4前・後 2 ○

2後・3・4前・後 2 ○

2後・3・4前・後 2 ○

－ 0 32 0 0 3 0 0 0 　 －

2後・3・4前・後 2 ○

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○

2後・3・4前・後 2 ○ 1 1

2後・3・4前・後 2 ○

2後・3・4前・後 2 ○

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○

2後・3・4前・後 2 ○

2後・3・4前・後 2 ○

2後・3・4前・後 2 ○

2後・3・4前・後 2 ○

2後・3・4前・後 2 ○

－ 0 40 0 4 1 0 0 0 　 －

3・4前・後 2 ○

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

学

部

共

通

科

目

そ
の
他
科
目

専
門
教
育
科
目
群

比
較
経
済
論

経
済
学
科
専
門
科
目

基
礎
理
論

小計（18科目）

小計（10科目）

現代資本主義論

現代日本資本主義論

経済学史Ⅰ

経済学史Ⅱ

現代経済学史Ⅰ

現代経済学史Ⅱ

経済学の考え方

社会思想史

基礎理論特殊講義

小計（16科目） －

応
用
経
済
論

小計（20科目） －

政
策
経
済
論

地方財政論

応用経済論特殊講義

経済政策論

日本経済論

比較経済システム論

産業組織論

都市経済論

地域経済論

数理統計学

応用統計学

環境政策論

エコロジカル経済学

政策経済論特殊講義

経済史方法論

欧米経済史

現代欧米経済史

－

農業経済論

農業政策論

資源経済学

経済数学Ⅰ

経済数学Ⅱ

情報とリスクの経済学

計量経済学Ⅰ

計量経済学Ⅱ

公共経済学Ⅰ

公共経済学Ⅱ

財政学総論Ⅰ

財政学総論Ⅱ

法と経済学

産業政策論

福祉経済原理

社会政策

社会保障論

労働経済論

労働市場論

労使関係論

医療経済学

非営利組織論

経済地理学

－

産業連関論

数理経済学

上級数理経済学

価格理論

応用ミクロ経済学

政治経済学

政治経済学特論

資本蓄積論

ものづくり、人づくり、地域づくり
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2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○

2後・3・4前・後 2 ○

2後・3・4前・後 2 ○

3・4前・後 2 ○

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○

2後・3・4前・後 2 ○

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○

2後・3・4前・後 2 ○

－ 0 32 0 3 5 0 0 0 兼1 －

－ 4 456～464 0 40 48 3 0 0 兼240

専
門
教
育
科
目
群

比
較
経
済
論

経
済
学
科
専
門
科
目

国際経済論Ⅰ

国際経済論Ⅱ

上級国際経済論

合計（２４０科目） －

学位又は称号 　学士（経済学） 学位又は学科の分野 　経済学関係

農林漁業と環境の経済史

日本経済史

現代日本経済史

小計（16科目） －

世界経済論

国際マクロ経済論

海外地域経済論

アジア経済論

経済開発論

開発政策論

比較経済論特殊講義
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 ○ 25 38 3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

英会話基礎 1前 1 ○ 1 兼6

大学英語入門 1前 1 ○ 1 4 兼3

滋賀大学で学ぶ 1前 2 ○ 11 2 兼8 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

－ 5 0 0 31 43 3 0 0 兼17 －

哲学からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

歴史からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

文学からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

論理の世界 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 1 兼2

自然言語の世界 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼4

人間と存在 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

人間と倫理 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

人間と宗教 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

人間と経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

人間と心理 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼4

人間と教育 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼4

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1 集中

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼4

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 50 0 9 9 0 0 0 兼45 －

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 3 4 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 5

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

社
会
科
学
分
野

全
学
共
通
教
養
科
目

教
養
教
育
科
目
群

大
学
入
門
科
目

大学入門セミナー

小計（4科目） －

（別添２－２）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 事 前 伺 い ）
【既設】（経済学部ファイナンス学科　昼間コース）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

現代の金融

現代の企業と経営

社会と会計

人
文
科
学
分
野

日本の歴史

欧米の歴史

文化の歴史

日本の文学

欧米の文学

美術の世界

音楽の世界

演劇の世界

文化への問い

芸術と文化

言語と文化

教育と文化

日本の文化

欧米の文化

小計（25科目）

世界経済の現状

地域社会の経済

教育と社会

現代社会をみる目

日本国憲法

現代社会と政治

現代社会と法

私法の世界

日本社会の法と政治

経済学と現代

－

社会学からの問い

経済学からの問い

経営学からの問い

法学からの問い

政治学からの問い

地理学からの問い

人間と社会

社会の比較

組織と会計

現代の諸問題
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1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 80 0 17 25 1 0 0 兼30 －

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 5 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 6 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼4

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 2 兼6

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 44 0 8 17 0 0 0 兼46 －

近江とびわ湖Ⅰ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江とびわ湖Ⅱ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

近江の歴史 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼4

近江の経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江とくらしと文化 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

地域共生論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

滋賀大学で環境を学ぶ 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

環境問題を学ぶ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2 兼2

環境学習プログラム開発論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

まちと住まい 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

環境教育概論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

世界史における東アジア 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

国際化と東アジアを考える 1・2・3・4前・後 2 ○ 3 兼3

東アジアの多様性の理解 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼3

日本と東アジア 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

キャリアデザイン論 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼5

働くことの意味 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

自己理解 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

こころと身体の科学 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 40 0 13 6 0 0 0 兼27 －

1後 1 ○ 1 4 兼3

社
会
科
学
分
野

全
学
共
通
教
養
科
目

教
養
教
育
科
目
群

外

国

語

科
目 英語Ⅰａ

衣と暮らし

情報と人間

情報化と社会

戦争と平和

平和教育

福祉と教育

現代の社会福祉

生活と企業

消費と社会

くらしと住まい

教育の諸問題

スポーツと現代社会

生活と法

人権問題を学ぶ

現代社会と人権

ジェンダーを学ぶ

男女の共生

小計（40科目） －

自
然
科
学
分
野

数学への招待

自然科学への招待

応用科学への招待

エンジニアリングへの招待

情報学への招待

情報と科学

宇宙と地球

自然と人間

生命と物質

物質とエネルギー

数学的思考

問題解決の手法

情報リテラシー

情報通信の仕組み

メディアと情報

コンピュータの仕組み

メディアツール活用法

情報教育概論

健康の科学

脳の科学

身体運動の科学

身体の科学

小計（22科目） －

特
定
主
題
分
野

地域からの視点

小計（20科目） －
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1後 1 ○ 1 兼5

英語Ⅱ 2前・後 1 ○ 2 4 兼11

ドイツ語ⅠａＨ 1前 1 ○ 兼3

ドイツ語ⅠａＡ 1後 1 ○ 兼3

ドイツ語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 1 兼3

ドイツ語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 1 兼3

フランス語ⅠａＨ 1前 1 ○ 1 兼1

フランス語ⅠａＡ 1後 1 ○ 1 兼1

フランス語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 1 兼2

フランス語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 1 兼2

スペイン語ⅠａＨ 1前 1 ○ 1

スペイン語ⅠａＡ 1後 1 ○ 1

スペイン語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 兼2

スペイン語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 1 兼2

中国語ⅠａＨ 1前 1 ○ 2 兼2

中国語ⅠａＡ 1後 1 ○ 2 兼2

中国語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 兼3

中国語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 兼3

ロシア語ⅠａＨ 1前 1 ○ 兼1

ロシア語ⅠａＡ 1後 1 ○ 兼1

ロシア語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 兼1

ロシア語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 兼1

韓国・朝鮮語ⅠａＨ 1前 1 ○ 兼1

韓国・朝鮮語ⅠａＡ 1後 1 ○ 兼1

韓国・朝鮮語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 兼1

韓国・朝鮮語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 兼1

－ 3 24 0 5 6 0 0 0 兼25 －

スポーツ科学Ⅰ 1前 1 ○ 2 1 兼3

スポーツ科学Ⅱ 1後 1 ○ 2 1 兼3

－ 2 0 0 2 1 0 0 0 兼3 －

1前 2 ○ 1 5

－ 2 0 0 1 5 0 0 0 －

ミクロ経済学Ａ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 3

ミクロ経済学Ｂ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 3

マクロ経済学Ａ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

マクロ経済学Ｂ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 1

コア政治経済学 1後・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

統計学Ａ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 3

統計学Ｂ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 3

社会経済史 1後・2・3・4前・後 2 ○ 2

経営学 1後・2・3・4前・後 2 ○ 5 2 兼1

簿記会計Ａ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 5 兼1

簿記会計Ｂ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 4 兼1

法学 1後・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

科学方法論 1後・2・3・4前・後 2 ○ 3 1

－ 0 26 0 13 18 1 0 0 兼5 －

基礎演習 1後・2前・後 2 ○ 9 11 1 兼2

コアセッション 1後・2前・後 1 ○ 2 12 兼1

ＢＳセミナー 1後・2前・後 2 ○ 2

事前演習 1後・2前・後 1 ○

－ 0 6 0 13 19 1 0 0 兼3 －

外国文献研究 2後・3・4前・後 2 ○ 14 20 2 兼3

時事外国語 2後・3・4前・後 2 ○ 4 4 兼1

コミュニケーション・スキル 2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼3

経済経営英語 2後・3・4前・後 2 ○ 2 7

英語演習 2後・3・4前・後 2 ○ 1 4 兼1

ドイツ語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

ドイツ語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

フランス語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

フランス語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

スペイン語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 兼2

スペイン語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 兼2

中国語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

学
部
共
通
科
目

専
門
教
育
科
目
群

教
養
教
育
科
目
群

外
国
語
科
目

英語Ⅰｂ

小計（27科目） －

体
育
科
目 小計（2科目） －

－

コ
ア
科
目

小計（13科目） －

－

基

礎

現代経済学基礎

小計（1科目）

プ
レ
セ
ミ
ナ
ー 小計（4科目）

専
門
語
学
演
習
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中国語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

ロシア語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 兼1

ロシア語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

韓国・朝鮮語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 兼1

韓国・朝鮮語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

古文書演習 2後・3・4前・後 2 ○ 2

WritingⅠ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

WritingⅡ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

PresentationⅠ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

PresentationⅡ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

Academic Writing 2・3・4前・後 2 ○ 兼1

Debate 2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 48 0 24 29 2 0 0 兼15 －

専門演習Ⅰ 3前 2 ○ 37 40

専門演習Ⅱ 3後 2 ○ 37 40

専門演習Ⅲ 4前 2 ○ 35 36 兼3

専門演習Ⅳ 4後 2 ○ 36 37 兼3

特別研究 3・4前・後 2 ○ 1

－ 8 2 0 37 43 0 0 0 兼3 －

現代の経済 2・3・4前・後 1～2 ○ 兼1

現代の経営 2・3・4前・後 1～2 ○ 4 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

リーダーシップ論 2・3・4前・後 1～2 ○ 1 2 1 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

インターンシップ事前演習 2・3・4前・後 2 ○

就業体験Ⅰ（インターンシップ） 2・3・4前・後 1 ○

就業体験Ⅱ（インターンシップ） 2・3・4前・後 2 ○

就業体験Ⅲ（インターンシップ） 2・3・4前・後 3 ○

インターンシップ事後演習 2・3・4前・後 1 ○

ボランティア体験 1・2・3・4前・後 1 ○

海外研修（アメリカ語学研修） 1・2・3・4前・後 2 ○

海外研修（タイ・エコスタディ） 1・2・3・4前・後 2 ○

海外研修（オーストラリア研究） 1・2・3・4前・後 2 ○

海外研修（中国語学研修） 1・2・3・4前・後 2 ○

海外研修（韓国語学・文化研修） 1・2・3・4前・後 2 ○

1・2・3・4前・後 2 ○

－ 0 25～28 0 4 2 1 0 0 兼15 －

プロジェクト 2・3・4前・後 1～2 ○ 7 4 2 兼6

－ 0 1～2 0 7 4 2 0 0 兼6 －

分析ツール 1・2前・後 2 ○ 5

古文書解読Ａ１ 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

古文書解読Ａ２ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

古文書解読Ｂ１ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

古文書解読Ｂ２ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

Lectures in English 2・3・4前・後 3～4 ○ 1 兼1

時事特別講義 2・3・4前・後 1 ○ 兼1

日本経済戦略論 2・3・4前・後 2 ○ 1

上級特別研究 3・4前・後 2 ○ 1 1

サービス経済論 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 1～2 ○ 兼1

イノベーション概論 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

創造的仕事の技術と知識 1・2・3・4前・後 1～2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 1～2 ○ 1

リスクマネジメント基礎 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 27～31 0 6 10 0 0 0 兼6 －

金融契約論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 兼1

2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3前・後 2 ○ 1

1後・2前・後・3前 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

1後・2前・後・3前 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

1後・2前・後・3前 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

学
部
共
通
科
目

専
門
教
育
科
目
群

フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
計
画

フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
学
科
専
門
科
目

金融政策論

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

科

目 小計（1科目） －

－小計（24科目）

専
門
語
学
演
習

－

専
門
演
習

小計（5科目） －

実
践
・
体
験
科
目

小計（15科目） －

マクロ財政学Ⅰ

マクロ財政学Ⅱ

マクロ金融論Ⅰ

マクロ金融論Ⅱ

海外研修（メキシコ語学・文化研修）

サービス・イノベーション事例研究

ものづくり、人づくり、地域づくり

そ
の
他
科
目

小計（15科目）

国際金融論Ⅰ

国際金融論Ⅱ

金融契約論Ⅱ

貨幣理論
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2後・3・4前・後 2 ○

1後・2前・後・3前 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

1後・2・3・4前・後 2 ○ 1 3 兼1

－ 0 32 0 3 2 0 0 0 兼4 －

1後・2前・後・3前 2 ○ 1 兼2

2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

2後・3・4前・後 2 ○ 兼2

2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3前・後 2 ○ 兼1

1後・2前・後・3前 2 ○ 1

2・3前・後 2 ○ 1

2・3前・後 2 ○ 1 兼1

2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1後・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼4

－ 0 26 0 1 1 0 0 0 兼9 －

2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1後・2前・後・3前 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

1後・2前・後・3前 2 ○ 1

1後・2前・後・3前 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1 1

1後・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼1

－ 0 22 0 1 4 0 0 0 兼4 －

－ 20 451～459 0 40 48 3 0 0 兼264 －

専
門
教
育
科
目
群

フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
計
画

フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
学
科
専
門
科
目

フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
市
場

フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム

計量ファイナンス基礎

計量ファイナンス

公共経済学Ⅰ

銀行論

証券分析とポートフォリオマネジメントⅡ

小計（16科目） －

小計（13科目） －

小計（11科目） －

ファイナンス数学

ファイナンス計画特殊講義

保険論

ファイナンス市場特殊講義

不動産投資論

ベンチャー・ファイナンス論

信用リスク・マネジメント

証券分析とポートフォリオマネジメントⅢ

証券分析とポートフォリオマネジメントⅣ

租税システム

財政学総論Ⅰ

財政学総論Ⅱ

証券分析とポートフォリオマネジメントⅠ

証券市場論

証券市場論各論

コーポレートファイナンスⅠ

機関投資家論

コーポレートファイナンスⅡ

都市経済論

ファイナンス・システム特殊講義

金融法

比較金融システム論

日本金融経済論

合計（２５８科目） －

学位又は称号 　学士（経済学）

金融システム論

公共経済学Ⅱ

学位又は学科の分野 　経済学関係
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 ○ 1 兼2

滋賀大学で学ぶ 1前 2 ○ 11 2 兼8 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

－ 2 2 0 12 2 0 0 0 兼10 －

哲学からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

歴史からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

文学からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

論理の世界 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 1 兼2

自然言語の世界 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼4

人間と存在 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

人間と倫理 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

人間と宗教 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

人間と経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

人間と心理 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼4

人間と教育 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼4

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1 集中

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼4

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 50 0 9 9 0 0 0 兼45 －

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 3 4 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 5

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2

社
会
科
学
分
野

全
学
共
通
教
養
科
目

教
養
教
育
科
目
群

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

人
文
科
学
分
野

日本の歴史

欧米の歴史

文化の歴史

日本の文学

欧米の文学

美術の世界

音楽の世界

演劇の世界

文化への問い

芸術と文化

言語と文化

教育と文化

日本の文化

欧米の文化

小計（25科目） －

専任教員等の配置

備考

大

学

入

門

科

目

大学入門セミナー

小計（2科目） －

【既設】（経済学部ファイナンス学科　夜間主コース）

社会学からの問い

経済学からの問い

経営学からの問い

法学からの問い

政治学からの問い

地理学からの問い

人間と社会

社会の比較

経済学と現代

地域社会の経済

教育と社会

現代社会をみる目

日本国憲法

現代社会と政治

現代社会と法

私法の世界

日本社会の法と政治

現代の金融

現代の企業と経営

社会と会計

組織と会計

現代の諸問題

世界経済の現状

教育の諸問題

スポーツと現代社会

生活と法

生活と企業
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1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 80 0 17 25 1 0 0 兼30 －

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 5 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 6 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼4

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 2 兼6

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 44 0 8 17 0 0 0 兼46 －

近江とびわ湖Ⅰ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江とびわ湖Ⅱ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

近江の歴史 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼4

近江の経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江とくらしと文化 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

地域共生論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

滋賀大学で環境を学ぶ 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

環境問題を学ぶ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2 兼2

環境学習プログラム開発論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

まちと住まい 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

環境教育概論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

世界史における東アジア 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

国際化と東アジアを考える 1・2・3・4前・後 2 ○ 3 兼3

東アジアの多様性の理解 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼3

日本と東アジア 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

キャリアデザイン論 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼5

働くことの意味 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

自己理解 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

こころと身体の科学 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 40 0 13 6 0 0 0 兼27 －

1・2・3・4前・後 1 ○ 1 4 1 兼3

ドイツ語Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

ドイツ語Ｂ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

フランス語Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

フランス語Ｂ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

社
会
科
学
分
野

全
学
共
通
教
養
科
目

教
養
教
育
科
目
群

外
国
語
科
目

英語

衣と暮らし

情報と人間

情報化と社会

消費と社会

くらしと住まい

メディアツール活用法

情報教育概論

健康の科学

脳の科学

身体運動の科学

身体の科学

戦争と平和

平和教育

福祉と教育

現代の社会福祉

人権問題を学ぶ

現代社会と人権

ジェンダーを学ぶ

男女の共生

小計（40科目）

小計（22科目） －

特
定
主
題
分
野

地域からの視点

小計（20科目） －

－

自
然
科
学
分
野

数学への招待

自然科学への招待

応用科学への招待

エンジニアリングへの招待

情報学への招待

情報と科学

宇宙と地球

自然と人間

生命と物質

物質とエネルギー

数学的思考

問題解決の手法

情報リテラシー

情報通信の仕組み

メディアと情報

コンピュータの仕組み
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スペイン語Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

スペイン語Ｂ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

中国語Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○ 2

中国語Ｂ 1・2・3・4前・後 1 ○ 2

－ 0 9 0 4 6 0 0 0 兼3 －

スポーツ科学Ⅰ 1・2・3・4前・後 1 ○ 2 1 兼1

スポーツ科学Ⅱ 1・2・3・4前・後 1 ○ 2 1 兼1

－ 0 2 0 2 1 0 0 0 兼1 －

1前 2 ○ 2

－ 2 0 0 2 0 0 0 －

ミクロ経済学Ａ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

ミクロ経済学Ｂ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

マクロ経済学Ａ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

マクロ経済学Ｂ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

コア政治経済学 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

統計学Ａ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

統計学Ｂ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

社会経済史 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

経営学 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

簿記会計Ａ 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

簿記会計Ｂ 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

法学 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

科学方法論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 26 0 4 5 1 0 0 兼4 －

経済・ファイナンスへの招待 1後・2・3・4前・後 2 ○ 7 8 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

経営学・会計学への招待 1後・2・3・4前・後 2 ○ 6 8 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

知と情報の科学への招待 1後・2・3・4前・後 2 ○ 6 10 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

社会システムへの招待 1後・2・3・4前・後 2 ○ 4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

－ 0 8 0 19 29 0 0 0 兼1 －

外国文献研究 2後・3・4前・後 2 ○ 14 20 2 兼3

時事外国語 2後・3・4前・後 2 ○ 4 4 兼1

経済経営英語 2後・3・4前・後 2 ○ 2 7

コミュニケーション・スキル 2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼3

－ 0 8 0 18 24 2 0 0 兼6 －

専門演習Ⅰ 3前 2 ○ 37 40

専門演習Ⅱ 3後 2 ○ 37 40

専門演習Ⅲ 4前 2 ○ 35 36 兼3

専門演習Ⅳ 4後 2 ○ 36 37 兼3

特別研究 3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 10 0 37 43 0 0 0 兼3 －

現代の経済 2・3・4前・後 1～2 ○ 兼1

現代の経営 2・3・4前・後 1～2 ○ 4 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

リーダーシップ論 2・3・4前・後 1～2 ○ 1 2 1 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

就業体験Ⅰ（インターンシップ） 2・3・4前・後 1 ○

就業体験Ⅱ（インターンシップ） 2・3・4前・後 2 ○

ボランティア体験 1・2・3・4前・後 1 ○

海外研修（アメリカ語学研修） 1・2・3・4前・後 2 ○

海外研修（タイ・エコスタディ） 1・2・3・4前・後 2 ○

海外研修（オーストラリア研究） 1・2・3・4前・後 2 ○

海外研修（中国語学研修） 1・2・3・4前・後 2 ○

海外研修（韓国語学・文化研修） 1・2・3・4前・後 2 ○

1・2・3・4前・後 2 ○

－ 0 19～22 0 4 2 1 0 0 兼15 －

プロジェクト 2・3・4前・後 1～2 ○ 7 4 2 兼6

－ 0 1～2 0 7 4 2 0 0 兼6 －

分析ツール 1・2前・後 2 ○ 5

Lectures in English 2・3・4前・後 3～4 ○ 1 兼1

時事特別講義 2・3・4前・後 1 ○ 兼1

日本経済戦略論 2・3・4前・後 2 ○ 1

サービス経済論 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 1～2 ○ 兼1

イノベーション概論 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

創造的仕事の技術と知識 1・2・3・4前・後 1～2 ○ 兼1

専
門
教
育
科
目
群

教
養
教
育
科
目
群

外
国
語
科
目

－

コ
ア
科
目

小計（9科目） －

体
育
科
目 小計（2科目） －

小計（13科目） －

専
門
導
入
科
目 小計（4科目）

基

礎

科

目

現代経済学基礎

そ
の
他
科
目

学
部
共
通
科
目

小計（1科目）

専
門
演
習

小計（5科目）

専
門
語
学
演
習 小計（4科目） －

サービス・イノベーション事例研究

－

実
践
・
体
験
科
目

小計（12科目） －
プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

科

目 小計（1科目） －

－

海外研修（メキシコ語学・文化研修）
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1・2・3・4前・後 1～2 ○ 1

リスクマネジメント基礎 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 17～21 0 4 8 0 0 0 兼5 －

金融契約論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 兼1

2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3前・後 2 ○ 1

1後・2前・後・3前 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

1後・2前・後・3前 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

1後・2前・後・3前 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○

1後・2前・後・3前 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

1後・2・3・4前・後 2 ○ 1 3 兼1

－ 0 32 0 3 2 0 0 0 兼4 －

1後・2前・後・3前 2 ○ 1 兼2

2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

2後・3・4前・後 2 ○ 兼2

2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3前・後 2 ○ 兼1

1後・2前・後・3前 2 ○ 1

2・3前・後 2 ○ 1

2・3前・後 2 ○ 1 兼1

2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1後・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼4

－ 0 26 0 1 1 0 0 0 兼9 －

2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1後・2前・後・3前 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

1後・2前・後・3前 2 ○ 1

1後・2前・後・3前 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1 1

1後・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼1

－ 0 22 0 1 4 0 0 0 兼4 －

－ 4 396～404 0 40 48 3 0 0 兼226 －

フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
学
科
専
門
科
目

フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
計
画

－

小計（10科目） －

そ
の
他
科
目

学

部

共

通

科

目

学位又は称号 　学士（経済学） 　経済学関係

合計（２１０科目） －

ものづくり、人づくり、地域づくり

コーポレートファイナンスⅠ

コーポレートファイナンスⅡ

租税システム

財政学総論Ⅰ

都市経済論

ファイナンス・システム特殊講義

小計（13科目）

フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
市
場

フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム

小計（11科目） －

ベンチャー・ファイナンス論

信用リスク・マネジメント

金融契約論Ⅱ

貨幣理論

マクロ金融論Ⅰ

マクロ金融論Ⅱ

金融政策論

マクロ財政学Ⅰ

マクロ財政学Ⅱ

国際金融論Ⅰ

国際金融論Ⅱ

ファイナンス数学

計量ファイナンス基礎

計量ファイナンス

公共経済学Ⅰ

公共経済学Ⅱ

ファイナンス計画特殊講義

証券市場論

証券市場論各論

財政学総論Ⅱ

小計（16科目）

金融法

証券分析とポートフォリオマネジメントⅠ

証券分析とポートフォリオマネジメントⅡ

証券分析とポートフォリオマネジメントⅢ

証券分析とポートフォリオマネジメントⅣ

ファイナンス市場特殊講義

－

機関投資家論

不動産投資論

日本金融経済論

金融システム論

比較金融システム論

銀行論

保険論
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 ○ 25 38 3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

英会話基礎 1前 1 ○ 1 兼6

大学英語入門 1前 1 ○ 1 4 兼3

滋賀大学で学ぶ 1前 2 ○ 11 2 兼8 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

－ 5 0 0 31 43 3 0 0 兼17 －

哲学からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

歴史からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

文学からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

論理の世界 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 1 兼2

自然言語の世界 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼4

人間と存在 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

人間と倫理 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

人間と宗教 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

人間と経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

人間と心理 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼4

人間と教育 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼4

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1 集中

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼4

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 50 0 9 9 0 0 0 兼45 －

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 3 4 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 5

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

社
会
科
学
分
野

全
学
共
通
教
養
科
目

教
養
教
育
科
目
群

大
学
入
門
科
目

備考

（別添２－２）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 事 前 伺 い ）
【既設】（経済学部企業経営学科　昼間主コース）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

大学入門セミナー

小計（4科目） －

人
文
科
学
分
野

日本の歴史

欧米の歴史

文化の歴史

日本の文学

欧米の文学

美術の世界

音楽の世界

演劇の世界

文化への問い

芸術と文化

言語と文化

教育と文化

日本の文化

欧米の文化

小計（25科目） －

社会学からの問い

経済学からの問い

経営学からの問い

法学からの問い

政治学からの問い

地理学からの問い

人間と社会

社会の比較

地域社会の経済

教育と社会

現代社会をみる目

日本国憲法

現代社会と政治

現代社会と法

私法の世界

日本社会の法と政治

経済学と現代

現代の金融

現代の企業と経営

社会と会計

世界経済の現状

組織と会計

現代の諸問題
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1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 80 0 17 25 1 0 0 兼30 －

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 5 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 6 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼4

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 2 兼6

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 44 0 8 17 0 0 0 兼46 －

近江とびわ湖Ⅰ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江とびわ湖Ⅱ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

近江の歴史 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼4

近江の経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江とくらしと文化 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

地域共生論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

滋賀大学で環境を学ぶ 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

環境問題を学ぶ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2 兼2

環境学習プログラム開発論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

まちと住まい 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

環境教育概論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

世界史における東アジア 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

国際化と東アジアを考える 1・2・3・4前・後 2 ○ 3 兼3

東アジアの多様性の理解 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼3

日本と東アジア 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

キャリアデザイン論 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼5

働くことの意味 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

自己理解 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

こころと身体の科学 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 40 0 13 6 0 0 0 兼27 －

1後 1 ○ 1 4 兼3

社
会
科
学
分
野

全
学
共
通
教
養
科
目

教
養
教
育
科
目
群

外

国

語

科
目 英語Ⅰａ

問題解決の手法

情報リテラシー

情報通信の仕組み

メディアと情報

コンピュータの仕組み

衣と暮らし

情報と人間

情報化と社会

戦争と平和

平和教育

福祉と教育

教育の諸問題

スポーツと現代社会

生活と法

生活と企業

消費と社会

くらしと住まい

－

特
定
主
題
分
野

地域からの視点

小計（20科目） －

現代の社会福祉

人権問題を学ぶ

現代社会と人権

ジェンダーを学ぶ

男女の共生

小計（40科目） －

自
然
科
学
分
野

数学への招待

自然科学への招待

応用科学への招待

エンジニアリングへの招待

情報学への招待

情報と科学

宇宙と地球

自然と人間

生命と物質

物質とエネルギー

数学的思考

メディアツール活用法

情報教育概論

健康の科学

脳の科学

身体運動の科学

身体の科学

小計（22科目）
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1後 1 ○ 1 兼5

英語Ⅱ 2前・後 1 ○ 2 4 兼11

ドイツ語ⅠａＨ 1前 1 ○ 兼3

ドイツ語ⅠａＡ 1後 1 ○ 兼3

ドイツ語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 1 兼3

ドイツ語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 1 兼3

フランス語ⅠａＨ 1前 1 ○ 1 兼1

フランス語ⅠａＡ 1後 1 ○ 1 兼1

フランス語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 1 兼2

フランス語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 1 兼2

スペイン語ⅠａＨ 1前 1 ○ 1

スペイン語ⅠａＡ 1後 1 ○ 1

スペイン語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 兼2

スペイン語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 1 兼2

中国語ⅠａＨ 1前 1 ○ 2 兼2

中国語ⅠａＡ 1後 1 ○ 2 兼2

中国語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 兼3

中国語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 兼3

ロシア語ⅠａＨ 1前 1 ○ 兼1

ロシア語ⅠａＡ 1後 1 ○ 兼1

ロシア語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 兼1

ロシア語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 兼1

韓国・朝鮮語ⅠａＨ 1前 1 ○ 兼1

韓国・朝鮮語ⅠａＡ 1後 1 ○ 兼1

韓国・朝鮮語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 兼1

韓国・朝鮮語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 兼1

－ 3 24 0 5 6 0 0 0 兼25 －

スポーツ科学Ⅰ 1前 1 ○ 2 1 兼3

スポーツ科学Ⅱ 1後 1 ○ 2 1 兼3

－ 2 0 0 2 1 0 0 0 兼3 －

1前 2 ○ 1 5

－ 2 0 0 1 5 0 0 0 －

ミクロ経済学Ａ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 3

ミクロ経済学Ｂ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 3

マクロ経済学Ａ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

マクロ経済学Ｂ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 1

コア政治経済学 1後・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

統計学Ａ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 3

統計学Ｂ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 3

社会経済史 1後・2・3・4前・後 2 ○ 2

経営学 1後・2・3・4前・後 2 ○ 5 2 兼1

簿記会計Ａ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 5 兼1

簿記会計Ｂ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 4 兼1

法学 1後・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

科学方法論 1後・2・3・4前・後 2 ○ 3 1

－ 0 26 0 13 18 1 0 0 兼5 －

基礎演習 1後・2前・後 2 ○ 9 11 1 兼2

コアセッション 1後・2前・後 1 ○ 2 12 兼1

ＢＳセミナー 1後・2前・後 2 ○ 2

事前演習 1後・2前・後 1 ○

－ 0 6 0 13 19 1 0 0 兼3 －

外国文献研究 2後・3・4前・後 2 ○ 14 20 2 兼3

時事外国語 2後・3・4前・後 2 ○ 4 4 兼1

コミュニケーション・スキル 2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼3

経済経営英語 2後・3・4前・後 2 ○ 2 7

英語演習 2後・3・4前・後 2 ○ 1 4 兼1

ドイツ語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

ドイツ語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

フランス語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

フランス語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

スペイン語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 兼2

スペイン語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 兼2

中国語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

教
養
教
育
科
目
群

外
国
語
科
目

基

礎

科

目

専
門
語
学
演
習

学
部
共
通
科
目

専
門
教
育
科
目
群

小計（2科目） －

－

コ
ア
科
目

英語Ⅰｂ

小計（27科目） －

体
育
科
目

－

プ
レ
セ
ミ
ナ
ー 小計（4科目） －

小計（13科目）

現代経済学基礎

小計（1科目）
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中国語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

ロシア語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 兼1

ロシア語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

韓国・朝鮮語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 兼1

韓国・朝鮮語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

古文書演習 2後・3・4前・後 2 ○ 2

WritingⅠ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

WritingⅡ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

PresentationⅠ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

PresentationⅡ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

Academic Writing 2・3・4前・後 2 ○ 兼1

Debate 2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 48 0 24 29 2 0 0 兼15 －

専門演習Ⅰ 3前 2 ○ 37 40

専門演習Ⅱ 3後 2 ○ 37 40

専門演習Ⅲ 4前 2 ○ 35 36 兼3

専門演習Ⅳ 4後 2 ○ 36 37 兼3

特別研究 3・4前・後 2 ○ 1

－ 8 2 0 37 43 0 0 0 兼3 －

現代の経済 2・3・4前・後 1～2 ○ 兼1

現代の経営 2・3・4前・後 1～2 ○ 4 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

リーダーシップ論 2・3・4前・後 1～2 ○ 1 2 1 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

インターンシップ事前演習 2・3・4前・後 2 ○

就業体験Ⅰ（インターンシップ） 2・3・4前・後 1 ○

就業体験Ⅱ（インターンシップ） 2・3・4前・後 2 ○

就業体験Ⅲ（インターンシップ） 2・3・4前・後 3 ○

インターンシップ事後演習 2・3・4前・後 1 ○

ボランティア体験 1・2・3・4前・後 1 ○

海外研修（アメリカ語学研修） 1・2・3・4前・後 2 ○

海外研修（タイ・エコスタディ） 1・2・3・4前・後 2 ○

海外研修（オーストラリア研究） 1・2・3・4前・後 2 ○

海外研修（中国語学研修） 1・2・3・4前・後 2 ○

海外研修（韓国語学・文化研修） 1・2・3・4前・後 2 ○

1・2・3・4前・後 2 ○

－ 0 25～28 0 4 2 1 0 0 兼15 －

プロジェクト 2・3・4前・後 1～2 ○ 7 4 2 兼6

－ 0 1～2 0 7 4 2 0 0 兼6 －

分析ツール 1・2前・後 2 ○ 5

古文書解読Ａ１ 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

古文書解読Ａ２ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

古文書解読Ｂ１ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

古文書解読Ｂ２ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

Lectures in English 2・3・4前・後 3～4 ○ 1 兼1

時事特別講義 2・3・4前・後 1 ○ 兼1

日本経済戦略論 2・3・4前・後 2 ○ 1

上級特別研究 3・4前・後 2 ○ 1 1

サービス経済論 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 1～2 ○ 兼1

イノベーション概論 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

創造的仕事の技術と知識 1・2・3・4前・後 1～2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 1～2 ○ 1

リスクマネジメント基礎 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 27～31 0 6 10 0 0 0 兼6 －

企業経営学科で学ぶ 1前 2 ○ 6 3 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

－ 2 0 0 6 3 1 0 0 兼1 －

3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 1 1

3・4前・後 2 ○ 1

専
門
語
学
演
習

学
部
共
通
科
目

専
門
教
育
科
目
群

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

企
業
経
営
学
科
専
門
科
目

小計（1科目） －

入

門

科

目

経営組織論

経営史総論

近江商人経営論

外国経営史

日本経営史

経営史学史

企業統治論

比較経営論

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

科

目 小計（1科目） －

そ
の
他
科
目

小計（15科目） －

専
門
演
習

小計（5科目） －

実
践
・
体
験
科
目

小計（15科目） －

－

ものづくり、人づくり、地域づくり

サービス・イノベーション事例研究

海外研修（メキシコ語学・文化研修）

小計（24科目）
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3・4前・後 2 ○ 1 1

－ 0 18 0 3 1 1 0 0 兼1 －

2・3・4前・後 2 ○ 1 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 2

3・4前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 20 0 1 3 0 0 0 －

2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1 兼1

－ 0 12 0 2 0 0 0 0 兼2 －

－ 22 421～429 0 40 48 3 0 0 兼269 －

企
業
経
営
学
科
専
門
科
目

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

専
門
教
育
科
目
群

合計（２４４科目）

小計（9科目） －

小計（10科目） －

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ポ
リ
シ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
サ
イ
エ
ン
ス

マーケティング・マネジメント

マーケティング・リサーチ

マーケティング・サイエンス特殊講義

人的資源管理

－

学位又は称号 　学士（経済学） 学位又は学科の分野 　経済学関係

－小計（6科目）

マネジメント特殊講義

流通システム論

マーケティング戦略

マネジメント・ポリシー特殊講義

マーケティング論

経営戦略論

国際経営戦略論

組織間関係論

生産マネジメント

組織行動論

組織心理学

経営管理論

企業成長論
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 ○ 1 兼2

滋賀大学で学ぶ 1前 2 ○ 11 2 兼8 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

－ 2 2 0 12 2 0 0 0 兼10 －

哲学からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

歴史からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

文学からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

論理の世界 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 1 兼2

自然言語の世界 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼4

人間と存在 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

人間と倫理 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

人間と宗教 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

人間と経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

人間と心理 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼4

人間と教育 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼4

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1 集中

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼4

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 50 0 9 9 0 0 0 兼45 －

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 3 4 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 5

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2

社
会
科
学
分
野

全
学
共
通
教
養
科
目

【既設】（経済学部企業経営学科　夜間主コース）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

教
養
教
育
科
目
群

大

学

入

門

科

目

大学入門セミナー

小計（2科目） －

人
文
科
学
分
野

日本の歴史

欧米の歴史

文化の歴史

日本の文学

欧米の文学

美術の世界

音楽の世界

演劇の世界

文化への問い

芸術と文化

言語と文化

教育と文化

日本の文化

欧米の文化

小計（25科目）

世界経済の現状

教育の諸問題

スポーツと現代社会

地域社会の経済

教育と社会

現代社会をみる目

日本国憲法

現代社会と政治

現代社会と法

私法の世界

日本社会の法と政治

－

社会学からの問い

経済学からの問い

経営学からの問い

法学からの問い

政治学からの問い

地理学からの問い

人間と社会

社会の比較

経済学と現代

現代の金融

現代の企業と経営

生活と法

社会と会計

組織と会計

現代の諸問題

生活と企業
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1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 80 0 17 25 1 0 0 兼30 －

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 5 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 6 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼4

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 2 兼6

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 44 0 8 17 0 0 0 兼46 －

近江とびわ湖Ⅰ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江とびわ湖Ⅱ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

近江の歴史 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼4

近江の経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江とくらしと文化 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

地域共生論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

滋賀大学で環境を学ぶ 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

環境問題を学ぶ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2 兼2

環境学習プログラム開発論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

まちと住まい 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

環境教育概論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

世界史における東アジア 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

国際化と東アジアを考える 1・2・3・4前・後 2 ○ 3 兼3

東アジアの多様性の理解 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼3

日本と東アジア 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

キャリアデザイン論 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼5

働くことの意味 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

自己理解 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

こころと身体の科学 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 40 0 13 6 0 0 0 兼27 －

1・2・3・4前・後 1 ○ 1 4 1 兼3

ドイツ語Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

ドイツ語Ｂ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

フランス語Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

フランス語Ｂ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

社
会
科
学
分
野

全
学
共
通
教
養
科
目

英語

教
養
教
育
科
目
群

外
国
語
科
目

衣と暮らし

情報と人間

情報化と社会

戦争と平和

平和教育

福祉と教育

消費と社会

くらしと住まい

現代の社会福祉

人権問題を学ぶ

現代社会と人権

ジェンダーを学ぶ

男女の共生

小計（40科目） －

自
然
科
学
分
野

数学への招待

自然科学への招待

応用科学への招待

エンジニアリングへの招待

情報学への招待

情報と科学

宇宙と地球

自然と人間

生命と物質

物質とエネルギー

数学的思考

問題解決の手法

情報リテラシー

情報通信の仕組み

メディアと情報

コンピュータの仕組み

メディアツール活用法

情報教育概論

健康の科学

脳の科学

身体運動の科学

身体の科学

小計（22科目） －

特
定
主
題
分
野

地域からの視点

小計（20科目） －
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スペイン語Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

スペイン語Ｂ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

中国語Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○ 2

中国語Ｂ 1・2・3・4前・後 1 ○ 2

－ 0 9 0 4 6 0 0 0 兼3 －

スポーツ科学Ⅰ 1・2・3・4前・後 1 ○ 2 1 兼1

スポーツ科学Ⅱ 1・2・3・4前・後 1 ○ 2 1 兼1

－ 0 2 0 2 1 0 0 0 兼1 －

1前 2 ○ 2

－ 2 0 0 2 0 0 0 －

ミクロ経済学Ａ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

ミクロ経済学Ｂ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

マクロ経済学Ａ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

マクロ経済学Ｂ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

コア政治経済学 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

統計学Ａ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

統計学Ｂ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

社会経済史 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

経営学 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

簿記会計Ａ 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

簿記会計Ｂ 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

法学 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

科学方法論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 26 0 4 5 1 0 0 兼4 －

経済・ファイナンスへの招待 1後・2・3・4前・後 2 ○ 7 8 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

経営学・会計学への招待 1後・2・3・4前・後 2 ○ 6 8 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

知と情報の科学への招待 1後・2・3・4前・後 2 ○ 6 10 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

社会システムへの招待 1後・2・3・4前・後 2 ○ 4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

－ 0 8 0 19 29 0 0 0 兼1 －

外国文献研究 2後・3・4前・後 2 ○ 14 20 2 兼3

時事外国語 2後・3・4前・後 2 ○ 4 4 兼1

経済経営英語 2後・3・4前・後 2 ○ 2 7

コミュニケーション・スキル 2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼3

－ 0 8 0 18 24 2 0 0 兼6 －

専門演習Ⅰ 3前 2 ○ 37 40

専門演習Ⅱ 3後 2 ○ 37 40

専門演習Ⅲ 4前 2 ○ 35 36 兼3

専門演習Ⅳ 4後 2 ○ 36 37 兼3

特別研究 3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 10 0 37 43 0 0 0 兼3 －

現代の経済 2・3・4前・後 1～2 ○ 兼1

現代の経営 2・3・4前・後 1～2 ○ 4 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

リーダーシップ論 2・3・4前・後 1～2 ○ 1 2 1 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

就業体験Ⅰ（インターンシップ） 2・3・4前・後 1 ○

就業体験Ⅱ（インターンシップ） 2・3・4前・後 2 ○

ボランティア体験 1・2・3・4前・後 1 ○

海外研修（アメリカ語学研修） 1・2・3・4前・後 2 ○

海外研修（タイ・エコスタディ） 1・2・3・4前・後 2 ○

海外研修（オーストラリア研究） 1・2・3・4前・後 2 ○

海外研修（中国語学研修） 1・2・3・4前・後 2 ○

海外研修（韓国語学・文化研修） 1・2・3・4前・後 2 ○

1・2・3・4前・後 2 ○

－ 0 19～22 0 4 2 1 0 0 兼15 －

プロジェクト 2・3・4前・後 1～2 ○ 7 4 2 兼6

－ 0 1～2 0 7 4 2 0 0 兼6 －

分析ツール 1・2前・後 2 ○ 5

Lectures in English 2・3・4前・後 3～4 ○ 1 兼1

時事特別講義 2・3・4前・後 1 ○ 兼1

日本経済戦略論 2・3・4前・後 2 ○ 1

サービス経済論 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 1～2 ○ 兼1

イノベーション概論 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

創造的仕事の技術と知識 1・2・3・4前・後 1～2 ○ 兼1

学
部
共
通
科
目

小計（9科目） －

体
育
科
目 小計（2科目）

教
養
教
育
科
目
群

外
国
語
科
目

－

専
門
教
育
科
目
群

－

コ
ア
科
目

小計（13科目） －

専
門
導
入
科
目 小計（4科目） －

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

科

目 小計（1科目） －

専
門
語
学
演
習 小計（4科目） －

専
門
演
習

小計（5科目） －

実
践
・
体
験
科
目

小計（12科目） －

海外研修（メキシコ語学・文化研修）

小計（1科目）

基

礎

科

目

サービス・イノベーション事例研究

現代経済学基礎

そ
の
他
科
目
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1・2・3・4前・後 1～2 ○ 1

リスクマネジメント基礎 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 17～21 0 4 8 0 0 0 兼5 －

3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 1 1

3・4前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1 1

－ 0 18 0 3 1 1 0 0 兼1 －

2・3・4前・後 2 ○ 1 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 2

3・4前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 20 0 1 3 0 0 0 －

2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1 兼1

－ 0 12 0 2 0 0 0 0 兼2 －

－ 4 364～372 0 40 48 3 0 0 兼211 －

学

部

共

通

科

目

－

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

小計（10科目） －
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
サ
イ
エ
ン
ス

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ポ
リ
シ
ー

学位又は称号 　学士（経済学） 学位又は学科の分野 　経済学関係

マーケティング論

流通システム論

マーケティング戦略

マーケティング・マネジメント

マーケティング・リサーチ

マーケティング・サイエンス特殊講義

小計（6科目） －

企
業
経
営
学
科
専
門
科
目

経営組織論

経営史総論

比較経営論

マネジメント特殊講義

専
門
教
育
科
目
群

合計（１９５科目） －

－

マネジメント・ポリシー特殊講義

近江商人経営論

外国経営史

日本経営史

経営史学史

企業統治論

経営管理論

企業成長論

経営戦略論

国際経営戦略論

組織間関係論

人的資源管理

生産マネジメント

組織行動論

組織心理学

ものづくり、人づくり、地域づくり

小計（10科目）

小計（9科目）

そ
の
他
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 ○ 25 38 3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

英会話基礎 1前 1 ○ 1 兼6

大学英語入門 1前 1 ○ 1 4 兼3

滋賀大学で学ぶ 1前 2 ○ 11 2 兼8 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

－ 5 0 0 31 43 3 0 0 兼17 －

哲学からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

歴史からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

文学からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

論理の世界 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 1 兼2

自然言語の世界 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼4

人間と存在 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

人間と倫理 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

人間と宗教 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

人間と経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

人間と心理 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼4

人間と教育 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼4

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1 集中

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼4

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 50 0 9 9 0 0 0 兼45 －

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 3 4 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 5

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

社
会
科
学
分
野

全
学
共
通
教
養
科
目

教
養
教
育
科
目
群

大
学
入
門
科
目

備考

（別添２－２）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 事 前 伺 い ）
【既設】（経済学部会計情報学科　昼間主コース）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

大学入門セミナー

小計（4科目） －

人
文
科
学
分
野

日本の歴史

欧米の歴史

文化の歴史

日本の文学

欧米の文学

美術の世界

音楽の世界

演劇の世界

文化への問い

芸術と文化

言語と文化

教育と文化

日本の文化

現代社会をみる目

日本国憲法

現代社会と政治

現代社会と法

欧米の文化

小計（25科目）

世界経済の現状

－

社会学からの問い

経済学からの問い

経営学からの問い

法学からの問い

政治学からの問い

地理学からの問い

人間と社会

社会の比較

地域社会の経済

教育と社会

私法の世界

日本社会の法と政治

経済学と現代

現代の金融

現代の企業と経営

社会と会計

組織と会計

現代の諸問題
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1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 80 0 17 25 1 0 0 兼30 －

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 5 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 6 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼4

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 2 兼6

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 44 0 8 17 0 0 0 兼46 －

近江とびわ湖Ⅰ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江とびわ湖Ⅱ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

近江の歴史 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼4

近江の経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江とくらしと文化 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

地域共生論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

滋賀大学で環境を学ぶ 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

環境問題を学ぶ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2 兼2

環境学習プログラム開発論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

まちと住まい 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

環境教育概論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

世界史における東アジア 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

国際化と東アジアを考える 1・2・3・4前・後 2 ○ 3 兼3

東アジアの多様性の理解 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼3

日本と東アジア 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

キャリアデザイン論 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼5

働くことの意味 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

自己理解 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

こころと身体の科学 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 40 0 13 6 0 0 0 兼27 －

1後 1 ○ 1 4 兼3

社
会
科
学
分
野

全
学
共
通
教
養
科
目

教
養
教
育
科
目
群

外

国

語

科
目 英語Ⅰａ

教育の諸問題

スポーツと現代社会

生活と法

生活と企業

消費と社会

くらしと住まい

衣と暮らし

情報と人間

情報化と社会

戦争と平和

平和教育

福祉と教育

現代の社会福祉

人権問題を学ぶ

現代社会と人権

ジェンダーを学ぶ

男女の共生

小計（40科目） －

自
然
科
学
分
野

数学への招待

自然科学への招待

応用科学への招待

エンジニアリングへの招待

情報学への招待

情報と科学

宇宙と地球

自然と人間

生命と物質

物質とエネルギー

数学的思考

問題解決の手法

情報リテラシー

情報通信の仕組み

メディアと情報

コンピュータの仕組み

メディアツール活用法

情報教育概論

健康の科学

脳の科学

身体運動の科学

身体の科学

小計（22科目） －

特
定
主
題
分
野

地域からの視点

小計（20科目） －
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1後 1 ○ 1 兼5

英語Ⅱ 2前・後 1 ○ 2 4 兼11

ドイツ語ⅠａＨ 1前 1 ○ 兼3

ドイツ語ⅠａＡ 1後 1 ○ 兼3

ドイツ語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 1 兼3

ドイツ語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 1 兼3

フランス語ⅠａＨ 1前 1 ○ 1 兼1

フランス語ⅠａＡ 1後 1 ○ 1 兼1

フランス語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 1 兼2

フランス語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 1 兼2

スペイン語ⅠａＨ 1前 1 ○ 1

スペイン語ⅠａＡ 1後 1 ○ 1

スペイン語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 兼2

スペイン語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 1 兼2

中国語ⅠａＨ 1前 1 ○ 2 兼2

中国語ⅠａＡ 1後 1 ○ 2 兼2

中国語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 兼3

中国語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 兼3

ロシア語ⅠａＨ 1前 1 ○ 兼1

ロシア語ⅠａＡ 1後 1 ○ 兼1

ロシア語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 兼1

ロシア語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 兼1

韓国・朝鮮語ⅠａＨ 1前 1 ○ 兼1

韓国・朝鮮語ⅠａＡ 1後 1 ○ 兼1

韓国・朝鮮語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 兼1

韓国・朝鮮語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 兼1

－ 3 24 0 5 6 0 0 0 兼25 －

スポーツ科学Ⅰ 1前 1 ○ 2 1 兼3

スポーツ科学Ⅱ 1後 1 ○ 2 1 兼3

－ 2 0 0 2 1 0 0 0 兼3 －

1前 2 ○ 1 5

－ 2 0 0 1 5 0 0 0 0 －

ミクロ経済学Ａ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 3

ミクロ経済学Ｂ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 3

マクロ経済学Ａ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

マクロ経済学Ｂ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 1

コア政治経済学 1後・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

統計学Ａ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 3

統計学Ｂ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 3

社会経済史 1後・2・3・4前・後 2 ○ 2

経営学 1後・2・3・4前・後 2 ○ 5 2 兼1

簿記会計Ａ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 5 兼1

簿記会計Ｂ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 4 兼1

法学 1後・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

科学方法論 1後・2・3・4前・後 2 ○ 3 1

－ 0 26 0 13 18 1 0 0 兼5 －

基礎演習 1後・2前・後 2 ○ 9 11 1 兼2

コアセッション 1後・2前・後 1 ○ 2 12 兼1

ＢＳセミナー 1後・2前・後 2 ○ 2

事前演習 1後・2前・後 1 ○

－ 0 6 0 13 19 1 0 0 兼3 －

外国文献研究 2後・3・4前・後 2 ○ 14 20 2 兼3

時事外国語 2後・3・4前・後 2 ○ 4 4 兼1

コミュニケーション・スキル 2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼3

経済経営英語 2後・3・4前・後 2 ○ 2 7

英語演習 2後・3・4前・後 2 ○ 1 4 兼1

ドイツ語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

ドイツ語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

フランス語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

フランス語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

スペイン語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 兼2

スペイン語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 兼2

中国語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

学
部
共
通
科
目

専
門
教
育
科
目
群

専
門
語
学
演
習

教
養
教
育
科
目
群

外
国
語
科
目

－

体
育
科
目 小計（2科目） －

英語Ⅰｂ

小計（27科目）

－

プ
レ
セ
ミ
ナ
ー 小計（4科目） －

基

礎

科

目

現代経済学基礎

小計（1科目） －

コ
ア
科
目

小計（13科目）
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中国語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

ロシア語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 兼1

ロシア語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

韓国・朝鮮語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 兼1

韓国・朝鮮語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

古文書演習 2後・3・4前・後 2 ○ 2

WritingⅠ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

WritingⅡ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

PresentationⅠ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

PresentationⅡ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

Academic Writing 2・3・4前・後 2 ○ 兼1

Debate 2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 48 0 24 29 2 0 0 兼15 －

専門演習Ⅰ 3前 2 ○ 37 40

専門演習Ⅱ 3後 2 ○ 37 40

専門演習Ⅲ 4前 2 ○ 35 36 兼3

専門演習Ⅳ 4後 2 ○ 36 37 兼3

特別研究 3・4前・後 2 ○ 1

－ 8 2 0 37 43 0 0 0 兼3 －

現代の経済 2・3・4前・後 1～2 ○ 兼1

現代の経営 2・3・4前・後 1～2 ○ 4 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

リーダーシップ論 2・3・4前・後 1～2 ○ 1 2 1 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

インターンシップ事前演習 2・3・4前・後 2 ○

就業体験Ⅰ（インターンシップ） 2・3・4前・後 1 ○

就業体験Ⅱ（インターンシップ） 2・3・4前・後 2 ○

就業体験Ⅲ（インターンシップ） 2・3・4前・後 3 ○

インターンシップ事後演習 2・3・4前・後 1 ○

ボランティア体験 1・2・3・4前・後 1 ○

海外研修（アメリカ語学研修） 1・2・3・4前・後 2 ○

海外研修（タイ・エコスタディ） 1・2・3・4前・後 2 ○

海外研修（オーストラリア研究） 1・2・3・4前・後 2 ○

海外研修（中国語学研修） 1・2・3・4前・後 2 ○

海外研修（韓国語学・文化研修） 1・2・3・4前・後 2 ○

1・2・3・4前・後 2 ○

－ 0 25～28 0 4 2 1 0 0 兼15 －

プロジェクト 2・3・4前・後 1～2 ○ 7 4 2 兼6

－ 0 1～2 0 7 4 2 0 0 兼6 －

分析ツール 1・2前・後 2 ○ 5

古文書解読Ａ１ 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

古文書解読Ａ２ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

古文書解読Ｂ１ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

古文書解読Ｂ２ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

Lectures in English 2・3・4前・後 3～4 ○ 1 兼1

時事特別講義 2・3・4前・後 1 ○ 兼1

日本経済戦略論 2・3・4前・後 2 ○ 1

上級特別研究 3・4前・後 2 ○ 1 1

サービス経済論 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 1～2 ○ 兼1

イノベーション概論 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

創造的仕事の技術と知識 1・2・3・4前・後 1～2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 1～2 ○ 1

リスクマネジメント基礎 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 27～31 0 6 10 0 0 0 兼6 －

財務会計総論Ⅰ　 2・3前・後 2 ○ 1 1

2・3前・後 2 ○ 1 1

3・4前・後 2 ○ 1 2

3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2前・後 2 ○ 2

中級簿記Ⅱ 1・2前・後 2 ○ 2

3・4前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 兼1

3・4前・後 2 ○ 1

学
部
共
通
科
目

専
門
教
育
科
目
群

会
計
情
報
学
科
専
門
科
目

財
務
会
計

－

実
践
・
体
験
科
目

小計（15科目） －

税務会計論

財務会計特殊講義

－

－

そ
の
他
科
目

小計（15科目） －

専
門
演
習

小計（5科目）

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

科

目 小計（1科目）

専
門
語
学
演
習

財務会計総論Ⅱ

上級財務会計Ⅰ

上級財務会計Ⅱ

中級簿記Ⅰ

海外研修（メキシコ語学・文化研修）

サービス・イノベーション事例研究

ものづくり、人づくり、地域づくり

小計（24科目）

監査論Ⅰ

監査論Ⅱ
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－ 0 20 0 1 4 0 0 0 兼1 －

2・3前・後 2 ○ 2

2・3前・後 2 ○ 2

上級管理会計Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

上級管理会計Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

原価計算論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1 2 兼2

原価計算論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1 2 兼1

財務諸表分析論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1

財務諸表分析論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1

管理会計特殊講義 3・4前・後 2 ○ 2

－ 0 18 0 2 1 0 0 0 兼2 －

国際会計論Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1

国際会計論Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 2

3・4前・後 2 ○ 2

3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 10 0 0 2 0 0 0 －

－ 20 419～427 0 40 48 3 0 0 兼250 －

専
門
教
育
科
目
群

会
計
情
報
学
科
専
門
科
目

国
際
会
計

小計（10科目） －

財
務
会
計

小計（9科目） －

管
理
会
計

管理会計総論Ⅱ

管理会計総論Ⅰ

合計（２４２科目） －

学位又は称号 　学士（経済学） 学位又は学科の分野 　経済学関係

小計（5科目） －

国際戦略会計論

連結会計論

国際会計特殊講義
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 ○ 1 兼2

滋賀大学で学ぶ 1前 2 ○ 11 2 兼8 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

－ 2 2 0 12 2 0 0 0 兼10 －

哲学からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

歴史からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

文学からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

論理の世界 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 1 兼2

自然言語の世界 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼4

人間と存在 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

人間と倫理 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

人間と宗教 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

人間と経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

人間と心理 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼4

人間と教育 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼4

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1 集中

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼4

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 50 0 9 9 0 0 0 兼45 －

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 3 4 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 5

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2

全
学
共
通
教
養
科
目

教
養
教
育
科
目
群

社
会
科
学
分
野

大

学

入

門

科

目

大学入門セミナー

小計（2科目） －

【既設】（経済学部会計情報学科　夜間主コース）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

人
文
科
学
分
野

日本の歴史

欧米の歴史

文化の歴史

日本の文学

欧米の文学

美術の世界

音楽の世界

文化への問い

演劇の世界

芸術と文化

言語と文化

教育と文化

日本の文化

欧米の文化

小計（25科目）

世界経済の現状

教育の諸問題

現代の金融

現代の企業と経営

社会と会計

組織と会計

現代の諸問題

スポーツと現代社会

生活と法

生活と企業

－

社会学からの問い

経済学からの問い

経営学からの問い

法学からの問い

政治学からの問い

地理学からの問い

人間と社会

社会の比較

地域社会の経済

教育と社会

現代社会をみる目

日本国憲法

現代社会と政治

現代社会と法

私法の世界

日本社会の法と政治

経済学と現代
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1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 80 0 17 25 1 0 0 兼30 －

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 5 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 6 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼4

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 2 兼6

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 44 0 8 17 0 0 0 兼46 －

近江とびわ湖Ⅰ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江とびわ湖Ⅱ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

近江の歴史 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼4

近江の経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江とくらしと文化 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

地域共生論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

滋賀大学で環境を学ぶ 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

環境問題を学ぶ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2 兼2

環境学習プログラム開発論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

まちと住まい 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

環境教育概論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

世界史における東アジア 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

国際化と東アジアを考える 1・2・3・4前・後 2 ○ 3 兼3

東アジアの多様性の理解 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼3

日本と東アジア 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

キャリアデザイン論 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼5

働くことの意味 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

自己理解 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

こころと身体の科学 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 40 0 13 6 0 0 0 兼27 －

1・2・3・4前・後 1 ○ 1 4 1 兼3

ドイツ語Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

ドイツ語Ｂ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

フランス語Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

フランス語Ｂ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

社
会
科
学
分
野

全
学
共
通
教
養
科
目

教
養
教
育
科
目
群

外
国
語
科
目

英語

消費と社会

くらしと住まい

衣と暮らし

情報と人間

情報化と社会

戦争と平和

平和教育

福祉と教育

現代の社会福祉

人権問題を学ぶ

現代社会と人権

ジェンダーを学ぶ

男女の共生

小計（40科目） －

自
然
科
学
分
野

数学への招待

自然科学への招待

応用科学への招待

エンジニアリングへの招待

情報学への招待

情報と科学

宇宙と地球

自然と人間

生命と物質

物質とエネルギー

数学的思考

問題解決の手法

情報リテラシー

情報通信の仕組み

メディアと情報

コンピュータの仕組み

メディアツール活用法

情報教育概論

健康の科学

脳の科学

身体運動の科学

身体の科学

小計（22科目） －

特
定
主
題
分
野

地域からの視点

小計（20科目） －
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スペイン語Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

スペイン語Ｂ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

中国語Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○ 2

中国語Ｂ 1・2・3・4前・後 1 ○ 2

－ 0 9 0 4 6 0 0 0 兼3 －

スポーツ科学Ⅰ 1・2・3・4前・後 1 ○ 2 1 兼1

スポーツ科学Ⅱ 1・2・3・4前・後 1 ○ 2 1 兼1

－ 0 2 0 2 1 0 0 0 兼1 －

1前 2 ○ 2

－ 2 0 0 2 0 0 0 　 －

ミクロ経済学Ａ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

ミクロ経済学Ｂ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

マクロ経済学Ａ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

マクロ経済学Ｂ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

コア政治経済学 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

統計学Ａ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

統計学Ｂ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

社会経済史 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

経営学 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

簿記会計Ａ 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

簿記会計Ｂ 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

法学 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

科学方法論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 26 0 4 5 1 0 0 兼4 －

経済・ファイナンスへの招待 1後・2・3・4前・後 2 ○ 7 8 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

経営学・会計学への招待 1後・2・3・4前・後 2 ○ 6 8 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

知と情報の科学への招待 1後・2・3・4前・後 2 ○ 6 10 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

社会システムへの招待 1後・2・3・4前・後 2 ○ 4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

－ 0 8 0 19 29 0 0 0 兼1 －

外国文献研究 2後・3・4前・後 2 ○ 14 20 2 兼3

時事外国語 2後・3・4前・後 2 ○ 4 4 兼1

経済経営英語 2後・3・4前・後 2 ○ 2 7

コミュニケーション・スキル 2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼3

－ 0 8 0 18 24 2 0 0 兼6 －

専門演習Ⅰ 3前 2 ○ 37 40

専門演習Ⅱ 3後 2 ○ 37 40

専門演習Ⅲ 4前 2 ○ 35 36 兼3

専門演習Ⅳ 4後 2 ○ 36 37 兼3

特別研究 3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 10 0 37 43 0 0 0 兼3 －

現代の経済 2・3・4前・後 1～2 ○ 兼1

現代の経営 2・3・4前・後 1～2 ○ 4 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

リーダーシップ論 2・3・4前・後 1～2 ○ 1 2 1 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

就業体験Ⅰ（インターンシップ） 2・3・4前・後 1 ○

就業体験Ⅱ（インターンシップ） 2・3・4前・後 2 ○

ボランティア体験 1・2・3・4前・後 1 ○

海外研修（アメリカ語学研修） 1・2・3・4前・後 2 ○

海外研修（タイ・エコスタディ） 1・2・3・4前・後 2 ○

海外研修（オーストラリア研究） 1・2・3・4前・後 2 ○

海外研修（中国語学研修） 1・2・3・4前・後 2 ○

海外研修（韓国語学・文化研修） 1・2・3・4前・後 2 ○

1・2・3・4前・後 2 ○

－ 0 19～22 0 4 2 1 0 0 兼15 －

プロジェクト 2・3・4前・後 1～2 ○ 7 4 2 兼6

－ 0 1～2 0 7 4 2 0 0 兼6 －

分析ツール 1・2前・後 2 ○ 5

Lectures in English 2・3・4前・後 3～4 ○ 1 兼1

時事特別講義 2・3・4前・後 1 ○ 兼1

日本経済戦略論 2・3・4前・後 2 ○ 1

サービス経済論 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 1～2 ○ 兼1

イノベーション概論 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

創造的仕事の技術と知識 1・2・3・4前・後 1～2 ○ 兼1

そ
の
他
科
目

専
門
教
育
科
目
群

教
養
教
育
科
目
群

外
国
語
科
目

学
部
共
通
科
目

小計（9科目） －

体
育
科
目 小計（2科目） －

専
門
演
習

小計（5科目） －

基

礎

科

目

現代経済学基礎

小計（1科目） －

コ
ア
科
目

小計（13科目） －

専
門
導
入
科
目 小計（4科目） －

専
門
語
学
演
習 小計（4科目） －

実
践
・
体
験
科
目

小計（12科目） －
プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

科

目 小計（1科目） －

海外研修（メキシコ語学・文化研修）

サービス・イノベーション事例研究
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1・2・3・4前・後 1～2 ○ 1

リスクマネジメント基礎 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 17～21 0 4 8 0 0 0 兼5 －

財務会計総論Ⅰ　 2・3前・後 2 ○ 1 1

2・3前・後 2 ○ 1 1

3・4前・後 2 ○ 1 2

3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2前・後 2 ○ 2

中級簿記Ⅱ 1・2前・後 2 ○ 2

3・4前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 兼1

3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 20 0 1 4 0 0 0 兼1 －

2・3前・後 2 ○ 2

2・3前・後 2 ○ 2

上級管理会計Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

上級管理会計Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1 兼1

原価計算論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1 2 兼2

原価計算論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1 2 兼1

財務諸表分析論Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1

財務諸表分析論Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1

管理会計特殊講義 3・4前・後 2 ○ 2

－ 0 18 0 2 1 0 0 0 兼2 －

国際会計論Ⅰ 3・4前・後 2 ○ 1

国際会計論Ⅱ 3・4前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 2

3・4前・後 2 ○ 2

3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 10 0 0 2 0 0 0 －

－ 4 364～372 0 40 48 3 0 0 兼212 －

学

部

共

通

科

目

そ
の
他
科
目

専
門
教
育
科
目
群

小計（10科目） －

小計（9科目） －

管
理
会
計

財
務
会
計

国
際
会
計

ものづくり、人づくり、地域づくり

学位又は称号 　学士（経済学） 学位又は学科の分野 　経済学関係

小計（10科目） －

会
計
情
報
学
科
専
門
科
目

財務会計総論Ⅱ

上級財務会計Ⅰ

上級財務会計Ⅱ

中級簿記Ⅰ

監査論Ⅰ

監査論Ⅱ

税務会計論

財務会計特殊講義

管理会計総論Ⅰ

管理会計総論Ⅱ

国際戦略会計論

連結会計論

国際会計特殊講義

小計（5科目）

合計（１９４科目） －

－
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 ○ 25 38 3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

英会話基礎 1前 1 ○ 1 兼6

大学英語入門 1前 1 ○ 1 4 兼3

滋賀大学で学ぶ 1前 2 ○ 11 2 兼8 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

－ 5 0 0 31 43 3 0 0 兼17 －

哲学からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

歴史からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

文学からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

論理の世界 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 1 兼2

自然言語の世界 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼4

人間と存在 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

人間と倫理 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

人間と宗教 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

人間と経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

人間と心理 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼4

人間と教育 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼4

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1 集中

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼4

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 50 0 9 9 0 0 0 兼45 －

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 3 4 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 5

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

社
会
科
学
分
野

全
学
共
通
教
養
科
目

教
養
教
育
科
目
群

大
学
入
門
科
目

大学入門セミナー

小計（4科目） －

人
文
科
学
分
野

日本の歴史

欧米の歴史

文化の歴史

日本の文学

欧米の文学

美術の世界

音楽の世界

演劇の世界

文化への問い

芸術と文化

言語と文化

教育と文化

（別添２－２）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 事 前 伺 い ）
【既設】（経済学部情報管理学科　昼間主コース）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

日本の文化

欧米の文化

小計（25科目）

世界経済の現状

現代の企業と経営

社会と会計

組織と会計

現代の諸問題

－

社会学からの問い

経済学からの問い

経営学からの問い

法学からの問い

政治学からの問い

地理学からの問い

人間と社会

社会の比較

地域社会の経済

教育と社会

現代社会をみる目

日本国憲法

現代社会と政治

現代社会と法

私法の世界

日本社会の法と政治

経済学と現代

現代の金融
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1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 80 0 17 25 1 0 0 兼30 －

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 5 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 6 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼4

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 2 兼6

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 44 0 8 17 0 0 0 兼46 －

近江とびわ湖Ⅰ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江とびわ湖Ⅱ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

近江の歴史 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼4

近江の経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江とくらしと文化 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

地域共生論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

滋賀大学で環境を学ぶ 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

環境問題を学ぶ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2 兼2

環境学習プログラム開発論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

まちと住まい 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

環境教育概論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

世界史における東アジア 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

国際化と東アジアを考える 1・2・3・4前・後 2 ○ 3 兼3

東アジアの多様性の理解 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼3

日本と東アジア 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

キャリアデザイン論 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼5

働くことの意味 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

自己理解 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

こころと身体の科学 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 40 0 13 6 0 0 0 兼27 －

1後 1 ○ 1 4 兼3

社
会
科
学
分
野

全
学
共
通
教
養
科
目

教
養
教
育
科
目
群

外

国

語

科
目 英語Ⅰａ

教育の諸問題

スポーツと現代社会

生活と法

生活と企業

消費と社会

くらしと住まい

メディアと情報

コンピュータの仕組み

メディアツール活用法

情報教育概論

健康の科学

衣と暮らし

情報と人間

情報化と社会

戦争と平和

平和教育

福祉と教育

現代の社会福祉

人権問題を学ぶ

現代社会と人権

－

特
定
主
題
分
野

地域からの視点

小計（20科目） －

ジェンダーを学ぶ

男女の共生

小計（40科目） －

自
然
科
学
分
野

数学への招待

自然科学への招待

応用科学への招待

エンジニアリングへの招待

情報学への招待

情報と科学

宇宙と地球

自然と人間

生命と物質

物質とエネルギー

数学的思考

問題解決の手法

情報リテラシー

情報通信の仕組み

脳の科学

身体運動の科学

身体の科学

小計（22科目）
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1後 1 ○ 1 兼5

英語Ⅱ 2前・後 1 ○ 2 4 兼11

ドイツ語ⅠａＨ 1前 1 ○ 兼3

ドイツ語ⅠａＡ 1後 1 ○ 兼3

ドイツ語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 1 兼3

ドイツ語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 1 兼3

フランス語ⅠａＨ 1前 1 ○ 1 兼1

フランス語ⅠａＡ 1後 1 ○ 1 兼1

フランス語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 1 兼2

フランス語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 1 兼2

スペイン語ⅠａＨ 1前 1 ○ 1

スペイン語ⅠａＡ 1後 1 ○ 1

スペイン語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 兼2

スペイン語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 1 兼2

中国語ⅠａＨ 1前 1 ○ 2 兼2

中国語ⅠａＡ 1後 1 ○ 2 兼2

中国語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 兼3

中国語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 兼3

ロシア語ⅠａＨ 1前 1 ○ 兼1

ロシア語ⅠａＡ 1後 1 ○ 兼1

ロシア語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 兼1

ロシア語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 兼1

韓国・朝鮮語ⅠａＨ 1前 1 ○ 兼1

韓国・朝鮮語ⅠａＡ 1後 1 ○ 兼1

韓国・朝鮮語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 兼1

韓国・朝鮮語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 兼1

－ 3 24 0 5 6 0 0 0 兼25 －

スポーツ科学Ⅰ 1前 1 ○ 2 1 兼3

スポーツ科学Ⅱ 1後 1 ○ 2 1 兼3

－ 2 0 0 2 1 0 0 0 兼3 －

1前 2 ○ 1 5

－ 2 0 0 1 5 0 0 0 －

ミクロ経済学Ａ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 3

ミクロ経済学Ｂ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 3

マクロ経済学Ａ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

マクロ経済学Ｂ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 1

コア政治経済学 1後・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

統計学Ａ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 3

統計学Ｂ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 3

社会経済史 1後・2・3・4前・後 2 ○ 2

経営学 1後・2・3・4前・後 2 ○ 5 2 兼1

簿記会計Ａ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 5 兼1

簿記会計Ｂ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 4 兼1

法学 1後・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

科学方法論 1後・2・3・4前・後 2 ○ 3 1

－ 0 26 0 13 18 1 0 0 兼5 －

基礎演習 1後・2前・後 2 ○ 9 11 1 兼2

コアセッション 1後・2前・後 1 ○ 2 12 兼1

ＢＳセミナー 1後・2前・後 2 ○ 2

事前演習 1後・2前・後 1 ○

－ 0 6 0 13 19 1 0 0 兼3 －

外国文献研究 2後・3・4前・後 2 ○ 14 20 2 兼3

時事外国語 2後・3・4前・後 2 ○ 4 4 兼1

コミュニケーション・スキル 2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼3

経済経営英語 2後・3・4前・後 2 ○ 2 7

英語演習 2後・3・4前・後 2 ○ 1 4 兼1

ドイツ語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

ドイツ語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

フランス語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

フランス語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

スペイン語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 兼2

スペイン語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 兼2

中国語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

学
部
共
通
科
目

専
門
教
育
科
目
群

教
養
教
育
科
目
群

外
国
語
科
目

－

コ
ア
科
目

小計（13科目） －

プ
レ
セ
ミ
ナ
ー 小計（4科目） －

専
門
語
学
演
習

基

礎

科

目

現代経済学基礎

英語Ⅰｂ

小計（27科目） －

体
育
科
目 小計（2科目） －

小計（1科目）
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中国語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

ロシア語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 兼1

ロシア語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

韓国・朝鮮語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 兼1

韓国・朝鮮語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

古文書演習 2後・3・4前・後 2 ○ 2

WritingⅠ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

WritingⅡ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

PresentationⅠ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

PresentationⅡ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

Academic Writing 2・3・4前・後 2 ○ 兼1

Debate 2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 48 0 24 29 2 0 0 兼15 －

専門演習Ⅰ 3前 2 ○ 37 40

専門演習Ⅱ 3後 2 ○ 37 40

専門演習Ⅲ 4前 2 ○ 35 36 兼3

専門演習Ⅳ 4後 2 ○ 36 37 兼3

特別研究 3・4前・後 2 ○ 1

－ 8 2 0 37 43 0 0 0 兼3 －

現代の経済 2・3・4前・後 1～2 ○ 兼1

現代の経営 2・3・4前・後 1～2 ○ 4 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

リーダーシップ論 2・3・4前・後 1～2 ○ 1 2 1 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

インターンシップ事前演習 2・3・4前・後 2 ○

就業体験Ⅰ（インターンシップ） 2・3・4前・後 1 ○

就業体験Ⅱ（インターンシップ） 2・3・4前・後 2 ○

就業体験Ⅲ（インターンシップ） 2・3・4前・後 3 ○

インターンシップ事後演習 2・3・4前・後 1 ○

ボランティア体験 1・2・3・4前・後 1 ○

海外研修（アメリカ語学研修） 1・2・3・4前・後 2 ○

海外研修（タイ・エコスタディ） 1・2・3・4前・後 2 ○

海外研修（オーストラリア研究） 1・2・3・4前・後 2 ○

海外研修（中国語学研修） 1・2・3・4前・後 2 ○

海外研修（韓国語学・文化研修） 1・2・3・4前・後 2 ○

1・2・3・4前・後 2 ○

－ 0 25～28 0 4 2 1 0 0 兼15 －

プロジェクト 2・3・4前・後 1～2 ○ 7 4 2 兼6

－ 0 1～2 0 7 4 2 0 0 兼6 －

分析ツール 1・2前・後 2 ○ 5

古文書解読Ａ１ 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

古文書解読Ａ２ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

古文書解読Ｂ１ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

古文書解読Ｂ２ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

Lectures in English 2・3・4前・後 3～4 ○ 1 兼1

時事特別講義 2・3・4前・後 1 ○ 兼1

日本経済戦略論 2・3・4前・後 2 ○ 1

上級特別研究 3・4前・後 2 ○ 1 1

サービス経済論 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 1～2 ○ 兼1

イノベーション概論 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

創造的仕事の技術と知識 1・2・3・4前・後 1～2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 1～2 ○ 1

リスクマネジメント基礎 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 27～31 0 6 10 0 0 0 兼6 －

情報管理学科で学ぶ 1前 2 ○ 1 2

－ 0 2 0 1 2 0 0 0 －

微分積分Ⅰ 1・2前・後 2 ○ 1

1・2前・後 2 ○ 1

1後・2前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

オペレーションズ・リサーチⅠ 2・3・4前・後 2 ○ 1

オペレーションズ・リサーチⅡ 2・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1 1

学
部
共
通
科
目

専
門
教
育
科
目
群

情
報
管
理
学
科
専
門
科
目

－

そ
の
他
科
目

サービス・イノベーション事例研究

ものづくり、人づくり、地域づくり

小計（15科目） －

小計（1科目） －

入

門

科

目

数
理
科
学

数理科学特殊講義

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

科

目

専
門
演
習

小計（5科目） －

実
践
・
体
験
科
目

海外研修（メキシコ語学・文化研修）

小計（15科目） －

小計（24科目） －

専
門
語
学
演
習

小計（1科目）

微分積分Ⅱ

線形代数

多変量解析

確立・統計
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－ 0 16 0 1 1 0 0 0 －

2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

経営と情報Ⅰ 1・2前・後 2 ○ 1

経営と情報Ⅱ 2後・3・4前・後 2 ○ 2

経営と情報Ⅲ 2後・3・4前・後 2 ○ 1

企業財務と情報Ⅰ 2後・3・4前・後 2 ○ 1

企業財務と情報Ⅱ 2後・3・4前・後 2 ○ 1

経営と情報利用 2後・3・4前・後 2 ○ 1

管理者行動論 2後・3・4前・後 2 ○ 1

経営情報システム設計論Ⅰ 2後・3・4前・後 2 ○ 1

経営情報システム設計論Ⅱ 2後・3・4前・後 2 ○ 1

経営情報特殊講義 2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 24 0 1 4 0 0 0 兼1 －

情報社会Ⅰ 1・2前・後 2 ○ 1

情報社会Ⅱ 1・2前・後 2 ○ 1

1・2前・後 2 ○ 兼1

プログラミング言語Ⅱ 1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 1

1・2前・後 2 ○ 1

1・2前・後 2 ○ 1

1・2前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 3

2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 24 0 1 3 0 0 0 兼1 －

－ 20 437～445 0 40 48 3 0 0 兼249 －

専
門
教
育
科
目
群

情
報
管
理
学
科
専
門
科
目

合計（２５１科目） －

学位又は称号 　学士（経済学） 学位又は学科の分野 　経済学関係

小計（12科目） －

データベースシステムⅡ

小計（8科目） －

数
理
科
学

小計（12科目） －

管
理
会
計

情
報
基
礎

コンピュータ会計論Ⅰ

コンピュータ会計論Ⅱ

プログラミング言語Ⅰ

情報解析Ⅱ

情報基礎特殊講義

情報解析Ⅰ

データベースシステムⅠ

マルチメディア情報処理

情報ネットワークⅠ

情報ネットワークⅡ
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 ○ 1 兼2

滋賀大学で学ぶ 1前 2 ○ 11 2 兼8 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

－ 2 2 0 12 2 0 0 0 兼10 －

哲学からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

歴史からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

文学からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

論理の世界 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 1 兼2

自然言語の世界 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼4

人間と存在 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

人間と倫理 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

人間と宗教 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

人間と経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

人間と心理 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼4

人間と教育 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼4

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1 集中

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼4

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 50 0 9 9 0 0 0 兼45 －

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 3 4 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 5

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2

全
学
共
通
教
養
科
目

教
養
教
育
科
目
群

社
会
科
学
分
野

大

学

入

門

科

目

【既設】（経済学部情報管理学科　夜間主コース）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数

大学入門セミナー

小計（2科目） －

人
文
科
学
分
野

日本の歴史

欧米の歴史

文化の歴史

日本の文学

欧米の文学

美術の世界

音楽の世界

演劇の世界

文化への問い

芸術と文化

言語と文化

教育と文化

日本の文化

欧米の文化

授業形態 専任教員等の配置

備考

教育の諸問題

スポーツと現代社会

生活と法

社会と会計

組織と会計

現代の諸問題

生活と企業

－

社会学からの問い

経済学からの問い

経営学からの問い

法学からの問い

政治学からの問い

地理学からの問い

人間と社会

社会の比較

地域社会の経済

教育と社会

現代社会をみる目

日本国憲法

現代社会と政治

現代社会と法

私法の世界

日本社会の法と政治

経済学と現代

現代の金融

現代の企業と経営

小計（25科目）

世界経済の現状
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1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 80 0 17 25 1 0 0 兼30 －

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 5 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 6 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼4

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 2 兼6

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 44 0 8 17 0 0 0 兼46 －

近江とびわ湖Ⅰ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江とびわ湖Ⅱ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

近江の歴史 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼4

近江の経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江とくらしと文化 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

地域共生論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

滋賀大学で環境を学ぶ 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

環境問題を学ぶ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2 兼2

環境学習プログラム開発論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

まちと住まい 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

環境教育概論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

世界史における東アジア 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

国際化と東アジアを考える 1・2・3・4前・後 2 ○ 3 兼3

東アジアの多様性の理解 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼3

日本と東アジア 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

キャリアデザイン論 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼5

働くことの意味 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

自己理解 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

こころと身体の科学 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 40 0 13 6 0 0 0 兼27 －

1・2・3・4前・後 1 ○ 1 4 1 兼3

ドイツ語Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

ドイツ語Ｂ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

フランス語Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

フランス語Ｂ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

社
会
科
学
分
野

全
学
共
通
教
養
科
目

教
養
教
育
科
目
群

外
国
語
科
目

英語

消費と社会

くらしと住まい

衣と暮らし

情報と人間

情報化と社会

戦争と平和

平和教育

福祉と教育

現代の社会福祉

人権問題を学ぶ

現代社会と人権

ジェンダーを学ぶ

男女の共生

小計（40科目） －

自
然
科
学
分
野

数学への招待

自然科学への招待

応用科学への招待

エンジニアリングへの招待

情報学への招待

情報と科学

宇宙と地球

自然と人間

生命と物質

物質とエネルギー

数学的思考

問題解決の手法

情報リテラシー

情報通信の仕組み

メディアと情報

コンピュータの仕組み

メディアツール活用法

情報教育概論

健康の科学

脳の科学

身体運動の科学

身体の科学

小計（22科目） －

特
定
主
題
分
野

地域からの視点

小計（20科目） －
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スペイン語Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

スペイン語Ｂ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

中国語Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○ 2

中国語Ｂ 1・2・3・4前・後 1 ○ 2

－ 0 9 0 4 6 0 0 0 兼3 －

スポーツ科学Ⅰ 1・2・3・4前・後 1 ○ 2 1 兼1

スポーツ科学Ⅱ 1・2・3・4前・後 1 ○ 2 1 兼1

－ 0 2 0 2 1 0 0 0 兼1 －

1前 2 ○ 2

－ 2 0 0 2 0 0 0 －

ミクロ経済学Ａ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

ミクロ経済学Ｂ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

マクロ経済学Ａ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

マクロ経済学Ｂ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

コア政治経済学 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

統計学Ａ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

統計学Ｂ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

社会経済史 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

経営学 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

簿記会計Ａ 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

簿記会計Ｂ 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

法学 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

科学方法論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 26 0 4 5 1 0 0 兼4 －

経済・ファイナンスへの招待 1後・2・3・4前・後 2 ○ 7 8 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

経営学・会計学への招待 1後・2・3・4前・後 2 ○ 6 8 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

知と情報の科学への招待 1後・2・3・4前・後 2 ○ 6 10 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

社会システムへの招待 1後・2・3・4前・後 2 ○ 4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

－ 0 8 0 19 29 0 0 0 兼1 －

外国文献研究 2後・3・4前・後 2 ○ 14 20 2 兼3

時事外国語 2後・3・4前・後 2 ○ 4 4 兼1

経済経営英語 2後・3・4前・後 2 ○ 2 7

コミュニケーション・スキル 2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼3

－ 0 8 0 18 24 2 0 0 兼6 －

専門演習Ⅰ 3前 2 ○ 37 40

専門演習Ⅱ 3後 2 ○ 37 40

専門演習Ⅲ 4前 2 ○ 35 36 兼3

専門演習Ⅳ 4後 2 ○ 36 37 兼3

特別研究 3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 10 0 37 43 0 0 0 兼3 －

現代の経済 2・3・4前・後 1～2 ○ 兼1

現代の経営 2・3・4前・後 1～2 ○ 4 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

リーダーシップ論 2・3・4前・後 1～2 ○ 1 2 1 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

就業体験Ⅰ（インターンシップ） 2・3・4前・後 1 ○

就業体験Ⅱ（インターンシップ） 2・3・4前・後 2 ○

ボランティア体験 1・2・3・4前・後 1 ○

海外研修（アメリカ語学研修） 1・2・3・4前・後 2 ○

海外研修（タイ・エコスタディ） 1・2・3・4前・後 2 ○

海外研修（オーストラリア研究） 1・2・3・4前・後 2 ○

海外研修（中国語学研修） 1・2・3・4前・後 2 ○

海外研修（韓国語学・文化研修） 1・2・3・4前・後 2 ○

1・2・3・4前・後 2 ○

－ 0 19～22 0 4 2 1 0 0 兼15 －

プロジェクト 2・3・4前・後 1～2 ○ 7 4 2 兼6

－ 0 1～2 0 7 4 2 0 0 兼6 －

分析ツール 1・2前・後 2 ○ 5

Lectures in English 2・3・4前・後 3～4 ○ 1 兼1

時事特別講義 2・3・4前・後 1 ○ 兼1

日本経済戦略論 2・3・4前・後 2 ○ 1

サービス経済論 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 1～2 ○ 兼1

イノベーション概論 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

創造的仕事の技術と知識 1・2・3・4前・後 1～2 ○ 兼1

教
養
教
育
科
目
群

外
国
語
科
目

そ
の
他
科
目

学
部
共
通
科
目

専
門
教
育
科
目
群

実
践
・
体
験
科
目

基

礎

科

目

サービス・イノベーション事例研究

現代経済学基礎

小計（1科目） －

コ
ア
科
目

小計（13科目） －

－
プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

科

目 小計（1科目） －

小計（4科目） －

専
門
語
学
演
習 小計（4科目） －

専
門
演
習

小計（5科目） －

専
門
導
入
科
目

海外研修（メキシコ語学・文化研修）

小計（12科目）

小計（9科目） －

体
育
科
目 小計（2科目） －
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1・2・3・4前・後 1～2 ○ 1

リスクマネジメント基礎 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 17～21 0 4 8 0 0 0 兼5 －

微分積分Ⅰ 1・2前・後 2 ○ 1

1・2前・後 2 ○ 1

1後・2前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

オペレーションズ・リサーチⅠ 2・3・4前・後 2 ○ 1

オペレーションズ・リサーチⅡ 2・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1 1

－ 0 16 0 1 1 0 0 0 －

2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

経営と情報Ⅰ 1・2前・後 2 ○ 1

経営と情報Ⅱ 2後・3・4前・後 2 ○ 2

経営と情報Ⅲ 2後・3・4前・後 2 ○ 1

企業財務と情報Ⅰ 2後・3・4前・後 2 ○ 1

企業財務と情報Ⅱ 2後・3・4前・後 2 ○ 1

経営と情報利用 2後・3・4前・後 2 ○ 1

管理者行動論 2後・3・4前・後 2 ○ 1

経営情報システム設計論Ⅰ 2後・3・4前・後 2 ○ 1

経営情報システム設計論Ⅱ 2後・3・4前・後 2 ○ 1

経営情報特殊講義 2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 24 0 1 4 0 0 0 兼1 －

情報社会Ⅰ 1・2前・後 2 ○ 1

情報社会Ⅱ 1・2前・後 2 ○ 1

1・2前・後 2 ○ 兼1

プログラミング言語Ⅱ 1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 1

1・2前・後 2 ○ 1

1・2前・後 2 ○ 1

1・2前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 1

2後・3・4前・後 2 ○ 3

2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 24 0 1 3 0 0 0 兼1 －

－ 4 381～389 0 40 48 3 0 0 兼211 －

ものづくり、人づくり、地域づくり

小計（10科目） －

小計（12科目）

－

数
理
科
学

小計（12科目） －

管
理
会
計

情
報
基
礎

－

コンピュータ会計論Ⅰ

コンピュータ会計論Ⅱ

プログラミング言語Ⅰ

情報解析Ⅰ

情報解析Ⅱ

情報ネットワークⅠ

情報ネットワークⅡ

データベースシステムⅠ

微分積分Ⅱ

線形代数

多変量解析

確立・統計

小計（8科目）

そ
の
他
科
目

学

部

共

通

科

目

合計（２０２科目） －

学位又は称号 　学士（経済学） 学位又は学科の分野 　経済学関係

数理科学特殊講義

情
報
管
理
学
科
専
門
科
目

データベースシステムⅡ

マルチメディア情報処理

情報基礎特殊講義
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 ○ 25 38 3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

英会話基礎 1前 1 ○ 1 兼6

大学英語入門 1前 1 ○ 1 4 兼3

滋賀大学で学ぶ 1前 2 ○ 11 2 兼8 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

－ 5 0 0 31 43 3 0 0 兼17 －

哲学からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

歴史からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

文学からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

論理の世界 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 1 兼2

自然言語の世界 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼4

人間と存在 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

人間と倫理 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

人間と宗教 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

人間と経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

人間と心理 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼4

人間と教育 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼4

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1 集中

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼4

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 50 0 9 9 0 0 0 兼45 －

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 3 4 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 5

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

社
会
科
学
分
野

全
学
共
通
教
養
科
目

教
養
教
育
科
目
群

大
学
入
門
科
目

大学入門セミナー

小計（4科目） －

－

経済学からの問い

経営学からの問い

法学からの問い

備考

（別添２－２）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 事 前 伺 い ）
【既設】（経済学部社会システム学科　昼間主コース）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

人
文
科
学
分
野

日本の歴史

欧米の歴史

文化の歴史

日本の文学

欧米の文学

美術の世界

音楽の世界

演劇の世界

文化への問い

芸術と文化

言語と文化

教育と文化

日本の文化

欧米の文化

小計（25科目）

世界経済の現状

社会学からの問い

政治学からの問い

地理学からの問い

人間と社会

社会の比較

地域社会の経済

教育と社会

現代社会をみる目

日本国憲法

現代社会と政治

現代社会と法

私法の世界

日本社会の法と政治

経済学と現代

現代の金融

現代の企業と経営

社会と会計

組織と会計

現代の諸問題
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1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 80 0 17 25 1 0 0 兼30 －

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 5 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 6 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼4

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 2 兼6

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 44 0 8 17 0 0 0 兼46 －

近江とびわ湖Ⅰ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江とびわ湖Ⅱ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

近江の歴史 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼4

近江の経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江とくらしと文化 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

地域共生論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

滋賀大学で環境を学ぶ 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

環境問題を学ぶ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2 兼2

環境学習プログラム開発論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

まちと住まい 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

環境教育概論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

世界史における東アジア 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

国際化と東アジアを考える 1・2・3・4前・後 2 ○ 3 兼3

東アジアの多様性の理解 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼3

日本と東アジア 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

キャリアデザイン論 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼5

働くことの意味 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

自己理解 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

こころと身体の科学 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 40 0 13 6 0 0 0 兼27 －

1後 1 ○ 1 4 兼3

社
会
科
学
分
野

全
学
共
通
教
養
科
目

教
養
教
育
科
目
群

外

国

語

科
目 英語Ⅰａ

教育の諸問題

スポーツと現代社会

生活と法

生活と企業

消費と社会

衣と暮らし

情報と人間

情報化と社会

戦争と平和

平和教育

福祉と教育

現代の社会福祉

人権問題を学ぶ

くらしと住まい

現代社会と人権

ジェンダーを学ぶ

男女の共生

小計（40科目） －

自
然
科
学
分
野

数学への招待

自然科学への招待

応用科学への招待

エンジニアリングへの招待

情報学への招待

情報と科学

宇宙と地球

自然と人間

生命と物質

物質とエネルギー

数学的思考

問題解決の手法

情報リテラシー

情報通信の仕組み

メディアと情報

コンピュータの仕組み

メディアツール活用法

情報教育概論

健康の科学

脳の科学

身体運動の科学

身体の科学

小計（22科目） －

特
定
主
題
分
野

地域からの視点

小計（20科目） －
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1後 1 ○ 1 兼5

英語Ⅱ 2前・後 1 ○ 2 4 兼11

ドイツ語ⅠａＨ 1前 1 ○ 兼3

ドイツ語ⅠａＡ 1後 1 ○ 兼3

ドイツ語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 1 兼3

ドイツ語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 1 兼3

フランス語ⅠａＨ 1前 1 ○ 1 兼1

フランス語ⅠａＡ 1後 1 ○ 1 兼1

フランス語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 1 兼2

フランス語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 1 兼2

スペイン語ⅠａＨ 1前 1 ○ 1

スペイン語ⅠａＡ 1後 1 ○ 1

スペイン語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 兼2

スペイン語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 1 兼2

中国語ⅠａＨ 1前 1 ○ 2 兼2

中国語ⅠａＡ 1後 1 ○ 2 兼2

中国語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 兼3

中国語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 兼3

ロシア語ⅠａＨ 1前 1 ○ 兼1

ロシア語ⅠａＡ 1後 1 ○ 兼1

ロシア語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 兼1

ロシア語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 兼1

韓国・朝鮮語ⅠａＨ 1前 1 ○ 兼1

韓国・朝鮮語ⅠａＡ 1後 1 ○ 兼1

韓国・朝鮮語ⅠｂＨ 1前 1 ○ 兼1

韓国・朝鮮語ⅠｂＡ 1後 1 ○ 兼1

－ 3 24 0 5 6 0 0 0 兼25 －

スポーツ科学Ⅰ 1前 1 ○ 2 1 兼3

スポーツ科学Ⅱ 1後 1 ○ 2 1 兼3

－ 2 0 0 2 1 0 0 0 兼3 －

1前 2 ○ 1 5

－ 2 0 0 1 5 0 0 0 －

ミクロ経済学Ａ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 3

ミクロ経済学Ｂ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 3

マクロ経済学Ａ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

マクロ経済学Ｂ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 1

コア政治経済学 1後・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

統計学Ａ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 3

統計学Ｂ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 3

社会経済史 1後・2・3・4前・後 2 ○ 2

経営学 1後・2・3・4前・後 2 ○ 5 2 兼1

簿記会計Ａ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 5 兼1

簿記会計Ｂ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 4 兼1

法学 1後・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

科学方法論 1後・2・3・4前・後 2 ○ 3 1

－ 0 26 0 13 18 1 0 0 兼5 －

基礎演習 1後・2前・後 2 ○ 9 11 1 兼2

コアセッション 1後・2前・後 1 ○ 2 12 兼1

ＢＳセミナー 1後・2前・後 2 ○ 2

事前演習 1後・2前・後 1 ○

－ 0 6 0 13 19 1 0 0 兼3 －

外国文献研究 2後・3・4前・後 2 ○ 14 20 2 兼3

時事外国語 2後・3・4前・後 2 ○ 4 4 兼1

コミュニケーション・スキル 2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼3

経済経営英語 2後・3・4前・後 2 ○ 2 7

英語演習 2後・3・4前・後 2 ○ 1 4 兼1

ドイツ語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

ドイツ語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

フランス語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

フランス語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

スペイン語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 兼2

スペイン語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 兼2

中国語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

教
養
教
育
科
目
群

外
国
語
科
目

専
門
語
学
演
習

学
部
共
通
科
目

専
門
教
育
科
目
群

小計（2科目） －

プ
レ
セ
ミ
ナ
ー 小計（4科目）

基

礎

科

目

コ
ア
科
目

－

現代経済学基礎

小計（1科目） －

小計（13科目） －

英語Ⅰｂ

小計（27科目） －

体
育
科
目
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中国語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

ロシア語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 兼1

ロシア語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

韓国・朝鮮語演習Ｈ 2・3・4前・後 2 ○ 兼1

韓国・朝鮮語演習Ａ 2後・3・4前・後 2 ○ 兼1

古文書演習 2後・3・4前・後 2 ○ 2

WritingⅠ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

WritingⅡ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

PresentationⅠ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

PresentationⅡ 1後・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

Academic Writing 2・3・4前・後 2 ○ 兼1

Debate 2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 48 0 24 29 2 0 0 兼15 －

専門演習Ⅰ 3前 2 ○ 37 40

専門演習Ⅱ 3後 2 ○ 37 40

専門演習Ⅲ 4前 2 ○ 35 36 兼3

専門演習Ⅳ 4後 2 ○ 36 37 兼3

特別研究 3・4前・後 2 ○ 1

－ 8 2 0 37 43 0 0 0 兼3 －

現代の経済 2・3・4前・後 1～2 ○ 兼1

現代の経営 2・3・4前・後 1～2 ○ 4 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

リーダーシップ論 2・3・4前・後 1～2 ○ 1 2 1 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

インターンシップ事前演習 2・3・4前・後 2 ○

就業体験Ⅰ（インターンシップ） 2・3・4前・後 1 ○

就業体験Ⅱ（インターンシップ） 2・3・4前・後 2 ○

就業体験Ⅲ（インターンシップ） 2・3・4前・後 3 ○

インターンシップ事後演習 2・3・4前・後 1 ○

ボランティア体験 1・2・3・4前・後 1 ○

海外研修（アメリカ語学研修） 1・2・3・4前・後 2 ○

海外研修（タイ・エコスタディ） 1・2・3・4前・後 2 ○

海外研修（オーストラリア研究） 1・2・3・4前・後 2 ○

海外研修（中国語学研修） 1・2・3・4前・後 2 ○

海外研修（韓国語学・文化研修） 1・2・3・4前・後 2 ○

1・2・3・4前・後 2 ○

－ 0 25～28 0 4 2 1 0 0 兼15 －

プロジェクト 2・3・4前・後 1～2 ○ 7 4 2 兼6

－ 0 1～2 0 7 4 2 0 0 兼6 －

分析ツール 1・2前・後 2 ○ 5

古文書解読Ａ１ 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

古文書解読Ａ２ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

古文書解読Ｂ１ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

古文書解読Ｂ２ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

Lectures in English 2・3・4前・後 3～4 ○ 1 兼1

時事特別講義 2・3・4前・後 1 ○ 兼1

日本経済戦略論 2・3・4前・後 2 ○ 1

上級特別研究 3・4前・後 2 ○ 1 1

サービス経済論 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 1～2 ○ 兼1

イノベーション概論 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

創造的仕事の技術と知識 1・2・3・4前・後 1～2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 1～2 ○ 1

リスクマネジメント基礎 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 27～31 0 6 10 0 0 0 兼6 －

社会システム学科で学ぶ 1前 2 ○ 11 12 1 兼1

－ 0 2 0 11 12 1 0 0 兼1 －

1・2前・後 2 ○ 1

1・2前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼1

社
会
シ
ス
テ
ム

専
門
語
学
演
習

学
部
共
通
科
目

専
門
教
育
科
目
群

社
会
シ
ス
テ
ム
学
科
専
門
科
目

現代社会システム論

小計（1科目） －

入

門

科

目

社会システム原論Ⅰ

社会システム原論Ⅱ

現代社会論Ⅰ　

現代社会論Ⅱ　

経済社会学Ⅱ　

経済社会学Ⅰ　

海外研修（メキシコ語学・文化研修）

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

科

目

そ
の
他
科
目

専
門
演
習

実
践
・
体
験
科
目

小計（24科目） －

小計（1科目） －

小計（15科目） －

小計（5科目） －

小計（15科目） －

サービス・イノベーション事例研究

ものづくり、人づくり、地域づくり

産業と文明論　
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1・2前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 52 0 3 3 0 0 0 兼6 －

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 1 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 2 1 兼16

－ 0 50 0 1 5 1 0 0 兼17 －

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

社
会
シ
ス
テ
ム

専
門
教
育
科
目
群

思
考
情
報
シ
ス
テ
ム

社
会
シ
ス
テ
ム
学
科
専
門
科
目

社会調査法

小計（26科目） －

小計（25科目） －

法
シ
ス
テ
ム

政治学原論Ⅱ

現代政治理論Ⅰ

現代政治理論Ⅱ

行政システム論Ⅰ

マス・メディア論

環境経済学Ⅰ

環境経済学Ⅱ

法社会学

国際取引法

政治学原論Ⅰ

税法各論

有価証券法

情報法

法システム論特殊講義

労使関係法

労働者保護法

国際法

認識論Ⅰ

認識論Ⅱ

科学哲学Ⅰ

科学哲学Ⅱ

情報システム論Ⅰ

情報システム論Ⅱ

商法総則・商行為

会社法Ⅰ

現代思想理論Ⅱ

現代科学入門Ⅰ

現代科学入門Ⅱ

数理解析入門Ⅰ

知能情報論Ⅱ

知的財産法

債権担保法

会社法Ⅱ

経済法Ⅰ

経済法Ⅱ

消費者法

環境法

税法総論

行政法Ⅱ

民法総則

物権法

債権法

国際関係論Ⅰ

国際関係論Ⅱ

社会システム論特殊講義

憲法Ⅰ

憲法Ⅱ

行政法Ⅰ

行政システム論Ⅱ

社会心理学Ⅰ

社会心理学Ⅱ

消費者心理学Ⅰ

消費者心理学Ⅱ

記号論Ⅰ

数理解析入門Ⅱ

知能情報論Ⅰ

記号論Ⅱ

現代思想理論Ⅰ

ネットワーク概論

メディア情報論
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2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

－ 0 50 0 2 3 0 0 0 兼5 －

1・2前・後 2 ○ 1 1

1・2前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 46 0 6 6 0 0 0 兼2 －

－ 20 571～579 0 40 48 3 0 0 兼277 －

専
門
教
育
科
目
群

思
考
情
報
シ
ス
テ
ム

社
会
シ
ス
テ
ム
学
科
専
門
科
目

認知心理学

思考情報システム論特殊講義

－

国
際
文
化
シ
ス
テ
ム

異文化コミュニケーション論Ｂ

合計（３１８科目） －

学位又は称号 　学士（経済学） 学位又は学科の分野 　経済学関係

小計（23科目）

行動科学Ⅰ

－

国際文化システム特殊講義

文化記号論

アジア社会・文化論Ａ

アジア社会・文化論Ｂ

文化システム論Ａ

文化システム論Ｂ

文化社会学

国際社会学

文化人類学

民族誌論

社会言語学

日本社会文化論

現代日本文化論

ヨーロッパ社会・文化論Ａ

ヨーロッパ社会・文化論Ｂ

ヨーロッパ社会・文化論Ｃ

北アメリカ社会・文化論

ラテンアメリカ社会・文化論Ａ

ラテンアメリカ社会・文化論Ｂ

行動科学Ⅱ

日本社会史

日本文化史

異文化コミュニケーション論Ａ

スポーツ身体論

体力健康論

小計（25科目）

スポーツ文化論
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 ○ 1 兼2

滋賀大学で学ぶ 1前 2 ○ 11 2 兼8 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

－ 2 2 0 12 2 0 0 0 兼10 －

哲学からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

歴史からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

文学からの問い 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

論理の世界 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 1 兼2

自然言語の世界 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼4

人間と存在 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

人間と倫理 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

人間と宗教 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

人間と経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

人間と心理 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼4

人間と教育 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼4

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1 集中

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼4

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 50 0 9 9 0 0 0 兼45 －

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 3 4 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 5

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2

社
会
科
学
分
野

全
学
共
通
教
養
科
目

教
養
教
育
科
目
群

単位数 授業形態

【既設】（経済学部社会システム学科　夜間主コース）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

専任教員等の配置

備考

大

学

入

門

科

目

大学入門セミナー

小計（2科目） －

人
文
科
学
分
野

日本の歴史

欧米の歴史

文化の歴史

日本の文学

欧米の文学

美術の世界

音楽の世界

演劇の世界

文化への問い

芸術と文化

言語と文化

教育と文化

日本の文化

欧米の文化

小計（25科目）

世界経済の現状

教育の諸問題

スポーツと現代社会

生活と法

社会と会計

組織と会計

現代の諸問題

生活と企業

－

社会学からの問い

経済学からの問い

経営学からの問い

法学からの問い

政治学からの問い

地理学からの問い

人間と社会

社会の比較

地域社会の経済

教育と社会

現代社会をみる目

日本国憲法

現代社会と政治

現代社会と法

私法の世界

日本社会の法と政治

経済学と現代

現代の金融

現代の企業と経営
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1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 80 0 17 25 1 0 0 兼30 －

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 5 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 6 兼3

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 3

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼4

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼5

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前・後 2 ○ 2 2 兼6

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 44 0 8 17 0 0 0 兼46 －

近江とびわ湖Ⅰ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江とびわ湖Ⅱ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

近江の歴史 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼4

近江の経済 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

近江とくらしと文化 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

地域共生論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

滋賀大学で環境を学ぶ 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

環境問題を学ぶ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2 兼2

環境学習プログラム開発論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

まちと住まい 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

環境教育概論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

世界史における東アジア 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

国際化と東アジアを考える 1・2・3・4前・後 2 ○ 3 兼3

東アジアの多様性の理解 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼3

日本と東アジア 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

キャリアデザイン論 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼5

働くことの意味 1・2・3・4前・後 2 ○ 2 兼1

自己理解 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

こころと身体の科学 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 40 0 13 6 0 0 0 兼27 －

1・2・3・4前・後 1 ○ 1 4 1 兼3

ドイツ語Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

ドイツ語Ｂ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

フランス語Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

フランス語Ｂ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

社
会
科
学
分
野

全
学
共
通
教
養
科
目

外
国
語
科
目

教
養
教
育
科
目
群

英語

消費と社会

くらしと住まい

衣と暮らし

情報と人間

情報化と社会

戦争と平和

平和教育

福祉と教育

現代の社会福祉

人権問題を学ぶ

現代社会と人権

ジェンダーを学ぶ

男女の共生

小計（40科目） －

自
然
科
学
分
野

数学への招待

自然科学への招待

応用科学への招待

エンジニアリングへの招待

情報学への招待

情報と科学

宇宙と地球

自然と人間

生命と物質

物質とエネルギー

数学的思考

問題解決の手法

情報リテラシー

情報通信の仕組み

メディアと情報

コンピュータの仕組み

メディアツール活用法

情報教育概論

健康の科学

脳の科学

身体運動の科学

身体の科学

小計（22科目） －

特
定
主
題
分
野

地域からの視点

小計（20科目） －
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スペイン語Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

スペイン語Ｂ 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

中国語Ａ 1・2・3・4前・後 1 ○ 2

中国語Ｂ 1・2・3・4前・後 1 ○ 2

－ 0 9 0 4 6 0 0 0 兼3 －

スポーツ科学Ⅰ 1・2・3・4前・後 1 ○ 2 1 兼1

スポーツ科学Ⅱ 1・2・3・4前・後 1 ○ 2 1 兼1

－ 0 2 0 2 1 0 0 0 兼1 －

1前 2 ○ 2

－ 2 0 0 2 0 0 0 0 －

ミクロ経済学Ａ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

ミクロ経済学Ｂ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

マクロ経済学Ａ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 1

マクロ経済学Ｂ 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

コア政治経済学 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

統計学Ａ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

統計学Ｂ 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

社会経済史 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

経営学 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

簿記会計Ａ 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

簿記会計Ｂ 1・2・3・4前・後 2 ○ 2

法学 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

科学方法論 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 26 0 4 5 1 0 0 兼4 －

経済・ファイナンスへの招待 1後・2・3・4前・後 2 ○ 7 8 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

経営学・会計学への招待 1後・2・3・4前・後 2 ○ 6 8 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

知と情報の科学への招待 1後・2・3・4前・後 2 ○ 6 10 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

社会システムへの招待 1後・2・3・4前・後 2 ○ 4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

－ 0 8 0 19 29 0 0 0 兼1 －

外国文献研究 2後・3・4前・後 2 ○ 14 20 2 兼3

時事外国語 2後・3・4前・後 2 ○ 4 4 兼1

経済経営英語 2後・3・4前・後 2 ○ 2 7

コミュニケーション・スキル 2後・3・4前・後 2 ○ 1 兼3

－ 0 8 0 18 24 2 0 0 兼6 －

専門演習Ⅰ 3前 2 ○ 37 40

専門演習Ⅱ 3後 2 ○ 37 40

専門演習Ⅲ 4前 2 ○ 35 36 兼3

専門演習Ⅳ 4後 2 ○ 36 37 兼3

特別研究 3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 10 0 37 43 0 0 0 兼3 －

現代の経済 2・3・4前・後 1～2 ○ 兼1

現代の経営 2・3・4前・後 1～2 ○ 4 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

リーダーシップ論 2・3・4前・後 1～2 ○ 1 2 1 兼7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

就業体験Ⅰ（インターンシップ） 2・3・4前・後 1 ○

就業体験Ⅱ（インターンシップ） 2・3・4前・後 2 ○

ボランティア体験 1・2・3・4前・後 1 ○

海外研修（アメリカ語学研修） 1・2・3・4前・後 2 ○

海外研修（タイ・エコスタディ） 1・2・3・4前・後 2 ○

海外研修（オーストラリア研究） 1・2・3・4前・後 2 ○

海外研修（中国語学研修） 1・2・3・4前・後 2 ○

海外研修（韓国語学・文化研修） 1・2・3・4前・後 2 ○

1・2・3・4前・後 2 ○

－ 0 19～22 0 4 2 1 0 0 兼15 －

プロジェクト 2・3・4前・後 1～2 ○ 7 4 2 兼6

－ 0 1～2 0 7 4 2 0 0 兼6 －

分析ツール 1・2前・後 2 ○ 5

Lectures in English 2・3・4前・後 3～4 ○ 1 兼1

時事特別講義 2・3・4前・後 1 ○ 兼1

日本経済戦略論 2・3・4前・後 2 ○ 1

サービス経済論 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 2

1・2・3・4前・後 1～2 ○ 兼1

イノベーション概論 1・2・3・4前・後 2 ○ 1

創造的仕事の技術と知識 1・2・3・4前・後 1～2 ○ 兼1

そ
の
他
科
目

学
部
共
通
科
目

専
門
教
育
科
目
群

基

礎

科

目

専
門
語
学
演
習

外
国
語
科
目

教
養
教
育
科
目
群

海外研修（メキシコ語学・文化研修）

サービス・イノベーション事例研究

小計（9科目） －

体
育
科
目 小計（2科目） －

現代経済学基礎

小計（1科目） －

コ
ア
科
目

小計（13科目） －

専
門
導
入
科
目 小計（4科目） －

小計（4科目） －

専
門
演
習

小計（5科目） －

実
践
・
体
験
科
目

小計（12科目） －
プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

科

目 小計（1科目） －
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1・2・3・4前・後 1～2 ○ 1

リスクマネジメント基礎 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 17～21 0 4 8 0 0 0 兼5 －

1・2前・後 2 ○ 1

1・2前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2前・後 2 ○ 兼2

1・2前・後 2 ○ 兼2

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 兼1

1・2前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

－ 0 52 0 3 3 0 0 0 兼6 －

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 1 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 1

2・3・4前・後 2 ○ 2 1 兼16

－ 0 50 0 1 5 1 0 0 兼17 －

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 1

そ
の
他
科
目

学

部

共

通

科

目

専
門
教
育
科
目
群

社
会
シ
ス
テ
ム
学
科
専
門
科
目

思
考
情
報
シ
ス
テ
ム

小計（26科目） －

社
会
シ
ス
テ
ム

小計（25科目） －

法
シ
ス
テ
ム

国際法

ものづくり、人づくり、地域づくり

小計（10科目） －

社会システム原論Ⅰ

社会システム原論Ⅱ

現代社会システム論

現代社会論Ⅰ　

現代社会論Ⅱ　

産業と文明論　

経済社会学Ⅰ　

経済社会学Ⅱ　

環境経済学Ⅰ

環境経済学Ⅱ

法社会学

マス・メディア論

政治学原論Ⅰ

政治学原論Ⅱ

現代政治理論Ⅰ

現代政治理論Ⅱ

行政システム論Ⅰ

行政システム論Ⅱ

社会心理学Ⅰ

社会心理学Ⅱ

消費者心理学Ⅰ

消費者心理学Ⅱ

社会調査法

国際関係論Ⅰ

国際関係論Ⅱ

社会システム論特殊講義

憲法Ⅰ

憲法Ⅱ

行政法Ⅰ

行政法Ⅱ

民法総則

物権法

債権法

商法総則・商行為

会社法Ⅰ

会社法Ⅱ

経済法Ⅰ

経済法Ⅱ

消費者法

環境法

税法総論

税法各論

有価証券法

情報法

知的財産法

債権担保法

労使関係法

労働者保護法

認識論Ⅰ

認識論Ⅱ

科学哲学Ⅰ

科学哲学Ⅱ

記号論Ⅰ

記号論Ⅱ

現代思想理論Ⅰ

国際取引法

法システム論特殊講義
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2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1 兼1

－ 0 50 0 2 3 0 0 0 兼5 －

1・2前・後 2 ○ 1 1

1・2前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

1・2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 1

2・3・4前・後 2 ○ 兼1

－ 0 46 0 6 6 0 0 0 兼2 －

－ 4 514～522 0 40 48 3 0 0 兼239 －

専
門
教
育
科
目
群

社
会
シ
ス
テ
ム
学
科
専
門
科
目

思
考
情
報
シ
ス
テ
ム

－

国
際
文
化
シ
ス
テ
ム

現代思想理論Ⅱ

現代科学入門Ⅰ

現代科学入門Ⅱ

数理解析入門Ⅰ

数理解析入門Ⅱ

知能情報論Ⅰ

知能情報論Ⅱ

ネットワーク概論

メディア情報論

アジア社会・文化論Ａ

アジア社会・文化論Ｂ

日本社会文化論

現代日本文化論

日本社会史

日本文化史

北アメリカ社会・文化論

ラテンアメリカ社会・文化論Ａ

ラテンアメリカ社会・文化論Ｂ

異文化コミュニケーション論Ａ

異文化コミュニケーション論Ｂ

情報システム論Ⅰ

情報システム論Ⅱ

行動科学Ⅰ

行動科学Ⅱ

スポーツ身体論

体力健康論

スポーツ文化論

認知心理学

思考情報システム論特殊講義

小計（25科目）

文化システム論Ａ

文化システム論Ｂ

文化社会学

国際社会学

文化人類学

民族誌論

文化記号論

ヨーロッパ社会・文化論Ａ

ヨーロッパ社会・文化論Ｂ

ヨーロッパ社会・文化論Ｃ

国際文化システム特殊講義

小計（23科目） －

合計（２６９科目） －

学位又は称号 　学士（経済学） 学位又は学科の分野 　経済学関係

社会言語学
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